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No.465 長さ22.1幅 7.5 長さ2.2 幅 1.5



似内遺跡発掘調査報告書

東北横断自動車道釜石一秋田線建設工事関連遺跡発掘調査



岩手県には縄文時代の遺跡をはじめとする数多くの埋蔵文化財包蔵地を有して

おり、平成H年度の岩手県教育委員会のまとめでは10,500箇所を超えております。
先人たちの残した文化財を保護し、保存していくことは私たち県民に課せられた

重大な責務であります。

一方、本調査の原因となりました東北横断自動車道路建設事業を例にあげるま

でもなく、現代社会を豊かにし、快適な生活をおくるための地域開発もまた県民

の切実な願いであります。埋蔵文化財の保護・保存と地域開発事業という相容れ

ない要素を持つ事業の調和のとれた施策が今日的な課題となつております。

当財団法人岩手県文化振興事業団は、埋蔵文化財センターの創設以来、埋蔵文化

財保護の立場にたって、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業によつ

てやむを得ず消滅する遺跡について発掘調査を行い、その記録を残す処置をとつ

てまいりました。

本書は、日本道路公団東北支社による東北横断自動車道路建設事業に関連して

平成 10・ 11年度に行われた花巻市似内遺跡の発掘調査結果をまとめたものであり

ます。本遺跡は、北上川右岸の河岸段丘上に立地し、調査の結果、平安時代の集

落跡に伴う多量の遺物や遺構が発見され、貴重な資料を提供することができまし

た。この報告書が広く活用され、斯学の研究のみならず、埋蔵文化財に対する理

解の一助になれば幸いです。

最後になりましたが、これまでの発掘調査及び報告書作成に御協力と御援助を

賜りました日本道路公団東北支社や花巻市教育委員会をはじめとする多くの関係

諸機関・関係各位に哀心より感謝申し上げます。

平成12年 10月

財団法人 岩手県文化振興事業国

理事長 千 葉 浩 一



画

1,本報告書は、岩手県花巻市上似内第10地割66-1ほかに所在する似内遺明の発掘調査の結果を収録したも
のである。

2.本遺跡の岩手県遺跡登録台帳の遺跡番号と調査略号は次のとおりである。
ME16-2299・ NN-98(99)

3.本遺跡の調査は、東北横断自動車道路建設事業に伴う緊急発掘調査である。調査は、岩手県教育委員
会事務局文化課の調整を経て、花巻市の委託を受けた財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

が実施した。

4.野外調査の期間と調査面積・調査担当者は次のとおりである。

H10年度調査  発掘調査期間 平成10年 8月 7日 ～11月 13日
室内整理期間 平成10年 11月 1日 ～12月 31日
発掘調査面積 2,560�

調査担 当者 金子昭彦・松川由次・布谷義彦
HH年度調査  発掘調査期間 平成H年 4月 14日 ～10月 7日

室内整理期間 平成HttH月 1日 ～3月 31日
発掘調査面積 7,853ポ

調査担 当者 溜浩二郎・熊谷佳恵              '

5,座標原点の測量および空中写真撮影は、次の機関に委託した。
座標原点の測量―――慶長測量設計株式会社、協進測量設計株式会社

空中写真撮影―一――東邦航空株式会社

6.本報告書の執筆は以下のとおりである。
Ⅳ.検出された遺構 溜浩二郎 。金子昭彦・熊谷佳恵・松川由次 (分担執筆により文末に執筆者を記載)
上記以外の執筆・編纂は沼浩二郎が行つた。

7.発掘調査において次の機関の協力を得た。
日本道路公団東北支社・花巻市教育委員会                …

8.本遺跡の調査に関わる記録、遺物等の資料は、岩手県立埋蔵文化財センターに保管している。
9。 実測図の凡例は12頁に記載した。
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I.調査に至る経過

平成 9年 9月 18日付東北支北工第695号岩手県教育委員会委員長宛 「平成10年度以降における埋蔵文化

財関連開発事業計画」の回答書を提出し、平成 9年 10月 17日付東北支北工第745号により、岩手県教育委

員会事務局に「東北横断自動車道釜石―秋田線 (東和～花巻間)の建設に伴う埋蔵文化財試掘について」

(依頼)し、岩手県教育委員会事務局文化課は狼沢H遺跡を平成 9年 H月 25,26日、似内遺跡を平成 9年

12月 5日、高松寺遺閉を平成 9年 12月 9・ 11日、上駒板遺跡を平成 9年 12月 22日 、平成10年 2月 2・ 3

日で調査した結果、平成10年 1月 27日 付文教第898号により上記の区間に対し調査対象 (範囲および調査)

総面積30,700∬ と決定した。それを受け、当公団と岩手県教育委員会事務局文化課と (財)岩手県文化振

興事業団埋蔵文化財センターと平成 9年 12月 22日 に4遺囲の現地調査をし、その後、 (財)岩手県文化振興

事業団埋蔵文化財センターと工事工程および発掘調査工程等の打ち合わせを重ね、平成10年 4月 からの埋

蔵文化財発掘調査を確認した。

そして似内遺跡の調査を平成10年 8月 7日 ～H月 13日、平成H年 4月 14～ 10月 7日 まで行つた。

H.遺跡の立地と環境

1.遺跡の位置
遺跡の立地する花巻市は岩手県内陸部中央のやや南に位置する。市域は東西29.5km。 南北27.5kmで、北

西から南東に長いほぼ楕円の地形をなす。北は岩手郡雫石町・稗貫郡石烏谷町、東は和賀郡東和町、南は北

上市・和賀郡江釣子村、西は和賀郡和賀町 。沢内村に接し、総面積は387,73km2で ぁる。

似内遺跡は、 JR花巻駅から北東に約3.5km、 花巻市北部の北上川中流域右岸に位置する。

発掘調査前の遺跡の状況は民家跡、畑跡などで、遺跡の標高は75m前後、北上川よりの東側の低位段丘

面より2～ 5mほ ど高い所に立地している。

2.地形・地買
地形的には、市域東半中央には北上川が大きく蛇行して南流し、西には松倉山や円森山など標高200～

900m級の山地が連なる急峻で起伏の大きな奥羽山系の支脈をなす山地からなる。東には比較的勾配が緩や

かな標高150～ 250m前後の北上山地西麓の小丘陵や山地が張り出し、西縁に載る高松丘陵には宮沢賢治ゆ

かりの胡四王山を望む。市域の北西、塚瀬森に源を発する台川は、阿弥陀ヶ倉の渓谷をうがち釜淵の滝とな

つて流下し、六郎山に源を発して沿線に台・花巻の温泉を湧出し、緒ヶ瀬の滝となる湯ノ沢を合流、さらに

鍋割川を合わせ瀬川となって東流し、流域には扇状地を発達させ、遺跡の南西1.8km地点で北上川と合流す

る。

地質は西側の奥羽山系には主に新第三紀中新世のグリーンタフ活動による安山岩質～流紋岩質岩が砂岩や

礫岩・頁岩を伴い分布するほか、更新世や第四紀の岩盤層が分布する。さらに、東側の北上山系には泥岩お
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よびチャートよりなる古生代二畳紀の地層や中生代の花商岩類、斑レイ岩類、蛇紋岩類、さらに中新世の安

山岩類と鮮新世の炭層をはさむ砂岩、頁岩層が分布している。

(参考文献〉

岩手県花巻市教育委員会 1997『花巻市埋蔵文化財包蔵地分布図  (H9年度版)』

霊

剛

畷

山 地

丘陵地

砂礫段丘 H
(中位段丘)

砂礫段丘Ⅲ

(低位段丘)

沖積段丘

扇状地

谷底平野
及び氾濫平野

自然堤防

旧河道

圏

囲

鰯

第3図 遺跡周辺の地形分類図
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3.基本土層
調査区内の高低差は南北方向で約20cm、 東西方向で約100cmである。遺構検出面までの深さは浅いとこ

ろで15～ 20cm、 深いところで100cmにおよび、場所により検出面の標高は大きく異なる。第4図は調査

区西側 (80グリッド)及び、北東 (24」 グリッド)の壁面に深堀りをかけたもので、これを遺跡の基本

土層とした。

L=76000n引

第 I層 :10YR2/3 黒褐色土 粘性なし しまりあり
植物根多く含む。現表土。層厚は16～ 28cm。

第Ha層 :10YR2/2 黒褐色土 粘性ややあり しまり
あり 暗褐色土 (10YR3/3)1～ 20/O含む。8～ 14cm。
第Hb層 :10YR3/3 暗褐色土 粘性なし しまりあり
層厚は0～ 9cm。 (遺構検出面)

第Ⅲ層 :10YR3/4 晴褐色土 粘性あり しまりややあ
り (地山土)

卜 L=75600m

/

//

― o

-100

/;ヶケ
/

ノ  調査区北東隅

調査区西側

第4図  基本土層
4.周辺の遺跡
似内遺跡から南東に望む胡四王山には平安時代及び中世の遺跡である胡四王山館跡があり、また本遺跡と

同じ、北上川西岸段丘上には北東方向2kmに平成9～ 10年に埋文センター、花巻市教育委員会によって調

査が行われている平安時代の集落である庫理遺跡、北西1.5kmに は平成10～ H年に埋蔵文化財センターで

調査を行つている石持 I遺明、南西に平安時代の下似内遺跡、南東に隣接して上似内遺跡と周辺には平安期

の遺跡が多数確認されている。

似内遺跡の調査は平成4年に花巻市教育委員会で最初に行われ、今回が3回 目になり、調査区は遺跡の北

端部にあたる。また、今回の調査に先立ってH9年に行われた花巻市教育委員会の2回目の調査では竪穴住

居跡2棟を検出し、うち1棟から土錘353点が出土する成果があがつている。

(参考文献〉

岩手県 1976 『北上山系開発地域 土地分類基本調査 花巻』
岩手県花巻市教育委員会 1998『花巻市内遺跡発掘調査報告書』 (久保野H遺跡。本館H遺跡・似内遺跡)
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周辺の遺跡

No 遺跡名 時 代 種 別 遺物・遺構

1 小森林館 中 世 城館跡 土塁、堀、二郭、縄文土器

江  曽 縄  文 散布地 縄文土器

3 古  館 中 世 城館跡 土塁、堀

黒沼館 中 世 城館跡 上塁、堀、井戸

5 堀の内 中 世 城館跡 堀

6 江曽一里塚 近  世 一里塚

7 江曽館 中 世 城館跡 土塁、堀、井戸

8 柳 館 中 世 城館跡 古井戸、郭、土塁、堀

9 関口北船場館 中 世 船着き場

0 関口館 中 世 城館跡 堀、古井戸

1 関口南船場館 中 世 船着き場
つ
を 関口南館 中 世 城館跡

工早

3 大 西 縄 文 散布地 縄文土器

4 葛船場 近 世 渡し場跡

七ツ森古墳群 縄文・古墳 散布地・古墳群 古墳、縄文土器、土師器

6 貝の淵 I 縄文・古代 散布地 縄文土器、土師器

七ツ森 縄文・古代 散布地 縄文土器、土師器

8 猪 鼻 縄文・古代 散布地 縄文土器、土師器

9 貝の淵 H 縄 文 散布地 縄文土器

20 下 館 中 世 城館跡

関回西 中 世 城館跡

22 関口V 中 世 城館跡

23 関口Ⅵ 中 世 城館跡 土塁

24 猪鼻館 中 世 散布地・城館跡 井戸、空堀、主郭

見山古墳群 古 墳 古墳群 古墳

26 見 山 縄文・古墳 散布地・古墳 縄文土器

馬場田 縄  文 散布地 縄文土器

28 稲  荷 縄  文 集落跡 縄文土器

29 新  田 縄  文 散布地 縄文土器

30 反  町 縄文・古墳 古墳群・祭祀跡 縄文土器、古墳、住居跡

31 大西橋 縄  文 散布地 縄文土器
つ
ι 宿 縄文・古代 集落跡 縄文土器、土師器

33 宿  館 中 世 城館跡 土塁、堀

34 蛇蠅岨 平  安 散布地 土師器

35 光勝寺本堂 中 世 寺院跡 塚

36 光勝寺鐘桜 中 世 寺院跡 礎石

沢  流 縄文・古代 散布地 縄文土器、土師器

38 安堵屋敷 縄文・古代 散布地 縄文土器、土師器

39 長沢 H 縄  文 散布地 縄文土器

40 長沢Ⅲ 縄  文 散布地 縄文土器

41 寺場古塚 縄  文 散布地 縄文土器

42 鱒沢工 縄 文 散布地 縄文土器

43 隅つこ館 中 世 城館跡 堀、土塁

44 高 畑 縄 文 集落跡 縄文土器

45 長沢 I 縄 文 散布地 縄文土器

46 長沢Ⅳ 縄 文 散布地 縄文土器

47 佐渡川古墳群 古 墳 古墳群 円墳21基以上、土師器

48 宮野目方八丁 平 安 城館跡 竪穴住居跡、土師器、須恵器、鉄器、砥石、二重土塁、堀

49 上ノ山 縄文・古代 散布地 縄文土器

50 上ノ山館 縄文・古代～中世 城館跡・散布地 堀、縄文土器 (前・中期)、石器、土師器、須恵器
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No 遺跡名 時 代 種  別 遺物 遺構

51 山の神 縄 文 散布地 縄文土器 (前期)、石器、土偶片

52 源明 I 平  安 散布地 須恵器

53 葛 縄文・平安 散布地 縄文土器、土師器

54 西宮野目 縄  文 散布地 縄文土器 (前・後・晩期)

55 新  屋

56 先  屋 縄文。近世 散布地・屋敷跡 縄文土器、石箆、石核

57 十三塚 祭祀跡 塚、古銭

58 = 
丘 古 代 散布地 土師器

59 石持 II 古  代 散布地 土師器

60 馬立 〕 平  安 散布地 土師器

61 柏葉城 近  世 散布地・城館跡
食
∪ 田力中野 縄文・平安 散布地 縄文土器、土師器

63 馬立 H 平  安 散布地 土師器

64 本館Ш 中 世 城館跡 郭、堀

65 石持 I 縄文・平安 集落跡 竪穴住居跡、落とし穴、土師器、須恵器

66 似  内 縄文・平安・近世 集落跡 竪穴住居跡、落とし穴、上師器、須恵器、土錘、鉄器、金粒

67 古館 (似内館) 中 世 城館跡

68 庫 理 縄  文 散布地 縄文土器、土師器

69 添市古墳群 古 墳 古墳群

70 添市館 城館跡

71 東野袋 古 代 散布地 土師器
つ
々 矢沢古堂 古 代 集落跡 土師器、須恵器、鉄製鍬

73 上野々 縄  文 散布地 石斧、石器

74 添  市 縄文・弥生 散布地 縄文土器 (前 ?・ 中・晩期 )、弥生土器 (後期 )、 石器

75 陣ヶ森 中 世 城館跡 堀、土塁

76 上  幅 縄文・古代 集藩跡 竪穴住居跡、石器、縄文土器

７
′ 下  幅 古代・平安 散布地 竪穴住居跡、土師器、須恵器

78 本館 I 縄  文 散布地 縄文土器 (晩期)、石器

79 本館 H 縄  文 集落跡 落とし穴状遺構

80 下似内 古 代 散布地 土師器、須恵器

81 下  東 古 代 散布地 土師器、須恵器
Ｏ
Ｏ 上似内 古 代 散布地 土師器、須恵器

83 槻ノ木 H 縄  文 散布地 縄文土器、石器

84 槻ノ木 I 縄文・弥生 散布地 縄文土器 (晩期 )、 弥生土器

85 花巻城 中世～近世 城館跡 堀

86 堰袋 H 古  代 散布地 土師器、須恵器、土錘

０
０ 高松 I 縄  文 散布地 縄文土器 (中期)

88 高松 H 縄文・弥生 平安 散布地 縄文土器 (晩期)、弥生土器 (谷起島)

89 高松Ⅲ 縄文・弥生 散布地 縄文土器、弥生土器、石器

90 蒼前堂 縄  文 散布地 縄文土器

91 上台 I 縄  文 散布地 縄文土器

92 古館 (高木古館) 中世～近世 城館跡 堀

93 サイノ神 縄  文 散布地 縄文土器 (中期 )

94 堰袋 I 縄文・古代 散布地 縄文土器、石器、土脈器

95 安野 I 縄 文 散布地 縄文土器 (後期)

96 上台Ⅲ 縄文・古代 集落跡 縄文土器、石器、土師器

97 久田野 I 縄 文 散布地 焼土遺構、縄文土器、スクレイパー

98 上台 H 縄  文 経  塚 縄文土器

99 高木岡神社 集落跡 塚、自磁瓶

100 久田野 H 縄  文 城館跡 竪穴住居跡、縄文土器 (中期)

101 胡四王山館 平  安 城館跡 空壕、二重空堀、竪穴住居跡、縄文土器、土師器、須恵器、古銭、砥石
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No 遺跡名 時 代 種 別 遺物・遺構

つ
々
ハ
） 槻ノ木Ⅲ 縄文・古代 散布地 縄文土器、土師器、須恵器、石器

03 矢沢八幡 平安。江戸 集落跡・城館跡 竪穴住居跡、掘立柱建物跡、濤、土師器、須恵器、古銭、陶磁器、石器

04 経塚森 古 代 経 塚 土師器

05 寺 場 古 代 集落跡 竪穴住居跡、土師器、須恵器

06 明ヶ沢 縄  文 散布地 縄文上器 (中期)、石器

07 高松寺跡 廃寺跡 古碑

08 安野 H 弥  生 集落跡 弥生土器、石斧

09 安野Ш 縄文∫古代 散布地 縄文土器、土師器、石器

10 中野C 縄文・古代 集落跡 焼上、土坑、縄文土器、石器、土製耳栓、土師器、石鏃

11 中野B 縄  文 散布地 縄文土器 (後釧)、弥生土器、石器
つ
る 中里一里塚 近 世 一里塚 塚2基

13 中野D 縄文～古代 散布地 土坑、縄文土器(前。中・晩期)、弥生土器、(中期)、石器、土偶片、上師器

14 中野A 縄  文 散布地 縄文土器、(中 ?)、 上師器、石器、須恵器 (?)

15 高松山経塚 平安・近世 経塚・廃寺跡 経塚、竪穴状遺構、自磁壺、常滑壷

16 綱  森 塚 塚2基

17 桜  町

18 不動 I 縄  文 集落跡 縄文上器 (後・晩期)石器

19 不動 H 古 代 散布地 土師器、須恵器、古銭 (寛永通宝)

20 桜町窯跡 近 世 窯 跡 陶磁器、瓦片

21 上 館 中世。近世 城館跡

22 高木中鮨 縄文・古代 散布地 縄文土器

23 長根Ш 古 代 散布地

24 長根 H 古 代 散布地 土師器

25 八ツ森 縄文・古代 集落跡 竪穴住居跡ほか、4電文土器、石器、土師器

26 山ノ神Ⅳ 縄 文 散布地 縄文土器

27 外台河原 古 代 散布地 土師器

28 一二丁目城 縄文・中世 城館跡 堀、土塁、縄文土器 (早期)

29 長根 I 古 代 散布地 土師器

30 荒屋敷 古 代 集落跡 焼上、土師器

31 小 袋 古 代 散布地 土師器

32 大沢 H 縄文 ,中世 散布地 縄文土器、土師器、須恵器

33 大沢 I 古 代 集落跡 土師器、須恵器

34 山ノ神Ⅲ 縄 文 散布地 縄文土器

35 山ノ神 H 縄 文 散布地 縄文土器

36 山ノ神V 縄 文 散布地 縄文土器

37 山ノ神 I 縄  文 散布地 縄文土器

38 沖 古 代 散布地 土師器

39 宿  内 縄  文 散布地 縄文土器

40 一二丁目中村 古 代 散布地 土師器

41 薬師館 中 世 城館跡 郭、堀

42 長根坂 縄 文 散布地 縄文土器 (晩期 )、石器

43 中 平 安 散布地 土師器

44 平良木館 城館跡 ? 堀

45 明戸 I 縄  文 集落跡 縄文土器 (後期 )、石器

46 明戸 H 縄文・平安 集藩跡 土師器、縄文土器、石器

47 明戸Ⅳ 縄  文 散布地 縄文土器、土師器

48 長志田 縄  文 散布地 縄文土器

49 明戸Ⅲ 縄文・古代 散布地 縄文土器、土師器、石器

50 臥 牛 縄文 散布地 縄文土器 (中 。後・晩期)、須恵器、土偶

51 乱場館 中 世 城館跡 帯状腰郭、堀
つ
々
買
υ 長 根 縄  文 散布地 縄文土器

-8-



第 5図 周辺 の遺跡分布 図
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Ⅲ.野外調査と整理方法

1.野外調査
(1)グ リッドの設定と遺構名

グリッドの設定にあたっては平面直角座標第X系、X=-65,700.000、 Y=26,800,000を調査原点座

標とし、原点とした。調査で使用した基準点の成果は次のとおりである。

基 1(X=-65,800.000Y=27,000,000)

基2(X=-65,800,000Y=27,020.000)

原点から東方向へは 1～25の数字を付し、南方向へはA～ Yを与え、これを組み合わせて、 lA、 2Bの

ように表示した。 1グ リッドの大きさは10× 10mで、遺構外の遺物の取り上げに際しては、4分割した小

グリッドを用いた。遺構名は種別ごとに 1号竪穴住居跡、2号土坑のように任意に名称を付した。

(2)粗掘り

本調査に先立って岩手県教育委員会文化課が行つた試掘調査によって今回の調査対象部分については遺構

の粗密や層序・遺物の状況がある程度把握されていた。試掘の入らない所には人力によるトレンチを設定し

て、細部の状況を確認した。これにより遺構が検出するレベルまで遺物が少ないこともあり、重機によって、

表上を除去し、その後人力による遺構検出を行つた。

(3)遺構の精査と実測・遺物の取り上げ

検出された遺構は、竪穴住居跡・竪穴状遺構は4分法で精査を実施し、遺構の平面図・断面図は20分の

1の縮尺で実測を行った。一部竪穴住居跡のカマド・炉の平面・断面については10分の 1で実涙上している。

溝跡や堀跡については平板測量で40分の 1の平面図を作成した。なお断面図は20分の 1である。その他の

遺構については2分法で精査を実施し、基本的には平面図・断面図ともに20分の 1の縮尺で実測したが、

例外的に10分の 1で実測を行った遺構もある。遺構内出上の遺物については、埋土土層に基づいて取り上

げ、必要に応じて写真撮影 。図面作成後に取り上げた。遺構外出上の遺物については、前述のとおり、調査

区ごとに出上した層位を記して取り上げた。

(4)写真撮影

野外調査での写真撮影は、 6× 7cm判カメラ(モノクロ)を 1台、35mm判カメラ (モノクロ、カラー・リ
バーサル)を 2台、この他にポラロイドカメラ 1台をメモ的な用途として使用した。撮影に当たっては、撮

影状況を記した「撮影カード」を事前に写し、整理時の混乱を防止した。また、調査終了にあたり調査現場

の航空写真撮影を実施している。
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2.室内整理
(1)作業手順

遺構については調査現場で作成した実測図の点検、合成、第2原図の作成、 トレース図版作成の順に進め
た。遺物については、接合、復原を行つた後、仕分け・登録と併行して実測図の作成、トレース、写真撮影、

図版作成を順に進めた。また、これらの作業と併行して原稿執筆をした。

(2)遺構

遺構図面の縮尺は竪穴住居跡・竪穴状遺構については平面図。断面図ともに50分の 1、 カマドの各部断

面図は25分の 1、 溝状遺構は平面図100分の 1、 断面図40分の 1、 土坑・陥し穴状遺構は平面図・断面図

ともに50分の 1を原則として掲載したが、遺構の規模によって一部変更もあり、図面にはそれぞれスケー

ル・縮尺率を付した。遺構写真の縮尺については不定である。

(3)遺物

土器の実測図は原則として、反転実測が可能なものに限ったが、一部平面実測を行ったものもある。遺物

写真の縮尺については実測図に準じている。遺物の実測図に付している番号は遺物写真図版に付した番号と

同一である。拓本図版・写真図版掲載遺物の縮尺率は下記の通りである。

土器・陶磁器・礫石器・・・1/3 大型の土器・・・1/4 剥片石器・土製品・古銭・鉄製品・・・1/2
図版中の上器はP、 礫はS、 木片はWと表している。

内面黒色

処理

ヘラミガキ調整

躙

焼 土 鰯 炭化物 駒 礫

第フ図 実測凡例図
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Ⅳ.検出された遺構

1.陥 し穴状遺橋
陥し穴状遺構は67基検出された。平面形のほとんどが濤型で細長精円形の形状を呈している。平面形で最

大のものは開口部径486× 25cmで最小のものは159× 47cmであり、多くは開口部径約270× 40cmの規模を持

つ。また、最も深いもので 1 16cm、 浅いもので9 cnを測り、約80～90cmの深さを持つものが大半を占める。

各陥し穴状遺構の位置・規模等については観察表に記載した。                (熊 谷)

陥し穴】犬遺橋観察表

遺構名 位置 平面形 開 口部 径 底部径 深 さ 長軸方向 埋  土 検出状況 重複関係 図版 写 図

1号 陥し穴 120 溝型 290× 31 268× 10 N-7° 一部「
全体が黒色土主体である。 柱 穴と三 tt2 8 4

2号陥し穴 16N 溝型 306× 35 283× 8 N-22° 一W 黒褐土と暗褐上が交互
に堆積。 8 4

3号陥し久 120 溝型 263× 24 255× 13 N-70° 一W 上位は黒色上、下位は黒褐色土
と

暗褐色上が交互に堆積。
8

4号 FTHし穴
21M
22ヽ1 溝型

279× 3〕 261× 10 N-51° 一W 黒色主主体で中位
に褐色土混じる。 8 4

5号陥し穴 22卜五 溝 型 268× 45 316× 11 N-29° 一部/
上位は黒色上、下位は黒褐色上と
暗褐色上が交互に堆積。

柱穴と重複
8 4

6号陥し穴 24L 溝型 228× 48 214× 11 N-28° 一E
上位は黒色上、下位は黒褐色土と
晴褐色上が交互に堆積。

8 4

7号陥し穴
Ｌ

Ｌ

４

５ 溝 型 295× 43 296× 15 N-85° 一E 黒
色、黒褐色土と暗褐色上がほぼ
交互に堆積。

9 5

8号陥し穴 濤型 275× 43 268× 10 N-68° 一E
上位は黒褐色上、下位は黒色主主

体で褐色混じる。
9 5

9号陥し穴 23K 溝 型 298× 35 289× 12 N-70° 一W 黄褐色上が黒色上
に挟まれて堆債 c 9 5

10号陥し穴
Ｌ

Ｌ 溝型 332× 61 331× 12 N-76° 一 Vヽ
上位は黒色上、下位は黒褐色上と
暗褐色が交互に堆積。

柱穴と重複 9 5

H号陥し穴 23K 溝型 288× 56 324× 15 N-90° 一部′
貢褐色上が黒禍色土に挟まれて堆債。 9 5

12号陥し穴
Ｋ

Ｋ

３

４ 溝型 406× 61 374× 15 N-68° 一E 黒褐
色土と晴褐色上が交互に堆積。 9 6

13号陥し穴 22K 溝型 259× 46 253× 9 N-71° 一部デ
黒褐色土と暗褐色土が交互に堆積。 6

14号陥し穴 22K 濤型 293× 33 284× 1] N-81° 一E 全体
が黒色土主体で上位は1号竪

穴状の埋上。

1号竪穴状と重複し
これより古い。

6

15号陥し穴 24K 馬 型 278× 61 307× 11 N-67° 一E
上位は黒色上、下位は褐色上が黒
褐色上に挟まれて堆積。

6

16号 陥し穴
２４Ｊ

２４Ｋ 溝 型 (290× 44) 299× 12 N-75° 一E 暗褐色
土と黄褐色上が交互に堆積。

17号 陥し穴 濤型 302× 61 333× 9 N-70° 一E
上位は黒褐色上、下位は褐色土と

黄褐色土が交互に堆積。
柱穴と重複 6

18号陥し穴
Ｌ

Ｌ

４

５ 濤型 288× 65 300× 13 N-68° 一E
上位は黒褐色上、下位は貢褐色土
が暗褐色に挟まれて堆積。

柱穴と重複 7

19号陥し穴
５Ｌ

５Ｍ 濤型 250× 61 311× 24 N-78° 一E 褐色
上と黒色・暗褐色上がほば交
互に堆積。

11 7

20号陥 し穴 24M 濤 型 213× 54 226× 14 N-85° 一部/
上位は黒褐色土と暗褐色上が交互
に、下位は黄褐色上が堆積。

21号陥し穴 23L 濤 型 254× 6〕 306× 13 N-59° 一E 黒
色土と暗褐色上がほぼ交互に堆積。 7

22号陥し穴 21L 溝型 (151× 29) (163X14) N-70° 一E
黒褐色上が黒色上に挟まれ堆積。 東部撹舌しにより不明 7

23号陥し穴 24K 濤型 312× 18 370× 5 N-86° 一E
全体が黒褐色上を主体とし、下位で
黄褐色上が混じる。

7号住居と重複し、
これより古い。

11 8

24号陥し穴 18K 濤 型 284× 41 263× 7 71 N-73° 一部F
黒褐色土と暗褐色上が交互に堆積。
上位は貢褐色層上を扶む。

11 8

25号陥し穴 25L 溝 型 222× 56 235× 34 N-59° 一V″
上位黒褐色 下位黒褐色が黄褐在
を左右で挟む。

2号住居と重複し、
これより古い

8

26号 陥し穴 17N 濤型 230× 50 211× 12 N-78° 一W 責褐色土と黒褐色上が交互
に堆積。

上 下端は暗褐色上が堆積。
8

27号陥し穴 17N 溝型 193× 52 200×  9 N-77° 一W 全体が黒褐色上を主体
とする堆積。 12 8

28号陥し穴 16L 溝型 257× 35 267× 11 N-75° 一E
黒褐色土と晴褐色土が交互に堆積。 9

29号陥 し穴 16M 濤型 236× 42 291× 10 N-5° 一E
ほぼ全体が黒褐色土、下端に黄褐
色土が堆積。

9

30号陥し穴 17K 精円形 275× 74 314× 10 N-87° 一E
上位は黒色土、下位は黒褐色土と
暗褐色上が交互に堆積。

9

単
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遺構名 位置 平面形 開口部径 底部径 深 さ 長軸方向 埋  土 検出状況・重複関係 図版 写 図

31号陥し穴 12L 溝型 171× 30 164× 15 N-87° 一W 黄褐色土層が黒褐色土層に挟まれ
て堆積。 9

32号陥し穴 12L 楕円形 159× 47 170× 18 N-87° 一 Vヽ 貢褐色土層が暗褐色土層に挟まれ
堆積。中位には黒褐色上を含む。 9

33号陥し穴 9N 溝型 365× 32 349× 18 N-76° 一W 責褐色土層が黒褐色土層に挟まれ
堆積6

34号 陥し穴 8N 溝型 265× 57 246× 22 74 N-52° 一W 褐色土層が黒褐色土層に挟まれ堆
積

35号陥し穴 7M 溝型 168× 30 184× 6 N-66° 一E 上位は黒褐色上、下位には暗褐色
土層が堆積。

36号陥し穴
Ｎ

Ｎ

７

８ 溝型 269× 53 265× 12 N-82° 一Ⅵ′
上位は黒褐色上、下位には黄褐色
土が暗褐色に挟まれて堆積。

37号陥し穴 溝 型 273× 28 314× 7 64 N-62° 一E 全体がほぼ黒褐色上の堆積。 28号住居と重複し、
これより古い。

38号陥し穴 7N 溝型 203× 42 179× 5 94 N-78° 一E 黄褐色土層が黒褐色上層と暗褐色
上層に挟まれて堆積。

39号陥し穴 15N 溝型 263× 10 N-41° 一 Aヽ/
上位は黒色上、黒褐色土、下位には
褐色上が堆積。 11

40号陥し穴 200 溝型 273× 3] 265× 8 N-35° 一W 上位は黒色土と黒褐色上が交互に
下位には掲色上が堆積。 14 11

41号陥し穴 21N 溝型 311× 28 317× 13 N-54° 一llI 黄褐色土
が黒色上に挟まれて堆積

中位には黒褐色土を含むぉ 11

42号陥し穴
Ｍ

Ｍ

４

５ 溝型 311× 44 326× 16 N-84° 一E
上位は黒色上、下位には暗掲色上、
黒褐色上が進積ぅ 14

43号陥し穴 23Ⅲ l 濤型 234× 47 224× 15 N-4° 一M′ 全体がほぼ黒褐上、暗褐色上で中
位に褐色上が堆積。

44号 陥し穴 170 溝型 〈332X64) 336× 14 N-73° 一W 黒色土と黒褐色上が交互に堆積。
中位には褐色上を含む。

45号陥し穴 23N 溝型 (323× 24) (303X6) N-58° 一E 黒色土と黒褐色上が交互に堆積。 1号土坑と重複

46号陥し穴
Ｎ

Ｎ

４

５ 溝 ? 285× 67 276× 16 N-72° 一W 上位は黒色土、下位には黒褐色上、
暗褐色上、黒色土がlL積

^

25号住居と重複し、
これより古い。

47号陥し穴
Ｍ

Ｍ

４

５ 溝 ? 252× 68 372× 15 N-81° 一E にぶい黄褐色上が黒色系に挟まれ
て堆積。

2号上坑と重複し、
これより新しい。

48号陥 し穴 27A/1 濤 型 256× 16 252× 10 9 N-84° 一Ⅵ/ 暗褐色
土、黒色土、にぶい黄褐色土

が順t難積。

49号陥し穴 26卜狂 濤型 272× 31 233× 20 N-82° 一E 黒褐色上、黒色上の順に堆積。黒色
土は薄く入る。

50号陥し穴 26卜I 溝型 318× 21 308× 15 N-89° 一M/ 黒褐色
上、にぶい黄褐色土、黒色土

の順に堆積。

51号 陥し穴 26ヽ1 溝型 486× 25 465× 11 N-78° 一 Aヽ/
にぶい黄褐色上が暗褐色上、黒色
上に挟まれて堆積。

52号陥し穴 26N 溝型 397× 21 373× 13 N-67° 一W 上位は晴褐色上、下位にはにぶい
黄褐色土が薄く堆積。

53号 陥し穴 25N 溝 型 288× 74 284× 27 N-81° 一W にぶい黄褐色上が黒色系に挟まれ
て堆積。

54号陥し穴
Ｎ

Ｎ 濤型 343× 50 331× 19 N-68° 一W 黒色土とにぶい黄褐色土が交互に
堆積。

55号陥し穴 160 溝型 215× 15 182× 12 102 N-51° 一Ⅵ′ 黒褐色上が堆積。 20・ 21号住居と重
複。これらより古い 14

56号陥し穴 170 濤型 351× 56 354× 11 N-79° 一部/ 黒褐色
土とにぶい黄褐色土がほぼ

交互に堆積。 17

57号陥し穴 12L 溝型 408× 39 385× 19 N-30° 一E 黒褐色土と暗褐色上がほぼ交互に
堆積ぅ

58号陥し穴 13K 溝型 361× 40 349× 16 N― 3° 一 E
上位は黒褐色上、下位には黒色系と
褐色系が交互に堆積。 17

59号陥し穴 170 溝型 215× 44 273× 11 N-70° 一E 黒色土とにぶい黄褐色上がほぼ交
互に堆積。 17

60号陥し穴 12L 漏型 198× 40 222× 23 N-82° 一E
にぶい黄褐色上が黒褐色土に挟ま
れ堆積。 17

61号陥し穴 12L 溝型 208× 44 247× 22 N-84° 一E 黒色系と褐色系が交互に堆積。 17

62号陥し穴 1lL 長方形 228× 45 205× 15 N-75° 一E にぶい黄褐色上が黒色系に挟まれ
堆積6

63号陥し穴 10L 溝型 241× 31 255× 17 45 N-87° 一E 上位は黒色土、下位には黒褐色土と
暗褐色土が交互に堆積。

64号陥し穴 23M 溝型 358× 16 343× 10 N-74° 一 Aヽ′
上位は黒色上、下位には褐色土と
黒褐色上が交互に堆積。

30号住居跡と重複
し、これより古い。

65号陥し穴 24N 濤型 202× 21 192× 13 N-4° 一E 黒褐色上の単層。 25号住居跡と重複
し、これより古い。

66号陥し穴 22N 溝 型 (310× 21) (268× 11) N-72° 一E 黒褐色上が褐色上に挟まれて堆積 23号住居跡と重複
し、これより古い。

67号陥 し穴
23N
24N 溝型 304× 16 241× 6 N-77° 一Mア

上位は25号住居埋上、下位には黒
褐色上、暗褐色上が堆積。

24号住居跡と重複
し、これより古い。

-14-



1号陥し穴

土

当

V26釦 5♯
平≒輩鴇

卜 当   当

♭(ゴ

しまりあり 褐色土粒(10Yミヽ )1%含む。
しまりややあり 偶色上粒(10YR4/4)20%含む。
しまりややあり

おl

卜

卜■働5♯

ａト卜 呻 9。On  l上 当

3号陥し穴

ヤ∬

2号陥し穴

1 10YR2た  累掲色上
2 10YR3μ 暗掲色上
3 10YR2/3 黒褐色上
4 10YR3お  暗褐色上
5 10YR2/3 黒褐色上

4号陥し穴

当

1号陥し穴

b―し'

1 10YR1 7/1 黒色上 粘性なし 峨りあり 暗褐色土粒(10YR3/3)1%含 逮
2 10YR2/1 黒色上 粘性ややあり 曖りあり 黒褐色上粒(10YR2/3)1%含 視
3 10YR2/1 黒色上 結性あり 絞まりあり 黒褐色土粒(10YR2/3)5%含 視

半

卜
・l

ｂ引ｂｒ

^身韓
 ち上

4号陥し穴

b― b′

1 10YR1 7/1 黒色土 粘性ややあり
2 ,OYR2/1 黒色上 粘性ややあり
3 10YR2/1 黒色上 粘性ややあり

6号陥し穴

x=_65,,16名

"較
鋳

―→ t〔 fここ

詩

　

　

ゴ
ト

必

卜

当

当   れ

0          1:60          2m

|

▼が
∝
〒
登∋ド

卜≦と―し‐75100m 当

3号陥し穴

b― bイ

1 10YR2/1 黒色土 粘性あり しまりあり 褐色比(10YR4/6)1%含む。
2 10YR2/2 黒褐色上 粘性あり しまりなし
3 10YR3/4 晴褐色上 粘性ややあり しまりなし
4 10YR2/2 黒褐色上 粘性ややあり しまりなし

5号陥し穴

卜
_し ‐75300m 卜

5号陥し穴

b― b′

1 10YR1 7/1 累色土 粘性なし しまりあり 暗褐色上粒 (10YR3/3)1%含む。
2 10YR2/2 黒褐色上 粘性なし しまりあり
3 10YR3/4 暗褐色土 粘性あり しまりあり
4 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまりあり 褐色土粒 (10YR4/6)1%含む。
5 10YR2/定 黒褐色土 粘性あり しまりあり 掲色土粒 (10YR4/6)1%含む。
6 10YR3/4 暗褐色土 粘性あり しまりあり

1～ 6号陥し穴

-15-

つ「

達姉卜
6号陥し穴

1 10YR2/1 黒色土 粘性あり しまりあり
2 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまりあり
3 10YR3/4 晴褐色上 粘性あり しまりややあり
4 10YR2/1 黒色土 粘性あり しまりややあり
5 10YR3/4 暗褐色土 粘性あり しまりややあり
6 10YR2/1 黒色上 粘性あり しまりややあり

結性ややあり 1球りあり 黄福色土(10YR5/6 径30mm)ラねックで3%含極
粘性ややあり はりあり 褐色土(10YR4/6径 5～ 1 0mm)ラ

"ッ
クで3%含視

粘性ややあり 曖りややあり 褐色土(10YR4/6径 5～ 10mm)ラ伯ツクで1%含極
粘性あり はりややあり IB色 土(10YR守 6径 3～ 20mm)/Eッ クで20%含転
粘性あり はりややあり 褐色と粒(10YR4/6)2%含 視

1生 し_ぁ∞m 卜 当
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8号陥し蚕壁。/7数幣
ト

角

挺壁%    下
っ

卜 L‐ 75400m 卜  当

8号陥 じ穴

ゝ
Ｌ
孵
　
卜当

10号陥し穴

卜
生― し=75400m卜 ニー

¬ｂ引

9号陥し穴

b― b

／́
賀

卜ａ引

T

卜
_し ‐75 SOOm 卜

照鴇色土 粘性あり
R褐色上 粘性あり
黒褐色上 粘性あり
黄料色上 tr性 あり

黒料色土 粘性あ り
R拙色■ 樹性あ り

6-b
しまりあり 1 10YR2/3 黒猪色上 粘性あり
しまりあり 黄樹色土粒 (10YR5/6)3%含む。

しま子鋸 養紀統 1折砦解
6径銅 ブロック割 5%含む。 :(龍 1告織

=を
横 協I

しまりややあり 員褐色土 (10YR5/6径 1 0mllプロックで5%含む。
4 10YR2/3 黒褐色上 粘性あり

しまりややあり

0             1:60

フ号陥し穴

                   A

・
(  巌

yW職
‐6588つ T

ガ
ガ
賀
　
卜

名  片
隣

し‐75400m

1 10YR2/2 槃鴇色上 粘性あり しまりややあり 黄褐色上粒 (10YR5/6)2%含む。
2 10YR2/2 黒褐色i 粘性あり しまりややあり 黄褐色■ (10YR5/6径 1 0mm)ブロックで3%含む。
3 10YR4/6 樹色土 粘性あり しまりあり 炭化物粒1%含む。壁崩落上。
4 10YR2/3 黒樹色L IJ「性あり しまりややあり 黄褐色土 (IOYR5/6径 20mm)プロックで2%含む。
5 10YR5/6 黄掲色砂質上 粘性あり しまりあり 炭化物粒1%含む。
6 10yR2/3 !R樹 色1: 粘従Lあ り しまりあり

11号陥し穴

土 
‐
芋櫛神4A

11号陥し穴

b― b'

1  10YR2/2

2 ,OYR2/3
3 iOyR3/2
4 10YR5/6
5  iOYR3/2

6  10YR2/3

7を陥し穴

1 10YR2/2 累料色上 粘性なし 固くしまる
2 10YR3/4 暗偶色上 粘性あり しまりあり
3 10YR2/1 黒色土 粘性あり しまりあり
4 10YR2/3 黒樹色上 村性ややあり しまりあり
5 10YR3/4 1時■・ltt L ttftと やゃあり しまりあり

9号陥し穴

と
上

出

+鞠醜

晴褐色上位 (10YR3/4)40%含 む。
無色上 (10YR2/1)航 状に5%含 む。

ャ2時藤゙o

12号陥し穴

卜

トニーし‐75500n

第 9図  フ～ 12号陥 し穴

1 10YR2/2 黒4L色土 粘性あり しまりあり 炭化物糀2%含む。
2 10YR4μ  褐色上 粘性あり しまりあり 炭化物粒1%合 む。堅崩落上。
3 10YR2/3 黒格色■ 粘性あり しまりあり 炭化物粒 1%含む。
4 10YR3/3 晴禍色■ 粘性あり しまりややあり 炭化物粒1%含む。
5 10YR4 4 掲色砂質土 粘性あり しまりややあり 炭化物粒 1%含 む。
6 10Y贈 /4 1苫 樹色土 絲性あり しまりなし 女褐色上 (10YR5/6径 20mm)ノロックで3%含む。

IO号陥し穴
b― b′
1 10YR2/1 黒色■ 粘性あり しまりあり 黄褐色上粒 (10YRS/6)1%台む。
2 10YR4 6 召也上 粘性あり しまりややあり 炭化物粒 1%含 む。里崩落土。
3 10YR2/3 黒褐色上 粘性あり しまりややあり IL色上粒 (10YR4/6)3%含む。
4 10YR2/2 黒褐色上 l.l性あり しまりあり 褐色■粒 (10YR4/6)5%含む。
S 10YR2/2 黒料色■ 粘性あり しまりあり 鴇色土粒 (10YR守6)1%合む。
6 10YR3/3 晴褐色上 粘性あり しまりあり ILj色■粒 (10YR守6),%含む。
7 10YR2/3 黒4tI色 上 粘性あり しまりあり 愛褐色■粒 (10YR5/6)5%含 む。
3 10YR2/3 黒樹色土 粘性あり しまりあり 黄褐色■ (10YR5/6径 5～ 10mm)ノ ロックで20%含む。
9 10YR5/6 黄樹色砂質土 粘性あり しまりややあり 炭化物粒2%含 む。代
Ч撃
的

しまりあり 貢襴色上 (10YR5/6径 50mm)ブロックで2%含む。
しまりあり 裁褐色■ (10YRr。 8径 1 5mm)プロックで3%含む。
しまりあり 褐色■ (10YR4μ 径30mm)ブロックで5%炭化物粒 1%含む。
しまりややあり 黄IE色■粒 (10YR5/8)3%含 む。

-16-



13号陥し穴 14号陥し穴

Ｘ

卜ａ引

岸6● al15♯ nl

ャⅢ氏気゙ ‐
A‐
｀́°rl s。
8

、クメ
ゃ、2

れ≪曇垂垂垂≡雲夢岸

卜糞韓詢6っT
I生 L‐ RCOm 卜

/聖
肖鞠

ト ー L‐ 75600m ド
上 当

隣 し‐75300n 卜上 当 当

14号陥し穴

13号陥じ穴

旭
だ
賀
　
す卜ａ引

耳

卜  当

15号 陥し穴

b― b

16号陥し穴

b― b

l 10YR3/3 暗褐色上 粘性あり しまりあり 筑掲色■Fi(IOYR5/6)1%含視
2 10YR5/6 黄褐色砂質土 竹性あり 1スリあり 暗褐色土(10YR3/4径 50mm)カックる%合視
3 10YR3/3 晴禍色上 料性あり しまりややあり 黄獨色■粒(10YR5/8)3%含 檻

5 10YR2/3 晴褐色上 粘性あり はりややあり 賛拙色■(10YR5/8従 10～ 20mm)7Elックで2%含転
6 10YR5/6 貢lgl色砂質土 粘性あり しまりややあり 暗拙色J:(10YR2/3径 1 0mm)カツクで2%含帆

18号陥し穴

呼♂

卜  れ  角ｂ卜

数 .為

|―  L‐ 75600m

1 10YR2/2 黒欄色■ 粘性あり しまりあり
2 10YR2/3 黒鵜色■ Fr性あり はりあり 炭化物粒1%含視
3 10YR3/4 暗禍色Ji 粘性あり しまりあり 攻褐色土粒(10YR5/6)3%炭 化物泣1%含転
4 10YR3/4 暗栂色上 1ヽ性あり 曖りあり 貰禍色■(10YR5/6径 20mm)/11ッ クで3%炭化物I11%含悦
5 10YR2/3 黒IHttt 粘ギにあり しまりややあり 貢欄色■粒(10YR5/6)2% 炭化物1%含帆

15号陥し穴

¬

ノ
宥
―
隣

韓 x＼、
彎
協

トー し
‐75 SOOm

1 10YR2/1 黒色■ 粘性あり しまりあり 招色土粒(10YR4/6)1%含 視
2 10YR3/3 略樹色土 粘性あり 瞭 りあり 褐色■(10YR4/6径 10～ 30mm)ラわツクで2%合転

4 10YR3/2 黒褐色上 粘性あり 1去りあり 褐色土粒(10YR守6)2% 炭化物粒1%含転
5 10YR4/6 格色■ 41性あり 曖りややあり 炭化物粒2%含視
6 19YR2/3 黒褐色上 粘性あり 1抜りあり 掲色上粒(10YR守6)]%含帆

1フ号陥し穴 ‐l

13～ 18号 陥 し穴

-17-

1 10YR2/2 黒褐色■ 村性あり しまりあり 明褐色i粒 (7 5YR5/8)3%合視
2 10YR2/2 黒褐色■ 粘性あり しまりあり 女褐色た(10YR5/8径 1 0mm)ラ柏ックで2%合視
3 10YR2/8 黒褐色上 粘性あり しまりあり 黄褐色上(10VR5/8径 20mm)ラ柏ツクで3%明樹色上粧
(7 5YR5/8)2%台 視
4 10YR2/3 黒褐色■ 粘性あり t去りややあり 貢IB色上粒(10YRS/8)3% 段化物粒1%含逮
5 10YR2/3 黒4El色 Ji 粘性あり 1去りあり 焚禍色■粒(10YR5/8)7% 明lL色上li(7 5YR5/8)
1%含 転
*1～ 3層は本遺梢と切り合う竪穴状遺料の4上

16号陥し穴    |

3 10YR3/4 '青 鵜色上主体 綴色Iカロック(10YR4/6径 30mm)席 粘性あり 曖りあり 炭化物粒1%合もЪ410YR5/3 黄ILl色砂質■ 粘性あり 1球りややあり 炭化物粒2%含視

К?務イヽ∝働
「

隣

／
刀
気
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19号陥し穴

2刊 号陥し穴

23号陥し穴

峠
し=75600m

20号陥し穴
土 えた

ハ
螂
卜

０３５牛

トーニーし‐75 SOOm 卜

γ
Wi～、勤ν報虹

う上
角 ン ド

X

名
隣―し‐76500m卜上

十 X65V2

当  名

22号陥し穴

乾代犠′ユ
当

～なべ.9。 耳
卜 ←あ帥的卜 当  当

DT

I盈ゴ
おL

姜が名発下
ドーL‐ 75300■i  卜二

6 iOYR3′ 1 黒色に 社社あり しよりややあり 獨色上 (10YR4/6)筋 状に20%含む。

当

22号 FHし穴

b― b

l 10YR1 7/1 黒色上 粘性なし しまりあり
2 10YR2/2 黒料色土 粘性あり しまりあり
3 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまりあり
4 10YR2/1 黒色「 粘‖あり しまりゃゃあり

褐色上 (10YR守 6)3%含 む。
暗褐色■ (10YR3/3)30/e含 む。
明黄欄色土(10YR6/6)5%含 む。
明賞福色土 (10YR96)3%含 む(

Ａ
た
八
　
隣

土

ａ引

浄蕊茸
。。T W力

畔ヽオ゙「
ω T。

ド
し‐75200n 卜 当当 名

O           r60           2m

第 11図  19～ 24号陥し穴
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25号陥し穴

畔 ―し‐75000m 卜二

27号陥し穴

キ
k65母2

。T

ち
上
          X

ヤギk66部
 耳

26号陥し穴

4w館
評
X
卜

ζ訴
やヂ

28号陥し穴

た?離名勤
引

w=26,65

キx邦
ぃ3

la瞬枷帥 出 当

ち上

う上

聡

ー

′
案

「当

耳

29号陥し穴 ち
_L

騨%謙聾轟雲藁剪
ド 当 くとこ

た
Ａ
Ｔ
卜

>

下 nT
浄玉鉤O+

30号 陥し穴

1 ,OYR2/1 黒色■ 粘性なし しまりあり
2 10YR2/2 黒褐色L 粘性なし しまりあり
3 10YR2/2黒 樹色■20%と 10YR3/4暗禍色■80%の混合上 粘性なし しまりあり
4 10YR3/4 晰褐色L 粘性なし しまりあり 県色■ (10YR2/2)筋状に5%含 む。
5 10YR2/2 果据色■ 粘性あり しまりあり 褐色■ (10YR守 4)5%含 む。

0          1:60         2m
|

卜 嚇めぃ出

角 蕊蓬 垂 垂 垂 華 効 )卜

ぞヽ溝名働? 。「

隣 当

30号陥し穴

浄帥9♯

十騨部。

第 12図  25～ 30号陥 し穴

ド L‐ 75100m

ド
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3刊 号陥し穴

当

‐T

十 X6嘲 8

峠 し‐74000m卜

33号陥し穴

ぉ」ヒ

耳

)卜

土

千

laL 4鰤 卜 当  れ

下

卜  当

ゝ
予

卜

角

35号陥し穴

。T ttX6i醜 5

八
卜

十 X6螂

王

ドイ 角払
軽代時銹

1上し_和∞∞ 1上 当 当 トー し
‐74600m 拍ド  当

35号陥し穴
b― b'

1 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり
2 10YR2/3 黒褐色土 粘性あり
3 10YR3/3 暗褐色土 粘性あり
4 10YR3/3 晴褐色土 粘性あり
5 10YR3/4 晴獨色上 粘性あり

しまりあり
しまりあり 褐色■粒 (10YR4/6)10%含 む。
しまりややあり 黄褐色上粒 (10YR5r6)30% 炭化物粒 1%含む。
しまりややあり 黄褐色土粒 (10YR5/6)3% 炭化物Fif l%含 む。
しまりややあり 黄褐色土 (llJYR5お 径30mm)プロックで3%含む。

第 13図  31～ 36号陥し穴

7 10VRe/4 1L指 色上 II性あり 吟りなし
0         1:60         2m

Ａ
た
八
　
卜

+X6欝 B

十準郭神  x
当          卜 当

ド ー し
‐75000m 隣

キx_“
静5

当

32号陥し穴

十X6申カ
当 (

十騨翻

卜どと―し‐74 BOOm

36号陥し穴 わ
_と

34号陥し穴プ義〆�

:i輝

費
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3フ号陥し穴

引     〔

39号 lFHじ穴

b― b′

1 10YR2/1 黒色粘土質と
2 10YR2/2 黒召色土主体
3 10YR3/1 黒褐色絡土質土
4 10YR守 4 褐色粘土主体

41号陥し穴

39号陥し穴

ブ祟ざ
が .lブ数γ
が

ぺ
・ 魂
静

38号陥し穴
ィ／
賀
　
ド

数境 角礁 mm出

しまりあり 黄褐色上粒 (10YR5/6)1%含 む。
しまりあり 黄棚色上粒 (10YR5/6)7%含む。
しまりややあり 炭化物粒 1%含む。
しまりなし 費禍色土粒 (10YR5/6)1%含む。

ン
Ξ岳己手ミ鴫

bl  ♯ X一韓7

38号 htし穴

b一 b'

1  10YR2/2

2 10YR3/2
3 10YR5/6
4 10YR3/4

黒掲色土 粘性あり
黒梱色土 粘性あり
黄褐色上 粘性あり
暗愕色上 粘性あり

40号陥し穴

42号陥し穴

角 ∈ ≡ ≡ 三 葺 蓑 ⊃

半

岸
。
T

隣

療t

γお
当げ引ｂ卜

た
た
祭
ａ卜ａ引 姑

げ引ｂト

下

出 当

γゃ
デ×

ゴ引 卜
_L‐ 75600n

41号 FIFじ穴

b― b′

1 10YR2/1 黒色■ 櫓色上位少量含む。
2 10YR2/2 黒IB色粘上質土 欄色土粒含む。
3 10YR2/1 黒色粘上質上
4 10YR2/3 黒褐色粘上質土と女IB色上の混含土 固くしまる 褐色土プロック含む。
5 10YR5/6 黄褐色粘土質土 黒褐色上の汚れ含む。
6 10YR2/1 黒色粘土質■

第 14図  3フ～42号陥し穴

42号陥じ穴

b― b.

1 10YR2/1 黒色粘■質■ 固く締まる。
2 10YR3μ  暗褐色粘土質土と褐色上の湿含土
3 10YR2/2 黒褐色粘上質上
4 10YR2/3 黒褐色上 褐色土粒含む。

0          1:60          2m

れ 釜
=轟 =⇒

)(

ガ`
)<γ

�翌

ト ー L‐ 75100m

賞lH色粘土質上プロック (10YR5/6)層

黒褐色土プロック (10YR2/2)層

卜
_し ‐75500m 1生 し_ぉ ∞Om

おヒ
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43号陥し
幣ゥ蜘8

当

卜 し=75300m

ペ

45号陥し穴

督軋

♯Y26飩 8

1 10YR2/1 黒色柑上質と 悟色上tv～ノロック含む。
2 1oYR2/1 黒色粘上質■ 1層に近いが 偶色土プロック多ほ含む。

6 1oYR2/1 黒色AI上質上 欄O■粒含む。

辻  ♯x当聰

千

44号陥し穴 ち上

1 10YR2/t 黒色hti貫■ 回くしまる。

46号陥し穴

当 岸

孫氏免
▼ざギ
。T

ト ー L‐ 75600m 卜

48号陥し穴

十X一低鬱4八

角        卜

nT

に

み

　
岸

・ l   
洋

引
卜

‐T

卜 当 れ

幣

鞘

／
等

卜

4フ号陥し穴

隣
イ
撃争‐65a2s

‐
幹浄Ⅲv4 址

出  当   角ａト

O          ■60          2m

43～ 48号陥し穴
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49号陥し穴

隣 L=7S OOOm

土 ♯
x一∝鬱9

下 x_嶋ぶ恥ぼ
卜 当   当

1 10VR371 黒偶色構上質上 欄0と フロック含む。

5¬号陥し穴 キx65V7  土
引             卜

キ X65μ 8

出 当 判

52号陥し穴

角

1 ,OYR3μ  暗欄色構土質■ 炭
`ヒ

初わすかに 黒0■ (10YR⊇/1)の汚れ含t・。
2 10YR3/3 暗福色社■質■ 霜鷺り状黒襦色土ノロック (10YR2/2)褐 色i粒含む。

4 10YR2/1 黒色IP i質主 ‖笠強い。

54号陥し穴

X一“脚ヤ

・T

工
に
匹
　
卜

bl

お
_L

ａ引

・T 当      卜

1犠 γ
Ⅲ
ぱ

0          1:60          2m

50号陥し穴

う
上              A

た
た
ｒ
卜 当         卜

Y導

半 墨 V4 
つ
T 

卜

TX 6S炒
4

卜 L‐ 74600m 卜 当 当

50号 陥し穴

b― b′

1 10YR2″ 黒智色土 籍tFり 状編色上粒～プロック含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色粘土質上 国くしまる。
S 10YR2/1 黒色粘土質上 褐色上ノロック少量含む。

4 10YR3/4 晴調色粘土質■ 4Eにり状71・色土紅(10YR2/1)褐 色■紅奮転

53号陥し穴

55号陥し穴 マ

岸 ― L-75000m

キX65嗣

こ
キ
             i:i 

¬

隣 L75∞い 卜 当

X一螂Oヤ

■ し‐お610n

4 10YR4/13 に黙い資欄色社■蜜■ 黒色■(10YR2′ 1)の汚れ合i

49～ 55号陥し穴

一-23-

ド L=75600m
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卜
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56号陥し穴
浄
"諄
3ギ

子ぃと評

57号陥し穴
 極 〆

ややや

59号陥し穴
に
入
１
隣

土

勺
隣
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須

ち
_L

60号陥し穴

誓
♯樽却2申脚6 
土
浄蝉2+
Ａ
た
員
　
ゴ脂

¬く垂垂垂≡≡重薫≡垂垂≧華動
ア
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当

〆
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T

58号陥し穴

十 X65謝 0

> 61号陥し穴

+坤 p7

第 17図  56～ 6¬ 号陥 し穴
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0          160         2m
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62号陥吹靴.刺 ガ
だ
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卜
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66号陥し穴
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■峠μ9oom卜 当

イ

卜 L‐お OOOnI I上 _当
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ド L=75300m

67号陥し穴

キ、
_磯部4

ド
ー L‐ 75100m

>
ト

当

址

岸 ａ引

ｘ
に
か
　
隣

卜 当

66号陥し穴
b― bイ

I IOYR4/4 褐色土 黒褐土 (10YR3/2)含 む。
2 10YR3/1 黒褐色土
3 10YR2/2 黒褐色粘土貿土
4 10YR4/4 掲色粘土質上

0          1:60          2m

第 18図  62～ 6フ 号陥 し穴

2 10VR2/1 黒色‖と質上 回く磯る。

64号陥し穴

,ヽ´▼姫♂蘇い
白

黒色土

褐色主主体 黒欄色■ノロック (10YR2″ )層
黒褐色粘土質土 褐色土粒含む。
招色粘上 しまりややあり。
黒褐色粘土質上 しまりなし 掲色土粒多量含む。

摯争、.勁

当

浄65833+

イ

4 10YRV4 嗜悧色精上質上 回くしまる。

65号陥し穴

65号陥し穴

b― b

l 10YR3/1 黒褐色土 炭化物、焼土粒含む。

ねT
洛6F6830+

瓜  キx_“拇4

卜 しs OOOm卜 当

64号 陥し穴

b― bイ

1 10YR2/1

2 11JYR4/4
3  10YR2/2
4 10YR4/6
5 10YRVl

卜 1拍
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2.土坑
41基検出された。調査区のほぼ全域で検出されているが、約8割は道路東側調査区である。平面形は円

形12基、楕円形22基、隅丸方形 1基、長方形4基、不整形2基で楕円形が約5割を占める。規模は最小の

もので開口部径76× 69cm、 最大で291× 256cm、 深さは10～ 127cmである。

時期は出土遺物・検出状況等から縄文時代の上坑と考えられるものが5基、平安時代が13基、古代～中

世が2基、近世が 1基、時期不明のものが20基である。

特筆される土坑として数基挙げておく。まず 1・ 2号土坑は陥し穴状遺構と重複関係にある。いずれも陥

し穴状遺構に切られている事から土坑はそれより古い縄文時代の遺構と考えられる。 1号土坑の断面形はフ

ラスコ状を呈している。

9号土坑では土師器の邪が2・ 8枚ずつ重なって計9枚出上している。この中には箆で文字が書かれた土

師器が 1枚含まれていた。9号土坑の埋土状況をみると、初めビーカー型に大きく掘り込んだ後、黄褐色土

を埋め戻したと考えられる。土師器は保管、あるいは埋納した可能性もある。

13号土坑と15号土坑は異なる平面形・規模を持つが、土坑のプランほぼ全面に薄い土器片を多量に含む

という共通性を持つ。また、災化物も含んでいる。15号土坑はH号住居と重複関係にあり本遺構の方が新
しい。

36号土坑は円形を呈し、壁はやや外形し、上部ほど広くなる井戸状の上坑である。検出面からおよそ1.3

m付近に地下水位があったためその付近の精査は困難であったが、そこより深くなる事はないようで、出土

遺物もないことから丼戸と断定は出来なかった。

各土坑の位置・規模等については観察表に記載した。                     傾亀谷)

土坑観察表
遺構名 位 置 平面形 開口部径 底部径 深 さ 埋   土 備 考 図版 写 図

1号土坑 23N 円形 139× 135 150× 138
上位は黒褐色上層に炭化物が
含まれ、下位には褐色上が堆積。

45号陥し穴より古い。フラスコ型
の上坑。縄文時代の遺構。

54

2号土坑 24M 円形 (138X139) 79× 58 41
全体に黒褐色土を主体とする層
が堆積。

47号陥し穴より古い。埋土・検出
状況から縄文時代の遺構。 54

3号土坑
５Ｍ
５Ｎ 楕円形 159× 131 78× 75

全体に黒褐色上を主体とする層
が堆積。

哩土から縄文時代の遺構であるて 54

4号土坑 25N 円形 180× 190 86× 56 暗褐色土層と黒褐色土層が
交互に堆積。 埋土から縄文時代の遺構であるc 54

5号土坑 25N
丸
形
隅
方 92X100 24

上位は黒褐色上、下位は暗褐色
上の層が堆積。 埋土から縄文時代の還構であるc

6号土坑 22N 不
整な
円形
123× 136 53× 52

全体に黒褐色土を主体とする層
が堆積。

埋土から縄文時代の遺構か?

7号土坑 26N 不整形 90× 79 全体に黒褐色上を主体とする層
が堆積。

３
、

１５

４‐

４

出土遺物から平安時代の遺構で
ある。

8号土坑 26N 橋円形 65× 53 38× 30
全体に黒褐色上を主体とする層
が堆積。

416
417
出土遺物から平安時代の遺構で
ある。

9号土坑 26N 楕円形 115× 104 34
中央はほぼ黒褐色上で両側は黄
褐色土層が堆積。

８
へ

２７

４‐

４

出上遺物から平安時代の遺構で
ある。

10号土坑 19N 長方形 176× 108
全体に黒褐色上を主体とする層
が堆積。

‐２８
＾

４３０

出土遺物から平安時代の遺構で
ある。

11号土坑 16K 楕円形 90× 76 56× 48
上位は黒色上、下位は黒褐色土
の層が堆積。

４３

４３

出土遺物から平安時代の遺構で
ある。

12号土坑 19N
不整な
長方形

110× 81 79× 54
上位に薄く焼上、中～下位は黒推
色上の層が堆積。

出土遺物から平安時代の遺構で
ある。

13号土坑 18M 不
整な
円形

76× 69 71× 6]
全体が黒褐色土、両側面に崩落
した褐色土層が堆積。

出土遺物から平安時代の遺構で
ある。

―-26-



遺構名 位 置 平面形 開 口部径 底部径 深 さ 埋 土 備 考 図版 写 図

14号土坑 15M
不整な
長方形

135× 92 (101× 69)
上位は黒褐色土、下位は暗褐色

上の層が堆積。

出土遺物から平安時代の遺構で
ある。

15号上坑 不整形 168× 158 135× 124
上位は土器片を多量に含む黒褐
色上、下位は黒色上の層が堆積。

11号住居より新しい。出上遺物カ
ら平安時代の遺構である。

16号土坑 150 楕円形 138× 91 101× 51
上位は黒色上、下位は黒褐色土
の層が堆積。

埋土から古代の遺構である。

17号土坑 180 橋円形 225× 137 202× 96
上～中位は黒褐色上、下位は
黄褐色上の層が堆積。 辟４３７

出土遺物から平安時代の遺構で
ある。

18号土坑 150
な

形

整

円

不
楕 150× l18 94× 42

上・下位は黒褐色上、中位は
褐色上に焼土粒多量含む。

1号溝に切られ、検出状況から平
安時代の遺構である。

19号土坑 24M 円形 196× 185 150× 148
全体に黒褐色上を主体とする層
が堆積。

出上遺物から平安時代の遺構で
ある。

20号上坑 26N 楕円形 203× 164
上位は褐色土、中～下位は黒褐
色上の層が堆積。

438
出土 遺物 か ら平安 時代 の遺構 か
つ

21号土坑 24N
不整な
楕円形

153× 125 110× 103
全体に黒褐色上を主体とする層
が堆積。

25号住居内柱穴より新しい。
平安時代の遺構か ?

22号土坑
不整な
円形
129× 137 38× 22

上～中位は褐色上、下位は
黒色上の層が堆積。

埋上から古代～中世の遺構であ
る。

23号上坑 12L
不整な

円形
97× 91 76× 90

上位は黒褐色上、下位は暗褐色
上の層が堆積。

埋土から古代～中世の遺構であ
る。

24号土坑 1lL 円形 205× 203 170× 174
全体に黒色上を主体とする層が
堆積。

439 埋土から中世の遺構か ?

25号土坑 12P 楕円形 111× 88 62× 53
上位は黒色上、下位は黒褐色土
の層が堆積。

26号土坑 120 楕円形 103× 92 52× 41
全体がほぼ暗褐色上、下位に

掲色上の層が堆積。
柱穴に切られる。

27号土坑 12P 円形 126× 106 66× 63
全体が黒褐色上、上位に小礫

多量含む。

４４０

４４‐ 出土遺物は流れ込みか ?

28号土坑 12P 楕円形 212× 189 35× 81
全体に黒色上を主体とする層
が堆積。

24

29号上坑 10M 円形 102× 98 61× 59
上位は暗褐色上、中～下位は
黒褐色上の層が堆積。

30号土坑 21M 楕円形 156× 144 132× 112
上位は黒色上、下位は黒褐色土

の層が堆積。
24

31号土 坑
不整な

長方形
185× 101 167× 82

全体に黒褐色上を主体とする層
が堆積。

442 24

32号上坑 25K
不整な

惰円形
205× 160

上位は黒色上、中位は黒褐色上、

下位は黄褐色上の層が堆積。
443

33号土坑 19K 楕円形 102× 44
全体に黒褐色上を主体とする

層が堆積。
444 出土遺物は流れ込みか ?

34号土坑 18K 楕円形 106× 65 68× 30
全体に黒色上を主体とする層
が堆積。

35号土坑 20K
な
形
整

円

不
楕 141× 49) 100× 34

全体に黒褐色上を主体とする層
が堆積。

36号土坑 8K 円形 148× 142 55× 59 127
全体に黒褐色上を主体とする層
が堆積。

37号土坑 24L
不整な

楕円形
176× 116 100×  19 40

全体に黒褐色上を主体とする層
が堆積。

38号土坑 22K 楕円形 291× 256 205× 181 44
全体に黒褐色土を主体とする層
が堆積。

39号土坑 24L 楕円形 131× 91 69× 59
上位は暗褐色上、下位は黒褐色
上の層が堆積。

40号土坑 楕円形 168X150 143× 117
暗 黒褐色土と黄褐 褐色上の層
が交互に堆積。

41号土坑 22N 楕円形 156× 109 102× 66
上位は黒褐色土、下位は暗褐色

上の層が堆積。
埋土から近世遺構と思われる。

ＩＬ
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1号土坑

3号土坑

2号土坑
望抑＋

1 10YR2/1 黒色粘■質上 下部にlBtti杜 含転路し穴埋と。
2 10YR2/1 黒色～10YR2″黒偶色枯上質と わげう'に炭化物含h

4 10YR2/8 風褐色‖上質上 わすかに炭化物含i
5 10YR2/3 黒樹色41上質上 欄色土カック含柱

S iOVR2ra 黒穏色粘土質■ 全体に観色■IVわげ力ヽこ炭化物含エ
0 10YR2/1 累色枯i質土 大きめの褐色上カック含i

16 10YR3/2 黒欄色枯と質■ lH色■カ ック多二、わげ力ヽこ政化物奮転
17 10YR4/3 1こ ぷい糞鶴色粘上質■ 上部に黒褐色■(10YR2/a)の lIれ含i

19 10YR4/4 褐色常■質■ 穏りすわ 41ヽは崩書部分わL

2号土坑

1 10YR2/2 黒褐色粘土質上
2 10YR2/3 累褐色粘土質土
3 10YR3/4 暗褐色粘土質土
Ⅲ3層から1層にいくに従つて、徐々 に色調が明るくなつていく準

5号土坑

上

＋
抑

櫛W4+ 騨炒4+

ト
ユー L‐75500n

ド
ー し‐75300m

ペ

引

4号土坑

4号土坑

十 X65騨 6

卜
し‐75600m

抑＋上  Y

+騨部6

浄65831+分

卜
L-75600m

3号土坑

1 10VR2/2～ 3 黒褐色粘上質上。下部はど色調が暗い。
2 10YR2/3 黒褐色粘土質■ 1層に似るがゃゃ明るい。
3 10YR3/4 晴4B色粘土質土
*全体的に固く締まっているが、本根などによる汚れの部分はもろい単

却＋下

「ど生――L‐ 75 SOOm _どと_1

T

1 10YR3/3 暗褐色粘土質上 固くとなる。
2 10YR2/3 黒掲色粘■質■ 固くなる。
3 10YR3/3 晴4B色粘■質土 固くとなる。わず力ヽこ褐色土功ロック含視
4 10YR3/3 暗褐色粘土質土 固く院 。3層より色調は晴琺
5 10YR3/4 暗褐色粘土質土 固ぐなる 細砂含色
6 10YR4/3 にぷい黄褐色粘■質上 回くにな私

第 19図  1～ 5号土坑

5号土坑

1 10YR2/3 黒褐色粘土質上 回ぐなる 黒色/11ック含転根1こよるも瘍
2 10YR3/4 暗褐色粘土質上 回くL減る。

0             1,50             2m

引
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6号土坑 7号土坑 8号土坑

榔＋

十 X65部 4

熟

‐２６‐９８‐＋ T

2 10YR1 7/1 黒色土 枯慎あつ 唸りあり 種α境■,(75Y鱒′6)1%含i

10号■尻

1 10YR2/2 黒褐色上 粘性あり 曖りあり 褐色上粒(10YR4/6)10%含 毬
2 10YR2/1  黒色土 粘性あり 曖 りややあり 褐色上粒(10YR4/6)1%、 炭化物粒1%含視
3 10YR2/2 黒褐色 粘性あり は りややあり 褐色土粒(10YR4/6)1%、
明赤褐色焼土粒 (SYR5/6)極 微量合視

4 10YR3/2 黒褐色上 粘性あり 曖りあり 褐色土粒(10YR4/6)3%、 明赤褐色焼土粒(5YR5/6)1%
炭化物粒3%含 視

5 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり はりあり 褐色土粒(10YR4/6)5%、 炭化物粒1%含視

O              Iso              2m

6～ 11号土坑

-29-

6号■坑

1 10YR2/2‐3 黒褐色粘土質土 固くしまる。
2 10YR2/3 黒褐色粘土質上 回くしまる。 1層よりやや明るめの色調。

9号土坑

螂部4+

2 10rR3′ 2 黒編色 絣佳ややあり はりあり 褐色■カ ック(10VR4/6径 10～ 80硼 )10%、  炭化物粒2%

4 10YR2/3 黒欄色上 紺任ややあり けつややあり 欄色上位(10YR4/6)10%炭化物 (lF34m)5%、

7 10YR5/8 資褐色構土質と thtあり 嗚りあり 赤褐こ擁■疵(5YR4/8)5%含i

7号 ■坑

1 10YR3/1 黒褐色土 粘性ややあり 曖りあり 灰黄褐色土粒(10Y鴫 /2)6%、
赤褐色焼土粒(5YR3/4)2%、 炭化物(径 10～ 20mat)3%含視

2 10YR3/1 黒禍色土 粘性なし しまりあり 暗褐色土粒(10YR3/4)40%含 転

10号土坑

8号土坑

1 10YR3/1 黒褐色■70%と 10YR3μ 晴褐色上30%の混含上 粘性なし しまりあり
暗赤褐色焼土/●ック(5YR3/6)2%、 炭化物1%含視

2 10YR2/3 黒褐色上 粘性あり 曖りあり 極暗褐色焼上(7 0FR2/3)10%含 視

11号土坑

第20図



12号土坑

卿

1 5YR4/6 赤褐色焼上 回くなる 炭化物3%含転

鴇轡c73濡撒 )3撒絶瀦潔 嚇褐色焼土燭 R5/61財、
91?ISO字  黒愕色土 粘性あり は りややあり 掲色上粒 (10YR4/4)3%含 転

ξl群離講B:撒チ置紐鍵:充彰‖辞財rを見榊i躍静

13号土坑

しまりあり 暗褐色土 (10YR3/4)3%、 ■器片多量に含む。
しまりあり にぶい貫lB色土 (10YR5/4)30%含 む。

14号土坑

引

却十

抑＋

却＋

十
二

知＋

十X65V2

15号土坑

13号土坑

1炭

花協鷺二抗だ奮ぜr多慧 。
しまりややあり明寅褐色焼J:(10YR6/05%

2鵡
脇鍵♂褐:言b試可稼各も♂

りや功り髄�●oYR守り3%、
3 10YR4/4 1B色土 粘仕あり 曖りあり

Y一おゃ∞A
+X65詢 B

十 X6Fj即 9 騨＋

ド
生 と‐75200m

15号土坑

1 10YR2/2 黒褐色■ 粘性あり
2 10YR2/1 黒色■ 粘性あり

第21図  12～ 16号土坑

14号土坑

1砧

辮 畿 報 縁 R認 `曖
りあり 明ktB飢徹 10YR6か 1%、

2激
、%魯握P・

粘性ややあり は りあり 費IBti力囲 10YRV8径 IOm3%、

二|]導じ握量糧色主穂桂餅医子2号 嚢掲色圭埓|II穣繋1艶客歌

16号土坑

当

16号土坑

1 10YR2/1 黒色粘土質上 回くしまる。
2 10YR2/1 黒色粘土 顕著に褐色土プロック (径50mm)、 褐色土粒含む。
3 10YR2/2 黒禍色粘土 褐色上粒多量含む。
4 10YR3/2 黒褐色粘土 固くしまる。

0              1:50             2m

レ
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17号土坑 18号土坑

d75YR2/3 極嗜偶色粘■質土 焼上H多曇含i別遺硝穫上。

S iOYRVl 黒褐色上とIOYR4 4褐色上の澄合工 
“

上質i 欄色土カッタ多重含h

19号土坑

ド ー
し‐75500m

10 tOYR2/2 黒褐色粧と質■ 回くu妻4

14 10YR2/2 黒福色‖上質上 褐色上カック含こ

17 10YR2/1 黒色構と質■

+X65μ 2

望

ォヽ

…“S十

0           ■50           2m

エ

騨μ4+

騨＋

4 7 5YRV4 欄色主 =璃 に続土粒多HItth擁上の投げ込み力と

知十

20号土坑

ｅＷ

19号土坑

1 10YR2/2～ 2/3 黒褐色粘土質上
2 10YR2/2 黒褐色粘土質土 褐色■粒少量含む。
3 10YR2/2～2/3 黒褐色粘■質上 下部に禍色土プロック 粒含む。
4 10YR2/2 黒褐色粘土賞土。3層と接する付近に褐色土プロック 粒含む。
5 10YR2/3 黒褐色粘土質上 わずかに褐色土粒含む。            ヽ
6 iOYR2/3 黒褐色上と10YR4/6協色上の混含上 粘土質± 5層と壁の上が混含したものか。

第22図  17～ 20号土坑
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21号土坑

名

朝

Ｖ〓２６，
９。‐

■

Ｙ〓２６，。。＋

Ｖ〓２７．。３＋

Ｙ・２７．。十

22

隣

A

抑＋

隣 呻aOOm   当
A

21号土坑

1 10YR2/2 黒PH色粘上質上 じ業りあり 霜降り状に褐色土粒、炭化物
わずかに酸化鉄粒含帆 組成粗tち
2 10YR3/2 黒褐色粘土質■ はりあり 霜降り状にローふ粒、
わずかに酸化鉄粒含帆組成は粗しち
3 10YRV2 累褐色粘土質上 霜降り状に褐色上粒、
ゲ かに酸化鉄粒含視下部褐色土粒の割合減少。
4 10YR2/2 黒褐色粘土質土 崩 Wこ褐色■粒含視

24号土坑

当

l 10YR3/1 黙褐色社■質上 節障,状に続上位炭1ヒ物多量含缶

1 10YR3/1 黒褐色粘土質土 褐色上粒含逮
2 10YR4/4 褐色粘上質土 非常に回くしなる 暗褐色7「Iック(10YR3/3)、 黒色の汚れ合転
3 10YR3/1 黒褐色粘上賞上 褐色上カック含益上部は黒褐亀土(10YR2/2)と霜降り状褐色土
カ ックの混合土。

4 10YR3/1 黒褐色粘土質上 またら1こ褐色土カッタ黒色上カコ〃含毬
5 10YR2/1 黒色粘土質■ 褐色土粒少量含視
6 10YR2/1 黒色～10YR3/1黒褐色粘土質土 粘性強い 褐色土/gック含視

25号土坑 26号土坑

土

22号■坑

∞T

第23図  21～ 26号土坑

Ｙ〓２６．。‐＋

Ｙ〓２６，９十

Ｖ〓２６，９。十

4:OYRI″1 具色4■質i 非常に固くしまれ謀崩 こヽ褐色土柱含h

26号■坑

1 10YR3/3 暗褐色土 粘性やゃあり 瞭りあり 川ヽ礫(径約5mm)極微量含視
210Y酪子心 暗褐色上 粘性あり はりあり 」ヽ礫(径 10～40mm)5%含視
3 10YR4/6 褐色上 粘性あり はりややあり 橙色焼土粒(7 5YR6/8)糧 微量含視
4 10YR3/4 暗褐色土 粘性ややあり 強りややあり

0            1:50            2m

・７
＆
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2フ号土坑

29号土坑

+…脱

27号土坑

1 10YR2/1 黒褐色上 粘性なし 固くしまる 中～小礫多量含む。
2 10YR2/2 黒褐色土 粘性なし 固くしまる
3 10YR2/2 黒褐色±50%と 10YR4/6褐色■50%の混合土 粘性なし しまりあり

28号土坑

引

30号土坑         31号 土坑

卜
し―お ЮOn

28弓土坑

1 10YR2/1 黒色土 粘性なし しまりあり 褐色土粒 (10YR4/4)、 炭化物粒1%含む。
2 10YR2/1 黒色上 粘性ややあり しまりあり 褐色上粒 (10YR4/4)2%含む。

〓２６，９‐６十

卜

知＋

A土

‐２６，８９２＋

下下

引

〓２６，８９。＋

30号上坑

ド
ー し‐75300n

0               1:50               2m

1 10YR3/4 晴褐色主 常世ややあり はりあり 偶色■カ ック(10YR4/6経 約30m)25%含 tP.
210Y貶 /2 黒偶色■ 枯推ややあり 磯り効  褐色とカ ック(10VR4/6径 約20mE O%含 h

6 10VR3/3 暗lBtti 粘に,やあり 強りあり 潤ととカ ツク(10YR4/6径 5～30m)10%

第24図  27～ 31号土坑

+…勢

卜 L=お郷On    引

1 10YR2/1 黒色土 粘性あり はりややあり 黄褐色土(10YR5/6)1%含 視
2 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり 唸りややあり 1こぷい黄禍色土(10YR4/3)3%含 視

31号土坑

1 10YR2/3 黒褐色土 粘性あり 強りあり 褐色土粒(10YR4/6)2%含 柱
2 10YR2/3 黒欄色主主体 黄褐色土オ声ック(10YRS/8径 10～30mm)層
粘性あり 曖りややあり
3 10YR2/3 黒褐色上 粘性あり 陰勒ややあり 黄褐色土粒(10YR5/8)3%含 転
4 10YR2/3 黒褐色土 粘性あり はりあり 黄欄色■カック(10YR5/8径5～ 20mm130%合 視

-33-



32号土坑

34号土坑

坤＋ X=`i8"ェ

た

33号土坑

33号上坑

1 10YR3/1 黒褐色土 粘性あり 曖りあり 炭化物3%、 暗褐色土(7 5YR3/4)2%合 色
2 10YR2/2 黒IB色■ 粘性あり はりあり 炭化物片1%、 褐色焼土(7 5YR476)2%含 視
3 10YR2/2 累櫓色土 粘性あり はりあり 褐色土粒(IOYR4/4)10%含 転+…帥

35号土坑

A∝

I

鎌
蜘+…鰤

卜

ベ +…脱

36号土坑

y

Ｘ≡
　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

Ｘ〓．

1 10YR2/1 黒色土 粘性あり はりあり 黒樹色上(10YR2/3)1%、 晴褐色土(10YR3/4)1%含 視
2 10YR2/2 黒褐色上 粘性あり 曖りなし
3 10YR2/2 黒IB色土 粘性あり 瞭りあり 炭化物(径20～ 30闘)2%含帆下部に炭化物 筋状にjLIIt。
4 10YR2/1 黒色土 粘性あり 曖りあり
5 10YR3/1 黒褐色上 粘性あり はりなし 黒tB色上粒(10YR3/2)IO%含 乱
6 10YR4/4 褐色土 粘性あり 瞭りあり
7 10YR2/3 黒獨色上 粘性あり はりあり 炭化物粒微量含帆
8 10YR3/2 黒褐色土 粘性あり しまりあり
9 10YM/3 にぷい賞IB色土 粘性あり 曖りあり 黒褐色上(10Y贈ツ1)40%含帆

1 10YR2/2 黒褐色土 粘性ややあり 強りあり 黄褐色上粒(10YRV6)30%含 視
2 10YR2/3 黒褐色土 粘性あり 曖りあり 黄褐色土粒(10YR5/8)20%、 霜降り状に黒色土 (10YR2/1)、
小礫微量含視
3 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり 味りあり 黄褐色上純(10YR5/6)596含 視
4 10YR3/2 黒褐色土 粘性あり はりあり 貢褐色■カック(10YR5/6径 20mm)3%、
黄褐色土粒(10YR「o/6)1%含視
5 10YR2/2 黒褐色主主体 黄樹色上カック(10YR76径 10～ 30mm)層 粘性あり はりややあり
6 10YRV2 黒褐色土 粘性あり はりなし 黄褐色土粒(10YR5/6)3%含 視

0              ●50               2m

第25図  32～ 36号土坑

しまりあり 黄褐色土粒 (10YRS/6)極 傲量合む。
しまりあり 黄褐色土粒 (10YR5/6)1%含む。

36号土坑

+X65部 O

引

|―

i――し‐74700m 引

卜

+…帥

34号土坑

1 10YR2/1 黒色土 粘性なし
2 10YR1 7/1 黒色土 粘性あり
3 10YR2/1 黒色土 粘性あり
4 10YR2/1 黒色土 粘性あり
6 10YR2/1 黒色土 粘性あり

35号土坑

1 10YR3/2 黒褐色土 粘性あり
2 10YR2/3 黒褐色■ 粘性あり

しまりあり

しまりあり

しまりあり 赤褐色焼土 (5YR4/6)5%含む。
しまりあり 炭化物片 (径7mm)微 量含む。
回 くしまる 褐色■ (10YR4/4)50%含 む。

ド ー し
‐75 2oo昨ど 引

-34-



37号土坑

十 X6S脚 8

十 X6r5細。

+X65帥

ト

ド
ー し‐75400m 引

39号土坑

Ⅲ

40号土坑

２７，０２５十 卵十 浄蝉8+

引

ト

41号■坑

1  10YR2/3

2 10YR3/3

すざ

黒褐色粘土質土

暗褐色土と10YR4/4 褐色上の混含土 粘土質土。

第26図  37～ 41号土坑

3

37号土坑

1 10YR2/1 黒色土 粘性なし
2 10YR1 7/1 黒色土 粘性なし
3 10YR2/1 黒色土 粘性あり

しまりあり 暗褐色土粒 (10YR3/4)1%含 む。
しまりあり

しまりややあり 暗褐色上 (10YR3/4)5%合 む。

2 10VR4μ  褐色■ ‖世あり しよりあり 炭化効粒2%奮i

ユ】OVR3/4 暗欄色上 紺柱あり Lfk,あり 個色上位(10YR4′ 6)5%含i

O

卜
L‐ 75400m

38号上坑

1 10YR2/2 黒褐色■ 粘性あり しまりあり
2 10YR2/3 黒褐色■ 粘性あり しまりあり
3 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり 曖りあり
4 10YR3/13 晴褐色上 粘性あり しまりあり
5 10YR2/3 黒褐色土 粘性あり しまりあり
6 10YR2/3 黒褐色上 粘性あり はりあり
7 10YR2/3 黒褐色土 粘性あり 曖りあり
暗赤褐色上粒(5YR3/6)3%含 逮

41号土坑

卜
L‐ 75 300n l

1:50           2m

貰褐色土粒(10YR5/8)1%含 毬

黄褐色■粒(10YRS/8)3%、 炭化物粒2%含視

黄褐色
~/Hック(10YR5/6径 10～ 30mm)5%含 視

黄褐色土粒(10YR5/8)5%含 転

褐色■(10YR守6)多量、炭化物粒1%含視

黄偶色上粒(10YRS/6)5%、 炭化物粒1%含携

費褐色上粒(10YRV6)7%、 炭化物粒1%

ヘ

5 10YR2′ 2 暴編色■ hI性あり 唸,ややあ, IB色■カック(10YR4/6径 5～ 50nh)5%
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3.竪穴住居跡 (住居状含む)
今回の調査で検出された竪穴住居跡は全部で31棟である。このうち1～ 29号住居跡が古代 (平安時代)、

30。 31号住居跡が中世に属するものである。遺構は調査区の西と東で異なった様相を呈し、東側に古代の

住居跡が密集しているのに対し、西側に向かつて遺構の密度は落ちる。住居の構造は、古代の住居跡でカマ

ドをもたないものは3棟、遺構の一部が調査区外に延びてカマドの有無が確認できないものが3棟で、他は

すべてカマドを 1基ないし、2基有する。カマドの向きは北が5棟、東が14棟、南が3棟、住居の拡張に

伴つてカマドが北から東に作り替え変えられたものが 1棟である。

中世の住居跡はいずれも古代の住居跡が散在する調査区北西部で検出された。

1号住居跡

遺構 (第 27・ 28図、写真図版17)

(位置 。重複関係)16N・ 17Nグ リッドに跨つて位置し、表上下第Ⅲ層で検出された。カマドの一部が撹乱

のため消滅している。重複する遺構はない。

(規模・平面形・方向〉規模は426× 388cm、 総床面積は約16.52∬、平面形は方形状を呈し、主軸方向は

E-9° 一Nである。

(埋土〉上位は暗褐色上、中～下位はの黒褐色土を基調とする層が堆積する。

(壁〉壁は外傾して立ち上がり、壁の残存値は撹乱の影響受ける東壁以外は北壁21cm、 西壁20cm、 商壁

16cmである。

(床面〉床面は平坦であるが、緩い凸凹が全面ある。また後世の柱痕が多く残る。全面に掘り方を持ち、微

量の褐色土粒、黄褐色土粒を含む黒褐色上で貼り床されている。厚さは9～26cmである。

(上坑〉Pl・ P2の 2基が検出された。P2は 出土遺物から貯蔵穴と考えられる。

(柱穴状土坑〉P3～ P6の 4基が検出された。いずれも浅く主柱穴かどうかは不明である。
(カマド〉東壁のやや南寄りに設けられている。微量の赤褐色の焼土紅が46× 32cmの範囲に広がり、焼土

の厚さは最大で8cmである。煙道部は掘り込み式の構造で長さは106cm、 煙出し部に向かい緩く傾斜して

下る。煙出し部は約60cm、 最深部は約20cmで断面形は緩い「U」 字状を呈する。日径部よりさらに16cm

東に延びる。煙道部は東方向に緩く下り、最深部は48cmで ある。袖部は地山である褐色、黄褐色シルト混

じりの黒褐色土を貼つて固めて構築されている。

遺物 (第 98図、写真図版70,103)                    .
1～ 6が出土した。 1～ 3は酸化炎焼成の郷で成形はロクロ、 1は内面に黒色処理が施されている。底部

の切り離し技法は 1。 2は回転糸切りで2は糸切り後ヘラケズリ再調整が施されている。4は酸化炎焼成の

甕でカマドの支脚と思われ、伏せた状態で出上した。成形はロクロ、内面に黒色処理が施されている。底部

は切り離し後、再調整が胴部下半～底面に施される。5は還元炎焼成の甕で住居の床面付近でまとまって出

土した。他に磨石が床面直上から1点 (6)出上している。 (溜 )

土坑類計測表

土坑No Pl P2 P3 P4 P5 P6

直径俺m) 130× 11 60× 48 36× 31 46× 44 40× 40 48× 38

深さ (cm) 8 の
う 10 14 18 18
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第28図  1号住居跡

ドし‐7:毛 00m二

す

0           150           2n

2号住居跡

遺構 (第29図、写真図版18)

(位置・重複関係〉25Kグ リッドに位置し、第Hb層で検出された。東半は削平されて消滅しており、西半
のみ残存する。また、第25号陥し穴状遺構と重複し、これを切つている。

(規模・平面形・方向〉規模は南北467cm、 残存部床面積は約14∬、平面形は方形状を呈すると推測される。

主軸方向はS-13° 一Wである。

(埋土〉上～中位は微量の明褐色土粒を含む黒色土、下位は微量の褐色土粒を合む黒褐色上の堆積である。

(壁〉壁は外傾して立ち上がり、消滅した東壁以外の残存値は北壁 13cm、 西壁13cm、 南壁7cmである。

南壁のプランは曖味である。

(床面〉床面は平坦で固く、全面に掘り方を持ち、黒褐色土と黄褐色上の混合上で貼り床されている。厚さ

は2～ 19cmで ある。

(土坑〉Pl～ Pの 4基が検出された。P3、 P4はカマドの燃焼部と一部重なる。
(柱穴)9基はいずれも住居跡の検出面での確認で、これより新しい時期の遺構である。
(カマド〉南壁に2基設けられている。 1号カマドは南壁の西端に設けられ、暗褐色の焼土層が62× 40cm

の範囲に広がり、焼上の厚さは8～ 10cmである。煙道～煙出し部の長さは155cmで、煙出し部に延びるに

従い、緩く下り、最深部は30cmある。袖部は黒褐色土を基調とするシルトを貼つて固めたものを芯材とし

ていると観察されたが、遺構の残存状況が不良のため詳細に関しては不明な点も多い。

2号カマドも1号カマドと類似した構造で赤褐色の焼土層が56× 46cmの範囲に広がり、焼上の厚さは6

～H cmで ある。煙道～煙出し部の長さは126cmで、煙出し部に延びるに従い、緩く下り、最深部は51cm

ある。袖部は暗褐色土混じりの褐色土を基調とするシルトを貼つて固めたものを芯材としている。

遺物 (第 99図、写真図版71)

7～ 12が出上した。 7・ 8は酸化炎焼成の邦で7は住居覆上、8は 1号カマド付近からの出上である。

成形はロクロ、底部の切り離しは回転糸切り、9は還元炎焼成の野で底部の切り離しは回転へら切り無調整

である。10,Hは酸化炎焼成の甕でP5、 Hは P3の埋土から出上した。いずれも成形はロクロで、10の
底部の切り離し技法は回転糸切りである。12は釣針状の鉄製品で埋土中からの出土である。

―-38-
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第29図  2号住居跡

土坑類計測表
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3号住居跡

遺構 ((第 30図・写真図版 19)

(位置 。重複関係〉20M、 21Mグリッドに跨って位置し、表上下第Ⅲ層で検出された。遺構西側に幅30～
38cmの溝が南北に延び、これに切られる。

(規模・平面形・方向)規模は467× 413cm、 総床面積は約 19,28だ、平面形は方形状を呈し、主軸方向は

E― H° 一Nである。

(埋土〉全体が黒色上を基調とする土層の堆積で、全体に褐色土粒が混入している。

(壁〉壁は外傾して立ち上がり、壁面残存値は北壁22cm、 西壁16cm、 南壁24cm、 東壁16cmである。

(床面〉床面は平坦で、水が頻繁に通る粘土質上のため固く締まっており、全面の一部分に浅い掘り方を持

ち、黒褐色土混じりの黒色上で貼り床されている。厚さは4～ 10cmである。

(土坑)Pl～ P6の 6基が検出された。P6は南壁を切って掘られP5と 重複する。
(柱穴〉6基が検出された。P7、 P8、 P12は浅く、深さはそれぞれ4cm、 13cm、 15cmで ある。

(カマド)東壁のやや南寄りに設けられている。赤褐色の焼土層が63× 59cmの範囲に広がり、焼上の厚さ

は4～ 13cmである。煙道部の長さは175cmで、煙出し部の日径部よりさらに16cm東に延びる。煙道部は

東方向に緩く下り、最深部は48cmで ある。袖部は地山である褐色シルトに黒褐色上が混ざった上を貼つて

固めたものを芯材としている。

遺物 (第99,100図、写真図版71・ 72)

18～ 25が出土した。13～ 18は酸化炎焼成の不で13～ 15。 18は住居埋上、16は P6、 17は P5から出土
した。いずれも成形はロクロで13～ 17の内面は黒色処理が施され、底部の切り離し技法は148は切り離し

後のケズリ再調整により不明、他は回転糸切りによる。17の器面には墨書による文字が書かれている。21

は酸化炎焼成の邪で器高は低く、皿に近い形態を呈し、日唇の一部が湾曲する。18。 191まカマド付近から

出土した還元炎焼成の杯で、成形はロクロ、底部の切り離し技法は回転糸切りによる。22は還元炎焼成に

よる皿で成形はロクロ、底部の切り離し技法は回転糸切りによる。23・ 24は住居覆土から出上した酸化炎

焼成の甕で成形はロクロ、23の底部の切り離し技法は回転糸切りによる。25は埋土中より出上した刀子で

ある。 (沼 )

4号住居跡

遺構 (第 31図・写真図版20)

(位置 。重複関係〉21M、 22Mグ リッドに跨つて位置し、表上下第Ⅲ層で検出された。重複する遺構はない。

(規模・平面形・方向〉規模は419× 322cm、 総床面積は約 13.49ぎ、平面形は長方形で主軸は真東方向で

ある。(埋土〉自然堆積を呈し、上～中位は黒色、黒褐色土層、下位は黒色上を主とした堆積状況である。

(壁〉壁は垂直に近い傾斜で立ち上がり、壁面残存値は北壁 17cm、 西壁 16cm、 南壁 14cm、 東壁28cmである。

(床面〉床面は平坦で、ゃゃ固さがある。全面に掘り方を持ち、暗褐色土混じりの黒色上で貼り床され、厚

さは2～26cmである。

(柱穴〉柱穴状の小土坑が2基検出され、いずれも浅い。

(カマド)東壁のやや南寄りに設けられている。褐色、暗赤褐色焼土層が52× 36cmの範囲に広がり、焼上の

厚さは8～ 14cmで ある。煙道部は今Jり貫き式で長さは160cm、 煙道部は東方向に21° の傾斜で下る。煙出し

部の日径部は32× 30cm、 深さは66cmの ピットで底面には径10cmほ どの礫が数点散在している。カマドの袖

部は暗褐色土と径12～ 15cmの礫を混ぜて固めて芯材としている。東方向に緩く下り、最深部は48cmである。

袖部は地山である褐色シルト|こ黒褐色上が混ざつた上を貼つて固めたものを芯材としている。
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遺物 (第 100・ 101図・写真図版72・ 73)

26～ 36が出土した。26～ 29は酸化炎焼成の杯で成形はロクロ、26・ 27は 内面に黒色処理が施されている。

30～ 32は酸化炎焼成の非ロクロ成形の甕で30は貼り床土、31は住居埋土、32は床面から出上した。33は還元

炎焼成の甕で煙道部から出上している。34～ 361ま鉄製品で34は刀子茎、35は不明、36は鎌である。 (溜 )

十坤8311n

卜 L‐ 75 200m s_1/25 
引

Ｐ２『一一フ
Ｐ‐̈
一一マ当

第31図  4号住居跡

1 ,OYR2/3 黒鵜色■ 粘性あり しまりあり 黄褐色土
(10YR5/6 従10～20mm)10%、 明赤招色焼t(5YR98
径1 0mm)ブロックで3%、 炭化物2%含む。
2 10YR3/3 曽lH色土 粘性あり しまりあり 黄褐色土
(10YR5お  径10～ 30mm)7%、 明赤褐色焼上 (5YR5/8)
2%、 炭化物 3%含 む。

d― d'
1 7 5YR5/6 明褐色既土 しまりややあり 粘44:あ り 炭化物 (径 5 mm)
3%、 明赤褐色焼■粒 (5YR5/8)7% 黄褐色上粒 (10YR5/6)3%含む。
2 10YR2/2 照褐色上 粘性あり しまりあり 黄褐色■ (10YR5/6 径20
mm)3%、 炭化物粒 1%含む。
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5号住居跡

遺構 (第 32図、写真図版21・ 22)

(位置・重複関係〉20Nグ リッド北半に位置し、表上下第Ⅲ層で検出された。重複する遺構はない。遺構の

南1/3は H10年度、北2/3は HH年度調査区と別々に精査が行われたため調査に検出面やプランにやや不正

確な箇所が生じた。

(規模・平面形・方向〉規模は346× 331cm、 総床面積は約 H.05�、平面形は台形で主軸はおよそ E―

12° 一S方向である。

(埋土)自然堆積を呈し、上～中位は黒色上、下位は黒trgJ色上で構成され、全体に浅黄燈色土粒 (10YR8/4)

を2持 80/O含む。

(壁〉壁はやや外傾して立ち上がり、壁面残存値は北壁40cm、 西壁36cm、 南壁手前で46cm、 東壁37cmで

ある。

(床面〉床面は平坦で、やや固さがある。部分的に掘り方を持ち、黄褐色土混じりの黒色土で貼り床され、

厚さはおよそ10～ 25cmである。

(柱負〉南壁に沿つて2基が検出されたが性格は不明である。

(上坑)1号カマドの右袖南側に 1基検出された。P2に切られ、規模は径73× 55cm、 深さ17cmである。

(カマ ド〉凍壁に2基検出された。 1号カマ ドは東壁の南端に設けられ袖は無く、焚き日は東に50cmほ ど

入つた位置にあり、赤褐色焼土プロックが37× 86cmの範囲に広がる。焼上の厚さは2～ 14cmである。煙

道部は掘り込み式の構造で長さは71cm、 幅は18～ 19cmで 東方向に傾斜なく延び、ピット状の煙出し部
へ

と続く。煙出し部の日径部は41× 32cm、 深さは43cmである。2号カマドは東壁のやや北寄りに設けられ、

燃焼部は約60× 40cm範囲にわたる。煙道部は割り貫き式の構造で長さ110cm、 約 17° の傾斜で煙出し部

へと下る。煙出し部の日径部は36× 30cm、 深さは48cmで ある。袖は褐灰色土 (地山土)に少量の上器片

を混ぜて回め、芯材としている。

遺物 (第 102図・写真図版73)

37～ 44が出上した。37は酸化炎焼成、38～ 40還元炎焼成の邪で成形はロクロ、底部の切り離しは37は

切 り離し後の再調整により不明、38・ 39は 回転箆切り無調整、40は回転糸切りの技法による。41～44は

非ロクロ成形による酸化炎焼成の甕で4Hよ 1号カマドの崩落土、42は貼り床上、他は住居埋土から出土し

た。胴部の器面調整は41は内面ハケメ、外面ナデ、42・ 43は両面ハケメ、44は両面ナデがそれぞれ施され

(沼 )ている。

6号住居跡

遺構 (第 33図・写真図版23)

(位置・重複関係)21Mグ リッド南半に位置し、表上下第Ⅲ層で検出された。重複する遺構はない。

(規模・平面形・方向〉規模は304× 271cm、 総床面積は約8.23面、平面形は方形状で主軸はおよそE―

20° 一S方向である。

(埋土)自 然堆積を呈し、全体が黒褐色土を基調とした層の堆積で褐色土粒、暗褐色土粒などの合有量によ

って 8層 に分けられる。

(壁〉壁はやや外傾して立ち上がり、壁面残存値は北壁 13cm、 西壁 16cm、 南壁 14cm、 東壁 15cmを計測し、

削平の影響で残存値は低い。

(床面〉床面は平坦で、回さはあまりない。部分的に掘り方を持ち、暗褐色土が少量混じる黒色、黒褐色土

で貼り床され、厚さはおよそ4～22cmである。
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(柱穴〉5基が検出された。規模はP4は径22× 18cm、 深さH cm、 P5は径20× 20cm、 深さ14cmと浅い。

(土坑〉南壁に沿つて3基検出された。規模はPlは径69× 53cm、 深さ25cm、 P2は径62× 58cm、 深さ
28cm、 P3は径57× 49cm、 深さ10cmで ある。
(カマド)東壁の中央よりやや南側に設けられている。燃焼部には焼土粒が50× 23cmの範囲に広がり、焼
土の厚さは10～ 16cmで ある。煙道部は掘り込み式の構造で長さは144cm、 東方向にH° の傾斜で延び、
50cmを 越えた位置で平坦になり、煙出し部で再び27° の傾斜で下る。煙出し部の日径は50× 42cm、 深さ

は60cmで ある。袖は幅10～ 15cm、 長さ約50cmの礫を芯材として床面に立てて埋め込み、床面から出た

部分の外側に暗褐色上を覆って構築している。

遺物 (第 102・ 103図、写真図版74)

45～ 50が出上した。45。 46は酸化炎焼成の郷で45は Pl、 46は貼り床土中からの出土で成形はロクロ、

底部の切り離しは回転糸切りで、45の内面には黒色処理が施さている。47は住居埋土中位から出上した還

元炎焼成の郷で成形はロクロ、底部の切り離しは回転未切りの技法である。48～ 50は酸化炎焼成の甕で成

形はいずれもロクロによる。 (溜 )

7号住居跡

遺構 (第34図 ・写真図版24)

(位置・重複関係〉24K。 25Kグ リッドに跨って位置し、表上下第Ⅲ層で検出された。23号陥し穴と重複
し、これを切る。

(規模・平面形・方向〉規模は405× 384cm、 総床面積は約 15.55だ、平面形は方形状で主軸はおよそN―

9° 一W方向である。

(埋土)自然堆積を呈し、全体が黒褐色土を基調とした層の堆積で、黒色上、暗褐色上が混じる。

(壁〉壁は外傾して立ち上がり、壁面残存値は北壁は14cm、 他は西壁31cm、 南壁30cm、 東壁34cmを計測

する。

(床面〉床面は平坦で、固さはあまりない。全面に掘り方を持ち、黒褐色土と、黄褐色上の混合上で貼 り床

され、厚さはおよそ8～30cmである。

(土坑〉Pl、 P2の 2基が検出された。いずれも浅く、楕円状である。Plは貯蔵穴と考えられる。
(柱穴〉4基が検出された。いずれも位置的に主柱穴の可能性はない。

(カマド〉北壁の中央部に設けられている。燃焼部には焼土粒が51× 51cmの範囲に広がり、焼上の厚さは

最大で13cmである。煙道部は今1り 貫き式の構造で長さは113cm、 煙出し部はピット状を呈し、径32cm、

深さは53cmである。袖は砂質の黄褐色土 (地山)を持ち込んで固めたものある。

遺物 (第 103～ 105図・写真図版74・ 75)

51～ 74が出土した。51～ 63は酸化炎焼成の郷で52・ 62は床面直上、58は Pl、 57はカマド付近、他

は住居埋土から出上した。成形はいずれもロクロで51～ 57の内面はミガキが施され、黒色処理されている。

底部の切り離しは大半は回転糸切りであるが51・ 53・ 54・ 57は切り離し後の再調整のため不明である。ま

た54・ 57は底面のみならず体部下半にもケズリ調整が施されている。64～ 68は還元炎焼成の郷でいずれも

住居の覆土上～中位からの出上で成形はロクロ、底部の切り離しは回転糸切りの技法で、68は 回転箆削り

による再調整が施されている。70・ 7Hま酸化炎焼成の甕で住居の覆土からの出土である。成形は70は非ロ

クロ、71はロクロで71は 内面に黒色処理が施され、底面は切り離し後、箆ナデ再調整が施され、胴部下半

にはケズリが施されている。72～ 74は還元炎焼成の甕で成形はロクロで器面調整は胴部下半にケズリが施

されている。
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B― B'

1 10YR2/1 黒色上 粘性ややあり
炭化物粒 1%台 む。
2 10YR2/1 黒色上 粘性あり しまりややあり 浅黄燈色上位 (10YR8μ )3%含む。
3 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまりなし 浅黄澄色土粒 (10YR3/4)2%含む。
4 10YR1 7/1 黒色土 粘性あり しまりあり 黄樹色土 (25Y5/3)30%含む。

豊

し‐74 900n S‐ 1′25   -―――ε→

学 将
秒 絲 越胎 %瞥悲F緋綿 鰍 娩拭

い貢欄ト

2 10YR2/1 黒色土 粘土質 粘性なじ しまりあり にぶい責禍
色■ (10YR4/3)2～ 3%含 む。
3 10YR4/2 灰黄IB色土 粘土質 粘性あり しまりあり 黒色上
(10YR9/1)20%含 む。
4 7 5YR3/4 暗褐色焼上 粘性ややあり しまりややあり 黒色土
(10YR2/1)3%含む。
5 7 5YR2/1 黒色上 粘土質 粘性あり しまりあり にぶい安褐
色土 (10YR5/4)20%含 む。
6 10YR2/1 黒色上 粘性あり しまりあり 黄獨色上 (

2 5YR5/3)プロックで2%含む。
7 10YR4/2 灰黄褐色土 粘性あり しまりあり 黒褐色■ (

10YR3/1)5%混 じる。
8 7 5YR3/4 暗褐色土 粘性なし しまりあり 褐色焼上 (

7 5YR4/6)5%、 炭化物2%含む。
9 75Y剛 4 召色焼上 粘性ややあり しまりあり
,0 10YR3/1 黒褐色土粘性あり しまりあり褐色上(10YR4/6)
5%含 む。

ト
呻 mm s‐ 125劇

  当

1 10YR2/1 黒色土 粘性なし しまりあり 水酸化鉄多く含む。
2 10YR2/1 黒色土 絡性なし 黄褐色■粒 (25Y5/4)3%含 む。
3 10YR2/2 黒褐色土 粘性なし しまりあり褐色焼上位 (7 5YR4/6)1%含 む。
4 10YR3/2 黒褐色土 粘性なし しまりあり 褐色焼上 (7 5YR4μ )3%含む。
5 10YR4/1 褐灰色土 粘性なし しまりあり (袖■)
6 7 5YR4/4 褐色焼土 粘性ややあり しまりあり
7 10YR3/1 黒褐色上 粘性あり しまりあり 倒色上 (10YR守6)iO%含 む。

第32図

2 10YR2/1 黒色土 粘上質 にぶい貞褐色上プロック、焼上、炭化吻含む。
3 10YR2/3 黒褐色土 粘上質 赤禍色焼■ (5YR4/6)プロックで霜降り状に多量に
含むにぶい黄編色上ノロック、炭化物含む。
4 10YR5/3 にぶい黄褐色土 非常に固く締まる
5 10YR2/1 黒色■ 粘土質 炭化物含む。
6 10YR1 7/1 黒色土 粘土質 固くしまる 炭化物含む。
7 10YR4/3 にぶい黄褐色土 粘土質 固く締まる。
8 10YR1 7/1 黒色土 粘上質 固くしまる。

5号住居跡

０
　
　
江
丞
議
餓
硬

　
島

十浄甫

1 10YR2/1 黒色土 粘土質 にぶい黄禍色砂質上 (10YR5/3)
プロックでわずかに含む。
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名〇ド 名②岸閃
9《

土坑類計測表

1 10YR2/2 黒禍色上 粘性ややあり しまりあり 褐色ヒ粒(10YR4/4)1%含む。
2 10YR2/2 無lf.色上 �f性なし しまりあり 晴褐色ili(10YR3μ)1%含む。
炭化物粒1%含む。褐色 /1tJ:粒 (7 5YR守 6)1%以 ド含む。
3 10YR2/2 黒褐色に �itにあり しまりややあり 褐色土粒(10YR守 6)3%含 む。
炭化物1%合む。
4 10YR2/1～ 2/2 黒色～黒樹色土 理F性あり しまりあり 晴褐色土(10YR3/4)

6号住居跡

当

1 10YR2″  黒褐色土 精性あり しまりあり 黄褐色t粒 (10YR5/8)5%
明赤褐色焼 ヒ(5YR5海 )3%含む。

1 10YR2/3 黒鴇色上 狩悧iあ り しまりあり 絹色J:粒 (10YR4/6)
3%含 む。炭化物粒 1%含 む。
2 10YR3/3 晴樹色J: 粘性あり しまりあり 黄禍色■粒(10YR5/6
径10～ 20mm),0%赤 褐色既土粒(5YR守 6)3%合 む。
3 10YR2/3 黒褐色Ji ltr性 あり しまりあり 焚褐色I粒 (10YR5/6
径5～ 30mω l脅

島解粒
2%含む。  _生 引

時

20%令 む。

し‐75200n】  s‐ 1/25   -―とと‖
十
二

1 10YR2/3 黒褐色土 粘性あり しまりあり 褐色■粒(10YR4 6
径1 0mm)10%、 焼七粒1%、 炭化物粒1%含む。

b― b

l 10YR2/1 黒色土 Wi性なし しまりあり 掲色土Iti(10YR4/6)1%含 む。
2 10YR2/2 黒招色「  hi性あり しまりややあり
3 10YR2/3 黒褐色J: 粘性なじ しまりなし 1暗 褐色焼土 (7 5YR3μ )2%含 む。            ド生し_FS10mど 名              P5

:糠雖怠::浅 ||‡をう軽をず〔:急 |:‡
6脚晰私  氏て eギ 諜

8 10YR〃2黒褐色■ it tあり しまりあり 掲色■9 0YR斯弼半B霊踏:年
む

ま 1謙ョ!1雖喜ξ宅 寄ζ;と:;9; よ1離隣
)騒
墨 孝モ:;とこ才:l ξBを上

黄鵜色±10YR5/8)IO%、炭化物粒1%含む。 (10YRS/6 径5～ 20鰤)30%、炭化物1%含む。
3 10YR3/3 暗掲色t 粘性あり しまりあ
黄4gJ色主10YR5海 )80%炭化物粒1%`り

  3 10YR2/3 黒4B色土 粘性あり しまりややあり 褐色
釘む。   ■ 10YR4 6 径 3～ 10m)15%、 炭化物粒2%含む。

L=75 200m  S‐ 1/25  jtf詔   ^ デ     当

1 10YR2/1
2 10YR2/2
3 10YR2/1
4 10YR1 7/1
5 10YR2/1
6 10YR2/3
7 10YR2/3
8 7 5YR3/4
9 10YR2/2

黒色土 粘性あり しまりあり IB色 焼■粒 (7 5YR4/4)10%、 炭化物粒
黒偶色土 粘性あり しまりなし 美掲色■粒 (10YR5/6)1%含 む。
黒色■ 粘性あり しまりあり 1音鴇色土粒(10YR3/4)2%含 む、褐色
黒色上 粘仕あり しまりなし
黒色土 埓キ性なし しまりあり 明赤褐色焼土粒(5YR5β )1%含む。
黒褐色上 粘性あり しまりなし 暗褐色焼■(7 5YR3/4)2%含 む。
黒褐色焼I 粘性あり しまりあり 褐色焼上粒(7 5YR4お )3%含 む。
晴掲色焼 1: 粘性あり しまりあり 上器片含む。
黒褐色■ 粘性あり しまりあり 褐色Ji(10YR4/4)10%混 じる。

第33図  6号住居跡

5%含む。     P~

焼土粒(7 5YR4/6)1%含 む。
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8号住居跡

遺構 (第 35。 36図、写真図版25)

(位置 。重複関係〉24K・ 24Lグ リッドに跨って位置し、表上下第Hb層で検出された。重複する遺構はな
いが遺構の北側と東側を幅約 lm拡張した跡が窺えた。

(規模・平面形・方向〉規模は拡張前が361× 332cm、 総床面積は約H98ポ、拡張後が463× 430cm、 総
床面積は約19.90Nで平面形はいずれも正方形で主軸はS-3° 一Wのほぼ真南方向である。

(埋土〉自然堆積を呈し、上位は黒褐色上、中～下位は黒色土、黒褐色土を基調とした土層堆積である。

(壁〉壁は南北壁が緩い立ち上がりに対し、東西壁はやゃ垂直ぎみに立ち上がる。壁面残存値は北壁 14cm、

西壁 13cm、 南壁 10cm、 東壁17cmと 削平の影響で残存値は低い。

(床面〉床面は平坦で、ゃゃ固さがあり、全体的に掘り方を持ち、黒色土と褐色上の混合上で貼り床され、

厚さはおよそ4～28cmである。

(上坑〉 7基検出された。Plは径58× 40cm、 深さ34cm、 P2は径59× 50cm、 深さ33cm、 PSは径
106× 79cm、 深さ34cm、 P4は径97× 92cm、 深さ65cm、 P5は径41× 31cm、 深さ29cm、 P6は径
50× 50cm、 深さ29cmである。P7は堀り方の痕の可能性がある。

(カマド〉南壁の東端に設けられている。燃焼部には暗赤褐色焼土粒が82× 46cmの範囲に広がる。焼上の

厚さは最大で13cmで ある。煙道部は掘り込み式の構造で長さは108cm、 南方向に傾斜なく延び、煙出し部

は径51× 48cm、 深さ60cmで ある。袖は暗褐色土を持ち込んで固めたもので、燃焼部側はにぶい赤褐色焼

土混じりである。

遺物 (第 105～ 108図・写真図版76～ 78)

75～ 171が出上した。75。 76は埋土中からの出上で75は酸化炎焼成の不、76は高台杯の台部で成形はい

ずれもロクロ、75の内面には黒色処理が施され、底部の切り離しは回転糸切りの技法による。床面からは

94点の上錘が一括出土し、P5か らは長い柄状の形態で全面にミガキが施された土製品が出上している
(171)。                                         (溜 )

9号住居跡

遺構 (第 37図・写真図版26)

(位置・重複関係〉23Kグ リッドに位置し、表上下第Ⅲ層で検出された。重複する遺構はないが遺構の表面
はかなり削平されている。

(規模・平面形・方向〉規模は300× 301cm、 総床面積は約9,03笛で平面形は正方形を呈し、主軸はE―

5° 一Sのほぼ真東方向である。

(埋土〉全体的に黒褐色土が主体であるが、部分的に黒色土と暗褐色上が混じる。

(壁)壁は外傾して立ち上がり、壁面残存値は北壁 10cm、 西壁7cm、 南壁8cm、 東壁10cmと 削平の影響
で残存値は低い。

(床面〉床面は平坦で、ゃゃ固さがあるものの、明確なしまりはない。全体的に掘り方を持ち、黒色土と褐

色上の混合上で貼り床され、厚さはおよそ4～ 12cmである。

(土坑〉 5基検出された。Plは貯蔵穴で径72× 60cm、 深さ16cmを計る。他の上坑の性格については不明
である。

(カマド)東壁の南よりに設けられている。カマドの軸方向は住居とはやや異なりE-17° 一Sで燃焼部に

は明確な燃焼痕はなく、僅かに褐色焼土粒が周辺に散在するのみである。袖は黒褐色土混じりの黒色土を持
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ち込んで貼つて固めたもので左側の袖は残存しない。煙道部は掘り込み式の構造で、壁面から70cm位置ま

では削平によつて、消滅している。残存する煙道部は長さ75cmで地表から17° の傾斜で煙出し部に下 り、

煙出し部の深さは35cm、 最深部は径 19× 18cmの ピット状を呈する。

遺物 (第 107図・写真図版79)

172～ 202が出上した。172・ 173は酸化炎焼成の邪で172はカマド脇、173は住居埋土から出上した。成

形はいずれもロクロで内面には黒色処理が施さオk底部の切り離しは回転糸切りの技法による。 174・ 175

は酸化炎焼成の甕で174は住居埋土、175はカマド付近から出上している。成形はロクロで174は器面外面

にケズリが施されている。 (溜 )

Tω

第35図  8号住居跡
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ド__し‐75300m__当

1 10YR2/3 黒褐色■ 粘性あり しまりあり
褐色上位 (10YR守6)5%、 炭化物粒2%含 む。
2 10YR2/3 黒褐色上 粘性あり しまりややあ
り 褐色上粒 (10YR守6)1%含む。
3 10YR3/3 晴樹色土 hF性 あり しまりなし
褐色 L粒 (10YR4/6)3%含 む。

d― d

キ  L‐ 75300m ___と当

1 10YR2/3 黒IB色土 粘‖あり しまりあり
褐色上 (10YR4お  径I Omm)3%含 む。
2 10YR3/3 暗櫓色土 粘性あり しまりやや
あり 褐色上粒 (10YR4/6 径10～30mm)3
%含む。
3 10YR5/8 黄協色■ 精性あり しまりやや
あり炭化物泣2%、 晴欄色i3%合む

工 L‐ 75300mJ

1 10YR2/2 黒褐色上 粘性あり しまりあり
褐色上 (10YR4/4)2%含 む。時褐色上 (

IOYR3/3 径10～ 30m)を ノロックで2%含む。
2 10YR2/3 黒褐色上性あり しまりややあり
褐色L粒 (10YR4/6 径20～ 40m)2%、 暗褐色
■ (10Y囀 /3 径40mぃ)2%、 炭化物1%含む。
3 10YR2/1 黒色■ 粘性あり しまりややあり
黄lB色 土粒 (10YR5/6)2%含 む。

ピL_=‐ 75300m当

f― f′

1 10YR2/2 黒措色i 粘性あり しまり
ややあり 黄褐色■ (10YR5/8)2%、 赤
lB色焼土粒 (SYR守8)3%含む。
2 10YR3/4 暗褐色■ 粘性あり しまり
ややあり 黄褐色iL(10YR5/8 径5～
IOmm)5%、 炭化物粒 2%含 む。
3 10YR3/4 暗格色土 粘性あり しまり
あり 数褐色粒 (10YR5/8)1%含む。

じ 完卸 "働 ¨ 雛 蝉
4/6)2%含む。
2 10YR3/3 晴褐色■ 粘性あり しまりあり 明赤褐色■ (5
YR5/8)5% 炭化物粒2%含む。

_望
引 ぅぎ
`途 霞

樹色土 粘性あり しまりあり 褐色土粒 (10YR

10YR2/2 黒褐色I 粘性ゃゃあり しまりあり 褐色土 (10YR守 6)5%含む。
IOYR3/1 黒禍色■ 粘性あり しまりあり
,OYR9/2 黒褐色■ 粘性やゃあり しまりあり 晴褐色焼Ji(7 5YR3/3)3%含 む。
10YR2/1 黒色七 粘性あり しまりあり 晴褐色土 (10YR3/4)10%含 む。
10YR3μ  晴格色土 粘性ややあり しまりあり にぶい赤IB色焼上 (5 YR4μ )10%台 む。
7 5YR2/2 黒掲色上 粘性なし しまりあり 晴赤褐色焼上位 (5YR3/6)3%含む。
10YR3/4 暗褐也■ 器性なし しまりあり

1 10YR2/2 黒褐色上 粘性なし しまりあり 褐色上粒 (

10YR4μ )1%含む。
2 10YR2/1 黒色■ 粘性なし しまりあり 褐色土粒 (

IOYR4μ )5%含む。
3 10YR2/2 黒lB色上 粘性なし しまりあり 暗褐色■ (

10YR4/4)40%含む。
4 10YR2/S 黒褐色■ 粘性ややあり しまりあり
5 10YR3/4 暗禍色■ 粘性ややあり しまりあり 褐色土 (

10YR4/6 径5～ 20mm)10%、 炭化物粒1%含む。
6 10YR2/1 黒色上50% 10YR守 4 褐色■50%の湿含■層。
粘性をし しまりあり
7 10YR3/4 晴褐色土 粘性ややあり しまりあり 偶色li(
10YR4/4 径50nm)プロックで1%、  炭化物粒1%含む。
8 10YR5/6 黄禍色 砂質土 粘性ややあり しまりあり 黒
褐色土粒 (10YR2/2)2%含 む。
9 10YR3μ  暗褐色土 粘性あり しまりややあり 炭化物ri 2
%含む。黄褐色I(10YR5/6)染 み状に微電含む。

引

1 10YR2/2 黒褐色上 粘性あり しまりややあり 暗褐色土焼土 (7 5YR3/3)2%、 暗IL
色■粒 (10YR3/4)1%、 炭化物プロックで1%含む。
iOYR2/1 黒色■ 粘性あり しまりあり 晴禍色■ (10YR3/4)プロックで30%含む。
10YR3/2～ 2/2 黒褐色上 粘性あり しまりあり 暗褐色i(10YR3/3)微 量含む。
10YR2/1 黒色■ 粘仕あり しまりあり
7 5YR守4 褐色焼土 猫性あり しまりあり 炭化物1%含む。
7 5YR3/2 黒褐色焼土 粘性なし しまりあり 暗褐色土粒 (10YR3μ )3%含む。
10YR3/1 黒掲色土 粘性あり しまりなし
10YR2/1 黒色土 粘性あり しまりあり
10YR2/2 黒措色:L 粘性あり しまりあり 暗褐色■ (IOYR3/4)20%台 む。
10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまりあり 晴褐色焼上 (7 5YR3/4)10%含む。
7 5YR3/4暗 褐色焼■ 粘催ややあり しまりあり 赤禍色TI上粒 (5YR守8)微駐含む。
5 YR3/6 暗赤褐色焼土 粘性ややあり しまりあり
10YR2/3黒 禍色土 粘性あり しまりあり

1 10YR2/2 黒褐色土 粘性なし しまりあり 褐色i粒 (10YR4/4)1%含む。
2 10YR2/1 黒色土 粘性なし しまりあり 褐色L粒 (IOYR4μ )5%含む。
3 10YR2/3 黒招色土 粘性やゃあり しまりあり
4 10YR2/1 果色■50%、 10YR4μ  褐色■50%の混含上層。 粘性なし しまりあり
5 10YR3/4 暗4Btt■  粘性ゃゃあり しまりあり lB色土 (10YR4/6 径5～ 20mm)
iO%、 炭化物粒 1%含む。                        B_8′

当 :

引
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茫    I二

十X SF・コo

10YR2/2 黒栂色士 粘性ややあり しまりあり 賠lB色■ (10YR3/4)3%含 む。
10YR3/1 黒褐色±60%、 10YR3μ暗禰色±40%の混合上層す粘性なし しまりあり
10YR3/1 黒褐色■30%、 10YR3/4 暗樹色■70%の理合土層。粘性なし しまりあり
10YR3/4 暗招色■ 4T性なし しまりあり
7 5YR2/2 黒褐色土 粘性ややあり しまりあり 鵜色上粒 (7 5YR4/6 径881)1%含む。

|:Y畳 9チと畳君巷土
粘
指甚霧9り しま;泳 9り 赤奢笹農笙走将5儲うな+8概壁1亀琶と粒●5YR4r0 3%含む。

10YR3/2 暗褐色土 粘性なし しまりあり

9号住居跡

b― b.

1 10YR2/1 熙色上 粘性あり しまりあり
2 10YR2/2 黒召色■ 粘性あり しまりあり 褐色焼土(7 5YR476)2%含 む。
3 10YR2/1 黒色土 粘性なじ しまりあり 褐色焼土粒(7 5YR4/6)1%含 む。
4 10YR3た  暗IB色土 粘性なし しまりあり 褐色焼上粒(7 5YM76)微 量含む。
5 10YR2/2 黒tB色■ 粘牲ややあり しまりあり
6 10YR3/2 黒IB色上 粘性なし しまりあり
7 10YR2/2 黒掲色土 粘性なし しまりあり
8 10YR3/4 暗栂色土 粘性なし しまりあり IB色焼粒(7 5YR4/6)微 量含む。
9 10YR2/3 黒褐色■ 粘性なし しまりあり
10 10YR2/1 黒色上 粘性なし しまりあり

当 喜 L‐ 7ξ ttOOn名        と し_7監OOm‐

゛
1 10YR2/2 黒鴇色土 粘性なし しまりあり 赤櫓色焼t粒
(5YR4/8)1%、炭化物粒(径8mm)微量含む。 ー

d― dI

l 10YR3/1 黒褐色上 粘性なし 回くしまる
褐色上 (10YR4/4)30%含む。

f― f

l10YR3/1 黒綴色上 粘性なし しまりあり
にぶい黄協色■(10YRV4)3%含む。
2 10YR3/2 黒褐色上 粘性ややあり しまりあり
赤褐色土粒 (10YR4/8)1%含む。

引

慧
1 10YR2/3 興褐色土 粘性なし しまりあり 鵜色土
(10YR4/4)プロックで5%、炭化物微量含む。
2 10YR2/2 黒褐色土 粘性ややあり しまりあり
明褐色焼上粒(7 5YR5/6)1%含 む。
3 10YR3/2 黒褐色土 粘性ややあり しまりあり
赤褐色焼上(5YM76)10%、炭化物粒1%含む。

”“毬

1 10YR2/1 黒色土 粘性あり しまりなし 4B色焼土粒(7 5YR4/6)1%含 む。
2 10YR3/2 黒協色土 粘性あり しまりなし
3 10YR3/2 黒褐色土 粘性あり しまりややあり 晴4H色焼上(75Y贈 /4)20%含む。
4 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまりなし
5 7 5YR2/3 極暗褐色焼土 粘性あり しまりあり
6 10YR3/4 暗褐色上 粘性なし 回くしまる
7 10YR2/2 黒栂色土 粘性あり しまりなし(7 5YR4/6)1%含 む。
9 10YR2/2 黒禍色土 粘性なし しまりあり
10 10YR2/3 黒褐色i 粘性あり しまりあり
11 10YR32 暗褐色土 粘性なし しまりあり にぶい芸褐色と(10YR4/3)30%混じる。

第37図  9号住居跡
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10号住居閉

遺構 (第 38・ 39図、写真図版27)

(位置 。重複関係)23J・ 24」 などに跨って位置し、表上下の第Hb層で検出された。重複する遺構はない。
(規模・平面形・方向〉規模は352X329cm、 総床面積は約H.58面で平面形は方形状を呈し、主軸はE―
7° 一Nの東方向である。

(埋土〉全体的に黒色上が主体で、黒褐色上が部分的に混じる。

(壁〉壁は外傾して立ち上がり、壁面残存値は北壁8cm、 西壁8cm、 南壁6cm、 東壁 9cmと 削平の影響で

残存値は低い。

(床面〉床面は平坦で、ゃゃ固さがあるものの、明確なしまりはない。全体的に掘り方を持ち、黒色土と褐

色上の混合土で貼り床され、厚さはおよそ4～ 18cmである。

(上坑〉Pl～ P5の 5基検出された。用途はPlは貯蔵穴であるが他は不明である。
(柱穴〉柱穴状の小ピット (P6)が東壁面際に 1基検出されたが柱穴かどうかは不明である。
(カマド〉凍壁の南よりに設けられ、カマドの軸方向は住居とほぼ同じである。燃焼部は赤褐色焼土粒を主

体に径64× 40cmの 範囲におよび、最大 8cmの厚さで堆積する。焼土粒は場所によって確認できない箇所
もあり、全体的に焼土粒以外のシルトも多く混じっている。袖は20cm前後の課を床面を掘り込んで立てて
埋めて芯材とし、これににぶい黄褐色土、黒褐色土ゃ土器小片を混ぜて固めて構築されている。煙道部は割

り貫き式の構造で長さH2cm、 幅24cmで底面・側面には土師器甕の破片が敷かれている。煙出し部は径
35X31cm、 深さ43cmで ピット状を呈する。

遺物 (第 108～ 110図・写真図版79,80)

176～ 186が出土した。 176・ 177は酸化炎焼成の邪で成形はロクロ、底部の切り離しは回転糸切りの技

法による。178は Plか ら出土した還元炎焼成の邦で成形はロクロ、底部は欠損している。179～ 184は酸
化炎焼成の甕で180はカマ ド袖部、 183は Pl埋上、 184は煙道部からの一括出土である。179～ 182は器
面外面下半にケズリが施されている。187は還元炎焼成による甕の胴部破片で外面には叩き日、内面には当

て具痕が残る。186イま耳皿で調整はミガキが施されている。

上

(溜 )

千
第38図  10号 住居跡
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引

Ａ一１２３４５　　」匡

10YR2/1 黒色i ll性 なし しまりあり 褐色上(10YR4/6)2%含 む。
10YR2/2 黒網色上 粘性なし しまりあり 褐色焼上(10YR4/4)3%合 む。
10YR2/2 黒獨色■60%、 10YR3/4暗料色L40%のとと合上厨 粘IVlややあり しまりあり
10YR2/2 黒褐色土 粘性ややあり しまりあり 暗樹色J:(10YR3μ )10%含む。
10YR3/2 黒褐色上50%、 10YR守 6 糊色■50%の Ilt合 上層。Wi性ややあり しまりあり

10YR2/1 黒色■ 粘‖|な し しまりあり 樹色■(10YR4/6)2%含 む。
10YR2/1 黒色■ 粘‖:ややあり しまりあり 晴禰色上 (10YR3/4)1%含 む。
10YR2/2 黒褐色li 粘性ややあり しまりあり 旺褐色上 (10YR3/4)1%含む。
10YR2/1 黒色上 粘性ややあり しまりややあり 暗褐色■ (10YR3/4)10%含 む。
10YR2/1 黒色上 IIitになし しまりあり 晴欄色t(10YR3/4)20%含む。
10YR3/2 黒ItJ色■50% IOYR4/6 褐ヒ上50%の Iと合上厨。粘性ややあり しまりあり

卜 刊

ドL=‐ 75400n剌

ド   J

R__し
‐75500m卓 ドニ__ し‐75400配  当

11号住居跡

遺構 (第40図、写真図版28)

(位置。重複関係)16K、 16Lグリッドに跨つて位置し、表土下第Ⅲ層で検出された。H号土坑、15号土坑と重

複し、これらに切られる。

(規模・平面形・方向〉規模は285× 247cm、 総床面積は約7.03面で平面形は方形状を呈する。主軸方向は

N-12° 一Eの北北東方向である。

(埋土)自然堆積であるが、全体に撹乱を受けているため曖味である。埋土は黒褐色土主体で、褐色土と暗褐色

上が僅かに混じる。

(壁)壁はいずれも外傾して立ち上がる。壁面残存値は北壁24cm、 西壁22cm、 南壁20cm、 東壁30cmである。

21脚
花プを与協士むⅢ

!=あり しま,あ,喪和0■拉口OYR・●8得 IOnn

第39図  10号住居跡
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(床面〉床面は撹乱の影響もあり凹凸が多い。また全体に掘 り方をもち、黒色土混じりの暗褐色上が6～

16cmの厚さで貼られている。

(土坑〉6基検出された。Pl～ P4は性格不明の上坑でP5、 P6は柱穴状の小土坑である。
(カマド〉北壁の中央～やや西よりに構築され、主軸は住居の主軸と同じN-12° 一Eの北北東方向である。

カマドの袖は15号土坑との切り合いによって消滅しており、燃焼部に38× 33cmの 範囲で焼上が拡がつて

いる。煙道部の長さは約120cm前後と考えられ、住居壁から約20° の傾斜で煙出し部へ下っている。煙出

し部の深さは74cmで ピット状を呈する。

遺物 (第 HO図、写真図版80)

187は埋土から出土した酸化炎焼成の甕で器面調整はナデの調整が施されている。
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ィ協 1鱒 耐蠣
しまりあり 褐色上 (10YR4/4)  1 10YR3/1 黒褐色■ 粘性なし
30%含む。             しまりあり 褐色t(10YR4/4)

10%含む。

ぃ   と‐75100n   卓

曝 し‐74900mコ

ヤ

庄 L‐ 74900n J

k=本 d_d′
―c― c′                1 10YRγ l 黒褐色■ 粘性なし

1 10YR4/1 黒褐色土 粘性なし  しまりあり にぶい貢褐色上
しまりあり 褐色■ (10YR4/4)   (10YR5/4)3%含 む。
20%含 む。

第40図  11号 住居跡
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12号住居跡

遺構 (第41・ 42図、写真図版29)

(位置・重複関係)20Kグ リッドに位置し、表土下第Hb層で検出された。重複する遺構はなく、遺構の中

心部に径258× 258cmの 撹乱がある。また東と北方向に拡張したと思われ、東方向へは約240cmの 拡張跡

が認められる。

(規模・平面形・方向〉規模は625× 580cm、 総床面積は約36.25だで平面形は方形状を呈し、主軸はE―

5° 一Sのほぼ真東方向である。

(埋土〉上位は黒色土主体、中～下位は褐色土混じりの黒褐色上で構成されている。

(壁〉壁はやや外傾するがほぼ垂直で立ち上がる。壁面残存値は北壁20cm、 西壁20cm、 南壁25cm、 東壁

22cmである。

(床面〉床面は平坦で、回さがあり、ほぼ全面に掘り方を持つ。これに黒色土と褐色上の混合上で貼り入さ

れている。

(土坑・柱穴)10基検出された。Plは径96× 88cm、 深さ26cmの貯蔵穴で、カマドの脇に掘られいる。

(カマド)東壁の南よりに設けられている。カマドの軸方向は住居とほぼ同じ真東方向である。燃焼部には

92× 60cmの範囲に暗褐色焼上が散在し、最も焼成の強い焚き日付近には径50× 47cm、 厚さ12cmの範囲

で赤褐色焼上が堆積している。袖は褐色焼土混じりの暗褐色土を持ち込み、少量の上器片と共に固めたもの

である。煙道部は今より貫き式の構造で長さ129cm、 幅約35cmで約 7° の傾斜で煙出し部へと下る。煙出し

部は径36× 28cmの ピット状を呈し、底面には10cm大の礫が混入している。

遺物 (第 HO・ Hl図、写真図版81)

188～ 194は酸化炎焼成の杯で成形はロクロ、 192は Pl、 194はカマド付近からの出土で、188～ 193

は内面に黒色処理が施されている。底部の切り離し技法は189・ 193～ 195は回転糸切り、 188。 190は回

転箆切りによる。195は還元炎焼成の邦で成形はロクロ、底部の切り離し技法は回転糸切りである。196～

200は酸化炎焼成の甕で198は床面から出上した。成形は196～ 198は ロクロ、 199。 200は非ロクロによ

るもので196の底部切り離しは回転糸切りである。201・ 2021ま鉄製品で201は刀子、202は雁又鏃で住居

床面から出上している。 (溜 )

13号住居跡

遺物 (第43図、写真図版30)                     '
(位置・重複関係)20Lグ リッドに位置し、表上下第Ⅲ層で検出された。重複する遺構はない。

(規模 。平面形・方向)規模は350× 324cm、 総床面積は約 11,34面で平面形は方形状を呈し、主軸はE一

8° 一Nのほぼ真東方向である。

(埋土〉自然堆積で、上位は黒褐色土、中～下位は黒色、黒褐色上で構成されている。

(壁〉壁はいずれも外傾して立ち上がる。壁面残存値は北壁 17cm、 西壁 14cm、 南壁 15cm、 東壁8cmで あ

る。

(床面〉床面は平坦で、ほぼ全面に掘り方を持つ。ただし、北～中央部と南側の様相は異なり、北～中央部

は3～ 10cmの堀り方であるのに対し、南側の1/3は 10～ 18cmと 深い掘り方を持つ。また、掘り方には黒

褐色土、褐灰色土、にぶい黄褐色土粒などの混合上が貼られている。

(柱穴・土坑〉2基検出された。いずれもカマド脇からの検出でPlは径74× 68cm、 深さ30cm、 P2は径

34× 34cm、 深さ15cmの柱穴状小土坑である。

(カマド)東壁の南よりに設けられている。カマドの軸方向は住居とほぼ同じ真東方向である。燃焼部には

-55-



10cmあ る。袖は黄褐色の粘土質上を持ち込んで固めたものである残存状況は芳しくない。煙道部は掘り込

み式の構造を呈し、長さは約100cm、 幅約25cmで約 15° の傾斜で煙出し部へと下る形態から割り貫き式

の構造であった可能性も考えられる。煙出し部は径34X32cm、 深さ51cmの ピット状を呈する。

遺物 (第 H2図・写真図版82)

203は床面より出土した酸化炎焼成の不で成形はロクロ、底部の切り離し技法は回転糸切りによる。204は埋

土より出上した還元炎焼成の台付不で成形はロクロ、底部の切り離し技法は回転糸切り|こよる。205は床面より

出上した酸化炎焼成の長胴甕で成形はロクロである。他に埋上下部から鎌が1点出上している(206)。   (溜 )

十X65893

A

千

第41図  12号 住居跡

上
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割

土坑頬計測表
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13号住居跡

当

B― B'   S
I IOYR?/2 黒掲色上 粘性なし しまりあり 黄橙色上位(10YR3/6)1%含む
2 10YR2/1 黒色Ji 粘性をし しまりあり 黄證色土(10YR8/6 径20～ 30mm)プ ロックで3%含む。
3 10YRρ/1 黒色上 粘性あり しまりあり にぶい黄栂色七(10YRS/4)1%含む。
4 10YRI″ , 黒色上 粘性あり しまりあり 黄橙色■(10YR8/6)微量含む。
S IOYR3/2 黒褐色上40%、 10YR4/1 褐灰色■30%、 10YR5/4 にぶい黄鵜色±30%の混合土層。

b¬
b吼|な
じしまりあり

鉗離瓢鰯 鶏Ⅷ 朧15YR4/81蜘
:!鞠繭鵡酵墟綴評鞘観鞠鰺1磨常

I睡砕縫醜騨1髄†騨姉舗∫嫌

2

3

5

6

7

8
9

11

9  当

10YR2/1 黒色土 粘性なし しまりあり 暗褐色土 (10YR3/4)50/9含 む。明黄43色土粒 (10YR6/6) 1%含 む。
10YR3/3 晴褐色土 樹性あり しまりあり 赤褐色焼上位 (5 YR4/8)1%含 む。
10YR2/1 黒色土 粘性あり しまりあり にぶい黄褐色土 (loYR守 3)1%、 赤禍色焼土 (5 YR4/8)傲遺含む。
10YR3/3 暗樹色土 粘性なし しまりあり 黒色土 (10YR2/1)2%含む。
10YR2/2 黒褐色上 粘性なし しまりあり にぶい黄欄色土粒 (10YR6μ )微量含む。
10VR3/1～ 2/1 黒褐～黒色■ 粘性あり しまりあり 径10cmH‐l後の礫混入。
10YR2/1 黒色上 粘性ややあり しまりあり にぶい黄4H色上 (10YR5μ )10%含 む。
7 5YRV6 明褐色Xlt七  日くしまる F/1赤 褐色btt粒 (5 YR5/8)3%、 橙色焼

=L粒
(7 5YR6/3)iO%含む。

5YRV8 明赤褐色焼土 固くしまる 炭化物粒3%含む。
10YR2/2 黒褐色上 粘性あり しまりあり 黄褐色土 (10YRV6 径5～ 30mm)プロックで20%含む。
10YR5/6 黄IB色 砂質土 粘性あり しまりあり

第43図  13号 住居跡
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1 10YR2/1 黒色土 粘性なし しまりあり
2 iOYR2/1 黒色上 粘性ややあり しまりあり
褐色土 (10YR4/4)5%含 む。

d― d'

1 10YR3/1 黒褐色土 粘性あり しまりあり
明赤褐色焼上粒 (5YRS/8)1%含む。
2 10YR2/2 黒lBtt■  粘性あり しまりあり
櫓色上 (10YR4μ )20%含 む。



14号住居跡

遺構 (第 44・ 45図、写真図版31)

(位置・重複関係〉 19Lグ リッドに位置し、表土下第Ⅲ層で検出された。カマ ドや床面の残存状況から拡張

された住居跡と考えられる。重複する遺構はない。

(規模・平面形・方向)規模は535× 470cm、 総床面積は約2514∬で平面形は方形状を呈し、主軸はE―

2° 一Nのほぼ真東方向である。

(埋土〉自然堆積で、上～中位は黒褐色、褐色土、下位は黒色、黒褐色上で構成されている。

(壁〉壁はいずれも外傾して立ち上がる。壁面残存値は北壁27cm、 西壁32cm、 南壁30cm、 東壁24cmである。

(床面〉床面は平坦で、中央～東壁にかけての約316× 330cmの範囲では地山を床面として残し、それ以外

の全面に掘り方を持つ。掘り方には褐色土と黒色上の混合土が貼られ、厚さは4～27cmである。

(土坑・柱穴〉9基検出された。3基は住居の北西隅以外の壁隅からの検出で土坑状の形態を為すが、形状、

壁面など曖味な部分も多い。P6、 P7は床面からの検出である。

(カマド)2基検出された。北壁に構築されたカマド (1号カマド)は拡張前の住居に伴うため、袖は既に

なく、燃焼部や煙道部も大半が削平、消失し、残存状況は不良である。煙道部は今Jり 貫き式の構造で残存す

る長さは40cm、 幅は40cmで約 7° の傾斜で煙出し部へと下る。煙出し部の開口部は撹乱を受けているた

め正確な規模は判らないが、深さ35cmを もつピット状を呈する。燃焼部には約64× 60cmの範囲に暗赤褐

色焼土が拡がり、層厚は最大で5cmで ある。2号カマドは東壁のやや南よりに構築され、袖は両方とも口

径 18cm、 高さ27cmの上師器甕を伏せて置き、芯材とし、これに灰黄褐色土混じりの黒褐色土を持ち込ん

で貼り、固めて作られている。燃焼部には赤褐色焼土が径54× 34cmの範囲に広がり、層厚は最大で8cm

ある。煙道部は今↓り貫き式の構造で長さは124cm、 幅は約29cmで約 12° の傾斜で煙出し部へと下る。煙

出し部は径43× 36cm、 深さ58cmで円筒のピット状を呈する。

遺物 (第 H2～ H5図・写真図版82～ 85)

207～227は杯型の土器で208・ 214・ 220・ 221は貼り床上、213・ 215・ 217～219,226は 2号カマ

ド袖部、223・ 224は住居床面、他は住居の覆土から出上している。207～ 219は酸化炎焼成のロクロ成形、

207～ 217は内面に黒色処理が施されている。底部の切り離し技法は209・ 213・ 218は回転箆切り、2H

は切り離し後の再調整のため不明、他は回転糸切りである。内黒土器の底部切り離し後の底面～体部下のケ

ズリ再調整は底糸切り、箆切り問わず半々である。220～ 228は還元炎焼成の野で成形はいずれもロクロ、

底部の切り離し技法は220・ 222・ 226・ 228は回転箆切り、225は切り離し後の再調整のため不明、他は

回転糸切りである。底部切り離し後、底面にケズリ再調整が施されているのは224・ 226である。230は酸

化炎焼成の鉢で成形はロクロである。231～ 237は酸化炎焼成の甕で231は成形はロクロ、内面にミガキが

施され、底部の切 り離し技法は回転箆切 りで回転箆削りによる再調整が胴部下～底面に施されている。

235。 236はカマドの芯材に使用された甕で235が左袖、236が右側の袖である。いずれも伏せた状態で置

かれ、周りをシルトで覆われていた。237の器体外面の調整は回縁部はタタキ→ロクロナデ、胴部はタタキ

ーミガキの順で調整が施されている。238～ 24Hよ退元炎焼成による238は長頚瓶、他は甕でロクロ成形後、

器体外面下半にケズリ調整が施されている。 (沼 )

土坑類計測表

土坑No Pl P2 P3 P4 P5 P6 p7 P8 P9

直径 俺m) 64× 55 61× 53 75× 53 96× 70 55× 51 74× 64 76× 68 45× 37 50× 44

深さにm) 28 ワ
イ
９
，

９
，
９
，

９
，
９
， 20 50 31 ワ

ｒ
９
， 14
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上α

14号住居跡

半

‐65814

4X‐
658,8

1 10YR3/1 黒褐色■ 粘性なじ しまりあり
2 10YR2/2 黒4B色土 粘性なし しまりあり
3 10YR4/4 褐色七 粘性あり しまりあり
4 10YR2/1～ 2/2 累色～黒褐色土 粘性あり
5 10YR2/1 黒色■ 粘性なし しまりあり

明黄褐色土粒 (10YR6/6)1%含む。
黒褐色■ (10YR3/2)10～ 20%、 径10mmの 炭化物粒微量含む。
しまりあり 褐色土粒 (1 0YR4ry4)1～ 2%合む。
褐色■ (10YR守6)60%含 む。

B― B.

1 10YR2/2 黒褐色土 粘性なし しまりあり 明黄褐色土粒(10YR6/6)1%合む。

a器聯 騒と上糊 盈Y醗堵謎脇怪誉こ発律
1紹
む
｀
名釧摩
働酬量乱

會II予再多†～身舞亀颯鍵盟監協楷化ま蓼聟舟
呼
招挫額訛 ,斧1彎擁翌

雄含む。
6 10YR2/1 黒色土 粘世なし しまりあり 招色■(10YR4/6)60%含 む。

第44図  14号住居跡

P6
b― bI

l 10YR4/4 褐色上 粘性なし しまりあり
2 10YR3/1 黒褐色土 粘性なし しまりあり
3 10YR3μ 暗褐色土 粘性なし しまりあり 黒褐色■(10YR2/2)3%含む。
4 10YRρ/1 黒色土 粘性ややあり しまりあり 摺色上(loYR474)3%含む。
S IOYR3/1 黒4b色土 粘性ややあり しまりあり 褐色■(10YR4/4)40%含 む。
6 10YR2/1 黒色上 粘性ゃゃあり しまりあり 褐色土(loVR4/4)20%合 む。

当

P7
b― b′

1 10YR4μ  禍色土 粘性あり しまりあり
明赤褐色■(5YR5/6)1%含む。
2 10YR3/1 黒褐色土 粘性ややあり しまりあり
暗褐色■(10YR3/4)20%含 む。
3 10YR2/2 黒AB色上 粘性あり しまりあり
4 10YR2/1 黒色上 粘性あり しまりあり
褐色■(10YR守4)5%含 む。

K Q2

水酸化鉄粒多く含む。
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引

2 10YR2/2 黙褐色土 紺柱あり しまりあり にふい賞樹色上(10VR6μ)20%含 む。

3 7 5VR2ρ  ttIH色 上 精性ややあり しまりあり 噌褐色班i(7 5VR3/4)3%奮 む。

b tt  bb′

1 10YR2/1 黒褐色上 粘性ややあり しまりあり 浅費種色上
(10YR8 4)5%含む。水酸化鉄粒少量含む。
2 10YR2/1 黒色 粘土質上 粘性あり しまりあり 浅黄橙色土
(10YR32)2%、暗禍色焼■ 粒(7 5YR3/4)微 量含む。
3 10YR3/1 黒褐色上 粘性なし しまりあり

1 10YR2/2 黒褐色土 粘性なし しまりあり 褐色上位(10YR守4)3%、 炭化物粒微量含む。
2 10YR2/2 黒褐色上 粘性なし しまりあり 明黄褐色■粒(10YR6/6)10%含 む。
3 10YR3/1 黒褐色土 粘性ややあり しまりあり 明赤褐色焼上(5YR5/6)20%含 む。
4 5YR4お  赤禍色琥土 粘性なし しまりあり
5 10YR3/3 暗鵜色■80%、 llyYR4/6 褐色±20%の涅合上層。 粘性なし しまりあり
6 10YR4/4 褐色■ 粘性なし 回くしまる 黒褐色土(10YR3/2)3%含む。
7 10YR4μ 褐色■40%、 10YR2/2 黒褐色■60%の混合土層。粘性なし しまりあり

∫引

1 10YR2/2 黒褐色土 粘性なし しまりややあり 褐色土 (10YR守4)粒状に2%含む。
2 10YR3/4 暗褐色上 粘性なし しまりあり 黒褐色上 (10YR2ρ )プロツクで5%含む。
3 10YR2/1 黒色土 粘性なし しまりあり 褐色土粒 (10YR4/6)1%含む。
4 10YR3μ  暗褐色土 粘性なし しまりあり 黒褐色土 (10YR2/2)アロックで5%含む。
5 10YR3/2 黒褐色土 粘性なし しまりあり 暗福色■ (10YR3/3)30%、 赤褐色焼土 (10YR守8) 5%含 む。
6 10YR3/6 暗赤褐色焼上 粘世なし しまりあり
7 10Y剛4 褐色土 粘性ややあり しまりあり 黒褐色土 (10YR2/2)5%含む。 (住居の床上)

当
ψ
５。Ｌ

己
時
４８と

1 10YR2/1 黒色上 粘性あり
しまりあり

10YR3/1 黒褐色±50%、   1 10YRVl 黒4B色±50%、 10YR4/6
10YR4/6 禍色■50%の混   褐色■50%の混含土層。 粘性あり しまりあり
含上層。粘性あり しまりあり

第45図  14号住居跡
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15号住居跡

遺構 (第46・ 47図、写真図版32・ 33)

(位置 。重複関係)18L・ 19L・ 18M・ 19Mグリッドに位置し、表上下第Ⅲ層で検出された。カマドや床
面の残存状況から拡張された住居跡と考えられる。重複する遺構はない。

(規模・平面形・方向〉規模は503× 456cm、 総床面積は約22.93∬で平面形は方形状を呈し、主軸はN―

12° 一Wのほぼ北北西方向である。

(埋土)自然堆積で、上～中位は黒色上、下位は黒褐色上で構成されている。

(壁〉壁は外傾して立ち上がる。壁面残存値は北壁 18cm、 西壁30cm、 南壁27cm、 東壁18cmで ある。

(床面〉床面は平坦で、中央～北壁よりに約354× 276cmの範囲では地山を床面として残し、それ以外の全

面に掘り方を持つが、これは、当初の住居跡を拡張するときに掘つた跡と思われる。掘り方には黒色土と黒

褐色土の混合土が貼られている。

(土坑〉Pl～ P4が検出された。P3・ P4は住居床面下で検出された。各土坑の計測値は表に記した。
(柱穴〉 7基検出された。いずれも拡張後の住居に伴う柱穴である。

(カマド〉2基検出された。いずれも北壁の中央付近に構築され、東側のカマド (1号カマド)が拡張前の
住居に伴うもので、軸は拡張後の住居と異なり真北方向で、袖は住居構築時に地山を残す、削り出しの構造

で、右袖は既になく、左袖は新しいカマドの構築時に右袖の芯土として、利用されていたため残存していた。

燃焼部は径46× 44cmの範囲に赤褐色焼上が拡がり、4cmの厚さで堆積する。煙道部は掘り込み式の構造
で長さは約80cm、 幅52cm、 煙出し部の最深部は30cmである。西側に設けられたカマド (2号カマド)は
掘り込み式の構造で煙道部の長さは約100cm、 幅49～ 54cmあ り、約 8° の傾斜で煙出し部に下る。煙出
し部の深さは69cmで煙道部より20cmほ ど深い。袖は上記のとおり右袖は 1号カマドの左袖に黒褐色土が

微量混ざった褐色土を持ち込んで固めて作られる。左袖は褐色土と黒褐色上の混合上を持ち込んで固めたも

のである。燃焼部には赤褐色焼上が径80× 56cmの範囲に広がり、層厚は最大で6cmあ る。
遺物 (第 H6・ H7図・写真図版85・ 86)

244・ 245は酸化炎焼成の邦でカマド付近から出上した。内面には黒色処理が施され、器体の内面調整は

244はナデ ?、 245は ミガキである。底部の切り離しは回転糸切りの技法による。246・ 247は還元炎焼成
の邪で床面直上から出土した。成形はロクロで底部の切り離しは回転糸切りの技法による。248～ 25Hま酸

化炎焼成の非ロクロ成形の甕で器体の外面調整は日縁部はいずれもヨヨナデ、胴部は248～ 250はハケメ、
251はナデが施される。252・ 253は還元炎焼成の甕で252は P2か ら出土した。成形はロクロ、器体外面
下半はケズリが施されている。他に磨石が 1点、また住居南西隅壁際の埋土上～中位からは鎌が 1点出上し

ている。

土坑類計測表

(沼 )

土坑No pl p2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 P10 Pll
直径俺m) 186× 137 103× 101 123× 73 84× 82 22× 22 30× 29 29× 27 24× 20 31× 29 29× 28 35× 33

深さにm) 30 25 16 45 26 49 35 29 Ｅ
υ 36

16号住居跡

遺構 (第48,49図・写真図版34)

(位置・重複関係〉19Mグ リッドに位置し、表上下第Ⅲ層で検出された。重複する遺構はない。
(規模・平面形・方向)規模は476× 446cm、 総床面積は約21.22面で平面形は方形状を呈し、主軸はS-15°
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1 10YR2/1

2 10YR2/2
3 10YR3/1

4 7 5YR2/1

黒色土 粘性なし しまりあり 浅黄袴色土(10YR3/3)1%、 水酸化鉄粒多く含む。
黒掲色土 粘性なし しまりあり
黒褐色土 粘性あり しまりあり 浅黄橙色土 (10YR873)3%、 径 10mmの 炭化物粒微量含む。
黒色土 粘性あり しまりあり 黄褐色上(10YR5/6)20%含む。(貼床■)

B― B
1 10YR2/1

2 10YR2/2

3 10YR3/1

4 7 5YR2/3

5 10YR3/2

6 10YR3/2

黒色土 粘性なし しまりあり 浅黄橙色土(10YRV3)1%含む。
黒褐色土 粘性なし しまりあり
黒褐色土 粘性あり しまりあり 浅黄橙色土(10YR3/3)3%、 径IOmの 炭化物微量含む。
極贈褐色上 粘性なし 固くしまる 暗褐色焼土(7 5YR3/4)30%、 炭化物傲量含む。
黒褐色土 粘性なし しまりあり 径7 amの 炭化物微量含む。
黒褐色土 粘性あり しまりあり 径7mmの炭化物微壁含む。

第46図  15号 住居跡

7 7 5YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまりあり
3 10YR4/3 にぷい黄褐色土 粘性ややあり しまりあり
9 10YR2/1 黒色上 粘性なし しまりあり 浅責橙色土(10YR8/3)1%、 水酸化鉄粒多く含む。
10 10YR3/1 黒褐色上 粘性あり しまりあり 浅黄橙色上(10YR3/3)3%、
径I Ommの 炭化物粒微量含む。

11 7 5YR2/1 黒色土 粘性あり しまりあり 黄褐色土(10YR5/6)20%含 む。(貼床■)

15号住居跡

浅黄橙色土(10YRV3)1%含む。
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引

隣

黒褐色土 粘性なし しまりあり 掲色上粒(10YR4/4)3%、 炭化物粒微五含む。
黒4Ll色 上 粘性なし しまりあり 明黄褐色■粒(10YR6/6)10%含む。
黒褐色上 粘性ゃゃあり しまりあり 明赤栂色焼土(6YR5/6)20%含む。
赤櫓色焼上 湘「性なし しまりあり
暗樹色■80%、 10YR4/6 褐色■20%の混合i屈。 粘性なし しまりあり
樹色土 粘性なし 回くしまる 黒樹色土(10YR3/2)3%台む。
褐色■40%、 10YR2/2 黒Ib色上60%の混合土/17。粘性なし しまりあり

と し=7発OOm二

1 10YR2/1 烈色上 粘性あり しまりあり
黄鵜色J(2 5YR5/3)5～ 10%含む。
2 10YR2/1 黒色土 粘性あり しまりあり
大褐色■2 5YR5/3)30%含む。

第47図

1 10YR2/1 黒色上 hi性あり しまりあり 灰黄褐色上
(10YR5/2)全体に30%、 赤褐色焼上(5YR4/8径 )含む。
2 10YR3/2 黒褐色■50%、 10YR4/2 灰黄協色■50%の
澁と合上用耐 L質 粘性あり しまりあり 赤褐色焼■
(5YR4β )微■含む。

310Yミ3/2 黒掲色±70%、 10YR4/2 灰黄褐色■30%の
混合上層hi上 質 粘性あり しまりあり

当

1 10YR2/2
2 10YR2/2
3 10YR3/1
4 5YR4/6
5 10YR3/3
6 10YR守4
7 10YR4/4

15号住居跡

―Eの南南西方向である。

(埋土〉自然堆積を呈し、上位は黒褐色土、中～下位は黒色上で構成されている。

(壁)壁はゃゃ外傾ぎみに立ち上がる。壁面残存値は北壁24cm、 西壁28cm、 南壁 19cm、 東壁22cmである。

(床面〉床面は平坦で、やや堅さがある。住居西半の壁際には上端幅14～ 10cm、 下端幅8～ 4cm、 深さ4
cmの溝が所々に巡る。また全面に掘り方をもち、褐色土と黒色上の混合上が厚さ9～34cm貼 られている。

(土坑〉6基検出された。Pl～ P5は いずれも土器片が出上しており、貯蔵穴と考えられる。
(カマド〉南壁の東よりに構築され、主軸は住居の主軸とほぼ同じS-22° 一Eの南南西方向である。カマ

ドの袖部は左袖は24× 14cmの礫を床面に差し込んで立てて芯材とし、その上に暗褐色のシルトを貼つて固

めている。右袖は礫は無く、シルトのみで構築されている。燃焼部には径56× 56cmの範囲ににぶい赤褐色

焼上が拡がり、厚さは2～ 8cmある。煙道部は掘り込み式の構造で、長さは約130cm、 幅は32cm、 煙出

し部は開口部径39× 32cm、 深さ52cmで煙道部より深い。またこれとは別に長さ50cm、 幅32cmの煙道状

の遺構も確認されたが後世の撹乱によって遺構の性格は不明である。

遺物 (第 H7～ 118図・写真図版87)

256～ 258は酸化炎焼成の郷で256イまP5、 257は P3、 258は住居床面からの出上でいずれも成形はロクロ、

256・ 257は器体内面に黒色処理が施されている。底部の切り離しは回転糸切りの技法である。259・ 260はロ

クロ成形の還元炎焼成のlThで259は P5から出上し、底部切り離しは回転糸切りの技法である。281の体部には

墨で文字が書かれている。261～263はいずれも酸化炎焼成の甕で261,263は Pl、 262はカマド燃焼部、

f一 f'

1 10YR2/1 黒色 Wi上質■ 粘性あり しまりあり
灰茨褐色■10YR4/2)全体に10%含む。
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からの出上である。いずれも成形はロクロで、底部の切り離しは回転糸切りの技法による。

17号住居跡

遺構 (第 49・ 50図・写真図版35。 36)

(位置・重複関係〉18Mグ リッドに位置し、表上下第Hb層で検出された。遺構の残存状況から焼失した住

居跡と考えられる。重複する遺構はない。

(規模・平面形・方向〉規模は430× 384cm、 総床面積は約 16.51ポで平面形は台形状を呈し、主軸はE―

8° 一Nの東方向である。

(埋土〉自然堆積を呈し、全体が黒褐色上主体土層堆積で、暗褐色上が一部に混じる。

(壁〉壁はやや外傾して立ち上がる。壁面残存値は北壁 16cm、 西壁20cm、 南壁27cm、 東壁24cmである。

(床面)基本は平坦で、床面には焼土や炭化物 (炭化米・胡桃等)が散在し、全面に掘り方を持つ。掘り方

には赤褐色焼土混じりの黒褐色上が貼られ、厚さは5～ 10cmである。

(土坑〉3基検出された。Plは北東隅にあつて規模は径80× 74cm、 深さ36cmで中からは炭化した柱材や

胡桃4点などが出上している。P2はカマド脇の南東壁際にあり、規模は径78× 75cm、 深さ31cmで中か

らは完形の上師器邪7枚が2・ 3枚ずつ重なつて出上していることから貯蔵のための穴であると考えられ

る。P3は住居中央～やや西よりで検出され、規模は径48× 42cm、 深さ54cmで、埋土中からは土器片や

胡桃のかけらが出上している。

(柱穴状小土坑)2基検出された。P4は径40× 40cm、 深さ18cmの小土坑状を呈するが、住居構築時の堀り

方によるものである可能性もある。P5は径24× 24cm、 深さ38cmの柱穴状を呈する。単独であるが、住

居跡に伴う遺構と思われる。

(カマド〉東壁のやや南よりに構築され、主軸は住居の主軸とほば同じE-8° 一Nの東方向である。カマ

ドの構造は焚き日部分を観ると袖の骨格は礫で組まれ、左袖には長さ24cm、 幅8cm、 右袖には長さ34cm、

幅12cmの礫をそれぞれ廉面に差して立て、天丼に長さ48cm、 幅24cm、 厚さ9cmの礫を架橋 (Π )状に

置き、これを芯とし、その上に褐色土を貼つて構築している。燃焼部には径50× 50cmの範囲に暗赤褐色焼

土が拡がり、焼上の厚さは8～ 12cmある。煙道部は割り貫き式の構造で、長さは約110cm、 幅は35cm、

約20° の傾斜で煙出し部へと下る。煙出し部の開日部径は28× 24cm、 深さ70cmで煙道部側に傾斜してい

る。また煙道部の埋土中位付近からは栗の実約170点が一括出上している。

(他の施設)P2の南西隣の南壁側から日縁部の欠けた還元炎焼成の甕が、Scmほ ど底部が床面に埋設した

状態で出土した。状況から水を貯蔵していたと考えられる。

遺物 (第 H8～ 120図・写真図版87～ 89)

264～ 278は酸化炎焼成の邦で、P2、 P3から多く出上しておりP2からは267と 268、 274,275・ 276など

は重なつた状態で出上している。またP3か らは6点が出上しているが床面出上の上器と接合するものも多く、

P3から出上した土器片が内黒処理が施されているのに対し、床面出上の上器片には黒色が残つていない

(269～ 273)。 いずれも成形はロクロ、内面にミガキが施されている。280～ 283は高台郵でいずれも器体内

面 (280は両面)に黒色処理が施されている。286イよ還元炎焼成の甕でP2の手前に底部を床面に埋め込んだ状

態で置かれていた。他には耳皿 (287)、 砥石 (288・ 289)、 また、床面からは雑穀類や胡桃 (約 130g)が多量出

上しているはか、煙道部の埋土から前述の栗の実170点 (約270g)が出土している。

(溜 )
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A― A′

1 10YR2/2 黒褐色土 粘性あり しまりややあり 褐色土粒(10YR4/4)1%、明赤褐色焼土粒(2 5YRS/8)含 む。
2 10YR2/1 黒色土 粘性あり しまりあり 褐色土粒(10YR4/4)1%、明赤褐色焼土(2おYR5/8)と炭化物粒を被量含むё
3 10YR2/1 黒色上 粘性あり しまりあり 褐色土(10YR4/4)2%、炭化物粒(径3ma)微量含む。
4 10YR2/1 黒色土 粘性あり しまりあり 褐色土(10YR4/4)20%、赤褐色焼土粒(5YR4/6)1%含 む。
S IOYRI″ 1 黒色土 務性あり しまりあり IB色■(10YRγ4)1%、 炭化物粒(径 10m)微量含む。
6 10YR2/1 累色■60%、 10YR4/4 褐色±40%の混合上層。粘性なし しまりあり

隣 当

1 10YR3/4
2 10VR2/2
3 10YR3/2
4 10YR2/2
5 5YR3/6
6 10YR2/2
7 1tlYR2/2
8 10YR3/2
9 10YR2/1
10 10YR3/4

暗褐色上 粘性あり しまりあり
黒褐色土 粘性あり しまりあり 赤褐色焼土粒 (5YR4/6)3%含む。
黒褐色土 粘性あり しまりあり
黒褐色土 粘性あり しまりなし 赤褐色焼上(5YR4/6)3%含 む。
晴赤褐色焼土 粘性あり しまりあり
黒褐色土 粘性ややあり しまりあり 褐色土粒(10YR4/4)3%含む。
黒褐色土 粘性あり しまりあり 赤褐色焼土(5YR4/3)2%含 む。
黒褐色土 粘性なし しまりあり にぶい賣褐色土(10YR4/3)50%含と。

靴 ど 紹 ぁ)まとョ虎鱗″
掲盤 ■OYR4/412%Jこぶい癬 観 m6YR4/4)微量含む。

第48図  16号住居跡
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1 10YR3/3 晰褐色土 �i性あり しまりややあり 褐色上粒(10YR守 6)3%、
赤褐色焼t粒 (5YR4海 )5%、炭化物粒1%合む。
2 10YR3/ワ 黒Itl色■ 粘相:あり しまりあり 貨褐色上(10YR5/6)1%含む。
3 10YR2/3 黒褐也」t 粘性あり しまりあり 黄褐色上(loYR5/6)1%、
明赤料色焼土 (5YR5/8)3%含 む。
4 10YR2″  it欄色■ Wi性あり しまりややあり 爽褐色■(10YR5/6 径10mm)
3%、 明赤料色焼土 (6YR5/8)3%、 炭化物粒 1%含む。
5 10YR2/2 梨褐色上 fヽ伴しあり しまりあり 赤褐色焼■(5YR4/6 径10～ 30mm)プロックで合む。

1 10YR2/3 県劉色土 粘性ややあり しまりあり
柱穴による撹乱。
2 10YR2/2 黒褐色■ 粘性ややあり しまりややあり
黄鵜色土粒 (10YR5/6)5%含 む。
3 10YR3/3 暗褐色土 召色■(10YR守 6)、
炭化物粒 1%含 む。
4 10YR2/2 黒格色上 粘性ややあり しまりややあり
褐色土粒(10YR4/6)3%合む。
S10YR2/3 黒褐色上 粘性ややあり しまりあり
黄褐色上粒(10YR5/8)S%、炭化物粒1%含む。
6 10YR2/3 黒褐色土 粘性ややあり しまりやゃあり
貰褐色土粒(10YR5/8)30%含む。
7 10yR2/3 黒褐色■ 粘性ややあり しまりややあり
焚褐色土粒 (10YR5/8)7%、 炭化物粒3%、
明赤褐色焼上粒(5YRV8)1%含 む。
3 10YR2/3 黒IB色上 粘性あり しまりややあり
茨褐色土粒 (10YR5お )10%、 炭化物粒 1%、
明赤褐色焼土粒 (5YR5/8)1%合 む。
9 10YR3/2 黒褐色上 粘性あり しまりややあり
炭化物粒 9%含む。
10 10YR3/4 晴褐色土 粘性あり しまりややあり
黄褐色上粒(10YR5/6)5%、炭化物粒3%、
明赤IB色焼上粒(5YR5/6)1%含む。
11 10YR2/3 黙褐色土 粘性あり しまりあり
黄桐色上ノロック(10YR5/6 径5～ 1 0mm)、
炭化物粒 1%含 む。
12 10YR3/2 果格色上 粘性あり しまりあり
明赤協色上粒(5YR5/8)炭化物粒3%、黄褐色
上粒(10YR5/3)1%合む。
13 7 5YR2/2 黒褐色上 粘性なし しまりややあり
赤褐色焼土(5YR4/6)20～ 30%堆 llt、 炭化物片 1～
2%合む。

6 7 5YR4/6 褐色燒上 為f性ややあり しまりなし 明赤褐色焼■(5YR4/8)と の淀合上。
7 7 5YR4μ  偶色土 鶏i性 なし しまりあり
8 5YRv6 明赤褐色焼上 粘性あり しまりあり
9 5YR4/6 赤褐色焼i 粘性なし しまりあり
10 7 5YR4/4 褐色土 粘性なし しまりあり 明赤褐色焼土粒(5YR5お  径IOmm)で 3%含む。
11 10YR5/4 にぶい箕褐色土 粘性あり しまりあり
12 5YR3/6 暗赤褐色焼■ 粘性ややあり しまりあり
13 10YR3/2 黒褐色■ 粘性ややあり しまりあり 樹色■(10YR4/4)60～ 70%混じる。
14 10YR3/2 黒料色■70%、 10YR守3 にぶい黄褐色±30%の淀合上層。 粘性ややあり しまりあり

当

4 75YR守6 料色焼土 粘性あり しまりややあり 明赤褐色■粒(10YR5/6)3%含む。
5 10YR1 7/1～ 2/1 黒色■ 粘性なし しまりあり
6 10YR3/1 黒褐色土 粘性なし しまりあり招色土粒(10YR4/4)40%含 む。

b― b

1 7 5YR3μ  暗褐色焼上 hr性 なし しまりあり
2 5YR4μ  にぶい赤IBtttX上  粘性なし しまりあり
3 10YR守6 樹色土 粘性なし しまりあり 晴IPT色土
(10YR3/4)10%含 む。

4 10YR3μ  暗褐色■ 粘性なし しまりあり

1 10YR3/3 暗樹色上 粘性あり しまりややあり 褐色■粒
(10YR4お )3%、 赤褐色焼上粒(5YR4/8)5%、 炭化物li l%含む。
2 10YR3″ 黒紹色■ 粘性あり しまりあり 貨褐色上(10YR5/6)1%含む。
3 10YR2/3 黒欄色上 粘性あり しまりあり 黄褐色土(IOYR5/6)1%、
明赤褐色焼■ (5YR5/8)3%含 む。
4 10YR2/2 黒褐色Ji 粘性あり しまりややあり 黄褐色■(10YR5お
径10蜘 )3%、 明赤褐色XJti(5YR5/8)3%、 炭化物粒1%含む。
S IOYRP/2 黒褐色■ 粘性あり しまりあり 赤鵜色焼土(5YR4/6
径 10～30mm)ノ ロックで含む。
6 7 5YR4/6 褐色焼上 粘性ゃゃあり しまりなし 明赤褐色焼土
(5YR4/8)と の滋合土。
7 7 5YR4μ  褐色■ 粘性なし しまりあり
8 5YR5/6 明赤褐色k■i 粘性あり しまりあり
9 5YR4/6 赤4H色焼上 粘性なし しまりあり
10 7 5YR4μ  褐色■ 粘性なし しまりあり 明赤褐色焼上粒(5YR5/8
径 IOm)で 3%含む。
11 10YR5/4 にぶい黄褐色土 粘性あり しまりあり
12 5YR3/6 暗赤欄色焼J= hr性ややあり しまりあり
13 10YR3/2 熱褐色土 粘性ややあり しまりあり 褐色■(IOYR4/4)
60～ 70%混 じる。
14 10YR3″  黒褐色■70%、 10YR4/3 に示い黄褐色±30%の注合土層。
粘性ややあり しまりあり

津し‐7乳OOm二
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1 10YR2/3 黒褐色土 粘性あり しまりあり
黄褐色土 (10YRS/8)1%含 む。
2 10YR3/4 暗褐色■ 粘性ありしまりややあり
美褐色■ (10YR5/8 径5～ 1 0mm)
プロックで30%、 明赤樹

色粧土(5YR5/8 径3～ 10mm)プロックで5%、
炭化物粒3%含む。
3 10YR2/3 黒召色上 粘性あり しまりなし
黄lFJ色土粒 (10YR5β )5%合 む。

Ψ̈
l IOYR2/2 黒褐色土 粘性あり しまりなし 晴赤褐色焼t(5YR3/6)2～ 3%含む。
炭化物 片1%含む。
2 10YR3/1 黒褐色上 粘性あり しまりあり 褐色上(10YR4/4)3%含 む。
3 10YR2/1 黒色土 粘性あり しまりなし

h― hイ

1 10YR2/2 黒褐色上 粘性あり しまりなし
にぶい黄掲色七(IOYR5/4)3%含む。

1-ギ

1 10YR2/1 黒色上 粘性あり しまりあり

第50図  17号 住居跡
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18号住居跡

遺構 (第 51図・写真図版37)

(位置・重複関係〉19Kグ リッドに位置し、表上下第Ⅲ層で検出された。遺構の残存状況から焼失したと思

われる。遺構の約1/3は調査区外で重複する遺構はない。

(規模・平面形・方向〉規模は248× 240cm、 総床面積は約5.95ポで平面形は正方形を呈する。

(埋土)自然堆積で、上～中位は黒褐色上、下位は炭化物、褐色焼土の下位に黒褐色土層が堆債している。

(壁〉壁はいずれも外傾して立ち上がる。壁面残存値は北壁13cm、 西壁14cm、 南壁14cm、 東壁19cmである。

(床面〉床面は平坦～緩い凹凸で、全体に掘り方をもち、黒褐色上と暗褐色上の混合上が貼られている。厚

さは6～25cmである。

(土坑〉2基検出された。Plは径65× 48cm、 深さ17cm、 P2は径50× 50cm、 深さ35cmの規模である。

(カマド〉カマドは無く、また床面には炉跡の痕跡もない。

遺物 (第 121図・写真図版89)

291～293が住居埋土 I層から出上した。いずれも酸化炎焼成の杯で成形はロクロ、底部の切り離し技法

は回転糸切りである。291・ 293の器体外面および内面には煤が付着している。
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I IOYR2/2 黒褐色土 粘性あり しまりあり 径10mmの炭化物1%含む.
2 10YR2/1 果色土 粘性あり しまりあり 褐色土(10YR4/4)プロック状に20%含む。
3 10YR1 7/1～ 2/1 黒色上 粘性あり 固くしまる

1 10YR2/r2 黒褐色土 粘性なし しまりあり 径3～ 1 0mmの炭化物粒3%含む。
2 10YR2/1 黒色上 粘性ややあり しまりあり 炭化物粒80%含む。
3 10VR2/2 黒褐色上 粘性あり しまりあり 褐色土(10YR4/4)40%含 む。
4 10YR3/1 黒褐色土 粘性なし しまりあり 暗褐色上(10YR3/4)50%混 じる。

18号住居跡
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l 10YR2/1 黒色上 粘性あり しまりあり 褐色土(10YR4μ )プロックで2%合む。
2 10YR2/1 黒色土 粘性あり しまりあり 暗褐色上(10YR3/4)2%含む。
3 10YR2/2 黒褐色±50%、 10YR3/4 暗褐色■50%の混含土層。器性あり 固くしまる

第51図



19号住居跡

遺構 (第 52図・写真図版38)

(位置 。重複関係〉15M、 16Mグ リッドに跨って位置し、表上下第Ⅲ層で検出された。遺構表面は削平が激

しく、残存状況は芳しくない。

(規模 。平面形・方向〉規模は341× 307cm、 総床面積は約10.46だで平面形は南北辺がやや長い方形状を

呈する。主軸方向はE-18° 一Nである。

(埋土〉自然堆積で、上～中位は黒褐色土、下位は暗褐色上が堆積している。

(壁〉壁はいずれも外傾して立ち上がる。壁面残存値は北壁8cm、 西壁12cm、 南壁8cm、 東壁7cmである。

(床面〉床面は平坦～緩い凹凸の波があり、全体に掘り方をもち、黒褐色土と褐色上の混合上が貼られてい

る。厚さは4～22cmである。

(上坑)2基検出された。Plは径95× 54cm、 深さは20cm、 P2は径46× 43cm、 深さは23cm、 P3は
径54× 49cm、 深さは22cmで埋土はいずれも自然堆積である。Plから遺物が多く出上している状況から
貯蔵穴であったと考えられる。

(カマド〉東壁のやや南よりに構築され、主軸は住居の主軸と同じE-18° 一Nの東北東方向である。カマ

ドの袖には礫や褐色上を持ち込んで回めて作られており、燃焼部には34× 25cmの範囲に赤褐色焼土が拡が

り、焼上の厚さは最大で約16cmあ る。煙道部は撹乱や削平の影響で一部分が残るのみであるが、掘り込み

式の構造で長さは約 lm強と推測できる。煙出し部の開日郡径は51× 50cmの円形で、深さは26cmである。
遺物 (第 121図・写真図版89)

294～299が出上した。いずれもPlよ り出上した酸化炎焼成の294は皿、295～ 299は郵で、成形はロクロ、

294は器体両面、295は器体内面に黒色処理が施されている。底部の切り離し技法は298は切り離し後の再調

整により不明、他は回転糸切りの技法が施されている。319は切り離し後、手持ち削りによる再調整が一部施

されている。

第52図  19号住居跡
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1 10YR2/3 黒鵜色上 粘性あり しまりあり
2 10YR2/3 黒褐色土 粘性あり しまりあり
3 10YR3/3 暗IB色土 粘性あり しまりあり
4 10YR3/3 暗樹色土 粘性あり しまりあり

隣

1 10YR2/3黒褐色上 粘性あり しまりあり 黄将色上(10YR5β )7%、明赤褐色焼■粒(5YR5/8)1%含 む。
2 10YR2/3 黒褐色土 粘性あり しまりあり 黄褐色■(10YR5/6)3%含む。
3 10YR3/3 'き 4H色上 精性あり しまりあり 黄褐色■(10YR5/6)50%含む。
4 10YR2/3 黒掲色上 粘性あり しまりあり 黄褐色上(10YR5/6 径5～ 1 0mm)プ ロックで合む。
5 10YR3/3 暗褐色i 粘性あり しまりあり 貢禍色L粒 (10YR5お )10%含む。
6 10YR2/2 黒褐色土 粘性なし しまりあり 招色■(10YR4/4)30～ 40%含む。

黄褐色上(10YR5/6)3%含む。
黄欄色■(10YR5/6)10%含む。
黄IE色上(10YR5/6)3%含む。
災褐色土(10YR5/6)50%含む。

5 10YR2/3 黒褐色上 粘性あり しまりあり 黄褐色上(10YR5/6 径tOmm)
プロックで10%含む。
6 10YR5/6 黄褐色 砂It L 粘性あり しまりややあり 黄獨色上粒(10YR5/6)
5%含む。
7 10YR2/2 黒禍色上 粘性なし しまりあり 褐色■(10YR守4)30～ 40%含む。
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第53図  19号住居跡
20号住居跡

遺構 (第54～ 56図、写真図版39)

<位置・重複関係 >16」 ・16K,17J・ 17Kグ リッドに跨って検出され21号住居跡の下に検出されたこ

とからこれより古い時期に属する。55号陥し穴状遺構、44号陥し穴状遺構と重複し、これより新しい。

<規模・平面形・方向>規模は412× 432cm、 総床面積は約 17,79ど、平面形は方形を呈し、主軸方向は

E-31° 一Nである。

<埋土 >全体的に黒褐色上による堆積で上位には炭化物、焼土などを含むが、中～下位にかけては焼けて炭

化物、焼土面をなす場所と、そうでない場所がある。単層に近い。

<壁 >やや外反して立ち上がり、壁面の残存値は北壁29cm、 南壁20cm、 東壁 16cm、 西壁31cmである。

<床面 >基本的には地山をそのまま床としている。カマド部分から南壁にかけて顕著な掘り方を持つ。

<土坑>4基の上坑 (Pl～ 4)を検出した。埋土から二つに分けられ、Plは住居廃絶時まで機能してい
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たと思われる。P2は明らかに埋め戻されていた。P3と P4は、下部に黒褐色土、上部は焼土粒子を顕著
に含む層、最上面は黒上に覆われており、廃絶時に機能していたかどうか微妙である。なお、Plから多量
の上器が出上した。

<柱穴 >明確でないものもあるが、6基を確認した。規則的な配置ではない。P6と P8は重複している。
<カマド>東壁の南寄りに構築。掘り込み式。袖部は崩れ、残りは悪い。焚き日は、厚さ8 cmの焼土が形成

されている。

遺物 (第 121・ 122図、写真図版89。 90)

Plお よびその周辺から多量の上器が出土した。Pl出上の土器の多くは、南東隅から滑り落ちたような
状態で出上しているものが多い。303・ 300は東側から滑り落ちた状態で出土。カマド付近からはそのまま

押しつぶされた状態ではなく、バラバラの状態である。カマド崩落土からも比較的多くの上器片が出土して

おり、これもカマドの上の東壁からそのまま滑り落ちたような状態で出土しているものが多い。  (金 子)
300。 301は酸化炎焼成の邪で300は住居埋上、301は Plよ り出土した。いずれも成形はロクロで内面に黒

色処理が施されている。300の底部の切り離しは回転糸切り技法による。302～ 304も 酸化炎焼成のIThで 302

はカマド崩落上、304は Plよ り出上した。ぃずれも器面の調整は両面ロクロのみ施され、302・ 303の底部の

切り離しは回転糸切り技法による。303の体部には墨書による文字痕が僅かに残る。305,306は 還元炎焼成
の杯で305は埋上、306は貼り床土中から出土した。いずれも器面の調整は両面ロクロ、底部の切り離しは回

転糸切り技法による。307～ 314は酸化炎焼成の甕で307はカマドの崩落土内、313は P2、 312は Plから出土

した。いずれも非ロクロ成形で器面調整は日縁部はヨヨナ戌 胴部上位はナス ケズリ、ハケメなどが施される。

(溜 )

▼

▼
´

第54図  20号 住居跡

土坑頬計測表

20号住居跡
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20号住居跡

9 10YR3お  暗穏色上主体 偶色粘上(10YR4/4)層  鶴色上ノロック多く含む。掘り方り埋めと。

4 10VR2/2 黒編色上 粘土質 褐色上位含む 炭イヒ物焼土粒を多く含む。適物を含む層。
5 10YR2″  黒褐色■ ■■質 固くしまる 狡化物 Itl色 ■I」少重含む。これも5層に類似する

0 10YR2r3 黒偶色上 ‖i質  協色上位少量含む ド部に餃化物大きめの故■粒含む。

3 10YR2′ 2 黒褐色上 粘上質 によい赤褐色焼土(SYR4/4)プ ロックで多く含む

当 7越頭邦が漁鍵室モ葦ユ甘撻辞ど堵飴男
'語

第55図  20号 住居跡
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第56図  20号 住居跡

21号住居跡

遺構 (第 57図、写真図版40。 41)

<位置 。重複関係 >16」 。16K・ 17J,17Kグ リッドに跨って検出された。水田耕作時の攪乱のため輪郭
ははつきりしなかった。20号住居跡と重複し、これより新しく、20号住居跡の埋土上に黄褐色土を貼つて

住居としているものである。

この黄褐色土を単なる埋土の一部とせず貼り床と考えたのは、以下の理由による。第 1に、貼り床と推測

した黄褐色粘上の範囲が、整った矩形をしていること。第2に、その範囲は、下の20号住居跡のプランを

意識しているかのように、各辺が20号住居跡とほぼ平行の入れ弧状になっていること。第 3に、黄褐色土

の表面は、多少の凸凹はありながらも、基本的には水平である (中央に向かって傾斜していない)こ と。第

4に、黄褐色上がほぼ同じ厚さで分布していること。第 5に、黄褐色土上面から遺物が大量に出上している

こと。この住居の範囲で遺物が多量に出土するのは、ここと下の20号住居跡床面だけである。

近世以降の溝跡、多くの柱穴状土坑 (はぜ杭含む)に切られている。

<規模・平面形・方向>規模400× 434cm、 残存する総床面積は約17.36∬、平面形は方形を呈し、主軸方

向は不明である。

<埋土>上面はかなり削平され、単層に近い。全体的に黒褐色土を基調とし、黒色土、褐色上が一部混じる。

<壁 >不明。

<床面>下の20号住居跡の埋上である黒色上の上に黄褐色土を貼つて床としている。固く締まる。貼床下

が黒色上で締まりが弱いせいか、人が頻繁に載っていたと思われる場所が凹んでいて、壁際がやや高い。

<柱穴>攪乱を受けているため (近世以降の柱穴状土坑が多い)、 はっきりしないが、6個の柱穴を確認し

た。あまり規則的な配置ではない。Plと P5は、新しい時期の可能性がある。
<周濤>埋上が住居下の黒色土 (20号住居跡の埋土)と 類似するため、はっきりしないが、全周はしない

ようである。 (金子 )

遺物 (第 123・ 124図、写真図版91・ 92)

土器が多く出上し、30× 40× 30cmの コンテナ0.6箱程度出土した。セクションベルトの交叉部の北側の

窪みから、多量の上器、礫 (赤 く焼けているもの、石皿状のもの合む)が出土した。

315～ 3181ま いずれも埋土より出上した酸化炎焼成の郷で成形はロクロ、315～ 317の 内面には黒色処理が施

されている。318の器体外面には墨書による文字が僅かに残る。底部の切り離し技法はいずれも回転糸切りで

ある。319は酸化炎焼成の甕の胴部下～底部破片で胴部にはケズリ、底部にはナス 内面はミガキ調整および
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黒色処理が調整が施さている。32Hよ酸化炎焼成の小型の甕で器面の調整は両面にロクロナデによる。底部

の切り離し技法は回転糸切りである。320,322・ 323は酸化炎焼成の甕の日縁～胴部上位の破片である。

成形は320はロクロ、322・ 323は非ロクロ成形で器面調整は322・ 323は 日縁部はヨヨナデ、胴部外面は

ナデ、内面はいずれも横位にナデが施されている。324・ 325は退元炎焼成の甕で成形は324は輪積み→タ

タキ→ロクロ→外面下半ケズリの順である。325は外面叩き目痕が残る。他には貼り床土から古銭(326)1

点が出上している。

時期 出土遺物から平安時代の遺構と考えられる。 (沼 )

④
l

◎
貶

Ω 6

＼隠

21号住居跡

隣 当

当

第57図  21号 住居跡
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22号住居跡

遺構 (第 58・ 59図、写真図版42)

<位置・重複関係 >20N・ 20Mグ リッドに跨って位置し、西側の煙道部分が近世 (近代?)の 2号竪穴状

遺構に切られている。

<規模・平面形・方向>規模は398× 404cm。 総床面積は約16.07だ。平面形は方形を呈している。主軸方

向はE-10° 一Nである。

<埋土>他より低く水に浸かりやすい場所であつたせいか、粘土質の黒色土を基本とし、下面に拳大～人頭

大の礫を多く含む。

<壁 >垂直に近い角度で立ち上がり、壁面残存値は北壁25cm、 南壁24cm、 東壁20cm、 西壁24cmである。

<床面>基本的には地山をそのまま床としているが、図に示したように (実際には東側はカマドの下まで)、

周縁部には掘り方を持つ。掘り方の埋土は灰黄褐色粘上である。

<土坑>4基検出。カマド崩上下のP3は、他と規模が異なり、性格も違う可能性が考えられる。他の土坑
の埋土は、P2は霜降り状の埋め戻した上、P4は住居埋土と同様の黒色上、Plは下層はP2号と同様だ
が上層はP4号 と同様の黒色上であった。このことから、3基の上坑の間に時期差を考えることができ、P
2→ Pl→ P4の順に使われたと考えられる。
<柱穴>8基 (P5～ P7)を認定したが、はっきりしない。住居周囲にも柱穴状土坑が検出されているが、
埋土等からいずれも近世のものと判断した。

<カマド>東壁ほぼ中央。検出時に2本の煙道らしきものが見えたが、埋上が,F常に黒かつたこともあつて

(焼土粒がほとんど全く検出されない)、 どちらかは攪乱と思をれたが精査後、両方とも煙道と確認した。袖

部は、住居埋土より黄色みが強い上の上に住居外から拳大の礫が流れ込むような状態で検出された。これを

取り除いたところ、南側の煙道の延長部分には焚き口と思われる焼上が検出されたが、北側のそれには焼土

が検出されなかつた。したがって、両者の間には時期差が想定され、北側が古く、南側が新しい。なお、北

側の焚さ日想定部分には、埋め戻された土坑が検出されている。

煙道は、両方とも削平されているようなのではっきりしないが、掘り込み式のようである。北側の煙道は、

縁に礫を並べている。袖部は、崩れているので、不明である。焚き日は、約 5 cmの焼上が形成されていた。

遺物 (第 124図・写真図版92)

礫などが検出されたが、遺物の出土は非常に少ない。327～329は住居埋土から出上した酸化炎焼成の不

で成形はロクロ、器体内面に黒色処理が施されている。底部の切り離し技法は328は静止糸切り後ケズリ再

調整、329は回転糸切り技法による。

時期 出土遺物から平安時代の遺構と考えられる。                       (金 子)

土坑類計測表

土坑No Pl P2 P3 P4 P5 P6 P7

直径 にm) 115× 112 95X95 65× 60 20× 17 25× 25 27× 27 30× 12
深さにm) 26 27 40 6 6 15 ９

，
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血

A― A'

1 10YR2/2 黒褐色上 粘土質 固く締まる 褐色土粒、酸化鉄粒含む 部分的に小礫混じる。
2 10YR2/1 黒色上 粘土質 固く締まる 褐色土粒わずかに合む。
3 10YR2/2 黒褐色土 粘土質 4B色土粒含む 酸化鉄粒わずかに合む。
4 10YR2/2 黒褐色上 粘土質 褐色上粒、酸化鉄粒微量に合む。
5 10YR2/2 黒褐色土 粘土質 褐色土粒、酸化鉄粒、炭化物含む。黒色土(ltlYR2/1)層上部に
含む。4層 に近い。

B― BI

黒褐色土 粘土質 禍色土粒含む。8層とほとんど同じ。
暗褐色■ 粘土質 褐色上粒含む。
黒色土 粘土質
黒褐色土 粘上質 褐色土粒含む。
黒色土 粘土質 固くしまる 格色土粒含む。
黄褐色上と10YR3/3暗褐色上の混合土 固くしまる。
黒色主主体 褐色上(10YR4/4)層  霜降り状に混ざる。掘り方の理上。

黒色土(10YR2/1)の汚れあり。カマド崩語土。

6 10YR2/2
7 10YR3/3

8 10YR1 7/1

9 10YR2/2
10 10YR2/1

11 10YR5/6

12 10YR2/1

1 10YR2/2 黒禍色土 粘上質 褐色土粒含む。撹乱。
2 10YR2/2 黒褐色上 粘土質 回く経まる 褐色上粒、酸化鉄粒含む 部分的に小礫混じる。
3 10YR3/3 暗褐色土 粘土質 褐色土粒含む。
4 10YRI ηl 黒色土 粘上質
5 10YR2/3 黒褐色■とIOYR5/6黄褐色上の霜降り状混含上 しまりなくもろい 酸化鉄粒含む
6 10YR2/1 黒色上主体 褐色土(10YR4/4)層 霜降り状に混ざる。掘り方の埋上。
7 10YR4/4 褐色土 地山が汚れた感じ 掘り方の理土。
3 10YR4/2 灰黄褐色粘土 掘り方の理■。
9 10YR3/1 黒潤色■ 粘土質 掘り方の埋土。
10 10YR4/2 灰黄褐色粘土 地山が汚れた感じ 掘り方の理土。

ト す「

1 10YR5/3

2 10YR2/1

3 10YR2/1

4 10YR2/2

5 10YR2/1

6 10YR2/1

7 10YR2/1

8 10YR2/1

にぶい黄褐色上 粘土質 非常に固く締まる 酸化鉄粒と黒色上の汚れ、細砂合む 煙道礫回め。
黒色土 粘土質 褐色土プロック箱降り状に含む 炭化物、擁土わずかに含む。
累色上 粘土質 褐色土粒わずかに含む。
黒褐色土 粘上質 非常に固くしまる にぶい黄褐色粘土(10YR5/3)プロックで含む。
黒色■ 粘土質 固くしまる 獨色上ブロック含む。
黒色上 粘上質 禍色土プロック含む。
黒色粘土質土と霜降り状褐色上プロックを多く合んだ混合土 固く締まる。
黒色土 粘土質 回くしまる 樹色上位含む。

第58図  22号 住居跡
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争博学誹遣會:奪i期躊il争|1畜」ユチ弼3ヒ坊選せ行為臨 と鹿
。

4甲 YR,/3 11挙 |1其 ,色理,■質 比とIH降 り状黒色■粒の混合_L 」くしまる 炭化物、酸化鉄狩
含む。カマド本体崩洛上。
S10YR2/1 黒臼上 粘土質 ,「中に固くしまる
6 5YR4/6 赤禍色砂質焼上(焚き1¬ )。

褐色「Lノロック少丘、炭化物わずかに含む。

7 10YR2/2 黒褐色 L 褐色■粒(?)含 む。編り方JtF iと 思われる。

し=75 000n  S‐ /25        ョ 卜   し‐7:と OOm

1 10YR2/1 黒色■ tt L質 鵜色■粒わずかに含む。
酸化鉄li、種色■(7 5YR6/8)(酸 化鉄?)ブロックで含む。
2 10YR2/3 果褐色■と術降り状褐色iブロックの混合土。
炭化物 焼上わずかに含む。

3 10YR2ρ  ttlgJ色 上 粘土質 4Bttt粒霜降り状に含む。
4 10YR2/2 黒褐色上と宿路り状褐色十ノロックの泥合土。
5 10YR2/1 黒色にと新降り状lLJ色土ノロックの湿合i。

f― F

l 10YR2/2 果褐色 L 褐色止粒 褐色■プロック合む。
2 10YR3/3 時褐色砂資■ 埋め戻した上と思われる。
3 10VR5/3 にぶい焚褐也粘土 地山と思われる。

1 10YR2/2 黒褐色上 粘土質 指色上プロック含む。
2 10YR2/2 果褐色1:と絹陸り状鵜色JIノロックの混合上。
3 10YR2/1 保色iと褐色上ブロック多く含む淀含「L。
4 10YR4/4 褐色土 粘i質 黒色土(10YR2/1)ノロック
の汚れ含む Ⅲ層が汚れたもの。         O

トー し‐74800m _引 卜三二し‐74900nど圭引

ヤ

第59図  22号 住居跡

23号住居跡

遺構 (第 60・ 61図、写真図版43・ 44)

<位置・重複関係>22N。 22M・ 23N。 23Mグ リッドに跨って位置する。調査時には、北西隅を別の竪穴
住居が切っていたように思われたが (覆土上部は水田耕作時の攪乱を大きく受けていた)、 大部分が北側の

次年度 (平成H年度)調査区に続いていたので詳細は不明だった。次年度調査した結果、これは攪乱だと
判断した。

<規模・平面形・方向>規模は545× 62 1cm。 総床面積の推計値は約33.84�。平面形は、隅丸方形という
より方形に近い。

<埋土>壁際に黒色上のある以外は、区別つきにくく、黒褐色上の単層に近い。
<壁 >ゃゃ外反して立ち上がり、壁面残存値は北壁32cm、 南壁20cm、 東壁26cm、 西壁24cmである。
<床面>須恵器埋甕の西側後方の一部、焼上の隣を除いて、全面に掘り方を持つ。掘り方のない部分は、非
常に固く締まる。

<土坑 >床面に検出された坑のうち、比較的規模の大きな6基を上坑として認定したが、貯蔵貞のたぐいと
思われるのは、P5と P6である。 P2、 P3は明らかに埋め戻しており、P4の H層 も埋め戻したよう
な上である。P6は、黒褐色の上を主体とした自然堆債である。P5は、上面がカマド本体の上で覆われて
おり、崩れて埋まったものと思われる。この土坑の特に6～ 7層から大量の土器が出土した。完形のものも
多いが、破片もあり、またカマド芯材と思われる板状の礫も含まれているので、必ずしも遺棄されたものと

は思われない。また、この上坑の四隅には、直径H～ 1 7cm程度の小坑が見られた。埋土は、黒褐色シルト
質のボソボソした土で、周囲の根穴とは明らかに異なる。この小穴は、この上坑に覆い (上屋 ?)があったこと
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を示唆するのかもしれない。

<柱穴>14基検出された。明らかに作り替えが行われており、例えば、P13は P14に切られている。

<カマド>東壁南隅近くで、真っ赤に焼けて脆くなった板状の石が検出され、周囲の上も地山土をブロック

状に含むカマド本体が崩れたような土だったのでカマドと判断した。精査の結果、焚き口らしい焼土は確認

されたが、煙道は、想定される部分2m四方を約30cm下げても確認できなかった (図中の溝状の部分は攪

乱と思われる)。 しかし、前述の石は焚き口上面にブリッジ状にわたすカマド芯材と思われるし、焚き口と

思われる焼土も厚さ5 cmあ り、脇には貯蔵穴と思われる土坑も見られる。やはリカマドであるとしか考えら

れないので、通常のカマドとは異なる構造なのかも知れない。

<須恵器大甕>カマド西側後方左脇に検出された。上面が黒褐色土で覆われていたので、検出時には柱穴と

考えていた。しかし、黒褐色土は日縁上面の一部だけで、すぐに大甕の日縁部が現れ、甕の中は空洞だつた。

日縁が床面よりやや下がるように、地山下の暗褐色土 (いわゆる黒色帯)ま で、甕の底がうまく合うように

断面がU字形の上坑を掘り込んだ後 (したがつて底の部分は余分な掘り方は持たない)、 大甕を入れ、湾曲

する肩の部分より上を地山上で貼つて埋め戻している。底の土は固く締まっていた。

<焼土 >カマド後方、掘り方を持たず非常に固く締まる部分の北側に長さ95cm、 幅50cm程度のやや長い不

整形の焼上を検出した。明らかに床面が焼けており、焼上の厚さは5 cmあ る。本住居は、埋土に炭化材や焼

土はほとんど確認できなかつたので、ここで火を焚いたことは確実と思われる。本焼上の北東側のP18の

南側にも焼土が検出されたが、あまり強く火を受けていなかったので精査しなかった。規模は、長さ50cm、

幅35cmの形である。 (金子 )

遺構 (第 124～ 126図・写真図版92,93)

住居埋土からの遺物の出土は少なかったが、南壁西半の壁際床面から鉄製品、石皿などが出土している。

P5から大量の土器が出上したのは前述したとおりである。またP6の壁際から斜めに落ち込んだ形で4層

から郷が出上している。

330～ 343は酸化炎焼成の邪で332・ 333・ 337・ 338は P5から出土した。いずれも成形はロクロで

330は器体の両面、331～334は内面に黒色処理が施されている。また831・ 334の器体外面は手持ち箆削

り調整が施されている。底部の切り離し技法は344は切り離し後の再調整により不明、他は回転糸切りによ

る。344は酸化炎焼成の高台lThでカマド脇から出上した。器面調整はロクロナデ、台部にはナデが施されて

いる。345・ 346は酸化炎焼成の台付皿で345は P6、 346は埋上の広い範囲に散在していた。成形はロク

ロで台部は後付である。347は酸化炎焼成の小形甕で成形はロクロ、底面には回転糸切り後、ナデが施され

ている。348は P6から出土した酸化炎焼成の小形壺で成形はロクロ、底部の切り離しは回転糸切りの技法

による。349は住居の床面を掘り込んで埋設された退元炎焼成の大甕である。器面調整は日縁部のみロクロ、

胴部外面に叩き目痕が残る。他には刀子(352・ 353)2点、釘(354・ 355)2点、環状鉄製品 (356)が出土

しており、352・ 354は P6から出土した。

時期 出土遺物から平安時代の遺構と考えられる。 (溜 )

土坑類計測表

PNo Pl P2 P3 P4 P5 P6 p7 P8 P9

直径にm) 93× 51 68× 62 54× 50 88× 80 102× 97 100× 98 41× 36 29× 25 43× 37

深さにm) 24 46 54 55
７
１

買
υ 59 82 20

P10 Pll P12 P13 P14 P15 P16 P17 P18

38× 26 47× 40 34× 30 50× 27 42× 37 26× 20 48× 42

17 26 23 44 73 18 43 70 23
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5 10VR2/8 黒褐色上 粘■質 欄色上It、狡化物 駐止含む。カマト朋宿とか。

9 10YR3/2 黒衛色■ hli質  非常にコくしまる 具色上(10YR2/1)プ ロツクで籍降り状に EH欄 色土II(7 5YR5/8)含 む。

第60図  23号 住居跡
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卜

1 10YR2/2 黒禍色上 粘土質 樹色上粒、わずかに炭化物含む。
2 10YR2/2 黒狗色上 粘土質 召色上位、炭化物、焼土粒～プロック含む。カマト崩語上。
3 10YR3/1 黒料色土 粘上質 わずかに欄色土粒含むが、ほぼ混じりなし。
4 10YR2/1 黒色粘上質■と霜降り状褐色土粒～プロック、焼上粒との混含上 炭化物多量に含む。 カマト崩落上。
5 5YR2/2 にぶい赤褐色砂質焼■。
6 10YR3/2 黒褐色土 粘土質 非常に固くしまる 多風の籍降り状褐色■フロック、炭化物含む。 床面下。

引

当

ド L‐ 7詭OOm当

1 10YR3/3

2 10YR 2/1

3 10YR3/1

4 7 5YR守 4

5 5YR2/2
6 10YR3/2

卜

晴褐色粘上質上と籍障り状欄色上粒～プロック、赤掲色焼土粒 (5YR守6)と の混合土 炭化物含む。カマド崩譜上。
黒色上 粘土質シルト ローム粒含む。炭化物多く含む。日く締まる。 粘性強くネタネタ。
黒褐色土 粘上質 わずかに褐色土粒合むが、はぽ混じりなし。
IB色土 砂質 焼土粒多避に含む。カマド本体。
にぶい赤褐色砂質焼上。

黒鴇色■ 粘土質 非常に固くしまる 多量の絹降り状褐色土ノロック、炭化物含む。 床面下。

卜
d_L‐
7:tOOm_■れ

引

1 10YR2/1 黒色土 粘上質 褐色上ノロック、
炭化物含む。

2 10YR1 7/1 黒色土 粘土質 紹色上位、
炭化物わずかに含む。
3 10YR2/1 黒色上 粘土質
褐色土ノロック箱降り状に含む。

1 10YRVl 黒褐色土 鶏i上質 籍降り状に褐色土粒、
炭化物含む。

2 10YR3/3 晴褐色土 粘■質 固くしまる
霜降り状に鵜色上ブロック、炭化物含む。

3 10YR3/4 暗禍色土 粘上質 固くしまる 汚れ少ない。
1 10YR3/3 暗褐色上 粘土質 炭化物、焼上粒含む。
2 10YR2/2 黒褐色上 粘土質 褐色土粒、炭化物、焼■粒～プロック含む。カマト崩落土。
3 10YR3/3 暗鶴色粘上質土と籍降り状4B色土粒～ノロック、赤褐色焼土粒(5YR守6)との麗合土
炭化物含む。カマト崩諮■。焼土わずかに含む。
4 10YRV3 黒褐色土 粘上質 霜F4り状にローム粒炭化物を含む混合上。焼上微量含む。
5黒 (10YR 2/1)粘 土質ンルト ローム粒含む。炭化物多く含む。固く締まる。 粘性強くネタネタ。
6 10YR3/3 晴褐色上 粘土質 褐色上プロック含む。ほぼ5層と同じ。
7 10YR2/2 黒褐色土 粘土質 固くしまる 多量の褐色上プロック、炭化物わずかに含む。
8 10YR4/4 褐色土 粘土質 黒色の汚れ含む。掘りすぎか。床面下。
9 10YR3/2 黒禍色上 粘土質 非常に回くしまる 多量の霜降り状褐色土プロック、炭化吻合む。 床面下。

畔 ― し‐7乳 OOm一拍

1 10YR3/1 黒欄色■ 粘i質 籍降り状
に褐色上粒、炭化物含む。
2 10YR3/3 暗褐色上 粘土質
箱降り状に褐色上プロック、炭化物含む。

3 10YR3/4 暗褐色上 粘土質 固くしまる
汚れ少ない。
        g― g

l10YR2/1 黒色上 粘■質 わずかに褐色土
粒、炭化物を含む。
2 10YR2/1 黒色土 粘■質
わずかに褐色土粒含むが、ほとんど淀じりなし。
3 10YR22 黒褐色 粘上質 非常に固くしまる
褐色上プロック籍降り状に合む。

粘土質 褐色土粒わずか

粘上質 禍色土プロック、  1 10YR2/1 黒色上 粘上質 小量の褐色土粒、炭化物含む。
2 10YR2/1 黒色粘土質土と多量の掲色土プロックとの混合■。

粘上質 炭化物含む。   3 10YR2/1 黒色■ 粘■質 猾色上粒、小里の炭化物含む。
粘土質 褐色上プロック、 4 10YR2/1 黒色■～10YR3/1 黒褐色土 粘上質

IB色上位～プロック、炭化物含む。
粘土質 褐色土粒わずか  5 10YR3/2 黒褐色粘土質土と多量の褐色上プロック混合上

しまりややあり。

―
    L‐ 75100m 引

1 10YR2/1 黒色土
に含む。

2 10YR2/1 黒色土
炭化物少量含む。

3 10YR守4 4B色 土
4 iOYR2/1 黒色土
炭化物少量含む。

5 10YR2/1 黒色上
に含む。

6 10YR2/1 黒色土 粘上質 炭化物合む。
7 10YR2/1 黒色上 粘■質 固くしまる 炭化
物、下部に色あせた橙色焼■(?)粒 (7 5YR6/8
)合む。

j―
i′
(住居内炉)
1 6YR4/4 にぶい赤褐色焼土 非常に固く締まる 部分的に鮮やかな赤褐色■(5YR4お )、炭化物含む。

k― k'(埋 設甕 )

1 10YR2/1 黒色土 粘土質 しまりなくもろい 褐色上粒、炭化物、焼上粒を含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色粘上質上と多量の籍降り状褐色iプロックの遅合上 回くしまる 炭化物含む。
3 10YR4た にぶい黄褐色粘土質上と多量の絹降り状褐色上プロックの混含土 固くしまる 炭化物含む。
2層 とほぼ同じで、理設後に上にはつた部分と思われる。住居掘り方の埋■。

4 10YR4/3 にぶい黄欄色粘土質■と霜降り状褐色上プロックの混合土 潤く締まる 炭化物、こくわずかに焼土粒含む。

23号住 居跡
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24号住居跡

遺構 (第 62・ 63図、写真図版45)

<位置・重複関係>23M・ 23N。 24M・ 24Nグ リッドに跨つて位置する。東壁の一部を須恵器埋設遺構に

切られ、東側に25号住居跡が接する。南側は近現代の竪穴 (室あるいは防空壕)に壊されており、西側の

床面の一部も現代の井戸に壊されている。

<規模・平面形・方向>824× 872cm。 総床面積は約71.85∬。直線的で、隅丸方形というより正方形に近

い。主軸方向はN-8° 一Wである。

<埋土 >自然堆積を呈し、上層は黒色上、中～下位は褐色上による堆積である。それ以外には褐色土が堆積

している部分もある。

<壁 >ほぼ垂直に立ち上がり、壁面残存値は北壁28cm、 東壁38cm、 西壁20cmである。

<床面 >カマド部分を除いた周縁部溝状に掘り方を持つ。カマドの南側にやや固く締まる部分があるが、地

山が砂質であるためか、全体的に固く締まる部分は少ない。

<土坑>な し。

<柱穴>検出時に9基確認し、掘り方の精査時に 1基確認した。うち 1基は近世以降の攪乱と思われるので、

計9基が柱穴と認定される。柱穴Pl～ P4に は、柱痕跡である黒色土 (周囲は埋め戻した土)力耳認められ
たが、それ以外には認めらず埋め戻した上のみであった。したがって、住居廃絶時には4本の柱が立ってい

たと思われる。それ以外の柱穴は、柱の建て直しによるものと思われるが、なぜ、南側の2本ばかり何回も

建て直されたのかは判らない。

<周清>南壁のほとんどが攪乱を受けているのではつきりしない部分もあるが、カマドのある北壁以外に周

溝が認められた。断面V字状の小規模なものである。

<カマド>北壁の中央に構築。長さ約 3m、 煙出部の深さ約 lmに も及ぶ大きなくり抜き式の煙道である。
煙道特に煙出直下は強い熱を受けて良く焼けている。袖部は、北側から崩れた感じで残りが悪く、その構造

は推測できないが、上面等から比較的多くの上器が出上した。焚き日は、厚さ1 2cmほどの焼上が形成され

ていた。なお、カマド南側の溝状の穴は攪乱である。 (金子 )

遺物 (第 126～ 128図・写真図版93～ 95)

遺物の出土は少ないが、カマド周辺から比較的多くの上器が出土した。357～ 360は酸化炎焼成の邦で

358は器面の両面、356イよ内面に黒色処理が施されている。また358の外面はミガキ後に胴部下半～底面に

手持ち箆削り、357の底面は糸切り後回転箆削りによる再調整が施されている。361～364還元炎焼成の郷

で364はカマドから出上した。いずれも成形はロクロで器面調整はロクロナデのみである。底部の切り離し

技法は361,363・ 364は回転糸切り、362は回転箆切りである。また361は日縁部の一部が欠け、焦げ目

が付いている。は365～ 370はいずれも酸化炎焼成の甕で非ロクロ成形である。365。 367・ 369は器体両

面にハケメ痕が内面は横方向、外面は縦方向につき、底部はナデ調整が施されている。366の内面は黒色処

理、器面の調整はナデが施される。372は還元炎焼成の甕で日縁部のみロクロ、胴部には平行叩き目痕が残

る。371はカマドから出土した還元炎焼成の長頚瓶で成形はロクロ、底には低い台が付く。

時期 出土遺物から平安時代の遺構と考えられる。                        (沼 )
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25号住居跡

遺構 (第 64・ 65図、写真図版46)

<位置・重複関係 >24N。 24Mグ リッドに跨って位置し、第 1号須恵器埋設遺橋に切られ、24号住居跡に

接する。南西隅を (21号土坑)土坑に切られる。南東隅で46号陥し穴状遺構を切り、床面中央で65号陥し

穴状遺構を切る。

<規模・平面形・方向>639× 660cm。 総床面積は約42.17だ。西辺がやや斜めになっている方形で、北西

隅に楕円形の張り出し部を持つ。

<埋土>上～中位は黒褐色土。下位は黒色土を基調とする堆積である。床面からは多くの炭化材、焼上が確

認され、焼失住居の可能性がある。ただし、炭化材は全てブロック状で、長く続くものはなかった。

<壁 >垂直に近い角度で立ち上がり、壁面残存値は北壁33cm、 南壁21cm、 東壁26cm、 西壁16cmである。

<床面 >周縁部分全周にわたり掘り方を持ち、北西隅がやや広く掘り方を持つ。住居中央の焼上のある場所

は掘り方が無く、やや固く締まるが、地山が砂質なためかそれほどでもない。。

<土坑>南東隅に2基 (Pl、 P2)検出したが、角にあるP2の方は、土器が大量に出上したので土坑と

認定したが、むしろ床面より上から多く出上したので、特にこの上坑とは関係が無く、柱穴である可能性も

ある。

<柱穴>検出時に13基、掘り方精査時に 1基検出した (P3～ P17)。 ほとんどが不規貝1な配置だが、床面

中央の4基 (P6、 7、 10、 16)イま方形を描いて並んでいる。また、P3は、やや変わつた形をしている

が、埋土から特に掘り過ぎではない。

<周溝>南西隅が上坑と重複しており、はつきりしないが、ほぼ全周している。底面は平らである。

<カマド>な し。

<炉跡と焼土 >床面中央に焼上が9基検出されている。本住居は焼失住居の可能性があり、これらの焼土も

その際に形成された可能性もあるが、23号住居跡の場合と同様に、焼上のある付近は掘り方がないので、

使用時から既に形成されていた可能性も高い。特に焼±2は、不整形ながらも、長さ1 12cm、 幅約70cmの

規模を持ち、厚さも12cmと 厚いことから、炉として使用されていた可能性がある。

<その他の付属施設>北西隅に、半円形の張り出し部を持つ。検出時には、カマドの煙道と考えていたが、

住居床面との間に段差があり、また焚き日想定部分に焼上が形成されておらず、さらに周囲全体に焼土粒や

炭化物がほとんど見られず、別のものと判断した。埋土は住居とほぼ同じであり、土器片が出上している。

底面の一部に焼上が見られるが、あまり発達しておらず、これは住居焼失時に形成されたものと思われる。

底面は特に固く締まることもないので出入日とも思われず、性格は不明である。

(所見〉本遺構は、カマドを持たず、炉の可能性のある焼上の存在、やや変わつた柱穴配置、張り出し部の

存在から、通常の住居とは考えにくい。工房あるいは作業場の可能性もあるのかも知れない。   (金子)
遺物 (第 128～ 131図、写真図版95～ 98)

南東隅のP2付近において住居埋土上層から土坑底面付近まで大量の上器が出上した。その多くは大きな

須恵器大甕の破片である。その他は、土器小破片が散在する程度だが、特筆すべきことは、住居中央よりや

や南西寄りの埋土上層 (5層。床面から30～ 35cm上)から、金粒が出上していることである。その出上位

置から、金粒は本住居に伴うとは考えられないが、周囲の住居等に関係する可能性がある。    (金 子)
373～376はいずれも酸化炎焼成の邦で373は住居貼り床土中、他は住居埋土から出上した。成形はロクロ怠
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器面調整は373は両面、374は内面が黒色処理されミガキ調整が施されている。375～377は両面ロクロの

みによる調整で底部の切り離し技法は374～376は回転糸切り、373は切り離し後、ヘラケズリによる再調

整が施されている。3781379は酸化炎焼成の甕で379は住居内柱穴 (P13)力うら378は住居埋土から出土
した。器面調整は378が両面ナデ、379は外面ナデおよびケズリ、内面はナデが施される。また378の底部

には網代痕が残る。380は退元炎焼成の壺で成形はロクロ、器面調整はロクロナデのみである。382～387

は還元炎焼成の甕で成形は384～387は輪積み―タタキ→口縁部ロクロナデの順で成形され、382～ 384は

輪積み→タタキ→全体ロクロナデ→器体外面下半ケズリの順に成形されている。金属遺物は388が雁又鏃、

390・ 391は釘、389は金粒である

時期 出土遺物から平安時代の遺構と考えられる。
浄6F5828+
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25号住居跡

第64図  25号 住居跡
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A― Aイ
1 10YR2/2 黒褐色土 粘上質 わずかに褐色上粒、炭化物含む。
2 10YR2/3 黒櫓色上 粘上質 褐色上ブロック絹降り状に、炭化物、わずかに焼上粒含む。
3 10YR2/2 累tB色土 粘上質 褐色上粒プロック、炭化物含む。1層に似ているがゃゃ明るt、
4 10YR2/2 黒褐色土 粘上質 わずかにlB色土フロック、炭化物含む。
5 10YR2/1 黒色土 粘上質 わずかにIB色上粒、炭化物含む。5層に似る。
6 10YR2/1 黒色土 粘上質 わずかに褐色上粒、炭化物含む。
7 10YR1 7/1 黒色上 粘上質 わずかに褐色■プロック、多民に炭化物プロック含む。
8 10YR2/2 黒褐色上 粘上質 褐色土ブロック多量に含む。
9 10YR4/3 にぶい黄綴色粘土質土と黒褐色土 (10YR2/2)ブロックの混含土。
10 2 5YR4/6 赤召色～2 5YR4/4に ぶい赤褐色焼■ )仁常に回くしまる 黒色土 (10YR2/1)プロックまたらに合む。
H 10YR2″ 黒欄色上 粘上貿
12 10YR2/3 黒糧色土 粘上質 柱穴の一部と思か。
13 10YR守3 にぶい黄褐色粘■質とと霜降り状黒褐色土 (10YR2/2)プロック、禍色■プロックの混合土 非常に固くしまる。

1 10YR2/2 黒褐色土 粘上質 わすかに褐色土粒、炭化物含む。
2 10YR22 黒褐色上 粘上質 わずかに褐色土フロック、炭化物含む。
3 10YR2/3 黒褐色土 粘土質 褐色土ブロック籍降り状に、炭化物含む。
4 10YR2ρ  黒褐色上 粘土質 わずかに褐色上プロック、炭化物合む。
5 10YR2/1 黒色上 粘上質 わずかに褐色土粒、炭化物含む。5層 に似る。
6 10YR2/3 黒櫓色粘上質土と絹降り状4B色上プロックの混合七 炭化物わずかに含む。
7 10YR2/1 黒色土 粘土質 わすかに褐色上位、炭化物含む。
3 10YR1 7/1 黒色土 粘土質 わずかに褐色土ブロック、多量に炭化物プロック含む。
9 10YR守 3 にぶい黄褐色粘上質土と霜降り状黒褐色土 (10YR272)プロック、褐色土フロックの澄合■ 非常に回くしまる。
10 10YR2/2 黒褐色粘土質■と籍降り状褐色土プロックの混台上

f一 f'

1 10YR4/6 褐色焼■ 砂質

1 ,OYR4/6 褐色焼土 砂質

2 ,OYR3/3 嗜褐色土 社■質 黒樹色上ノロック 炭化物含む。

1 5YR4/4 にぶい赤4B色焼■ 非常に固くしまる

と し=矯。n上

j― j

l 10YR4/6 褐色焼土 砂質

第65図  25号 住居跡

ド  営

S‐ lρ5名

1 5YR4お 赤褐色焼土

土坑類計測表

33X28
策さ(cn

40× 38
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26号住居跡

遺構 (第66図、写真図版47)

<位置・重複関係 >13K。 14Kグ リッドに跨つて位置する。東側が、調査範囲外の市道 (舗装)に続く。

<規模・平面形・方向>296× (284)cm。 形状は不整形な隅丸方形状を呈する。

<埋土>壁際に黒色土、褐色土が見られるが、他は何れも黒褐色上で区別がつきにくい。

<壁 >外反ぎみに立ち上がり、壁面残存値は北壁21cm、 南壁 17cm、 西壁 18cmで ある。

<床面>床面は砂質なためか、あまり固く締まらない。ほば全域に掘り方を持ち、特に西側は土坑状に顕著

に持つ。

<土坑>住居中央よりやや南西側に 1基検出したが、不整形でそのまま南西側の掘り方につながってしまっ

ているので (埋土は異なり、土坑の方が黒い力|、 土坑でない可能性もある。

<柱穴>6基検出した。住居四隅に柱が立つ構造と言えるかも知れない。P7は、下層が埋め戻した上のよ

うなので、P7→ P5の作り替えが行われたのかも知れない。
<カマド>東側の調査範囲境のほぼ中央に焼上の一部が見られ、これはカマドの焚さ日の可能性が高い。

遺物 (第 131図、写真図版98)

非常に少ないが、北西隅の掘り方付近からは比較的多くの土器小片が出上した。 (金子)

392は酸化炎焼成の郷で成形はロクロ、器面調整は両面ロクロナデ、底部の切り離し技法は回転糸切りに

よる手法である。

時期 出土遺物から平安時代の遺構と考えられる。

(溜 )

1 10YR2/2 黒褐色■ 粘土質 褐色上ブロック、炭化物含む。黒色上の汚れあり。
2 10YR2/2 黒褐色■ 粘土質 褐色上プロック、炭化物含む。
3 10YR2/2 黒褐色■ tt■質 褐色にブロック、黒色■ (10YR2/1)プロック (汚れ?)
炭化物含む。
4 10YR2/2 黒掲色粘■質土とゃゃ璃i降 り状4R色■ブロック 黒色■ (10YR2/1)
ノロックの混合上 炭化物含む。
5 10YR2/1 黒色■ 粘t質  固くしまる わずかに褐色上粒含む。
6 10YR4/4 4Ll色上 粘上質 黒料色～黒色にブロックまたらに含む。
7 10YR4/4 料色「L主体 術性り状黒IF7色 i(10YR2/2)層冊り方の理上。
8 10YR4/2 褐色■主体 衛降り状灰貫樹色土 (10YR守 2)厨机り方の埋土。

IB     tt Ю的    当

到 1 10YR2/2
2 10YR2/3
3 10YR2/2
4 10YR2/2
5 10YR2/2
6 10YR2/2
7 10YR2/1

黒欄色 I 粘 L質  禍色 iプロック、放化物含む。黒色上の汚れあり。
黒獨色I 粘 上質 わずかに禍色上位を含む。
すR褐 色上 粘「 質 料色 にプロック 披化物含む。
黒lB色 _に 粘上質 材色土プロック、frtt L(10YR2/1)ノ ロック(汚れ?)炭化物含む。
果 lPJ色粘上質 Lとゃや結降り状 4gl色 土プロック、黒色■ (10YR2/1)ノロックの混台上、炭化物含む。
黒 ltJ色土 粘+質  わずかにIt色土粒含む。
黒色上 粘i質  日くしまる わずかに褐色上粒含む。

10YR2/2 果協色i             5
10YR3μ  暗褐色L主体 /1R降 り状賀褐色上 (10YR5お )lVI F・ lく しまる。
HFめ戻した上か。
10YR2/2 照褐也∫: 粘t質 褐色上ブロック (径 10～30mm)
顕著に tyt上 プロック含む。
10YR4μ  渇色■ 粘上質
10YR4μ  褐色林に
10YR3/2 黒褐色L 粘i質 地山が根で,tれたもの?

26号住居跡
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27号住居跡

遺構 (第 67・ 68図、写真図版48)

<位置・重複関係>HLグ リッドに位置し、多くの近世の柱穴 (建物跡)に攪乱を受けている。
<規模・平面形・方向>379× 424cm。 総床面積16.06ポ。平面形は横に長い比較的直線的な隅丸方形状を

呈する。主軸方向はN-22° 一Wである。

<埋土>中層 (3層 )に地山起源の黄褐色上がレンズ状堆積。上層、下層は黒褐色土。中層の赤土は、(A

lF)住居跡と異なり、全く締まらず、表面に凹凸もなく、特に上器が上面から並んで出土することもない

ので、単純に住居跡の埋土と判断した。

<壁 >垂直に近い角度。立ち上がり、壁面残存値は北壁18cm、 南壁17cm、 東壁38cm、 西壁22cmである。

<床面>北半分に掘り方を持つが、他の住居ほどはつきりしない。南半分は固く締まる。

<土坑>北東隅に1基検出した (Pl)。 P2も規模は大きいが、2つの柱穴が重複しているのを誤つて掘

ってしまったためである。

<柱穴>上記の2基を合わせて、5基検出したが、不自然な配置である。壁際に柱只状の小穴も見られるこ

とから、通常とは異なる上屋を支える構造であったのかも知れない。

<カマド>北壁やや東寄りに位置する。煙道は、削平を受けているのではつきりしない部分もあるが、掘り

込み式のようである。カマド本体はほとんど残つていなかつたが、支脚らしい立石が赤く焼けて残つている。

焚き日は、厚さ6 cnにわたつて焼上が形成されている。 (金子 )

Y弾
1部四2

第67図  27号 住居跡
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▼

1 10YR3/1 黒鵜色■ 粘土賓

10YR3/1 黒招色土 倒くしまる。
10YR4/3 にぶい黄褐色上 回くしまる。地山力判ЙれたI。
10YR3/3 暗樹色土 粘比質 褐色上lr多岨含む。
7 5YR2/2 41料 色に 褐色上粒多11、 焼上位～プロック含む。
5YR3/4 暗赤褐色焼上 砂聾 焚きII。

1 10YR3/2 熱ILJ色土主体 III降り状女樹色上(10YR5お )層
多ユに褐色土プロック、焼上ノロック、わずかに炭化物含む。

4 10YR3/1 果褐色土主体 籍絲り状犬褐色上 (10YR96)層
わずかに焼iブロック含む。

第68図 2フ号住居跡

遺物 (第 131図 ・写真図版98)

出土遺物はほとんどないが、カマド煙出付近から完形に近い不が出土している (265)。 ただし周囲は近世

の柱穴に攪乱を受けており、現位置を保っているとは思えない。 (金子 )

395は酸化炎焼成の邪で成形はロクロで、器面調整は両面ロクロナデ、底部の切り離し技法は回転糸切り

による手法である。396は酸化炎焼成の甕の胴部下～底部の破片で器面調整は両面ハケメ (外面はナデに近

い)、 底部には木葉痕が残る。

時期 出土遺物から平安時代の遺構と考えられる。

28号住居跡

遺構 (第 69図・写真図版49)

(位置・重複関係〉 15L、 15Mグリッドに跨って位置し、表土下第Ⅲ層で検出された。遺構の過半は調査区
外 (道路下)にある。37号陥し穴状遺構と重複し、これを切る。

(規模・平面形・方向)規模南北830cm、 東西の長さは調査区外へ延びるため不明である。調査区内の総床
面積は約 19,71ドで平面形は方形状を呈すると思われる。

(埋土〉自然堆積で、上位は黒褐色上、中位は褐色上、下位はに黒色上が堆積している。

(壁〉壁はいずれも外傾して立ち上がる。壁面残存THLは北壁36cm、 南壁42cm、 東壁38cmである。

(床面〉床面は緩い凹凸があり、やや堅さがある。全体に掘り方をもち、色の微妙に異なる暗褐色混合上が

最大30cmの厚さで貼られている。

(溜 )

―-90-



(土坑〉 1基検出された。規模は径102× 92cm、 深さ19cmである。

(カマド〉カマドは無く、また床面には炉跡の痕跡もない。

(その他〉柱穴状の小土坑が2基検出された。また北側の道路際に土坑状の落ち込みがあり、埋土中から焼

土粒や多くの上器片が出上していることから付近にカマドが存在する可能性が高い。

遺物 (第 132図・写真図版99)

398～ 4001ま酸化炎焼成の不で埋土中～下位から出上した。いずれもロクロ成形で、398・ 399は内面が

黒色処理され、ミガキ調整が施されている。底部の切り離し技法は398は切り離し後、回転箆削りによる再

調整のため不明、399,400は回転糸切りによる。401は埋上下部より出上した還元炎焼成の郵で成形はロ

クロ、器面調整はロクロナデのみで、底部の切り離し技法は回転糸切りである。402～ 405はいずれも酸化

炎焼成の甕で403～ 405は P2から出上した。成形は402～404は非ロクロ、405はロクロによる。器面の

調整は402は外面はナデ、内面はハケメ、403は日縁部ヨコナデ、外面胴部は縦方向、内面は横方向にハケ

メ調整が施されている。404は日縁部ヨヨナデ、胴部内面ヘラナデ、胴部外面上位はナデ、中～下位はケズ

リによる調整が施され、底部には木葉痕が残る。405は内面はナデ、外面の胴部上位はタタキ後、ロクロ成

形、中～下位はケズリ調整が施されている。

時則 出土遺物から平安時代の遺構と考えられる。

29号住居跡 (住居状)

遺構 (第 70図・写真図版50)

(位置・重複関係)24」 、25Jグ リッドに跨って位置し、表上下第Ⅲ層で検出された。遺構の過半は調査区

外にある。16号陥し穴状遺構と重複し、これを切る。

(規模・平面形・方向〉規模は東西は削平の影響で計測が不能であるが壁や床の残存値は920cm以上ある。

南北は調査区外へ延びるため不明である。調査区内の残存床面積は約51.98ドで平面形は方形状を呈すると

推測される。

(埋土)自然堆積で、上～中位は黒褐色土、下位は暗褐色上が堆積している。

(壁〉壁はいずれも外傾して立ち上がる。計測可能な壁面の残存値は、南壁 18cm、 西壁18cmである。

(床面〉床面は緩い凹凸があり、堅さがある。全体的に掘り方をもち、黄褐色上、黒褐色上の混合土が最大

18cmの厚さで貼られている。

(上坑〉4基検出された。いずれも検出状況や形状が明瞭でなく、住居との関連や用途は不明である。

(カマド〉カマドは無く、また床面には炭化物粒が多く散在するが、炉跡の痕跡はない。

(その他)柱穴状の小土坑が58基検出された。遺構の全体が判らないため配列等、詳細は不明である。また

後世の建物跡に関連する柱痕が多く、また柱穴でなく遺構建設時の掘り込み痕の可能性のものもある。

遺物 (第 133図・写真図版100)

406は貼床土中から出土した酸化炎焼成の郷で内面に黒色処理、底部にはケズリが施されている。407は

埋土より出上した還元炎焼成の杯で成形はロクロ、器面調整はロクロナデのみで、底部の切り離し技法は回

転糸切りによる。408・ 409イま埋土より出上した酸化炎焼成の甕で409は 日縁～胴部上位部分で器面調整は

日縁部がヨヨナデ、胴部外面は縦方向、内面は横方向にナデが施されている。4101ま還元炎焼成の甕で器面

調整は胴部上位はロクロナデ、下半に弱いケズリが施されている。

時期 出上遺物から平安時代の遺構と考えられる。                       (沼 )

(沼 )
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土坑類計測表

卜ニーし‐7発 OOm」当
庁    1ィ ‐75600m   引
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第 71図 29号 住居跡
30号住居跡

遺構 (第 72図、写真図版51)

<位置 。重複関係 >10L。 1l Lグ リッドに位置し、検出時には、全体の規模、平面形は竪穴住居なのに、

埋上が古代というより近世に近かったが、精査の結果中世の竪穴と判った。多くの近世の柱穴 (建物跡)に

攪乱を受けている。

<規模・平面形・方向>335× 325cm。 総床面積H,01�。ほぼ方形であるが、南側に張り出し部を持つ。
<埋土 >古代の竪穴住居より黒い上に霜降り状に黄褐色上を含む。単層に近く、その性状から埋め戻した土

と思われる。近世の柱穴によく似ている。

<壁 >垂直に近い角度で立ち上がり、壁面残存値は北壁23cm、 南壁 18cm、 東壁29cm、 西壁 15cmである。
<床面 >固 く締まり、平坦である。

<土坑 >な し。

<柱穴 >埋上が近世の柱穴と非常によく似ており、攪乱かどうかの区別が難しいが、壁際に小穴が並ぶよう

である。

<カマド・炉跡 >な し。

<その他の施設>南壁に半円形の貼り出し部を持つ。住居床面からは階段状ではなくスロープ状に立ち上が

る。底面は特に固く締まるということもない。

時期 出土遺物はないが、類例から中世の竪穴と思われる。

-94-
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土坑類計測表

No 径 深 さ

2

19× 7

P3 3

4

44× 38

28× 26

32X20
31X25

キ単位はcm。

A― A'

1 10YR2/2 黒褐色上

2 10YR2/2 黒褐色上

3 10YR2/2 黒褐色■

4 10YR3/1 黒褐色土

5 10YR2/1 黒色上

粘土質 督降り状に褐色土ノロック、上部に黒色土プロック、わずかに炭化物含む。
粘上質 籍降り状に褐色上粒含む。
粘土質 瑠降り状に褐色上位～ノロック、わずかに炭化物含む。
粘土質 網降り状にlB色土粒～プロック、わすかに炭化物含む。
粘土質 霜降り状に褐色土粒含む。

B― B'

1 10YR2/1 黒4B色土
2 10YR2/2 黒褐色上
3 10YR2/2 黒褐色■
4 10YR3/1 黒鴇色■

卜

粘土質 霜降り状に褐色土粒、わずかに炭化物含む。
粘土質 霜降り状に褐色上プロック、上部に黒色土ノロック、わずかに炭化物含む。
粘上質 霜降り状に召色土粒～プロック、わずかに炭化物含む。
粘土質 箔降り状に編色■粒～プロック、わすかに炭化物含む。

引

C― C'

1 10YR2/1 黒色土 粘i質  しまりあり掏色i粒少量含tF。
2 10YR2/2 黒褐色上 粘上質 霜降り状に褐色上粒～プロック、わずかに炭化物含む。
3 10YR2/1 黒色工 粘土質 しまりあり 褐色土粒プロックで含む。
4 10YR3/1 黒褐色土 粘上質 霜降り状に4B色土粒～プロック、わずかに炭化物合む。

第72図  30号 住居跡
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31号住居跡

遺構 (第 73図、写真図版52)

<位置・重複関係 >15L・ 15Mグ リッドに跨って位置し、検出時には、全体の規模、平面形は竪穴住居だ
が、埋土は古代というより近世に近いが、精査の結果中世の竪穴と判つた。全体的に肖↓平されており、西壁

は特に攪乱を受けているようである。また近世の柱穴 (建物跡)に攪乱を受けている。
<規模・平面形・方向>規模は362× 296cm。 総床面積は約10.64∬。形状はややりしゃげた隅丸方形であ
るが、北西隅に張り出し部を持つ。

<埋土 >古代の竪穴住居より黒色土に霜降り状に黄褐色上を含むが、30号住居跡より明るく、古代の上に

より近い。埋上の深さは7～ 9cmと 浅く単層で、その性状から埋め戻した土と思われる。近世の柱穴に似
る。

<壁 >削平されているため不明である。

<床面>やや凹凸が見られる。地山が砂質であるためか、特に固く締まるということもない。

<土坑>土坑と言えるかどうかわからないが、南東部に浅い窪みを検出した。

<柱穴>埋上が近世の柱穴と非常によく似ており、攪乱かどうかの区別が難しいが、壁際に7基、中央に 1

基検出した。

<カマド・炉跡>前述の上坑の底に焼土を検出。残りが悪いせいか、底が砂質であるためか、あまり発達し

ておらず、厚さl cm程でボソボソである。

<その他の施設>北西隅に半円形の貼り出し部を持つ。住居床面からそのまま続く。底面は特に固く締まる

ということもない。

時期 出土遺物はないが、類例から中世の竪穴と思われる。 (金子 )
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土坑類計測表

No 径 深 さ

Pl 19X16
47× 27

38× 37

P4

35X34
61× 40

34× 29

30× 25
*単位はcm。

卜            当

よII予R班 罐色笙環歳手縦糧と埜綴:す規ξ℃塩花麹瑞鋪瀦陥拠,が、411Ft鴻協、杵―――引上―――翠

第フ3図  31号 住居跡
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4.須恵器埋設遺橋
遺構 (第 74図、写真図版67)。 遺物 (第 133図、写真図版100)

<位置・検出状況>24Nグ リッドで重機で表土を剥いでいる最中に須恵器をひっかけて検出した。

<重複 >24号住居跡と25号住居跡を切る。

<マウンド等の所属施設・埋土>上記のような検出状況のため不明だが、周囲に須恵器大甕の破片が顕著に

出土しており、これらで覆つていた可能性もある。 (単に周囲の遺構出上のものが混じつているだけかも知

れないが。)     .
<須恵器の出土状況・掘り方>検出状況参照。一応掘り方の存在を想定したが、周囲の上とほとんど変わら

ず、実際には須恵器とほぼ同じ大きさの穴が掘られているだけかも知れない。なお、半裁時に別のものと考

えていた 1層 と2層 は、その後同じものであることが判明した。なお、炭化物等は出上していない。

<須恵器 >検出時に壊されたため日縁部がほとんど残つていないが、頸部が短く肩の張りが弱い、甕との中

間的な形態の壺である。紫波郡紫波町北田字星川にある星川窯跡 (相原康二・高橋信雄ほか 1987『星川

窯跡―発掘調査概報―』紫波町教育委員会)産の9世紀後半のものとの指摘を受けた。

<須恵器内部の状況>褐色土にロームブロック、ローム粒が混じるボソボソの上が入っていた。

<付属施設 >ないようである。

<出土遺物 >周囲から須恵器大甕の破片が出上している他は、特にない。

<時期・所見>須恵器の年代および重複している住居の時期から、9世紀後半以降のものと思われる。用途

としては、まず骨蔵器などが考えられる。しかし、秋田県を中心として確認されている該期の類例を見ると

(庄内昭男 1984「秋田県における古代 。中世の火葬墓」『秋田県立博物館研究報告』 9、 船木義勝 1995
「秋田県の奈良・平安時代の墓制について」 F第 5回 東日本埋蔵文化財研究会 東日本における奈良・平安

時代の墓制』栃木県考古学会ほか、八木光則 1997「 7～ 9世紀の墓制―東北北部の様相―」職限夷・律令

国家 ,日本海』日本考古学協会1997年度秋田大会実行委員会など)、 あまりにその様相は異なっている (掘

り方は、はっきりとした土坑の形態をとるものが多い。通常木炭が伴うようだが、本例には見られない。使

われる容器の種類や形態において、本例と同じものは少ない、など)。 岩手県においても、同様の例が北上

市などに見られるが (高橋千晶 1995「岩手県の奈良 。平安時代の墓制について」 F第 5回 東日本埋蔵文

化財研究会 東日本における余良・平安時代の墓制』栃木県考古学会ほか、など)、 これらは土師器の甕を

使つており、違いの方が際だつ。今後の類例の増加を待つことにしたい。 (金子 )

1号須恵器埋設遺構

a→
        L‐ 75400m         トニー

1

震恵器埋設週構

1 10YR3/3 暗褐色土 粘上質 しまりややあり 増降り状にロームプロック、炭化物含む。
2 10YR2/2 黒褐色上 粘上質 しまりややあリ ロームプロック含む。
3 10YR2/3 黒褐色土 粘上質
4 10YR2/1 黒色土 粘上質
5 10YR2/1 黒色土 粘土質 ロームプロック含む。

第フ4図  須恵器埋設遺構
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5.焼土遺構
調査区西側のE区で14基の焼土遺構を検出した。平面形の形状は円、楕円、瓢箪状を呈し、外郭の一部

に焼土が確認された。出土遺物はなく、時期は不明である。                    (溜 )

1号焼土 (第75図、写真図版63)

(検出状況〉13Mグ リッドに位置し、第H層で検出された。

(規模・平面形〉平面形は糸瓜状を呈し、規模は171× 80cm、 焼成の厚さは最大でHcmである。
(堆積状況〉暗褐色土が表面に薄く堆積し、炭化物層、焼土層と続く。断面形はレンズ状の構造をしている。

遺物 なし。

2号焼上 (第 75図、写真図版63)

(検出状況〉12Mグ リッドに位置し、第 H層で検出された。

(規模 。平面形)平面形は円形を呈し、規模は86× 84cm、 焼成の厚さは最大で10cmである。
(堆積状況〉土坑状の掘り込みになっており、堆積上の断面形はレンズ状を呈する。黒褐色土が表面中央に

薄く堆積し、その両端に橙色焼上が堆積する。下部には炭化物が多く含まれる。

遺物 なし。

3号焼土 (第75図、写真図版64)

(検出状況〉12Mグ リッドに位置し、第H層で検出された。

(規模・平面形〉平面形は円形を呈し、規模は106× 82cm、 焼成の厚さは最大で14cmである。

(堆積状況〉土坑状の掘り込みになっており、焼土粒はその上～中位に多く堆積する。炭化物は全体に比較

的少量含まれる。

遺物 なし。

4号焼土 (第 76図、写真図版64)

(検出状況〉1lNグ リッドに位置し、第H層で検出された。

(規模・平面形〉平面形は惰円形を呈し、長軸の長さは206cm、 焼成の厚さは最大で7cmである。

(堆積状況)土坑状の掘り込みになつており、堆積上の断面形はレンズ状を呈する。黒褐色土が表面を覆い、
中位に暗褐色焼土層が薄く堆積する。炭化物は全体に少量含まれる。

遺物 なし。

5号焼上 (第76図、写真図版64)

(検出状況〉1lMグ リッドに位置し、第H層で検出された。

(規模・平面形〉平面形は不整な惰円形を呈し、長軸の長さは180cm、 焼成の厚さは最大で9cmである。
(堆積状況〉土坑状の掘り込みになっており、黒褐色上が表面を覆い、中位に赤褐色焼上層、下位に炭化物

層が堆積する。

遺物 なし。
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6号焼土 (第 76図、写真図版64)

(検出状況〉1lMグ リッドに位置し、第 H層で検出された。

(規模・平面形〉平面形は瓢箪状を呈し、長軸の長さは136cm、 焼成の厚さは最大で13cmである。

(堆積状況〉土坑状の掘り込みになつており、堆積上の断面形はレンズ状を呈する。黒褐色上が表面を覆い、

中位に暗褐色焼土層、炭化物層の順に堆積し、下位に黒色土が堆積する。

遺物 なし。

7号焼土 (第 76図、写真図版65)

(検出状況)1lMグ リッドに位置し、第 H層で検出された。

(規模・平面形〉平面形は縦長の不正な形状で、長軸の長さは144cm、 焼成の厚さは最大で8cmである。

(堆積状況〉全体に明褐色、橙色焼土粒を含み、焼土層はレンズ状に堆積する。

遺物 なし。

8号焼土 (第 76図、写真図版65)

(検出状況〉1lMグ リッドに位置し、第H層で検出された。

(規模・平面形〉平面形は瓢箪状を呈し、長軸の長さは180cm、 焼成の厚さは最大で1lcmである。

(堆積状況〉土坑状の掘り込みになっており、堆債土の断面形はレンズ状を呈する。堆積上の構造は黒褐色

上が表面を覆い、中位は橙色焼土層、下位は黒褐色、暗褐色土となっている。

遺物 なし。

9号焼土 (第 76図、写真図版64)

(検出状況〉1lMグ リッドに位置し、第H層で検出された。

(規模・平面形〉平面形は不整な円形状を呈し、規模は113× 87cm、 焼成の厚さは最大でHcmである。

(堆積状況〉土坑状の掘り込みになつており、堆積上の断面形はレンズ状を呈し、構造は黒褐色上が表面を

覆い、中位は褐色焼土層、下位は黒色土となつている。

遺物 なし。

10号焼土 (第 76図、写真図版64)

(検出状況〉1lMグ リッドに位置し、第 H層で検出された。

(規模・平面形〉平面形は不整な形状を呈し、規模は104× 90cm、 焼成の厚さは最大で7cmである。

(堆積状況〉土坑状の掘り込みになっており、表面中央は黒褐色上で焼土層はレンズ状に堆積する。

遺物 なし。

11号焼土 (第 76図、写真図版65)

(検出状況)1lMグ リッドに位置し、第 H層で検出された。

(規模・平面形〉平面形は不整な形状を呈し、規模は86× 64cm、 焼成の厚さは最大で2 cmである。

(堆積状況〉土坑状の掘り込みになっており、表面には炭化物が堆積し、焼土層の範囲は狭い。

遺物 なし。
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12号焼土 (第 77図、写真図版65)

(検出状況〉10Mグ リッドに位置し、第 H層で検出された。

(規模・平面形〉平面形は不整な橋円形状を呈し、規模は90× 51cm、 焼成の厚さは最大で12cmである。

(堆債状況)上坑状の掘り込みになっており、表面は黒色二、褐色焼上が拡がり、焼土層は南側にレンズ状
に延びる。

遺物 なし。

13号焼土 (第 77図、写真図版65)

(検出状況〉10Nグ リッドに位置し、第 H層で検出された。

(規模・平面形)平面形は瓢箪状を呈し、長軸の長さは153cm、 焼成の厚さは最大で4cmで ある。

(堆積状況〉土坑状の掘り込みになっており、上位と下位に焼上が堆積する。全体に炭化物が多く含まれる。

遺物 なし。

14号焼土 (焼土群)(第77図、写真図版65)

(検出状況)13M・ 13Nグ リッドに跨って位置し、第H層で検出された。

(規模・平面形)焼土状遺構が密集しており、少なくとも5基が確認された。堆積状況から異なる時期の遺

構と思われる。いずれも不整な長楕円形状を呈し、長軸の長さは210～ 230cm、 焼成の厚さは最大で15～

19cmである。

(堆積状況〉土坑状の掘り込みになっており、表面に検出された焼土はU字状に堆積する。

遺物 なし。

1号焼土

卜

5 10VR3/2 黒褐也上 ‖性あり しま,あり 焚化物粒51%合 む。

第75図  1～ 3号焼土

ρ75YR3/2 黒穏こと Ih性なし しまりあり 種色班土粒

n

当卜

隣

3 10YR3/4 噌招色土 lV桂ゃゃあり しまりあり 続■位30%含む。

3号焼土
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4号焼土

舒′

十櫛螂

A

+坤郎 隣 し‐75100n _  引 卜=±
~2 し‐75100m  引

6号 焼七

1 10YR2/2 黒褐色 L 粘性あり しまりあり 径IOmmの 炭化物粒1%含 む。
2 10YR2/2 黒鵜色に 粘悧:あ り しまりあり 径20mmの炭化物粒2%、
褐色焼上粒(7 5YR4/6)3%含 む。
3炭化7/J171。
4 10YR2/1 黒色土 粘性あり しまりややあり

10号焼土 Y

十螂鬱6

9号焼土

タ

5号焼「

1 10YR2/2 黒褐色上
炭化物粒 1%含む。
2 5YR守 6 赤褐色焼土
3 10YR3/1 報褐色上
炭化物2%含む。
4 10YR3/1 黒鴇色■
5 19YR2/2 黒褐也土

A

ヽ

甲
|‐千尊洗土

ざ

粘‖なし `¶ くしまる 橙色焼上粒 (5YR6/8)1%、

精性あり しまりあり 炭化物粒 1%含む。
粘性なし 間くしまる 褐色焼■ (7 5YR4/6)1～ 2%

粘‖あり しまりあり 径 1 3mmの 炭化物 1%含 む。
粘性あり しまりなし 炭化物筋状に30%含 む。

3蝉

胡  靱が襦蝉多携紳絨粋腕。A
8号焼土

+X6F。私

7号焼土

～′

4～ 11号焼土

子A l朗
1炭化物壮棋層。
2 7 5YR3/4 暗招色焼上 性ヽなし しまりあり
3 10YR2/1 黒色「 粘性なし しまりややあり
4 10YR2/1 黒色I 粘性ややあり しまりややあり

十
X=65826

十紳V8

第76図
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12号焼土

Ψ

′ヽ

峙

|:iii::吉
:言
:言告宮き鵞▼ヨ

'テ

EEE

13号焼土

+X65朗

引

引

卜 し‐75200m     
引

卜 引

Aポ掏
A

建

}

卜

畔 =

μ::爵聯ぞ懲を:葵ミ占健;:サ繋奪彗ど【〕孝ai押携花協9ζし鞄協含帆

や十

ａ引 ト

下覚

m

第フフ図 12～ 14号焼土

6.竪穴状遺橋
3基が検出された。いずれも検出状況や重複関係などから近世以降の遺構と考えられるが、その用途など

詳細は不明である。
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ヤ‐27.003

A 
十一“部6

キX65癖イ

やや櫛

碍 竪穴状遺構

第79図  2号・ 3号堅穴状遺構
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フ.墓墳

22Kグリッドから2基検出された。いずれも同じくらいの規模で遺構上面は削平を受けている。伝承によ

ると、江戸時代～昭和初期にこの地を所有していた小野崎氏ゆかりの墓ではないかと云われている。

1号墓城

遺構 (第 80図、写真図版69)

<位置 。重複関係>22Kグ リッドに位置する。重複する遺構はない。

(平面形>形状は不整な長方～橋円形を呈し、規模は172× H2cmで ある。

<埋土>中央部は黒褐色、暗褐色土、南側の壁際には暗褐色土、黄褐色上の混合上が堆積している。深さは

20cmである。

<壁・底面>壁面は緩い角度で立ち上がり、床面は平坦でやや傾斜する。

時期 出土遺物はないが、埋上の状態などから近世～近代に属すると考えられる。

2号墓渡

遺構 (第80図、写真図版69)

<位置 。重複関係>22Kグ リッドに位置する。重複する遺構はない。

(平面形>形状は長方形状を呈し、規模は151× 102cmである。

<埋土>黒褐色上に霜降り状に暗褐色上が混合した層で、深さは約54cmである。

<壁・底面>壁面は垂直に立ち上がり、床面は平坦である。

遺物 (第 138図、写真図版102)

底から古銭がH点出上した。銅銭9点、鉄銭2点でいずれも寛永通宝である。

時期 出土遺物や、検出状況、埋上の状態などから近世～近代に属すると考えられる。

■

+…螂
1号墓墳

2 10VR2′ 2 風褐色上とiOYRSy4 暗鶴色との混含■。イ上氏

1号・
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8.清状遺構 (第 31～ 84図、写真図版 67～ 69)
13条検出された。道路西側調査区に10条、道路を跨ぐもの 1条、道路東側調査区に2条で 7割 7分が道

路西側調査区で検出されている。 3号溝を除いたH条の溝は削平を受けるか、調査区外へ続くため全容は
明らかではない。調査区内で上端幅の最小は24cm、 最大は206cm、 下端幅の最小は6cm、 最大が180cm、 深

さの最小は8cm、 最大が72cmである。時期は出土遺物などから 1号 。2号溝は古代の溝と考えられる。他の

H条の浦の時期は不明だが埋土等から近世の可能性が考えられる。
それぞれの溝の位置・規模等については観察表に記載した。表の補足としていくつかの溝について取り上

tデる。

1号溝は道路東側調査区と道路西側調査区に検出されたものを埋土ゃ断面等から同一のものと考え 1条と

した。南東―北西方向に走行し、13Mグリッドで緩やかに湾曲して南南東―北北西方向に走行している。
180グ リッドでは18号土坑と重複関係を持ち、溝の方が新しい。

7・ 8号溝は西北西―東南東方向に走行し13Pグリッドで屈曲して北北西―南南東方向に走行する。7
号溝は8号溝より新しい。12Pグ リッドでは7号溝は27号土坑と、8号溝は28号土坑と重複関係を持つが
いずれも土坑の方が新しい。 (熊谷 )

溝状遺構観察表

遺構名 位  置 方 向 全長 上端幅 下端幅 深 さ 断面形 埋  土 出上遺物 備   考

[号溝
Ｍ降

Ｍ

３

４

南東―北東
南南東―北北束

70-120 14-47 上部が開く
凹状

全体が黒褐色土 445～ 455
2号溝より古く18号土坑より新しい

調査区外へ続く。

2号清 13K～ 13P 南南東―北北東 481 42-77 14～36 24 U字状 全体が暗褐色土 456.457
1号溝より新しく3号溝より古し

調査区外へ続く。

3号濤 13卜1～ 13P 蘭南東―北北束 276 43-102 18-55 上部が開く
U字状

上位は暗褐色上、
下位は黒褐色土

458459 2号溝より新しい。

4号濤 13N～ 13C 北北西―南南東 133-206 103-180 24 不 明 不 明 調査区外へ続く。

5号溝 90～ 1l① 西北西―東南東 214 33～ 145 20-78 浅皿状
上位は暗褐色上、

下位は黒褐色土
調査区外へ続く。

6号溝 90～ 100 西北西―東南東 32～ 93 11～ 67
上部が開く
U字状

全体が黒褐色土 調査区外へ続く。

7号溝
9・ 100、

11 12 13P
西北西―東南東
北北西―南南東

503 42～ 108 18～ 48 上部が開く
U字状

全体力WまイF黒褐色土
9'10号溝 17号土坑より古く8号
溝より新しい。

8号濤
9100、
11 12 13P

西北西―東南東
北北西―南南東

478 66～ 113 14～ 80 浅皿状 全体がほぼ黒褐色土 460
7・ 9,10号溝 28号土坑より古い。
調査区外へ続く。

9号溝 13P 北―南 24～ 36 10～ 23
上部が開く
U字状

全体が黒褐色土 461
7・ 8号溝より新し帝

調査区外へ続く。

10号清 13P 北北西―南南東 49 43～ 46 6-13 上部が開く
U字状

全体が黒褐色土
7・ 8号濤より新しい。
調査区外へ続く。

11号溝
78M～
78N 面南西― 北北東 146 48～94 26-75 U字状 全体が黒褐色土

36号陥し穴より新しい
北部削平を受ける。

12号濤 23K～ 23L 南南西―北北東 44～ 73 32～ 51 17 不 明 不 明
910号陥し穴より新しし
調査区外へ続く。

13号溝 23N～ 27N 西―東 40～98 14～ 30 不 明 不明 東部削平を受ける。

*単位は全長はm、 他はcm。
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1号溝 (西側)

卜   
し‐74900m  

引

2・ 3号溝

卜     
し-75300m

1号溝 (東側)

ト
ー   L‐ 75600m 引

5 10YR2/, 烈色ヽキ■質i

引

5号溝

卜

5号溝

d― d'

1 10YRV4 暗4B色上 猫性ややあり しまりあり
黄縄色土粒(10YRV0 3% 小礫少lt台む。
2 10YR3/? 黒褐色土 粘性ややあり しまりあり
焚褐色上プロック(10YRV6 径5～ 20mm)10%含む。

6号溝

卜 L=75200m  _引

フ・8号溝 (西側)

卜

1 10YR3之  熙褐色上 粘性ややあり
しまりあり 箕樹色上粒(10YR5/6)
1%台む。

フ号溝 (東側)

卜

フ～10号溝

卜

7～ 10号溝
9号沿

1 10YR3/1 黒褐色土 粘性ややあり しまりあり
褐色土粒(10YR4μ )3%炭 化物1% 明赤栂色
既■粒(5YR5/8)1%含む。

10号滞
h― h`

2 10YR2″ 黒褐色土 粘性なし しまりあり
IB色上(10YR守4)3%含む。

7号滞

f― f′

1 10YRV4 暗褐色土 雅性なし しまりあり 黄褐色土粒(10YR
V6)3% 黄掴色上プロック(10YR5/6 径1 0mm)3%含 む。
2,OYR3/3 晴褐色土 粘性なし しまりあり 黄褐色上粒(10YR
5/6)3%含む。

7号溝
h― h

3 10YR3/1 黒褐色土 粘性なし しまりあり 暗褐色■粒(10YR
3/3)2%含 む。
4 iOYR2/2 黒召色上 粘性なし しまりあり

8号消

5 10YRVi 票褐色■ 粘性ややあり しまりあり 暗褐色土ノロッ
ク(10YR3/4)2%含 む。
6ざ
労魯監 !黒

褐色上 粘性あり しまりあり 褐色土 (10YR4お )

8号 滞        掘りすざ
f― ″
3 10YR3/4 暗lB色土 粘性なし
5%含む。
4 10YR3/3 暗褐色土 粘性なし
10%、 小礫少量含む。
5 10YR3/4 暗褐色上 粘性なし
15%含む。

引

H号溝

しまりあり 黄褐色土粒(10YR5/6)

しまりあり 黄褐色上粒(IOYR5/6)

しまりあり 黄褐色土粒(10YRV6)

78号 溝 (束側 )
7号泄

1 10YR2/2 黒掲色■
8号 湛

粘性なし しまりあり

2 10YR2/2 黒IL色■ 粘性なし しまりあり lB色 土フロック(10YR4/4)2%含 む。
3 10YR2/1～ 10YR2/2 黒色～黒掲色土 粘性なし しまりあり 褐色土粒(10YR4/4)
1%含 む。
4 10YR2/1 黒色土 粘性ややあり しまりややあり 褐色土粒(10YR4/4)微 量含む。
5 10YR3/1 黒lB色■ 粘性あり しまりあり 褐色土粒(10YR守 4)iO%含 む。

li吋 ?� 引

1 10YR4/6 褐色土と褐色土(10YR4/4)の 混合土
粘性あり しまりあり。撹乱。
2 10YR3/2 黒褐色土 粘性あり しまりあり
黄禍色土ノロック(IOYRV8径 30mm)5%含 む。
撹乱。
3 10YR3/2 黒褐色上 粘性あり しまりあり
褐色土プロック(10YR4/4径 5～ 50mm)10%
黄褐色土粒 (10YR5/6)50%含む。

第84図  溝跡 (断面 )

-110-



9.掘立柱建物節・柱穴列
今回の調査では、柱穴状土坑は基検出された。主にC区東端とD区西端から検出されている。C区西端、

D区東端、及びH区は削平され、ほとんど検出されなかつた。これらの柱穴状土坑群から、計17棟の掘立

柱建物跡と8基の柱穴列を推定し、検出された順に付番した。

検出された柱穴からの出土遺物は少なく、さらに時期を決定づける様なものも無かつたため、ほとんどの

掘立柱建物跡の年代を特定できなかつた。構造的に見て、ある程度年代を絞り込むことが出来ると思われる

ものもあつたが、推測の域を出ることはできなかつた。 なお、〔1尺 =30,3cm、 1坪 =3.3∬〕として換算

した。

またこれ以外に建物が建てられたと推定できる場所もあるが、建物跡を構成する柱穴の並びや計測値など

に不確定な要素があるため建物跡として登録は行わず、柱穴群とした。             (松 川)

1号掘立柱建物跡 (第 85図 )

<位置>グリッド 〔150～ 15P～ 160～ 16P〕 (D区)に位置する。

<規模 >桁行 5問 (全長12.34m=40.7尺―北列)、 梁行 3間 (全長5,89m=19,4尺 ―東列)の東西棟建

物で、延べ床面積は72.68ポ (22.0坪 )である。平均柱間寸法は、桁行2.47m(8.1尺 )、 梁行 1.96m

(6.5尺)である。

<平面形式>撹乱のために特に南側部分のプランがはつきりしないが、3間 ×4間の直屋と思われる。東側

に仕切のための柱穴があることから、上手は東である。

<主軸方向>梁の主軸方向は 〔N-1.5° 一E〕 である。

<柱穴>各柱穴の規模は、観察表に記してある。柱痕跡、底のグライ化は 1基づつ見られるが、木根による

撹乱を受けているために詳細不明。埋土はすべて霜降り状。

<重複関係>21号住居跡・17号掘立柱建物跡・ 1号溝跡と重複するが、新旧関係を示すものはなく不明。

<建物の性格>調査区域外にかかつているため詳細は不明だが、規模や形状から住居と思われる。

時期 形状および柱間寸法から推測すると、17世紀後半以降のものと考えられる。       (松 川)

2号掘立柱建物跡 (第 85図 )

<位置>グリッド (170～ 180〕 (D区)に位置する。

<規模>桁行 3間 (全長6.04m=19。 9尺―北列)、 梁行 1間 (全長5,41m=17.9尺―西列)の東西棟建物

で、延べ床面積は32.68∬ (9。 9坪)である。平均柱間寸法は、桁行2,03m(6.7尺 )、 梁行5.39m(17.8尺 )

である。

<平面形式>1間 ×3間の直屋である。

<主軸方向>梁の主軸方向は 〔N-3° 一E〕 である。

<柱穴>各柱穴の規模は、観察表に記してある。6基に柱痕跡が見られる。北列のP1085～ P1088は柱穴

の規模が大きく (平均52× 44cm 39cln深 )、 南列のP1089～ P10921ま小さい (平均30× 23cm 14cm深 )。

北列4基には柱痕跡があり、底には柱の重みでグライ化した部分 (※ )力耳円形に残つている。南列のP

1092の柱痕跡は、検出面で直径17cmo P 1091底のグライ化した部分は直径 1 8cmである。

<重複関係 >な し。

<建物の性格>規模と形状から見て、倉庫的建物と思われる。
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時期 不明。 (松川)

3号掘立柱建物跡 (第85図 )

<位置>グリッド 〔18N～ 180〕 (D区)に位置する。
<規模>桁行 4間 (全長5,04m=16.6尺―北列・下屋柱)、 梁行 1間 (全長1.40m=4.6尺 ―西列)。 建物
北側部分と見られる。検出された延べ床面積は7.06ポ (2.1坪)である。平均柱間寸法は、下屋柱の桁行
1.26m(4.2尺 )、 上屋柱の桁行2.43m(8,0尺 )、 梁行1.39m(4.6尺 )である。
<主軸方向>梁の主軸方向は 〔N-6.5° 一W〕 である。

<柱穴>各柱穴の規模は、観察表に記してある。北列のPl～ P5は規模が小さく (平均24× 1 7cm 1 3cm
深)、 南列のP1005～ P1007は規模が大きい (平均40× 33cm 22cm深 )。 北列は下屋柱、南列は上屋柱と

考えられる。上屋柱は、下屋柱に対して1間おきに配されている。埋土は一様に黒色土 (10YR l.7/1)で 、

わずかに褐色土 (10YR 4/6)を 含む。

<重複関係>17号土坑と重複する。当遺構が17号土坑を切っているので、当遺構が新しい。
<建物の性格>住居の北部分と推測される。

時期 上屋柱を 1間おきに配する建築法は、19世紀初頭以降。また、掘立柱の住居は近代以降には姿を消
すことから、19世紀前半のものと考えられる。                       (松 川)

4号掘立柱建物跡 (第85図 )

<位置>グリッド 〔HK～ 1l L～ 12K～ 12L〕 (C区)に位置する。
<規模>桁行8間 (全長4,75m=15.7尺―北列)、 梁行2間 (全長3.87m=12.8尺 ―西列)の東西棟建物
で、延べ床面積は18.38ポ (5.6坪)である。平均柱間寸法は、桁行1.59m(5,2尺 )、 梁行1,94m(64尺 )
である。

<平面形式>2間×3間の直屋である。
<主軸方向>梁の主軸方向は 〔N-1° 一W〕 である。
<柱穴>各柱穴の規模は、観察表に記してある。P596・ P597・ P599・ P600,P602の各柱穴で柱痕
跡が確認されている。検出面での直径は15～ 1 9cm(平均16.6cm)で、形は円形である。

柱痕跡はシルト質の黒褐色土 (10YR 2/2)。 その周りの埋土は、黒褐色土 (10YR 2/3)に 褐色土
(10YR 4/4)が霜降り状に混入したものである。
<重複関係>5号掘立柱建物跡と重複する。新旧関係は不明。
<建物の性格>規模や形状から見て、倉庫的建物と思われる。

時期 不明。 (松川)

5号掘立柱建物跡 (第86図 )

<位置>グリッド 〔10L～ 1lK～ 1l L〕 (C区)に位置する。
<規模>桁行6間 (全長H.22m=37.0尺 ―南列)、 梁行2間 (全長5.03m=16.6尺 ―東列)の東西棟建
物で、延べ床面積は55,44面 (17.1坪 )である。平均柱間寸法は、桁行1,91m(6.3尺 )、 梁行2.40m
(7.9尺)である。

<平面形式>西側が調査区域外であるため詳細は不明だが、検出されている柱穴から見ると2間 X6間の直
屋である。
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P441・ P438が北列と南列の間に位置することから、仕切が2箇所に入る建物と思われる。

<主軸方向>梁の主軸方向は 〔N-1.5° 一W〕 である。

<柱穴 >各柱穴の規模は、観察表に記してある。 3基の柱痕跡を測ると、検出面で直径 19～ 2 1cm(平均

20,3cm)の円形である。

<重複関係 >27号住居跡、4号・6号・8号掘立柱建物跡と重複する。27号住居跡を切つていることから、

当遺構のほうが新しいことがわかるが、各掘立柱建物跡との関係は不明。

<建物の性格 >仕切りは [P440-P441-P432]と [P437-P438]の 2箇所あり、土間と座敷に分

かれた住居であつたと思われる。しかし上手の方向や住居型式までは不明。

時期 仕切のある形状から、少なくとも17世紀以降である。                  (松 川)

6号掘立柱建物跡 (第86図 )

く位置>グリッド 〔10L～ 1l L〕 (C区)に位置する。

<規模 >桁行 2間 (全長4.67m=15.4尺一東列)、 梁行2間 (全長3.88m=12.8尺―南列)の南北棟建物

で、延べ床面積は18.12∬ (5.5坪)である。平均柱間寸法は、桁行2.36m(7.8尺 )、 梁行1,94m(6.4尺 )

である。

<平面形式>2間 ×2間の直屋である。

<主軸方向>梁の主軸方向は、ほぼ真北を向いている。

<柱穴 >各柱穴の規模は、観察表に記してある。柱痕跡は2基にあり、検出面での直径はP447が 1 4cm、

P445が20cm(円形)である。また、P443は抜取痕と見られ、検出面の柱跡の直径は20cmを測る。掘り

方はP446・ P445の 2基のみが隅丸(長)方形を呈している。

中央に位置するP449は他の柱穴と比べて規模が小さいことから、補助的な柱が据えられていたと思われる。

<重複関係>30号住居跡、5号・9号掘立柱建物跡と重複する。30号住居跡を切つていることから、当遺

構が新しいことがわかるが、各掘立柱建物跡との新旧関係は不明。

<建物の性格 >規模や柱位置から見て、蔵と思われる。

(松川)時期 不明。

7号掘立柱建物跡 (第86図 )

<位置>グリッド 〔9L～ 9M〕 (C区)に位置する。

<規模 >桁行 2間 (全長3.66m=12.1尺 ―西列)、 梁行 2間 (全長3.58m=H.8尺―北列)の南北棟建物

で、延べ床面積は13.10∬ (4,0坪)である。平均柱間寸法は、桁行1.80m(5,9尺 )、 梁行1.79m(5。 9尺 )

である。

<平面形式>2間 ×2間の建物であるが、南側は調査区域外であるため、さらに南方向に伸びる可能
ι陛があ

る。詳細は不明。

<主軸方向>梁の主軸方向は 〔N-10° 一E〕 である。

<柱穴>各柱穴の規模は、観察表に記してある。9基中7基の埋土中に川原石様の円礫石を含んでいる。こ

の辺りは30cm前後掘り下げると、砂礫層に突き当たるため埋土に礫が混入したものと思われる。

中央に位置するP335は他の柱穴と比べて規模が小さいことから、6号掘立柱建物跡と同様に、補助的な

柱が据えられていたと思われる。
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<重複関係 >31号住居跡 。10号掘立柱建物跡と重複する。31号住居跡を切つていることから、当遺構が新

しいことがわかるが、10号掘立柱建物跡との新旧関係は不明。

<建物の性格 >規模や柱位置から見て、蔵と思われる。

時期 不明。                                       (松 川)

8号掘立柱建物跡 (第86図 )

<位置>グ リッド 〔10L〕 (C区 )に位置する。

<規模>桁行 3間 (全長5.88m=19,4尺 ―北列)、 梁行 1間 (全長2.44m=8.1尺 ―西列)の東西棟建物で、

延べ床面積は14.35ポ (4,3坪)である。平均柱間寸法は、桁行1,99m(6.6尺 )、 梁行2.43m(8,0尺 )である。

<平面形式>1間 ×3間の直屋である。

<主軸方向>梁の主軸方向は 〔N-4.5° 一E〕 である。

<柱穴>各柱穴の規模は、観察表に記してある。全ての柱穴が単層で、黒褐色土 (10YR 2/2)に褐色土

(10YR 4/6)が 20～ 300/O霜降り状に混入している埋土。6基の柱穴 (P415以外)の底が平ら、あるいはナ
ベ底状である。対をなすP417と P414の掘り方が隅丸方形である。

<重複関係>30号住居跡、5号・9号 。16号掘立柱建物跡と重複する。30号住居跡を切っていることから、

当遺構が新しいことがわかるが、各掘立柱建物跡との新旧関係は不明。

<建物の性格>規模や形状から見て、小屋と思われる。

時期 不明。                                       (松 川)

9号掘立柱建物跡 (第87図 )

<位置>グリッド 〔10L〕 (C区 )に位置する。

<規模>桁行3間 (全長7.53m=24,9尺 ―南列)、 梁行 1間 (全長1,73m=5.7尺 ―西列)の東西棟建物で、延
べ床面積は13.03∬ (3.9坪)である。平均柱間寸法は、桁行2.46m(8.1尺 )、 梁行1.77m(5,8尺 )である。

<平面形式>1間 X3間の直屋である。
<主軸方向>梁の主軸方向は 〔N-2.5° 一E〕 である。

<柱穴>各柱穴の規模は、観察表に記してある。

<重複関係>30号住居跡、6号・8号 。16号掘立柱建物跡と重複する。30号住居跡を切っていることから、

当遺構が新しいことがわかるが、各掘立柱建物跡との新旧関係は不明。

<建物の性格>規模や形状から、倉庫的建物と思われる。

時期 不明。                                       (松 川)

10号掘立柱建物跡 (第87図 )

<位置>グリッド 〔9L～ 10L〕 (C区)に位置する。
<規模>桁行2間 (全長3.12m=10。 3尺―北)、 梁行 1間 (全長2.17m=7.2尺 ―西)の東西棟建物で、延
べ床面積は6.77N(2.1坪)である。平均柱間寸法は、桁行1.58m(5.2尺 )、 梁行2.08m(6.9尺 )である。

<平面形式>1間 ×2間の直屋である。
<主軸方向>梁の主軸方向は 〔N-12° 一E〕 である。

<柱穴>各柱穴の規模は、観察表に記してある。P360のみに柱痕跡が残り、検出面で直径14cmを測る。P8
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の底はグライ化しており、直径 1 7cmを測る。

<重複関係>7号掘立柱建物明と重複するが、新旧関係は不明。

<建物の性格>規模や形状から、倉庫的建物と思われる。

(松川)時期 不明。

11号掘立柱建物跡 (第87図 )

<位置>グ リッド 〔10L〕 (C区)に位置する。

<規模 >桁行2間 (全長4.62m=15.2尺 ―北列)、 梁行 1間 (全長1.87m=6.2尺 一西列)の東西棟建物で、延

べ床面積は8.64ポ (2.6坪 )である。平均柱聞寸法は、桁行2.39m(7.9尺 )、 梁行1.83m(60尺 )である。

<平面形式>1間×2間の建物であるが、南側は調査区域外であるため、さらに南方向に伸びる可能性があ

る。詳細は不明。

<主軸方向>梁の主軸方向は 〔N-245° 一E〕 である。

<柱穴>各柱穴の規模は、観察表に記してある。柱痕跡はP374・ P3771こ 残っている。検出面で、それぞ

れ直径 14cm・ 1 8cmを測る。

<重複関係>16号掘立柱建物跡と重複するが、新旧関係は不明。

<建物の性格>規模や形態から見て小屋と思われるが、当遺構の南側が調査区域外であるため詳細は不明。

(松川)時期 不明。

12号掘立柱建物跡 (第87図 )

<位置>グリッド 〔19N～ 190～ 20N～200〕 (D区)に位置する。

<規模 >桁行2間 (全長5,30m=17.5尺 一北列)、 梁行 3間 (全長5.14m=17.0尺 一西列)の東西棟建物

で、延べ床面積は27.24ポ (8.3坪 )である。平均柱間寸法は、桁行2.67m(8.8尺 )、 梁行160m(5,3尺 )

である。

<平面形式>北側および西側が調査区域外であるため詳細は不明だが、検出されている柱穴から見ると2

間×3間の直屋である。

<主軸方向>梁の主軸方向は 〔N-0.5° 一E〕 である。

<柱穴 >各柱穴の規模は、観察表に記してある。P976の 底面がグライ化しており、直径22cmの円形を呈

している。

埋土は黒色土 (10YR 2/1)～黒褐色土 (10YR 2/2)で あるが、土質は粘土質のものと、細砂質のもの

がある。粘土質の埋上の中には水酸化鉄粒が点在している。当遺構の位置する場所周辺は、攪舌しや客土 (粘

上質)力 Sあ り、その中に水酸化鉄粒が多く点在していることから、客土由来のものと思われる。

<出土遺物>P971か ら土師器片が 1片出土 (不掲載)。 埋土に混入したもので、時期を示すものではない

と思われる。

<重複関係>22号住居跡と重複する。当遺構が22号住居跡を切つていることから、当遺構が新しいことが

わかる。

<建物の性格>規模や形状から、倉庫的建物と思われる。

(松川)時期 不明。
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13号掘立柱建物跡 (第88図 )

<位置>グリッド (21N～ 22N〕 (D区)に位置する。
<規模 >桁行 3間 (全長8.40m=27.7尺―南列)、 梁行2間 (全長3.44m=H4尺 ―東列)の東西棟建物
で、延床面積は28.90「 (8.8坪 )である。平均柱間寸法は、桁行3,36m(H.1尺 ―土間・居間部分)と
1.69m(56尺 ―上手の座敷部分)力 あ`る。梁行は1.86m(6.1尺)である。
<平面形式>2間×3間の建物であるが、北側は調査区域外であるため、さらに北方向に伸びる可能性があ
る。詳細は不明。

<主軸方向>梁の主軸方向は 〔N-7° 一W〕 である。
<柱穴 >各柱穴の規模は、観察表に記してある。P960・ P959の底面がグライ化しており、半径はそれぞ
れ 1 8cn。 2 1cmの 円形を呈している。

<重複関係>位置的に見て4号住居跡、40号陥し穴と重複する。新旧関係は不明。
<建物の性格>プランが明確ではないため詳細は不明だが、規模や形状から住居と思われる。
時期 形状および柱間寸法から見て、18世紀以降と思われる。                 (松 川)

14号掘立柱建物跡 (第88図 )

<位置>グリッド 〔200〕 (D区)に位置する。

<規模>桁行2間 (全長5.20m=17.2尺 ―北列)、 梁行 1間 (全長3.65m=120尺 ―西列)。 平均柱間寸法
は桁行2.60m(8.6尺 )、 梁行3.65m(12.0尺 )である。建物の北西コーナーである。
<主軸方向>梁の主軸方向は 〔N-8° 一E〕 である。
<柱穴>各柱穴の規模は、観察表に記してある。P994の底はグライ化しており、直径14cmの 円形である。
また、P9931こ は柱痕跡が残っており、検出面で直径 1 6cmを測る。

各柱穴は新しい撹乱を掘り込んだもの。各柱穴ごとに上の埋まり具合は違うが、埋土は全て粘土質で、周

囲の攪乱に由来するものと思われる。

P995の埋土は単層で、黒色土 (10YR 2/1)の 中に褐色土 (10YR 4/4)が 霜降り状に混入しているの
だが、この褐色上の所々が熱をうけて暗赤褐色 (2.5YR 2/2～ 4/2)になっている。また、柱友内も一様に

熱をうけて暗赤褐色になっている。

<重複関係>15号掘立柱建物明と重複するが、新旧関係は不明。
<建物の性格>南側が調査区域外であり、東側には大きく攪乱が入り込んでいるためコーナーのみの検出と
なり、詳細は不明である。

時期 埋上の様子や撹乱との切り合いから、近代以降のものと思われる。            (松 川)

15号掘立柱建物跡 (第88図 )

<位置>グリッド 〔200〕 (D区)に属する。

<規模>桁行 2間 (全長3.77m=12.4尺―北列)、 梁行 1間 (全長2.95m=97尺 ―西列)。 平均柱間寸法
は桁行1.89m(6.2尺 )、 梁行2.95m(9.7尺 )である。建物北西のコーナーである。
<主軸方向>梁の主軸方向は 〔N-1° 一W〕 である。
<柱穴>各柱穴の規模は、観察表に記してある。P997,P998・ P9961こ 柱痕跡があり、検出面でいずれ
も1 7cmの 直径を測る。

この3基の断面からは、底ににぶい黄褐色の粘土～シルト質上が薄く入り、その上の中央に柱痕跡があり、
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両脇に霜降り状の黒褐色土 (褐色上が混入)が入つていること観察される。柱の高さ調整のために底に上を

入れたものであろう。

<重複関係>14号掘立柱建物跡と重なるが、新旧関係は不明。

く建物の性格>14号掘立柱建物跡同様、コーナーしか検出されていないため、詳細は不明。

時期 柱間寸法と埋上の様子や撹乱との切り合いから、近世末期以降のものと思われる。     (松 川)

16号掘立柱建物跡 (第88図 )

<位置>グリッド 〔10L〕 (C区)に位置する。

<規模 >桁行 2間 (全長6.30m=20,8尺―南列 )、 梁行2間 (全長4.50m=14.9尺―西列)の東西棟建物

で、延べ床面積は28.35� (8.6坪 )である。平均柱間寸法は、桁行3.09m(10.2尺 )、 梁行2.25m(7.4

尺)である。

<平面形式>2間×2間の直屋である。

<主軸方向>梁の主軸方向は 〔N-1.5° 一W〕 である。

く柱穴 >各柱穴の規模は、観察表に記してある。すべての柱ズに柱痕跡が見られる。検出面での直径は、

P389=20cm・ P394=28cm・ P391=23cm・ P392=18cm o P 390=15cm o P 393=1 8cmで ある。 (た

だし、P2の開口部は少し崩落しているので、実際にはもう少し狭かつたと思われる)

P389、 P394の掘り方は隅丸長方形で、同規模である。

<重複関係>30号住居跡、8号・9号・11号の各掘立柱建物跡と重なる。新旧関係は不明。

<建物の性格 >規模や形状から、倉庫的建物と思われる。

(松川)時期 不明。

17号掘立柱建物跡 (第89図 )

<位置>桁行2間 (全長4.10m=13.5尺 ―北列)、 梁行2間 (全長4.00m=13.2尺 ―西列)。 平均柱間寸法

は桁行205m(6.8尺 )、 梁行2.00m(6!6尺 )である。建物の北西コーナーである。

<主軸方向>梁の主軸方向は 〔N-1° 一W〕 である。

<柱穴>各柱穴の規模は、観察表に記してある。P H14,P ll171こ 柱痕跡が見られる。直径はそれぞれ、

20cm(検出面)、 1 8cm(底面)を測る。また、 Pll14・ PH16～ PH18の底に円形のグライ化した部分

があり、 直径は順に20cm。 1 9cm・ 1 8cm・ 2 1cmを測る。

PlH6・ PlH4・ PlH7は隅丸長方形を呈しており、底は平らである。P H16の底中央には30cm弱

大の石 (角が丸みを帯びている。川原石?)が入つていた。PH15に は壊れた砥石と1 5cm前後の石が入つ

ていた。埋土中位から出土しており、混入したものと思われる。

<出土遺物>砥石片がPll15の中位から出土。 (462)

<重複関係> 21号住居跡、 1号掘立柱建物跡と重なる。新旧関係は不明。

<建物の性格> コーナーのみの検出であるため詳細は不明。
(松川)<年代> 不明。

※ :ほ とんどの柱穴のグライ化した部分には、[10YR 4/2～ 5/2]灰黄褐色の細砂質～砂質上が円形に残り、

[7.5YR 5/6～ 5/8]明褐色のシルト質上がその同心円状に残る。
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18号掘立柱建物跡 (第89図 )

<位置> 10M～ HMグ リッドに位置する。
<規模> 桁行は2間で全長4,Om(13.2尺 )、 梁行は 1間で全長2.94m(9,7尺 )で、延べ床面積は11.76
N(3.6坪)である。平均柱間寸法は桁行2.Om(6.6尺 )、 梁行2.94m(9.7尺 )である。
<平面形式> 2間 × 1間の直屋である。
<主軸方向> 桁の主軸方向はN-70° 一Eである。
<柱貞> 平面形は円形 。不整形を呈する。6基全てに柱痕跡が確認できた。埋土は黒褐色ど主体で褐色土
粒が少量含まれている。

<出土遺物> なし
く重複関係> 2号掘立柱建物跡 。1号柱穴列と重複関係にあるが新旧は不明である。
<性格> 規模から付属小屋的な用途が推測される。
<年代> 不明 (熊谷)

19号掘立柱建物跡 (第89図 )

<位置> 10M～ HMグ リッドに位置する。
<規模 > 桁行は3間で全長5,88m(19.4尺 )、 梁行は 1間で全長2.86m(9。 4尺 )で、延べ床面積は
16.82ポ (5,1坪)である。平均柱間寸法は桁行1.96m(6.5尺 )、 梁行2.86m(9.4尺 )である。
<平面形式> 3間 ×1間の直屋である。
<主軸方向> 桁の主軸方向はN-82° 一Wである。
<柱穴> 平面形は円形～楕円形・不整形を呈する。5基で柱痕跡が確認できた。四つ角にあたる柱穴と比
べて中の2基は規模が比較的小さなものになっている。埋土は黒褐色土で褐色土ブロックが少量含まれる。
<出上遺物> なし
<重複関係> 1号掘立柱建物跡 。1号柱穴列と重複関係にあるが新旧は不明である。
<性格> 規模から付属小屋的な用途が推測される。
<年代> 不明 (熊谷)

20号掘立柱建物跡 (第89図 )

<位置> HN～ 110グ リッドに位置する。
<規模> 桁行は2間で全長4.Om(13.2尺 )、 梁行は 1間で全長1,9m(6.3尺 )で、延べ床面積は7.6だ
(2.3坪)である。平均柱間寸法は桁行2.Om(6.6尺 )、 梁行1,9m(6.3尺 )である。
<平面形式> 2間 Xl間の直屋である。
<主軸方向> 梁の主軸方向はN-82° 一Wである。
<柱穴> 平面形は円形～精円形を呈する。5基全てで柱痕跡が確認できた。
<出土遺物> なし
<重複関係> なし
く性格> 規模から付属小屋的な用途が推測される。
<年代>不 明 (熊谷)
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21号掘立柱建物跡 (第90図 )

<位置> 22L～22Mグ リッドに位置する。
<規模> 桁行き2間で全長4.2m(13.9尺 )、 梁行は2間で全長3.92m(12.9尺 )で、延べ床面積は16.5
N(5坪)である。平均柱間寸法は桁行2.lm(6.9尺 )、 梁行1.96m(6.5尺)である。
<平面形式> 2間×2間の直屋である。
<主軸方向> 梁の主軸方向はN-89° 一Wである。
<柱穴> 平面形は円形・不整形を呈する。5基で柱痕跡が確認できた。
<出土遺物> なし
く重複関係> 5号陥し穴と重複関係にあり、本遺構の方が新しい。
<l14格 > 規模から付属小屋的な用途が推測される。
<年代> 不明                                      (熊 谷)

柱穴列

1号柱穴列

く位置> グリッド 〔170〕 (D区)に位置する。
<規模> 全長は4間 (?)(8.01m=264尺 )、 平均柱間寸法 (P1058-P1057間 に柱穴を 1基補った柱
間寸法)は2.00m(6.6尺 )である。

〔P1058-4.33m(14.3尺 )→P1057-1.83m(6.0尺 )→P1056-1.85m(6.1尺 )→ P1055〕

<主軸方向> 主軸方向は 〔N-65° 一E〕 である。
<柱穴> 各柱穴の規模は、観察表に記してある。P2埋土中に炭化物が混入。 1～ 20/Oの混入比だが、最
大径 5 Hlm大のものも見られた。埋土中位からは、土師器片が出上している。平安期の邪の破片であるが、埋

土に混入したものと思われる。

P1056に は柱の抜き取り痕が見られる。柱の跡には、褐色土 (10YR 4/4～5/4)の 中に黒褐色土

(10YR 2/2～2/3)が霜降り状に混合した上が入つている。柱を抜き去つた後に、人為的に埋めたのがわか

る。

<出土遺物> P1056から土師器片が 1片出上している。

く重複関係> 2号掘立柱建物跡、2号柱穴列、 8号柱穴列と重なる。新旧関係は不明。
<年代> 不明。                                    (松 川)

2号柱穴列

<位置> グリッド 〔170～ 180〕 (D区)に位置する。
<規模> 全長は4間 (10.18m=33.6尺 )、 平均柱間寸法は2.55m(8.4尺 )である。

(P1059←2.81m(9.3尺 )→P1060← 2.51m(8.3尺)→P1061← 2.51m(8.3尺 )→P1062-2.35m

(7.8尺)→P1063〕

<主軸方向> 主軸方向は 〔N-81.5° 一W〕 である。
<柱穴> 各柱穴の規模は、観察表に記してある。P1059,P1060,P1062の 3基に柱の抜取痕、 P

1061に は柱痕跡が見られる。埋土は一様に、黒褐色土に褐色上が霜降り状に混入している。P1060の抜取

痕は、底に近い部分で直径 7 cmを測る。

P1059か ら須恵器片が 1片出土。埋土中位ということで、混ざり込んだものと思われる。
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<出土遺物> P1059か ら須恵器片が1片。 (不掲載)
<重複関係> 2号掘立柱建物跡、 1号柱穴列と重なるが、新旧関係は不明。
<年代> 不明。                                    (松 川)

3号柱穴列

<位置> グリッド 〔170～ 180〕 (D区)に位置する。
<規模> 全長は3間 (6.75m=22.3尺 )、 平均柱間寸法は2.25m(7.4尺 )である。
(P1054-2.33m(7.7尺 )→P1053-2.07m(68尺 )→P1052← 2.35m(7.8尺 )→P1051】

<主軸方向> 主軸方向は 〔N-89° 一W〕 である。
<柱穴> 各柱穴の規模は、観察表に記載してある。規模はおおよそ似通っているが、埋上の様子はそれぞ
れ異なっている。埋土は全て、黒褐色土 (10YR 2/2)の 中に褐色土 (10YR 4/4)が霜降り状に入つてい

る。P1054・ P1053の埋土中の褐色土は、底に近づくに従つて減少し、底は黒色土 (10YR l,7/1)に な

る。Pl・ P1052の黒褐色土中には橙色土粒が点在しているが、P1054の方は水酸化鉄で、P1053は焼土

由来のものである。

P1051は 17号土坑の精査にともなって、掘り上げてしまったために不明。

<出土遺物> なし。
<重複関係> 17号土坑、 1号柱穴列、4号柱穴列と重なる。17号土坑を当遺構が切っていることから、
当遺構が新しい。1号柱穴列 ,4号柱穴列との新旧関係は不明。
<年代> 柱間寸法から14～ 16世紀前半の可能性あり。                   (松 川)

4号柱穴列

<位置> グリッド 〔180〕 (D区)に位置する。
<規模> 全長は3間 (6,76m=22.3尺 )だが、南北両調査区域外に延びている可能性がある。平均柱問
寸法は2.25m(7.4尺 )である。

〔P1050← 2.34m(7.7尺 )→P1049← 2.27m(7.5尺 )→P1048-2.15m(7.1尺 )→P1047〕

<主軸方向> 主軸方向は 〔N-18° 一W〕 である。
<柱穴> 各柱穴の規模は、観察表に記載してある。P10521こ柱の抜取痕が見られ、底はグライ化はして
いないが直径1 8cmの 円形の凹みがある。P1050の底にも、直径1 3cmの 凹みが確認できた。1 5cm前後の柱を

使用していたものと思われる。

<出土遺物> なし。
<重複関係> 3号掘立柱建物跡と重なるが、新旧関係は不明。
<年代> 14～ 16世紀前半の可能性あり。                         (松 川)

5号柱穴列

<位置> グリッド 〔12L〕 (C区)に位置する。
<規模> 全長は4間 (8.15m=26.9尺 )、 平均柱間寸法は2.04m(6.7尺 )である。
〔P557-2.05m(6.8尺 )→P556-177m(5.8尺 )→P555← 2.28m(7.6尺 )→P554-2,05m(6.8尺 )→P553)

<主軸方向> 主軸方向は 〔N-82° 一W〕 である。
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く柱穴> 各柱穴の規模は、観察表に記載してある。P3に柱痕かが残り、検出面で直径1 9cmを測る。20cm

前後の柱を用いていた可能性がある。柱の先端は尖つており、先端の丸い他の柱痕跡とは異なつている (打

ち込み柱)。

P554、 P553は 61号陥し穴の精査にともなって、掘り上げてしまったために不明。

<重複関係> 61号陥し穴と重なる。当遺構が61号陥し穴を切つているため、当遺構が新しいことがわかる。

<年代> 建物の一部であるとすれば、柱間寸法から見て16世紀前半か。            (松 川)

6号柱穴列

<位置> グリッド 〔9L～ 10L〕 (C区 )に位置する。
<規模> 全長は3問 (9.65m=31.8尺 )、 平均柱間寸法は3.22m(10,6尺 )である。

〔P369← 3.22m(10.6尺 )→P370← 3.21m(10.6尺 )→P371← 3.22m(10.6尺 )→
p372】

<主軸方向> 主軸方向は 〔N-68.5° 一W〕 である
<柱穴> 各柱穴の規模は、観察表に記載してある。全ての柱穴に柱痕跡が見られる。直径はP369が 12

cm、 P370が 1 3cm、 P371が 1 8cmである。P372は精査前に掘り上げてしまったために不明。1 5cm前後の

柱を用いていたと思われる。P3691こ は柱によるグライ化も見られる (※ )。

<重複関係> 9号柱穴列 。10号柱穴列 ,H号柱穴列 。16号柱穴列柱穴列と重なるが、新旧関係は不明。
(松川)<年代> 不明。

7号柱穴列

<位置> グリッド 〔HL〕 (C区)に位置する。
<規模> 全長は3間 (6.31m=20,8尺 )、 平均柱間寸法は2.10m(6.9尺 )である。

〔P528← 220(7.3)→ P529-2.02(6.7)→ P530←2.09(6.9)→ P531〕

<主軸方向> 主軸方向は 〔N-66.5° 一W〕 である。
<柱穴> 各柱穴の規模は、観察表に記載してある。P528に柱痕跡があり、検出面の直径は1 2cmである。

P528の断面を見ると、柱痕跡の (底を含めた)周 りに霜降り状の上が入つている。黒褐色土 (10YR

2/2～ 3/2)と 褐色土 (10YR 4/4～4/6)の混合土。柱穴は東西方向で裁ち割つているが、柱痕跡の東側部

分では褐色土プロックの混合比率が50%と 高く、底の部分では400/o、 西側では30～ 400/0と 低くなつている。

この埋上の状況から見ると、柱穴を掘り、次に底に上 (混合比率50%)を入れ、柱を据えた後に根固めの

上を入れたものと推測できる。底に上を入れたのは、柱の高さを調整するためである。

<重複関係> 6号掘立柱建物跡と重なるが、新旧関係は不明。

<年代> 建物の一部とすれば、柱間寸法から見て16世紀前半か。               (松 川)

8号柱穴列

<位置> グリッド 〔13L～ 14L〕 (C区)に位置する。
<規模> 全長は3間 (4.72m=15,6尺 )、 平均柱間寸法は1.57m(5.2尺)である。東側と、南側は調査

区域外であるため、詳細は不明。

〔P657-生 .63m(5,4尺 )→P656-1.50m(5.0尺 )→P655-1.59m(5.2尺 )→P654】

<主軸方向> 主軸方向は 〔N-85.5° 一E〕 である。
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<柱穴> 各柱穴の規模は、観察表に記載してある。
<重複関係> なし。
<年代> 不明。 (松川)

※ :グライ化した部分は、[10YR 4/2～ 5/2]灰黄褐色の細砂質～砂質上が円形に残り、[7.5YR 5/6～ 5/8]

明褐色のシルト質土がその同心円状に見られる。

9号柱穴列 (第90図 )

く位置> 10Mグ リッドに位置する。
<規模> 5基の柱穴からなる。全長は7.6m(25.1尺 )で、平均柱間寸法は1,9m(6.3尺)である。
<軸方向> N-82° 一W
<柱穴> 平面形は円形～楕円形、不整形を呈する。5基全てで柱痕跡が確認できた。
<出土遺物> なし。
<重複関係> 1号掘立柱建物跡、2号掘立柱建物跡と重複関係にあるが新旧は不明である。
<性格> 不明である。数基の柱穴が対応するため掘立柱建物跡になる可能性も考えられるが、数が少なく
決め手に欠ける。

<年代> 不明である。                                   傾R谷 )

10号柱穴列 (第90図 )

<位置> 10N～ HNグリッドに位置する。
<規模> 3基の柱穴からなる。全長は4.Om(13.2尺 )で、平均柱間寸法は2.Om(6.6尺 )である。
<軸方向> N-81° 一W
<柱穴> 平面形は円形～楕円形を呈する。2基で柱痕跡が確認できた。
<出土遺物> なし。
<重複関係> なし。
<性格> 不明である。P194が本遺構に対応するため掘立柱建物跡になる可能性も考えられるが、他に対
応するものがなく決め手に欠ける。

<年代> 不明である。                                   傾鷺谷)

11号柱穴列 (第 90図 )

<位置> 12P～ 12Qグ リッドに位置する。
<規模> 3基の柱穴からなる。全長はは4.2m(13.9尺 )で、平均柱間寸法は2.lm(6.9尺 )である。
<軸方向> N-7° 一E
<柱穴> 平面形は円形～楕円形を呈する。3基全てで柱痕

"が
確認できた。

<出土遺物> なし。
<重複関係> P38が25号土坑と重複関係にあり本遺構の方が新しい。
<性格> 不明である。本遺構の北側は7号溝、8号溝が検出さオム また南側は調査区外になるため両方行
に延びる可能性がある。
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<年代> 不明である。                                  (熊 谷)

12号柱穴列 (第 90図 )

<位置> HP～ 1lQグリッドに位置する。
<規模> 4基の柱穴からなる。全長は4.35m(14.4尺 )で、平均柱間寸法は1.45m(4.8寸)である。

<軸方向> N-1° 一E

<柱穴> 平面形は円形を呈する。3基で柱痕跡が確認できた。
<出土遺物> なし。
<重複関係> なし。
く年代> 不明である。                                   傾亀谷)

13号柱穴列 (第91図 )

<位置> HO～ 120グリッドに位置する。
<規模> 6基の柱穴からなる。全長は5,8m(19,1尺 )で、平均柱間寸法は1.16m(3.8尺)である。

<軸方向> N-89° 一W
<柱穴> 平面形は円形～橋円形を呈する。5基で柱痕跡が確認できた。

く出土遺物> なし。
<重複関係> なし。
<年代> 不明である。                                   僚R谷 )

14号柱穴列 (第91図 )

<位置> 17N～ 19Nグ リッドに位置する。

<規模> 7基の柱穴からなる。全長は13.5m(44.6尺)で、平均柱間寸法は2.25m(7.4尺 )である。

<軸方向>N-80° 一E

<柱穴> 平面形は円形～楕円形・不整形を呈する。4基で柱痕跡が確認できた。

<出土遺物> なし。
く重複関係> 16号住居と重複関係にあり、本遺構の方が新しい。

<trfL格 > 不明である。P69卜 P693が本遺構に対応するため掘立柱建物跡になる可能性も考えられるが

他に対応するものがなく決め手に欠ける。

<年代> 不明である。                                   傾重谷)

15号柱穴列 (第91図 )

<位置> 18Nグ リッドに位置する。

<規模> 4基の柱穴からなる。全長は7.6m(25,1尺)で、平均柱間寸法は2.5m(8,3尺 )である。

<軸方向> N-86° 一E

<柱穴> 平面形は円形～楕円形を呈する。 1基のみ柱痕跡が確認できた。

<出土遺物> なし。
<重複関係> なし。
<年代> 不明である。                                   傾量谷)
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掘立柱建物跡・柱穴列観察表

P No 開口径 深 さ 形  状 備   考

40× 28 14 橋円形

34× 32 円 形 柱痕跡

35× 24 楕円形

28× 20 円 形

32× 26 楕円形

20× 20 円 形 グライ化

35× 28

28× 17

28× 23 橋円形

P No 開口径 深 さ 形  状 備  考

442 28× 28 円 形

32× 32 抜取痕 (?)

444 42× 36 楕円形

445 53× 42 楕円形 柱痕跡

446 57× 44 隅丸長方形

447 36× 36 円 形 柱痕跡

448 42× 37 隅丸方形

449 19× 18 円 形

一立

P No 開 口径 深 さ 形  状 備  考

1085 52× 50 34 円 形 グライ化・柱痕跡

1086 64× 46 40 楕円形

1087 48× 41

1088 42× 40 49 円 形

1089 36X31 柱痕跡あり

1090 27× 18

1091 25× 21 グライ化

1092 32× 17 14 楕円形 柱痕跡あり

P No 開口径 深 さ 形  状 備  考

327 47× 40

328 47× 31 楕円形

329 43× 39 円 形

61× 52 楕円形 柱痕跡

33× 33 円 形

27× 25

333 38× 35 円 形

334 79× 55 楕円形

335 20× 18 円 形

P No 開口径 深 さ 形  状 備   考

1004 23× 19 グライ化・柱痕跡

1005 35× 26 グライ化

1006 41× 33 楕円形

1007 43× 40 円 形

1008 18× 8 4 楕円形 柱痕跡あり

1009 27× 25 2 円 形

1010 30× 18 6 橋 円形

1 20× 13 5

8号掘立柱

P No 開口径 深 さ 形  状 備   考

3 31× 24 楕円形

39× 36 隅丸方形

4 46× 39 45

4 6 36× 28 楕円形

4 7 50× 50 43 隅丸方形

4 54× 38 40 楕円形

4 45× 31

柱建物跡立

P No 開口径 深 さ 形  状 備  考

593 34× 23

594 39× 30 34

39× 32 楕円形

36× 35 円  形 柱痕跡あり

597 45× 35 45 グライ化・柱痕跡

34× 23

34× 23 楕円状 グライ化 柱痕跡

36× 31 柱痕跡あり

39× 35

42× 24 43 柱痕跡あり

9号

P No 開口径 深 さ 形  状 備   考

406 32× 27 楕円形

407 27× 27

408 34× 34

409 33× 21 円 形

410 31× 22 精円形

34× 27

38× 27

P No 開口径 深 さ 形  状 備   考

357 23× 23 円 形

358 23× 22 円  形 グライ化

23× 20 楕円形

27× 27 円 形 柱痕跡あり

20× 17 12 楕円形

22× 18

P No 開口径 深 さ 形 状 備   考

430 47× 42 楕円形

431 42× 40 円 形

432 44× 42 円 形

31× 26 43 楕円形

29× 28 円  形

435 52× 28

436 43× 27 柱痕跡

31× 27 柱痕跡

438 37× 33 楕円形

439 35× 31

440 35× 25 情円形 柱痕跡

441 39× 30

P No 開口径 深 さ 形  状 備  考

373 33× 31 17 円 形

31× 28 柱痕跡あり

375 29× 25 楕円形

376 31× 15 (円形 ?) 一部分調査範囲外

377 39× 34 柱痕勁あり
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P No 開口径 深 さ 形  状 備   考

46× 25 41 惰円形 上師器片出土

972 43× 22 4

28× 22

974 41× 25

975 40× 27

976 34× 30 9 グライ化

977 48× 27 4

978 25× 18 6

979 23× 20

980 26× 18

号掘 立柱

P No 開口径 深 さ 形  状 備   考

57× 46 隅丸長方形 グライ化 柱痕跡

43× 39 円 形 砥石(462)あ り

6 77× 32 隅丸長方形 グライ化

7 80× 42 47 楕円形 グライ化・柱痕跡

8 68× 59 隅丸長方形 グライ化

立

P No 開口径 深 さ 形  状 備  考

234 62× 46 不整形 柱痕跡あり

235 36× 35 円 形

236 33× 28

237 48× 44

43× 41

33× 30

P No 開口径 深 さ 形  状 備   考
953 22× 18 5 楕円形

26× 23 楕円形

955 40× 37 2 円形

37× 36 9 円 形

957 37× 33 楕円形

958 19× 12 11

959 36× 30 惰円形 グライ化

38× 36 円  形

号掘 立柱

P No 開口径 深 さ 形  状 備  考
240 50× 44 不整形 柱痕跡あり

241 61× 53 楕円形

242 41× 35 44

53× 52 円 形 柱痕跡あり

244 46× 43

245 31× 29工立

P No 関口径 深 さ 形  状 備   考

41× 33 楕円形

38× 38 円 形 柱痕跡あり

54× 48 惰円形 グライ化

995 58× 48
20号掘 立
p No 開口径 深さ 形  状 備  考
36× 26 楕円形 柱痕跡あり

26× 24 円 形

31× 27

28× 25

39× 32

P No 開口径 深 さ 形  状 備  考
41× 36 橋円形 グライ化・柱痕跡

50× 37 柱痕跡あり

32× 30 8 円 形 グライ化・柱痕跡

43× 41 楕円形 グライ化

2

P No 開口径 深 さ 形  状 備  考
48× 46 惰円形 柱痕跡あり

824 40× 39 円  形

38× 33

36× 36

830 41× 38

43× 36

柱建物跡

P No 開口径 深 さ 形  状 備   考
77× 42 隅丸長方形 柱痕跡あり

390 32× 23 楕円形

48× 40

392 50× 44 48

53× 38 42

394 71× 41
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柱 穴列

p No 開口径 深 さ 形  状 備   考

1055 36× 30 楕円形 柱痕跡あり

32× 24

41× 32 土師器片出土

1058 27× 33

P No 開口径 深さ 形  状 備   考

57× 42 49 楕円形 柱痕 跡 あり

247 91× 60 不整形

248 49× 38 円 形

249 46× 56

250 28× 28 不整形

2

P No 開口径 深 さ 形 状 備   考

38× 24 惰円形 土師器片出土

34× 30 柱痕跡あり

38× 32

1062 41× 28 24

1063 36× 25

P No 開回径 深 さ 形 状 備  考

178 48× 48 円 形 柱痕跡あり

39× 38

52× 27

H号柱穴列
P No 開 口径 深 さ 形  状 備   考

52× 48 円 形 柱痕跡あり

58× 45 楕円形

40 52× 52 24 円 形

列穴

P No 開口径 深 さ 形  状 備   考

3 50× 48 円 形 柱痕跡あり

4 49× 46

5 47× 44 柱痕跡あり

6 43× 37 楕円形

楕円形円形

4号柱穴列

P No 開口径 深 さ 形 状 備   考

1047 32× 30 44 円 形

1048 36× 30 楕円形 柱痕跡あり

1049 31× 21

1050 24× 24 円 形

47× 31

P No 開口径 深 さ 形  状 備   考

61× 47 44 楕円形 柱痕跡あり

45× 43 40 円 形

68× 36 楕円形 柱痕跡あり

55× 47

52× 48 不整形

49× 47 円 形

列

P No 開口径 深 さ 形  状 備   考

369 34× 29 楕円形 グライ化 柱痕跡

44× 38 柱痕跡あり

33× 26

36× 34 円 形

P No 開口径 深 さ 形  状 備  考

51× 48 円 形

50× 46 柱痕跡あり

78× 60 不整形

71× 64 楕円形

65× 61 円 形

68× 52 不整形 柱痕跡あり

53× 44 楕円形列

p No 開口径 深 さ 形  状 備   考

528 42× 39 円 形 柱痕跡あり

35× 33

37× 23 楕円形

531 25× 25 円 形

8号柱

P No 開 口径 深 さ 形 状 備  考

654 47× 33 楕円形

40× 37

656 40× 31

657 38× 34
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3
×
32

19
9
32
×
25

20
0
45
×
32



‐ ― ‐ Ｆ ω Φ Ｉ Ｉ

P 
No

FT
R□
径

深
さ

備
考

20
1
65
×
57

20
2
57
×
54
64

20
3
45
×
4

20
4
RR
×

46

47
×
40

54
×
52

44
×
40

0
37
×
35

41
×
3

2
54
×
4

3
37
×
35

2
61
×
41

2
42
×
39
74

6
38
×
33

7
34
×
34
54

54
×
32

52
×
45

22
0
47
×
RI

40
×
36

22
2
72
×
38

22
3

夕
R×
2R

51
×
48

22
5
R5
×
a

23
3
iR
×
24

22
6
34
×
32

22
7
41
×
36

タ
タ
R
48
×
46

3R
×
80
46

39
×
36

23
1

夕
R×
27

23
2

×

23
4
62
×
46

8号
建
物
跡

23
5
36
×
35

7

23
6
RR
×
″
呂
46

23
7
4R
×
44

23
8
43
×
41

23
9
33
×
30

24
0
50
×
44

19
号
摩
物
跡

24
1
61
×
53

24
2
41
×
35
44

24
3
53
×
52

7

24
4
46
×
43

24
5
31
×
29

24
6
57
×
42
49
9=
1緯
寅
,H

24
7
91
×
60

P4
R
49
×
49

24
9
46
×
44

夕
氏
∩
78
×
52

P 
No

開
口
径

深
さ

備
考

40
×
86
43

25
2
45
×
31

25
3
36
×
25

25
4
41
×
31

25
5
40
×
35

25
6
76
×
52

25
7
54
×
40

25
8
44
×
40

25
9
33
×
27

33
×
30

53
×
40

59
×
42

26
3
42
×
41

46
×
40

71
×
46
45

RR
×
37

26
7
31
×
31

26
8
59
×
56

26
9
50
×
49

27
0
36
×
35

27
1
47
×
44

27
2
39
×
40

27
3

×

27
4
36
×
35

27
1
49
×
43

27
6
43
×
41

27
7
41
×
37
49

27
8
54
×
51

27
9
51
×
43

o2
72
27
4と
重
複

34
×
33

73
×
51

28
2
43
×
34

夕
R3
58
×
37

2R
4
55
×
42

28
5
50
×
42
44

28
6
33
×
30

λ
R7
47
×
37

″
RR

59
×
40

28
×
24

夕
90
35
×
34

3R
×
30

夕
92
43
×
36

29
3
28
×
25

29
4
∩
2×
夕
4
42

29
5

夕
∩
×
夕
R

29
6

夕
R×
夕
5

29
7
27
×
夕
7
44

29
8
45
×
44

29
9
R7
×
30
41

夕
R×
夕
6
13

No
開
口
径

備
考

28
×
27

30
2
28
×
27

34
×
32

40
×
39

40
×
32

60
×
52

40
×
27

30
8
26
×
20

30
9
30
×
24

3
0
50
×
24

3
34
×
20

3
46
×
32

3
38
×
32

3
4
24
×
14

3
5
30
×
28

3
22
×

R
7
21
×
8

∩
8
26
×
8

R
9
17
×
6

32
0
21
×
も

25
×

32
2
37
×
36

32
3

夕
3×
16

32
4
40
×
32

32
5

夕
i×
20

32
6

4夕
×
29

32
7
47
×
4(
)

7号
建
物
跡

47
×

I

43
×
39

61
×
52

33
×
33

33
2
27
×
2F

38
×
3[

79
×
55
44

33
5
20
×
18

33
6

!1
8×
20

33
7
40
×
R0

30
×
26

33
9
38
×
22

34
0
24
×
7

34
20
×

34
2
34
3
23
×
7

34
4
46
×
34

34
5と
重
梅

34
5
55
×
32

R4
4た
重
梅

34
6
46
×
34

34
7
22
×
12

34
8
33
×
22

34
9

7

35
0
35
×
30

)N
o

開
口
径

深
備

考

35
1
45
×
34

35
2
40
×
33

35
3
53
×
bZ

27
×
24

33
×
24

26
×
23

35
7
23
×
23

35
8
23
×
22

35
9
23
×
20

27
×
27

36
1
20
×
17

36
2

長
2×
18

36
3
30
×
28

36
4
50
×
23

36
5
26
×
17

16
号
建
物
跡

36
6
30
×
25
41

36
7
65
×
47

35
×
7t

34
×
29
42

37
0
44
×
38

33
×
26

37
2
36
×
34

37
3
33
×
31

37
4
31
×
28

37
5
29
×
25

37
6
31
×
15

37
7
39
×
34

37
8
30
×
25

37
9
23
×
23

70
×
26

31
×
29

21
×
18

3R
3
28
×
18

1×
28

55
×
40

38
×
24

38
7
28
×
20

3R
8
20
×
17

3R
9
77
×
42

∩
90
32
×
23

∩
91
48
×
40

39
2
50
×
44

39
3
53
×
も
8

71
×
41

39
5
RO
×
14

30
×
30

ら
0×
26

lR
×
16

39
9
50
×
37

40
0
37
×
33



Ｉ Ｐ 卜 ｏ ｌ

P 
No

開
口
径

深
さ

備
者

0×
35
5×
47

40
3

2×

40
4

)×
35
8×
20

40
6
32
×
27

9号
建
物
跡

40
7
27
×
27

34
×
34

33
×
21

4
0
31
×
22

17
4
l
も
4×
27

4
2

::
呂
×
27

3
31
×
24

39
×
36

8号
住
居
跡

5
46
×
39
45

6
36
×
28

4
50
×
50
43

4
8
54
×
38

41
9
45
×
31

41
×
34

88
×
22

42
2
28
×
26

42
3
27
×
20

42
4
37
×
lR

42
5
30
×
24

42
6
32
×
28

42
7
52
×
48

32
×
27

42
9
23
×
17

47
×
42

5号
建
物
跡

43
1
42
×
40

43
2
44
×
42

43
3

]×
26

43
4
29
×
夕
R

43
5
52
×
28

43
6
43
×
27

43
/
31
×
27

87
×
3f

35
×
31

44
0
35
×
25

44
1
39
×
30

44
2
28
×
2R

6号
7k
■
物
跡

44
3
32
×
32

44
4
42
×
36

44
53
×
42

44
6
57
×
44

44
7
36
×
36

44
8
42
×
37

44
9
19
×
lR

IR

38
×
3つ

)N
o

開
口
径

深
さ

備
考

45
]
28
×
21

44
×
40

60
×
48

58
×
40

4岳
ら
37
×
21

45
6
45
×
37

45
7
20
×
19

45
8
23
×
18

45
9
27
×
23

46
0
46
×
45

46
1
38
×
27

46
2
55
×
30

=〔

:×
30

63
×
50

46
5
32
×
32

46
∩
55
×
33

46
7
30
×
18

46
8
43
×
30

46
9
31
×
21

47
0
37
×
28

78
×
53

47
2
32
×
30

47
3
32
×
16

47
4
30
×
22

47
5
40
×
26

47
6
50
×
50

47
7
28
×
22

47
8
50
×
50

47
9
30
×
25

48
0
60
×
30

28
×
18

56
×
3(

50
×
46

10
×
畏
∩

48
5
23
×
13

48
6
22
×
14

48
7
40
×
37

4も
も
64
×
48

48
9
40
×
32

49
0
25
×
25

49
1
33
×
30

60
×
40

30
×
2R

49
4
38
×
PR

49
5
43
×
2R

49
6
28
×
17

49
7
25
×
18

49
8
28
×
23

49
9
31
×
23

30
×
20

P 
No

口
径

深
さ

備
考

×
27

50
2

8×
27

50
3
34
×
32

40
×
∩
9

40
×
32

50
6
60
×
5

50
7

4(
)×
2;

26
×
2

50
9
30
×
24

7
51
0
50
×
24

1

34
×
20

8

「
j1
2
46
×
32

7
51
3
38
×
32
28

51
4
24
×
14

51
5

3(
〕
×
兄
R

51
6
22
×
lR

51
7

1×
18

51
8

6×
18

51
9
17
×
16

52
0

28
52
1
25
×
22

52
2
37
×
36

23
×
16

5夕
4
40
×
32

25
×
20

52
6
42
×
29

52
7
47
×
40

5)
R
47
×
31

月
29

43
×
39

53
0
61
×
52

53
1
33
×
33
43

53
2
27
×
25
28

53
3
38
×
35

53
4
79
×
55

53
5
20
×
18
41

53
6
38
×
20

53
7
40
×
30

30
×
26

53
9
38
×
22

24
×
17

54
1
20
×
15

54
2
24
×
16

54
3
23
×
17

54
4
46
×
34

54
5
55
×
32

54
6
46
×
34
4

54
7
22
×
12
4

54
8
33
×
22

54
9
28
×
17

20
号
建
物
謝

35
×
30

ク

No
開
口
径

深
さ

備
考

45
×
34

40
×
33

53
×
52

5号
柱
穴
列

15
4
27
×
24

33
×
24

26
×
23

7

23
×
23

23
×
22

23
×
20

27
×
27

20
×
17

16
2
22
×
18

16
3
30
×
28

16
4
50
×
23

16
5
26
×
17

16
6
30
×
25

16
7
65
×
47

16
8
35
×
23

16
9
34
×
29

44
×
38

RR
×
夕
6

7
36
×
R4

33
×
31

7
31
×
1ら

×
R4

78
RO
×
夕
ら

23
×
23

70
×
26

81
31
×
29

R
28
×
18

84
31
×
2呂

ら
5×
40

86
3R
×
ク
4

28
×
20

88
20
×
17

F1
9
77
×
42

32
×
23

48
×
40

50
×
44

n∩
∩
夕
に
t7
1八
カ
ス

b3
×
38

21
4暑
葎
4/
//
1蘇

71
×
41

19
5
30
×
14

30
×
30

50
×
26
45

9R
18
×
16

50
×
37

20
0
37
×
33



ｌ ｇ Ｐ Ｉ

P 
No

口
径

深
さ

備
考

60
1

×
35

4号
建
物
跡

60
2
4
×
24

60
3

3×
20

60
4
33
×
24

60
5
26
×
15

+5
×
42

60
7

×
15
×
23

60
9
40
×
37

6
28
×
15

6
40
×
18

6
2
26
×
20

6
5×
47

6
4

8×
38

∩
5
31
×
21

6
6
32
×
22

6
7
38
×
26

6
8

=(
)×
80

6
9
76
×
32

62
0
52
×
37

36
×
30

62
2
35
×
23

∩
2R
40
×
20

∩
24
27
×
25

∩
25

8×
37

23
×
17

∩
27

;0
×
20

∩
28

;8
×
30

62
9
30
×
23

22
×
18

4∩
×
42

63
2
38
×
30

∩
33
50
×
32

∩
∩
4
26
×
20

∩
35
23
×
23

63
6

3(
〕
×
26

63
7
R3
×
20

A3
R
26
×
20

63
9
35
×
28

64
0
R6
×
27

64
1
∩
0×
24

64
2
4R
×
40

64
3

4夕
×
3R

64
4
42
×
26

64
5

民
夕
×
負
∩

64
6
氏
5×
4∩

64
7
48
×
40

64
8
34
×
34

40
×
32

65
0
48
×
38

P 
No

開
口
径

深
さ

捕
考

65
1
37
×
24

65
2

×
28

65
3
23
×
18

65
4
47
×
83

8号
柱
只
列

65
5

4(
〕
×
37

65
6
40
×
3

65
7
RR
×
R4

41
×
32

65
9
46
×
37

66
0
30
×
20

66
1
28
×
25

66
2
30
×
23

66
3
46
×
2Ь

30
×
25

30
×
19

33
×
26

n∩
∩
印
こ
切
ら
をと
る

66
7
46
×
28

R4
×
R(
)

氏
3×
44

∩
R×
]

67
1
43
×
42

67
2
hO
×
40

67
3

4∩
×
46
43

67
4
40
×
38

59
×
52

67
6
44
×
39

67
7

I×
49

67
8
]9
×
37

67
9
ら
4×
38

68
0
「
IR
×
54

68
1
42
×
33

68
2
72
×
45

68
3
45
×
39

68
4
∩
∩
×
59

68
5
40
×
3R

68
6
40
×
RR
49

68
7

4∩
×
40

41
×
36

∩
∩
×
RR

39
×
38

9

49
×
37

69
2
41
×
40

69
8
41
×
41

9

69
4
62
×
46

69
5
41
×
41

R

69
6
49
×
40

69
7
35
×
32

69
8
38
×
35

4タ

66
×
65

44
×
36

P 
No

口
径

深
さ

備
考

37
×
82

45
×
34

52
×
45

70
4
51
×
48

14
号
拝
穴
列

70
5
54
×
46

15
号
柱
穴
列

50
×
46

14
号
柱
尺
夕
J

70
7
78
×
60

70
8
49
×
46

15
号
柱
穴
列

70
9
57
×
54

7

7
0
71
×
64

14
号
柱
穴
列

7
52
×
47

7
65
×
61

14
号
緯
穴
列

3
44
×
41

46
×
38

15
号
柱
尺
夕
4

5
35
×
35

68
×
52

14
号
柱
爪
列

7
∩
R×
53

49
×
4呂

9

7
9
46
×
38

72
0
37
×
31

68
×
63
47

72
2
71
×
52

72
3
60
×
51

72
4
5R
×
ら
4

72
5

1×
5

9

72
6
∩
7×
35

0

72
7
ら
∩
×
53

0

72
8
43
×
40

2

72
9
43
×
42

73
0
47
×
46

7

73
1
78
×
71

9

73
2
58
×
4と

73
3
∩
R×
51

6

40
×
37

73
5
64
×
50

73
6
69
×
59

9

7
91
×
66

14

73
9
54
×
52

74
0
46
×
38

74
1
57
×
52

74
2
56
×
52

74
3
60
×
51

74
4
69
×
58

74
5
33
×
30

9

74
6
48
×
48

74
7
67
×
63

74
8
54
×
51

74
9
39
×
27

7S
∩
51
×
47

P 
No

開
口
径

深
さ

備
考

75
1
45
×
42

54
×
54

79
×
62

75
4
81
×
62

50
×
43

iЬ
×
36

75
7
52
×
46

5

75
8
50
×
45

75
9
42
×

D7
58
と
蜃
≧ 榎

76
0
48
×
44

1

76
1
53
×
43

76
2
42
×
40

8

76
3
60
×
56

76
4
43
×
38

76
5
98
×
61

98
×
61
44
p7
65
と
上
瑞
1司
一

76
7
91
×
64

76
8
42
×
39

58
×
35

77
0
44
×
39

55
×
47

77
2
47
×
45

77
3
74
×
62

77
4
75
×
50

77
5
43
×
42

77
6
44
×

D7
77
と
切
り
合
う

77
7
R4
×

7
D7
76
と
切
り
合
う

77
8
48
×
43

77
9
48
×
44

78
0
48
×
42

41
×
37

7

78
2
42
×
40

78
3
52
×
44

78
4
52
×
45

78
5
64
×
53

78
6
73
×
60

畏
4

78
7
40
×
40

78
8
70
×
53

78
9
45
×
40

79
0
43
×
41

52
×
50

58
×
51
2

79
3
52
×
41
41

39
×
34

95
×
51

79
∩

6(
)×
56

79
7
37
×
37

79
8
R3
×
32

79
9
65
×
58
1×
46



― 煮 ］ ―

P 
No

開
口
径

さヽ
備

考

80
1
44
×

1号
竪
穴
状
と
重
梅

40
×

80
3
56
×

48

51
×

80
5
48
×
38

50
×

1号
竪
穴
状
と
重
梅

44
×
38

83
×
29

80
9
40
×
36

8
59
×
45

8
1
38
×
34

34
×
32

64
×
58

4
40
×
37

14

5
51
×
46

6
50
×
49

7
40
×
40

14

37
×
31

9
41
×
38

82
0
44
×
44

82
1
39
×
38

82
2
34
×
34

82
3
48
×
46

21
号
建
物
跡

82
4
40
×
39

82
5
27
×
26

32
×
30

82
7
28
×
28

38
×
33

21
号
建
物
跡

82
9
36
×
3∩

83
0
41
×
RR

43
×
36

83
2
58
×
43

83
3
35
×
31

37
×
35

83
5
87
×
36
42

39
×
3呂
4R

83
7
31
×
29

43
×
41

83
9
43
×
42

84
0
50
×
4∩

84
1
46
×
42

84
2
23
×
21

84
3
32
×
30

17

84
4
21
×
21

84
5
38
×
34

84
6
34
×
32

84
7
33
×
31

84
8
42
×
3R

tj
49
66
×
58

85
0
38
×
36

7

P 
No

開
口
径

深
さ

備
考

45
×
36

85
2
51
×
43

85
3
36
×
33

85
4
40
×
36

85
5
39
×
38
43

38
×
38
42

85
7
49
×
46

85
8
30
×
27

85
9
32
×
31
42

76
×
23

86
1
87
×
RP

42
×
40

86
3
42
×
39

37
×
34

63
×
31

86
6
3R
×
R4
45

37
×
35
42

86
R
30
×
28
54

38
×
34
57

87
0
35
×
34

87
1
31
×
29

87
2
38
×
32

87
3
32
×
28

87
4
39
×
37

87
5
31
×
30

26
×
23

87
7
26
×
24

87
8
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V.遺構外出土遺物
遺構外から出土遺物は上師器、須恵器、鉄製品、

で 1箱 と遺跡全体から見た出土量としては少ない。

来は遺構の覆上に伴うものであつたと考えられる。

め不掲載遺物として扱かつた。

石器などである。このうち土器類の出土量は大コンテナ

これらはいずれも遺構検出時や遺構周辺からの出上で本

また1個体となるものはなく、いずれも破片であったた

・石器

460、 461は砥石で460は 17号掘立柱建物跡付近、461は H区の第H層から出上した。462は凹石で10M

区の第 I層から出土した。463は石錐で20Lの第Ⅲ層から出土した。

・鉄製品

477～ 482は 出土地点不明の鉄製品である。477は古銭で寛永通宝、480は雁又鏃の先端部と思われる。

481は釘である。
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第98図  住居内出土遺物 (1)
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遺物観察表

No 出土地点 器種 口縁部 (内 /外 ) 胴部 (内 /外 ) 底部 (内 /外 ) 口径 底 径 器高 分類 備  考 図版 写 真

l 1号住埋土中位 邪 ミガキ//ロクロナテ
｀
ミカ
｀
キ//ロクロナテ

｀
ミがキ//Kイトキリ Ala

2 1号住一P2埋土 不 uクロナテ
｀
ノ//uクロナテ
｀ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀
ウけデ/Kイ隣り、ケス'ケ A■ b

3 1号住一P2埋上 lTh ロクロナテ
｀
//′ロクロナテ
｀
ロクロナテ'ノ//ロクロナテ・ AH 墨書文字痕

1号住カマド支脚 甕 ミカ
｀
キ//u如
"｀

ミがキ/下半雰
｀
リ tガキ/不明→

"ヾ

AH

5 l号住埋上下～床 甕 ロクロナテ
｀
///ロクロナテ' タタキメ//′タタキメ

7 2号住埋上埋土 杯 ロクロ

"｀

/ψ口
"｀

ロクrlナテ
｀
//ロクロナテ
｀ロクロ

"'//Kイ

トキリ AHa 7

8 2号住-1号カマド 妬 ロクロナテ
｀
ノ//uクロナテ
ヾu如

"｀

/口如
"ヾ

ロクロ

"｀

/KTHリ AIIa 7

9 2号住―カマド付近 邦 ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀
ψ口

"｀

/や戯 リ 7

0 2号住床面―P5埋土 甕 珈 芳
｀
/ロクロ

"｀

口如
"｀

/下半ラクス
｀
リ珈
"｀

/KIINIリ Atta 7

1 2号住一P3埋土 甕 ロクロナテ
｀
ノ/ロクロナテ
ヾ口如芳・/ロクロ

"｀

AⅢ 7

3 3号住埋土 野 ミがキ/口如力
｀
ミがキノ//11クロナテ

｀
ミガキ//Kイトキリ AIa 7

4 3号住埋土 邪 ミガキ//ロクロナテ
｀
ミがキ/口如芳' ミがキ//Kイ Hリ (1401 AIa 7

3号住埋土 邪 ミカ
｀
キ//u勿口芳

｀
ミカ
｀
キ///uクロナテ

｀
ミがキ/Kイ lNlリ (140) Ala 7

6 3号住―P6埋土上位 不 ミがキ/ψu"' ミカ
｀
キ/口如芳'、ケだリミがキ/不明→メリ (142) 52 AIz ウ必

｀
りは手持ち 7

7 3号住―P5埋土 邦 、力
｀
キ//ロクロナテ

｀
ミがキ/Kイ情り? A〕 墨書 文字 7

3号住埋土 lTN uクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀
uクロナテ
ヾ
///ロクロナテ
ド
I17口

"｀

/KIトキリ 51 AIIa 7

3号住カマド付近、埋土 不 口如芳
｀/珈芳｀ロクロナテ｀///ロクロナテ

｀ロクロ芳
｀
/Kイ博リ 132 7

3号住カマド付近、埋土 折 ロクロナテ
｀
//uクロナテ
｀
u如

"｀

/口如
"｀

ロクロ売ド//Kイトキリ 144 7

3号住カマド付近、床巨 台付皿 口如芳
｀
/ロクロ

"｀

ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀ロクロ芳
｀
/Kイ博リ Ana

3号住カマド付近、埋土 皿 ロクロナテ
ヾ
ノ//ロクロナテ
｀口如

"｀

/口如

"・

口如

"｀

/Kイトキリ

3号住埋土 小形甕 ロクロナテ
｀
//ロクuナテ
｀ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀ロクロ

"｀

/KThlリ (1491 AⅢ b

3号住埋土 長胴甕 ロクロナテ
｀
///ロクロナテ` HIT｀、芳'/口

"ド

、芳' 1232) AⅢ a

4号住埋土 不 ガ`キノ/ロクロ

"'
ミが,町デ、都″ス

｀
リミがキ/Kイ隣り→必リ AIb

4号住カマド付近、床面 不 ミカ
｀
キ///ロクロナテ

｀
ミがキ/珈芳'、拓｀リミがキ/不明→kジスJ 127) AIz

4号住貼り床 lTN ロクロナテ
｀
///uクuナテ' upu"｀/下半雰

｀
リ如庁
｀
/不明→ケス

｀
リ A■ z 切り離しは不明

4号住 不 ロクロナテ
｀
///ロクロナテ' 1如

"｀

/夕舛痕? ,如芳
｀
/不明→ケス AII z

4号住貼り床 甕 ヨヨ

"｀

/ヨコ芳
｀
ルメ/芳
｀ AI

4号住埋土上～中位 長胴甕 ヨヨナテ
｀
//ヨヨナテ' ′ウメ/"｀ 鬱20 AI

4号住床面 竃 ヨヨナテ
ヾ
///ヨヨナテ
｀
芳 '、ハ舛/"｀ (197) AI

4号住カマド煙道部埋土 短頚壷 ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀
構メ/口如

"｀

、下半タギリ

5号住 lTN ミがキ//uクuナテ
｀
ミカ
｀
キ/蜘芳
｀
、ケス
｀
リ ミがキ/不明→ケス'リ AIz

5号住床面 不 ロクロナテ'//′ロクロナテ' ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀
ψ口

"｀

/で オヽリ

5号住貼り床 lTN uクロナテ
｀
///uクロナテ
｀口如

"｀

/口如力
｀
珈

"ヾ

/KA71リ 133

40 5号住 不 ロクロ芳'/ψけデ ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀
uクロ芳
｀
/Kイ htリ

41 5号住 1号カマド 小形甕 ψメ/ヨヨ芳' ルメ/芳
｀
ル
｀
/"｀ 61 AI

42 5号住貼り床 甕 ハ房/ルメ Al

43 5号住埋上 甕 ,ウメ//ハケメ AI

44 5号住 長胴甕 ヨコ

"｀

/頚芳
｀
芳
｀
/"｀ 芳

｀
/砂底 AI

6号住一Pl j・

IN 浄
｀
キノ/u妨ヾ ミがキ///ロクロナテ｀ ミがキ/KI常リ AIa 内黒剥がれ ? 74

6号住貼り床 不 口如芳
｀
/ψけデ ロクロナテ'///ロクロナテ

ヾ ロクロ

"｀

/Kイトリ AHa 74

6号住埋土中位 lIN uクロナテ'///uク uナテ
ドロクロ

"｀

/ψサデ ψけデ/KTトキリ (66) 74

48 6号住埋土中位 甕 け範芳
｀
/ψIIPヾ ロクロナテ

｀
//ロクロナテ
｀

AⅢ

49 6号住貼り床 甕 ψu芳
｀
/u如
"｀

uクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀ AⅢ 0

6号住貼り床 甕 口如

"｀

/ψ 口
"｀

ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀

AⅢ 0

7号住埋土上～中位 ITN ミカ
｀
キ//′ロクロナテ

｀
ミカ'キ///ロクロナテ

｀
ミがキ/不明→必'ケ 14 A 0

7号住床面 邪 ミがキン//rlクロナテ
｀
、がキ//ロクロナテ

｀
ミがキ/Kイ lNIリ A 0 74

7号住埋土 郵 ミガキ//ロクロナテ
｀
ミがキ/ψけデ ミがキ/不明→舛

｀
リ A 74

54 7号住埋土中位 不 ミがキ///uクロナテ
｀
ミが�ヒル
｀
、KA7雰
｀
リミがキ/不明→枠ウ塚

｀
リ A 74

7号住埋土 杯 ミがキ///ロクロナテ
｀
ミがキ///ロクロナテ

｀
ミカ'キ //Kイ滸リ A

7号住埋土 lTN ミカ
｀
キ/ノ
′
uクロナテ
｀
ミカ
｀
キ//口如芳

｀
ミが1/不明 A

7号住カマド付近 郷 ミガキ/117口
"｀

ミカ
｀
キ/口如

"｀

、下半舛
｀
リミカ
｀
キ/不明→(ラケス'リ l A 切り離し1ま不明

7号住土 堀 邦 ロクロナテ
｀
//ロクロナテ' ロクロナテ

｀
///uクロナテ
｀
uクロナド//Kイトキリ 3 AHa 0
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No 出土地点 器種 口縁部 (内 /外 ) 胴部 (内/外 ) 底部 (内 /外 ) 口径 底径 器高 分類 備  考 図版 写真

7号住埋土 イ ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀
ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
ヾ
ロクロ,テ
｀
/イトキリ痕 AIla

7号住埋土下位 イ ロクロナテ
ド
//ロクロナテ
｀ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀ 口如

"｀

/KTトキリ (1381 AHa
7号住埋土中位 郊 ロクロナテ

｀
//ロクロナテ' ロクロナテ

｀
ノ//ロクロナテ
｀ ロクロナテ
｀
//Kイトキリ (133) AHa

7号住床面 不 ロクロナテ
｀
//ロクロナテ' ロクロ芳

｀
//ロクロナテ
｀ ロクロナド//Kイ博リ (147) AHa

7号住埋土上～中位 イ ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀口如抒'/けデ、下半匁'リ ミがキ//Kイ博り? AHa

7号住埋土 邦 ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀
ロクロナテ
｀
//口如ナテ
｀
ロクロ芳
｀
//Kイトキリ

7号住埋土上～中位 lTN ロクロナテ'ノ//ロクロナテ' ロクロナテ
｀
//ロクロナテ' ロクロナ府

｀
//Kイ悴リ

7号住埋上 イ 砂

"｀
/助芳｀ロクロナテ｀///ロクロナテ゛ 口如芳｀/K4時リ

7号住埋土中位 郭 ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
ヾロクロ

"ヾ

//Kイトキリ

7号住埋土上～中位 lTN ロクロナテ
｀
//ロクロナテ・ 口如

"｀

/ロクロ

"｀

けu"V町卜J→貯ギリ

7号住埋上 郷 砂口

"｀

/砂サデ ロクロナテ'力り,"｀ 、頻｀リけ栖
"ヾ

/不明→的頻
｀
リ B

7号住埋土上～中位 甕 芳
ヾ
、ウメ/"｀ 、," 芳

｀
/芳
ヾ

AI 04
7号住 埋土 下位 甕 ミがキノ//ロクロナテ・ ミがキ/蜘

"'下

半好リ ミがキ//ナテ
゛

AⅡ 04
7号住埋土 甕 ロクロナテ

｀
//ロクロナテ
｀
砂研デ、

"｀

/下半タスリ

7号住埋土 甕 芳
｀
/ケス
ヾ
リ ル

｀
/"｀ 72と同一個体 ?

7号住埋土中位 甕 ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀
芳
｀/ BH?

8号住埋土 不 ミがキッ//ロクロナテ
｀
ミがキ///ロクロナテ

｀
ミがキ/Kイ障リ AIa

8号住埋土 高台邪 口如

"ド

/口如

"｀

珈 芳
ヾ
/KI博り? AHa

9号住―カマド脇 rTh ミカ
｀
キ/ψ口
"｀

ミがキ//ロクロナテ
｀
ミがキ/Kイトキリ Ara

9号住埋上下位 イ ミがキ///ロクロナテ
｀
ミガキ///ロクロナテ

｀
ミがキ/Kイ隣リ (150 AIa

9号住埋上下位 甕 芳
°
/頻
｀
リ 芳
ヾ
/イ情り痕?、力

｀
AⅢ ?

9号住―カマド 甕 ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀
口如汗'/不明→汗

ヾ
? AⅢ b

10号住 カマ ド イ 砂口

"｀

/ψ口芳｀ロクロナテ｀//′ロクロナテ
｀
ロクロナデ//Kイドリ 152 AHa

177 10号住①埋上下位 邦 ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀
u7u芳｀//ロクロナテ' 砂口芳

｀
/K4トキリ AⅡ a

10号住―Pl埋土 J・TN ロクロナテ
ヾ
ノ//ロクロナテ
｀ロクロナテ'//ロクロナテ

｀
147 B

10号住カマド 長胴甕 口如

"｀

/ψ口芳
｀
芳
｀
/蜘芳
ド
、下半/1X｀ , AⅢ a

10号住③ 長胴甕 ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀
Upu抒
｀
/けデ、下半ケオリ 232 AⅢ a

10号住埋上下位 長胴甕 ロクロナテ
｀
///ロクロナテ` 口如

"ヾ

/HIT｀、下半舛リ 230) Atta

10号住カマド袖部付近 長胴甕 口如
"｀

/ψ口芳
｀
口芳'/口

"'、

下半17・ 220) AШ a

10号住―Pl埋土 賢 芳
｀
/"｀ 芳

｀
/"｀ 不明

184 10号住煙道部一括 甕 ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀

"｀

/芳
｀

Atta 0
10号住Pl①埋土下位 甕 当て具/夕舛メ 0

H号住埋土 小形鉢 ヨヨナテ
｀
//ヨヨナテ' ル

｀
/芳
｀

"'/剥
離 110 Al

12号住 埋土 イ ミがキ//ミがキ ミがキ///ミがキ ミがキ/で オヽリ→クス'リ AIf
189 12号住埋土 不 ミカ'キ//ロタ町汚デ ミがVu7uナテ

ヾ
、Kケス
｀
リミがキ/KTトキリ→舛'サ 126 Alb

12号住埋土 郭 ミがキ//ロクロナテ
｀
ミガキ/口如

"｀

ミがキ/や併り→K叛 'j 125 AIf
12号住埋土 郷 ミがキ//ロクロナテ

｀
ミがvu17‐
｀
、で`″ス'リ ミがキ/不明→熟

｀
リ A12

12号住―Pl埋土 不 ミガキ//uクロナテ
｀
ミカ
｀
キ///ロクロナテ

ヾ
ミがキ//Kイトキリ Ara

12号住埋土 邪 ミカ
｀
キ//′ロクロナテ

｀
ミがキ//ロクロナテ

｀
ミがキ//Kイトキリ AIa

12号住カマド付近 イ 口如

"｀

/ψtIB' 口知 芳 ｀/砂 口
"ヾ

口少町け
｀
//Kイトキリ AHa

12号住埋土 lTN ロクロナテ'/ロクロナテ
｀
ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀
ψ口芳
｀
/Kイ lNtリ (132) 1

12号住埋土 小形甕 口如芳
｀
/ψサデ 砂口芳

ヾ
/ψけデ 砂IIBヾ /KI滸リ (162 AⅢ b 1

12号住埋土 甕 ロクロ

"｀

/ロクロ芳
｀
タロ片
｀
/口芳'下半匁

｀
鬱5α AШ 1

12号住埋土上位 長胴甕 ψ口

"｀

/ψ口
"ヾ

ロクロ

"｀

//ロクロナテ
｀

929 Ⅱa 8
12号住埋土 甕 ヨヨナテ

｀
//ヨヨナテ デ /ガ I 1

12号住埋土上位 長胴甕 HEI"｀ /ヨElt｀ ′塀 /′
"

I l

203 13号住 郭 ψロカ・/口如芳
｀
砂口

"｀

/ロクロ

"
ロクロ方ド//Kイトキリ 2

204 3号住埋土上位 含付邪 ロクロナテ
ヾ
/ロクロナテ
ドロクロナテ
｀
/ロクロナテ
｀ロクロナテ
ド
//KT博リ 2

13号住床面① 長胴甕 ロクロナテ
｀
///ロクuリテ
ヾ
ロクけデ/口芳
｀
、下半舛
｀
! Ⅲa 2

14号住埋土上位 イ ミカ
｀
キ//口如

"｀

ミがキ/口

"ヾ

、K雰リ ミがキ/Kイ博)→砂ガリ Ib 2
208 4号住貼り床 lTN ミカ

｀
キ/ノ
/ロ
クロナテ
｀
ミがキ///ロクロナテ ミガキ/Kイトキリ Ia 2

209 4号住埋土 邪 ミがキ///ロクロナテ ミがキ//′ロクロナテ がキ/KN/1り→拡
｀
1 If
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No 出土地点 器種 口縁部 (内 /外 ) 胴部 (内 /外〉 底部 (内 /外 ) 口径 底径 器高 分類 備  考 図版 写真

0 14号住埋上中位 イ ミがキ//ロクロナテ
ヾ
ミカ
｀
キ///ロクIHナテ

ヾ
ミがキ//Kイトキリ 13 AIa 2

l 14号住埋土上～中位 不 ミがキ//ロクロナテ
｀
ミがキ/蜘

"｀

→ケギリミがキ?/不明→聴ガリ AIz

2 2 14号住埋上 邦 ミがキ/ロクロナテ
｀
ミガキ///ロクロナテ

｀
ミがキ/Kイトキリ (134〕 AIa 2

2 3 14号住2号カマド柏酎 郷 ミがキ/ロナデ、Kケス
｀
リ ミガキ/やラキリ→Kケス'リ (1221 AIf 3

2 4 14号住貼り床 邪 ミカ
｀
キ//ロクロナテ

｀
ミがキ/口

"ド

、下半舛'リ ミがキ/Kイ睛,→舛'リ (12勤 AIb 3

5 14号住2号カマド油部 郷 ミカ
｀
キ//uクロナテ

｀
ミがキ///ロクロナテ

｀
ミがキ/KFHリ (126) AIa 3

2 6 14号住埋土 邪 がヽキ//ロクロナテ' ミガキ//ロクロナテ
｀
ミカ
｀
キ/K4トリ Ara

7 14号住2号カマド袖部 不 ロクロナテ
｀
フ//rlクロナテ
｀
I1/h芳ヤ
`汗

'、下半1/X'リ 口如汗'/町常,→舛
｀
リ AIb 内黒剥力Sれ 3

2 14号住2号カマド柏部 邪 ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀ロクロナテ
｀
///ロクロナテ' 砂口芳

｀
/や 芳ヽリ 47 AHe

2 14号住2号カマド袖部 不 ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀ロクロ

"｀

/K41Nlリ AIIa

14号住貼り床 郷 ロクロナテ
｀
//uクロナテ
｀口如芳
｀
/砂口
"｀

ロクロナテ'//卜?ヽラキリ

14号住貼り床 不 口如
"｀

/ロクロ

"｀

ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀ロクロ芳
｀
//Kイトリ 3

222 14号住埋土上～中位 坪 ロクロナテ`ノ//uクロナテ
ド口如
"｀

/口如
"｀

けけ抒
｀
/Kイドリ (1381 3

223 14号住床面 郷 口如芳
｀
/口如
"｀

upuナテ
｀
//ロクロナテ
｀ロクロ

"｀

/Kイ常リ 3

224 14号住床面 イ 蜘 芳
｀
/コクロ芳
｀ロクロナテ
ヾ
//uクロナテ
｀ロクけテ
｀
/不明→舛
｀
リ 雰

｀
り再調整 3

225 14号住埋土 邦 ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀コクロ方デ//Kイトキリ 5] 3

226 14号住2号カマド抽部 不 ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀
ロクけテ
｀
/け電芳'、舛'リ 口知1/'/で ラヽキリ→ケだサ 底面にヘラ記号 3

227 14号住埋土上位 不 げ壁げ
｀
/け殖
"｀

ロクuナテ
｀
///ロクロナテ
｀ロクロ方ド//Kイトキリ 3

228 14号住埋土上～中位 邦 ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
ヾ
ロクロナがノ/KIx71リ 底面にヘラ記号 4

229 14号住貼り床 椀 ? 口如
"ヾ

/蜘
"｀

!知芳'lta17'、 下半K/1ギ ロクロ

"｀

/Sイドリ(174) AHc

230 14号住上～中位 鉢 ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
ヾロクロナテ
｀
//ロクロナテ・ (2021 AⅡ b 4

14号住埋土上位 甕 ミカ
｀
キ/蜘
"｀

ミがキ//Kトラス
｀
リ ミがキ//やラキリ→K舛

｀
リ Al 4

232 14号住カマド、床面 長胴甕 H4"｀ /ヨヨ芳
ヾ
ψメ/ハケメ (19働 AI

14号住埋土上位 小形甕 ヨコナテ
｀
//ヨヨナテ
｀

"｀

/"`
"｀

/芳
｀ Al

234 14号住2号カマド袖部 登 aa芳
｀
/ヨヨ芳
｀
ナテ`ッ/ナテ
｀

"｀

/砂底 137 AI 84

235 14号住2号カマド左抽 長胴甕 ヨヨナテ
｀
//ヨコナテ
｀ アウメ//サテ

｀
、ハケメ

"｀

/芳 ` AI 84

14号住2号カマド右袖 長胴甕 Ha"'/ヨヨ芳
｀
ナテ
｀
//′ナテ'、クス

｀
リ 芳

ヾ/芳
｀ AI 84

237 14号住埋土上位 甕

"'/ロ
クロ

"｀

ナテ
｀
//タタキー,ミがキ A

14号住検出面 長頚瓶 ロクロナテ'ノ//ロクロナテ
' 芳

｀/ B

239 14号住埋土 甕 口如

"｀

/珈芳｀!"ヾ、下芳V芳 '、下ケス') 芳
｀
/"｀ 5

240 4号住埋土 賽 ロクロナテ
｀
//ロクロナテ・ けデ、芳'/"｀、クス

｀
リ口如
"ヾ

/不明→芳
｀ 295 5

241 14号住埋土 甕 口如芳
｀
//ロクロナテ
｀
口知汗
｀
/1T'、下半舛'リ

244 15号住カマド、床面 lTh ラヽナテ
｀
牙竜//ロクロナテ

｀
オヽテ
｀
痕/蜘

"｀

芳
｀
/KT博り痕 Ala 剥落が激しい。 6

245 5号住カマド、貼り床 邪 ミがキノ//ロクロナテ
｀
ミがキ///ロクロナテ

｀
ミがキ/K4博リ Ala 6

246 5号住カマド、床面 邪 uクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀ロクロ芳
｀/珈芳｀珈

"ヾ

/KイHリ 6

247 5号住床面 lTN ロクロナテ
｀
//ノロクロナテ
｀ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀ロクロ

"｀

//Kイトキリ 143 焼きが甘�

248 5号住束カマド燃焼郡 長月Π甕 ヨヨナテ・///ヨヨナテ
｀

"｀

/ルメ
"｀

/芳 ' 223 A 116

249 15号住カマド、床面 長胴甕 ヨコ
"｀

/HII"｀ ,ヽケメ///ハケメ A 116

250 5号住埋土 長胴甕 ヨヨナテ
｀
//ヨヨナテ
｀ ハクメ/ルメ A

5号住床面、Pl 長胴甕 ヨヨナテ
｀
//ヨヨナテ
｀
ウメ/芳
｀ 208 A

252 5号住―P2埋土 甕 ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀
u7utr｀ /口 lT｀、下半舛

｀
リ (160)

253 5号住埋土 甕 ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀口知

"｀

/u炉
｀
、下半好
｀
リ 170 17

6号住―P5埋土 邪 ミがキ//ロクロナテ
｀
ミがキ///ロクロナテ

｀
ミがキ/KIHリ AIa 17

257 6号住P3・ P5埋土 lTh ミカ'キ//ロクロナテ
｀
ミガキ//け中芳

｀
ミがキ/KTHリ AIa 内黒 17

6号住床面 イ 口如

"｀

/ψ口芳
｀ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
ヾ ロクロ

"｀

//Kイトキリ AⅡ a 17

16号住―P5埋土 14N ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀ロクロナテ
｀
///1Hクロナテ
｀ ロクロ

"｀

/K4隣リ 17

260 16号 住埋土 不 口如

"｀

/ψ口
"｀

ロクロナテ
｀
//ロクロナテ' 墨書文字 1

16号住―Pl 甕 ロクロナテ'//ロクロナテ
｀ロクロナテ
｀
//ロク

"ド
ψ口J7｀ /K4トキリ 123 AⅡ b

262116号住カマド燃焼部 甕 ψ口

"｀

/ロクロ

"ヾ

口如

"｀

/H7/口

"｀

ロクロ

"｀

/KT時リ AⅡ b

263116号 住―Pl 甕 ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀
uクロナテ
｀
//ロクロナテ
ヾ
uクロ

"｀

//Kイトキリ AⅢ b

264117号 住床面 邪 ミがキ//ロクロナテ
｀
ミカ'キ//ロクロナテ

ヾ
ミがキ//Kイトキリ AIa

265117号 住床面 不 ミがキ//ロクロナテ
｀
ミがキノ/ロクロナテ

｀
ミがキ/Kイ情リ Ala
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No 出土地点 器種 口縁部 (内 /外 ) 胴部 (内 /外 ) 底部 (内 /外 ) 口径 底 径 器 高 分類 備  考 図版 写真

17号住 邪 ミがキ///ロクロナテ
｀
ミカ
｀
キ//口如ナガ ミカ

｀
キ//Kイトキリ A 内黒剥がれ 1 8

267 17号住―P2埋上C 郷 ミがキ/砂口
"'
ミがキ///ロクロナテ

｀
ミがキ/K4トリ A 1 8

17号住―P2埋土C 野 ミがキ//ロクロナテ
｀
ミがキ/ψ口芳

｀
ミがキ//Kイ lNIリ A 1 8

17号住一P3底面 郭 ミがキ//ロクロナテ
｀
ミがキ//ロクIIPヾ ミがキ/Kイ博リ A 1 8

270 17号住―P3底面 邪 ミがキ///ロクロナテ
｀
ミカ
｀
キ//口勿口

"｀

ミがキ/Kイ時リ A l 8

17号住―P3底面 邪 ミカ
｀
キ///ロクロナテ

ヾ
ミがキ//ロクロナテ

｀
ミがキ//Kイ トキリ A 1 8

272 17号住―P3底面 不 ミがキ//ンロクロナテ
｀
ミカ
｀
キ///ロクロナテ

｀
ミがキ/Kイ博リ 5 A 1 8

273 17号住一P3底面 不 ミがキ//け咆芳
｀
ミがキ//ロクロ芳・ ミがキ/Kイ lNIリ A 1 9

274 17号住―P2埋土C 邪 ミカ
｀
キ//ロクロナテ' ミカ

｀
キ//ロクコナテ

ド
ミカ'キ//Kイトキリ 55 A l 9

275 17号住―P2埋土C イ ミガキ//ロクロナテ
｀
ミがキ//ロクロナテ・ ミガキ/K4Hリ 4 A I 9

276 17号住―P2埋土C 杯 ミがキ//ロクロナテ
｀
ミがキ///ロクロナテ

ヾ
ミがキ/K4博リ 4 55 A 内黒剥がれ 1 9

277 17号住―P2埋土C イ ミカ
｀
キ//′ロクロナテ

｀
ミカ
｀
キノ//ロクロナテ

｀
ミがキ//Kイトキリ 4 A 1

278 17号住―P2埋上下封 郷 ロクロナテ'//ロクロナテ' ロクロナテ'///ロクロナテ' ロクロ

"｀

//Kイトリ A 内黒剥がれ l

17号住―P3底面 椀 ミがキ//´ロクロナテ
｀
ミがキ/ψ口

"｀

ミがキ/不明→拡
｀
7 77 A 以りは手持ち 1

17号住―P2埋土④ 高台イ ミがキ///ミがキ ミカ
｀
キ//uクロナテ

｀
力ヽ'キ/SイH,→ Kヘラケズリ AOb 台部欠損 1

17号住埋土中～下位 高台 lTN ミがキ///ロクロナテ・ ミがキ//口如方ド ミがキ/不明→でヽカガ, AIz 台部欠損 1

232 17号住―P2埋土C 高台第 ミがキ///ロクロナテ・ ミカ｀キ//ロクロナテヾ ミがキ/不明→pッスヽリ Alz l

283 17号住カマド、埋土 高台邦 ミがキ//ロクロナテ
｀
ミがキ///ロクロナテ

｀
ミがキ//Kイ隣り→拓リ AIb

17号住―P2底面C 台付皿 ミがキ/Kイ Hり→Kクス
｀
リ AOb 台部欠損

285 17号住埋土中～下位 長胴甕 ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀
タロ芳
｀
/芳
｀
下半ケス
｀

(222) AⅢ a 119
286 17号住床面埋設 賽 I"V芳｀、下半/4x｀

"｀

/"｀ 124

18号住埋土I ttC 不 ψ口芳
｀
/ψ口
"'
ロクロナテ
｀
///uクロナテ' ロクロ

"・

/Kイ トキリ AII a 炭化物付着。

292 18号住埋上I ttC イ ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀
ロクロナテ
ヾ
//ロクロナテ' 口如芳

｀
/KI滸リ AHa

293 18号住埋土 I ttC 不 ロクロナテ'///ロクロナテ
｀ロクロナテ
ヾ
//ロクロナテ
｀
ψ口芳
｀
/Kイ博リ AHa

294 9号住P 埋土中位 皿 ? ミがキ///ミがキ ミがキ//′ミガキ 慟
ヾ
キ/Kイ lNIり、ミが AOa 両面黒色処理

19号住Pl埋土中位 必 ミカ'キ//uクロナテ
｀
ミがキ//ロクロナテ

｀
ミがキ/Kイ博リ AIa

9号住P 埋土中位 不 ロクロナテ
ヾ
//ロクロナテ
｀ロクロナテ'///ロクロナテ

｀
ψ口

"｀

/Kイ 障リ AHa
297 9号住P 埋土中位 邦 ロクロナテ

｀
//ロクロナテ
｀
ロクロナテ
｀
///uクロナテ' ロクロ

"'/Kイ
トキリ AHa

298 9号住P 埋土中位 不 ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀
ロクロナテ
｀
//ノロクロナテ' 口p17｀ /不明→再調整 AHz 底 面摩 滅

299 19号住Pl埋土 イ ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀口如芳
｀
/KrHり→舛

｀
) AIIb

20号住 邪 ミがキ//′ロクロナテ
｀
ミガキ//ロクロナテ

｀
ロクロ

"｀

//Kイトキリ AIa
20号住一Pl 不 ミがキ///ロクロナテ' ミがキ/砂口

"｀

Al

302 20号住B‐ B′ 6～ 7雇 14N 口如ナテ
｀
//ロクロナテ
｀
ロクロナテ・///ロクロナテ

｀
IIPuJ/｀ /Kイ障リ AII a

20号住 不 ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
ヾロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀ロクロ売ド//Kイトキリ 132 AHb

304 20号住―Pl 郷 口如芳・/婉 芳ヾロクロ
"｀

/ロクIIP｀ 14 AH 墨書土器
305 20号住B― B13層 不 ロクロナテ

｀
//ロクロナテ
｀
ロクロナテ
゛
ノ/ロクロナテ
ヾ
砂口

"ヾ

/KI博リ
20号住B― B'6～ 7層 邦 ロクロナテ

｀
///ロクロナテ
｀ロクロ芳
｀
/口如芳
｀
ロクロ

"｀

//Kイトキリ

307 20号住B― B'6～ 7層 甕 ナテ'//ヨヨナテ
｀
芳
｀
/"ヾ 226) AI

20号住 甕 ヘオデ/芳｀ 77イ

"｀

/不明、砂底 AI 122
20号住B― B′ 5層 甕 ハケメ///ケス

｀
リ

"｀

/砂底 Al 122
3 20号住B―B'5層 長胴甕 ル

｀
/"｀ 芳

ド
/下半夕

｀
リ 芳 '/砂底 245 AI 122

3 I 20号住B― B15層 小形甕 ヨヨナテ
｀
///ヨヨナテ
｀
芳
｀
/芳
｀
ナテ
ヾ
///ケス
｀
リ (133) 85 Al

3 20号住―P〕 甕 ヨヨナテ
ド
ノ/ヨヨナテ
｀
芳
｀
/"｀ (160 102 H7 AI

3 3 20号住―P2 甕 ヨヨ

"｀

//ヨヨナテ
｀
ハケメ//,ウメ AI

3 20号住 甕 アウメ/ウメ ハ舛/ハ房 AI

21号住 郷 ミがキ///ロクロナテ' ミカ
｀
キ//ロクロナテ

｀
ミがキ/Kイ博リ 9

6 21号住 lTN ミがキ/口如
"
ミがキノ//ロクロナテ ミがキ//Kイ肖リ AIa 9

7 21号住B― B'2層 邪 ミカ'キノ//ロクロナテ` ミガキ///ロクロナテ ミがキ/KI情リ AIa 9

8 21号住 不 砂口

"｀

/口如芳
｀
口芳
｀
/口如

"
口如芳
｀
/Kイ時リ H 墨書文字 9

21号住埋± 1層 甕 ミがキ//クス'リ ミがキ//ナテ
｀

(110) Ⅱ 9

21号住埋± 1層 甕 ψサデ/口如
"`
砂口芳・/口如芳

｀
93α Ⅲ 9

21号住B― B15～ 6層 小形甕 ロクロナテ'//ロクロナテ ロクロナテ'///ロクロナテ
｀口如芳
｀
/KT博リ Ⅲb
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322 21号住 甕 ヨコナテ
｀
///ヨヨナテ
｀
芳
｀
/ナデ (217 AI 123

323 21号住B‐ B′ 5～ 6層 甕 ヨヨナテ
｀
//ヨヨナテ
｀

"｀

/芳
｀

(210) AI 123 9

324 21号住埋土 甕 ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀
u7u抒
｀
/口

"'、

下半舛
｀
リ 123 9

325 21号住B一 B16層 大 弩 タタキメ、ナテ
ヾ
///タタキメ B 124 9

327 22号住A―A′ 4層 邪 ミがキ///ロクロナテ
｀
ミがキ//ロクロナテ

｀
A

328 22号住 郷 ミがキ///ロクロナテ
｀
ミがキ/Sイ時り→クス'リ A d

22号住 不 ミガキ//uクロナテ
｀
ミがキ/町博り→再調整 A b 124

330 23号住 不 ミがキ//ミがキ ミカ
｀
キ///ミガキ ミカ

｀
キノ//ミカ
｀
キ (58) AOz 124

23号住 lTh 望力
｀
キ//ケス
｀
リ ミカ・キ//ケス

｀
リ ミがキ/不明→舛'リ A 124

332 23号住内P 郷 ミカ
｀
キ///ロクロナテ

｀ ロクロナテ
｀
//ミがキ ミカ'キ//Kイトキリ 132 A 124

23号住一P5 不 ミがキ//口如ナガ ミカ
｀
キ//ロクロナテ

｀ ロクロ方ド//Kイ滸リ (1201 A 125

334 23号住 B―B'8層 不 ミがキ//ロクロナテ
｀
ミカ
｀
キ//uクロクス

｀
リ ミカ
｀
キ/不明→(ツス

｀
リ(134) A 125

335 23号住B一 B′ 8層 郷 uクロナテ
｀
///ロクロナテ' 口如

"｀

/珈
"ヾ

ロクロナテ
｀
//Kイトキリ 51 A II a

336 23号住一P5 邪 ロクけデ/珈
"'、

タスリ u如抒
｀
/Kイ情り→ケオリ AHb 125

23号住―P5 イ ロクロナテ
｀
//uクロナテ
｀ ロクロナテ

｀
//タス
｀
リ IIPu"｀ /Kイ博リ AHa

23号イ主B― B′ 8層 邦 ロクuナテ
｀
//ロクロナテ
｀
IIP口

"｀

/ロクロ

"｀

ロクロナテ
ヾ
ノ/K4トキリ AHa 125

339 23号住B― B'8層 lTh ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀口如

"｀

/珈
"｀

ロクロ

"｀

/KI帯リ AHa

340 23号住B― B′ 8層 郷 uクロナテ
｀
///ロクロナテ
ドロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀
ψ口

"｀

/Kイ 情リ 38 AHa

23号住―P5 不 ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀口如

"｀

/珈芳ヾ口如
"'/KIト

キ)→

"｀

? 137 AHb

342 23号住 イ 砂サデ/口如
"ド

ロクロナテ・//ロクロナテ
｀ ロクロ方ド//Kイ時リ 41 A II a

343 23号住A― A′ 7層 邦 ロクロナテ'ッタ
/ロ
クロナテ
｀ロクロ芳
｀
/ψ口
"｀

u如抒
｀
ノ/Kイトキリ AHa

344 23号住 高台邪 砂サデ/口如芳
｀ロクロナテ'///ロクロナテ

｀ロクロ芳
｀
/芳 す`台付 (1401 AHz

23号住A―A′ 3層 高台皿 ロクロナテ'//ロクロナテ
｀ロクロナテ
｀
//uクロナテ
｀
蜘

"｀

/"｀ AII z

346 23号住B― B′ 8層 高台不 けクロナテ
｀
//ロクロナテ
ヾ
ψ口

"'/ロ
クロ

"'
珈 芳'/芳

｀
・台付 AH

347 23号住 小形甕 ロクロナテ'//ロクロナテ
｀ロクロ芳
｀
/口如
"｀

ロクけテ
｀
/Kイ‖り→片

｀
? AⅢ b

348 23号住―p6 小形壺 uクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀口如
"'/11n芳

ヾ
珈

"｀

/KIトキリ AⅢ b

23号住―埋設土器 甕 ロクロナテ'///ロクロナテ
｀
アテク
｀
//タタ|メ ,予うラ/夕舛 メ

357 24号住 B―B'4層 不 ミがキ/11n"｀ ミがキ/ψ口

"ヾ

、必
｀
与ミがWSイド,→嚇舛リ AIb

358 24号住 邦 ミカ
｀
キ//ミカ
｀
キ ミカ

｀
キ//クス̀リ ミがキ/不明→ラケス' 66 AIz

359 24号住B― B「 2層 郷 ロクロ

"｀

/口如

"｀

ロクuナテ
｀
///uクロナテ
｀口如
"｀

/K4情リ 37 Ala

360 24号住 邪 ロクロナテ
｀
フ//ロクロナテ' ロクロナテ

｀
//ロクロナテ
｀口如

"｀

/Kイ lNIリ AIIa

24号 住 邦 ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀ロクロ

"｀

/口如
"｀

ロクロナテ
｀
//Kイ トキリ 57 94

24号住カマド 邦 口如
"｀

/珈芳 ' 砂けデ /口如
"｀

ロクけデ/(ラキリ

24号住B― Bイ 3層 不 ロクロナテ
ヾ
///uクロナテ' 珈

"｀

/口如
"｀

ロクロ芳
｀
/Kイトリ 94

364 24号住カマド 邪 口如
"ヾ

/口如芳
｀ロクロ

"ヾ

//口如芳
｀ ロクサデ/K41NIリ 94

365 24号住B― B11層 小形鉢
"｀

/"｀ アウメッ/′ハケメ ル
｀
/"｀ AI

24号住B― B′ 2層 鉢 ミがキ///ナテ
・
、ハケメ ミがキ/ハ雰 AⅡ

367 24号住 長胴甕 ルメ/ハケメ アウメ/ア グヽ アライ
"ヾ

/"｀ AI

368 24号住B一 B′ 1層 賽 ハ雰 /リ メ
"｀

/"｀ ? 157 AI

24号住カマド 甕 ヨヨナテ
｀
//ナテ
｀
ルメ/"｀ カイ芳

｀
/"ヾ 19 1 Al 94

24号住 甕 芳 'サ

"/"｀

す舛 'リ

"｀

/"｀ AI?

24号住カマド 長頚瓶 ロクロナテ
｀
//Ч如ナテ
｀
uクロ

"｀

/口如
"｀

不明/ロク叫デ 台付 B

372 24号住B一B14層 甕 頚芳
｀
/ヨコ芳
｀

/夕舛メ (2101 B

25号住員古り床 不 ミがキ///ミがキ ミカ
｀
キ//ミがキ ミがキ/不明→雰・リ AOz 両面黒色処理

25号住A―A「 6層 lTN ミがキ//ロクロナテ
｀
ミカ
｀
キ//uクロナテ

｀
ミがキ/KIHリ AIa

375 25号住A―A′ 6層 j・

TN 口如芳
｀
/ψサデ ロク吼庁

ヾ
//ロクロナテ
｀ ロクロ

"｀

/KIトキリ AHa

25号住A― A′ 6層 邪 ロクロナテ
｀
///ロクtlナテ' ロクロナテ

｀
//′ロクロナテ
｀
uクロ

"｀

/Kイ lNIリ AHa

377 25号住A―A'6層 郷 ロクロナテ
｀
//ロクロナテ・ 口如

"｀

/口如
"｀

ロクロ芳'/KT滸リ 126 AHa

378 25号住A―A'5層 小形甕 芳
｀
/"'

"｀

/網 目状 AI

25号 住 鉢 芳
｀
/HtI"ド

"｀

/必
｀
リ (330 AⅢ ?

25号住 士電 ψ口

"｀

/砂サデ 口如芳
｀/助芳｀蜘 芳｀/KIトキリ180 129

25号住A4'6層 壼 ? ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀
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No 出土地点 器種 口縁部 (内 /夕 I・ l 胴部 (内 /外 ) 底部 (内 /外 ) 口径 底径 器 高 分類 備  考 図版 写真

382 25号住 甕 ロクロナテ
ヾ
///ロクロナテ
｀
口如芳
｀
/下半舛
｀
リ

383 25号住A―A'6層 甕 ψけテ
｀
/下半クス
｀
リ 129

25号住埋土 大甕 ロクロナテ'//ロクロナテ
｀
アテク
｀
//′タタキメ

385 25号住埋土 大甕 ロクロ

"｀

//ロクロナテ
｀
アテク
ド
ノ//タタキメ

25号住埋土 大 賽 ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀
,予り
｀
//タタキメ

387 25号住A―A'3層 大甕 ヨコ芳
｀
/HEE"ヾ 夕舛メノ/メ猟メ BI

26号住 郷 ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀
ψ口

"｀

/KIHリ AHb 底部摩滅か ?
27号住カマド、Pl イ ロクロナテ

｀
//ロクロナテ' u如ナテ

｀
//クス
｀
リ ロクロナテ'//KT障リ AHa

396 27号住 甕 ルメ/ハ雰 芳'/木葉痕 AH

398 28号住埋上下位 郷 ミがキ///ロクロナテ
｀
ミカ
｀
キ/ロナテ
｀
、Kfh7好
｀
与ミがキ/不明→Kヘラタス' 55 AIz

399 28号住埋上下位 イ ミカ
｀
キ//ロクロ芳

｀
ミが、1晰
ヾ
、蛹 ス
｀
リ 三がキ/Kイ時リ AIa

400 28号住埋土中～下位 郷 卵
"・

/珈芳｀ロクロナテ｀//ロクロナテ' 口如芳｀/Kイトキリ AHa 132
401 28号住埋土中～下位 不 ロクロナテ'ノ//ロクロナテ

｀ロクロ

"｀

//ロクロナテ
ド
砂口

"｀

/KTトキリ 132
402 28号住埋上下位 甕 ヨヨナテ

｀
//ヨヨナテ
｀
ナテ
｀
//ナテ
ヾ

Al

28号住―P2埋土 長胴甕 ハケメ/ヨヨナテ
｀ ′

"/ハ
舛 ,0動 AI 132

28号住―P2埋土 賽 頚

"｀

/atEI｀ げ
｀
/芳
｀
、下半舛
｀
リ ル
｀
/木葉痕 197 AI

28号住―P2埋土 長胴甕 口如

"｀

/口芳
｀
、下半舛
｀
!

"ヾ

/芳
｀

Atta 132

29号住埋土中位 郷 ミガキ//ミがキ ミカ
｀
キ//ミカ
｀
キ ミカ

｀
キノ/ケス
｀
リ AIz

407 29号住埋土 杯 ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀
ロクロナテ
｀
ノ//ロクロナテ
｀
口如芳
ヾ
/Kイ hIリ 50

408 29号住埋土 甕 ′ヽ雰/アウメ

"｀

/"｀ Al 133 100
29号住埋土 甕 ヨヨナテ

｀
//ヨヨナテ
｀

"｀

/芳
ヾ

227 Al

4 0 29号住上～中位 賽 芳
｀
/"'、 下半ケス

｀
リ

4 土器埋設遺構 〓霊 ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀ロクロ芳
｀
/下半タスリ 芳

｀
/"｀ 128

4 3 7号土坑―底面 杯 ミカ
｀
キ//ロクロナテ' ミがキ///ロクロナテ

｀
ミカ
｀
キ//Kイトキリ (128) AIa

4 4 7号土坑埋± 1層 邦 ミがキ///ロクロナテ
｀
ミがキ//け中芳

｀
ミカ
｀
キ//Kイトキリ (138) Ala

415 7号土坑―底面 rTN ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀ロクロナテ
｀
//´ロクロナテ
｀
ロクロ

"｀

//Kイ 博リ(13ω AIa 134
4 8号土坑―底面 甕

"｀

/口如

"｀

A皿 破片 134
4 7 8号土坑一底面 甕 ヨヨナテ

｀
//ヨヨナテ' 芳

｀
/芳
｀
、ハ舛 A 134

4 9号土坑埋土 不 ミがキ//ロクロナテ
｀
ミがキ/ψ口

"｀

ミがキ/1CF障リ A 器面に箆書文字

4 9号土坑埋土 邪 ミがキ//ロクロナテ
｀
ミがキ/口如芳

ヾ
、クス
｀
1 ミがキ/不明→舛

｀
与 A 手持ちラ舛リ 134

9号土坑埋上 邦 ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀
ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀口如方ド//Kイトキリ AHa 歪みあり 0

9号土坑埋土 郵 ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀
ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀
口如方ド//Kイトキリ A IIa

422 9号土坑埋土 邦 ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀
ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀ロクロナテ
ヾ
//KTトキリ A 0

9号土坑埋土 不 ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀
ロクロナテ
｀
//ロクロ

"｀

ロクロ芳
｀
/Kイトキリ AHa 0

424 9号土坑埋土 lTN ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
ヾロクロ

"｀

/KI博リ A

425 9号土坑埋土 邪 ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀口如

"'/EIP口"｀

ロクロ方デ//Kイトキリ A

426 9号土坑埋土 希 砂口

"｀

/砂口芳
｀
ロクロナテ
ヾ
///ロクロナテ
｀
ロクロ芳
｀
/Kイトキリ AⅡ a 134

427 9号土坑埋土 郷 珈
"｀

/ロクロ

"'
ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀ ロクロ方F｀ //Kイ lNIリ AHa

428 10号土坑埋土 不 uクロナテ
ヾ
//ロクロナテ
｀口如

"｀

/Kイ常り→舛
｀
リ 56 AHb 135 0

429 10号上坑埋土 ハ舛/ハ舛 Al
10号上坑埋土 高台イ ロクロナテ

｀
//ロクロナテ
｀
ロクロナテ
ヾ
ノ/′ uクロナテ
｀ ロクロナテ

｀
// 122 B

H号土坑埋土上位 甕 ヨヨナテ
｀
///ヨヨナテ
｀
ウメ/ナデ Al 0

432 11号土坑埋土上位 甕 ナテ
｀
フ//ミカ
｀
キ 不明 0

433 15号土坑埋土中～下位 賽 ヨヨ芳
｀
/HtH"｀ 力

｀
/芳｀

"｀

/芳
｀

Al 0

434 17号土坑埋±15層 イ ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀
ψ口芳
｀
/Kイトリ 57 AⅡ a 0

435 17号土坑埋±5層 イ u如芳
｀
/口如
"｀

ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
゛口如芳
ヾ
/Kイ時リ 0

436 17号土坑埋±7層 不 口如ナテ
｀
//ロクロナテ
｀ロクロ

"｀

//降 升ヽリ 0
438 20号土坑埋土 甕 ナテ

｀
//ナテ
｀

AI 0

17号土坑埋±6層下部 邦 ロクロナテ
｀
//ロクロナテ ψ口

"ヾ

/ψ口芳｀ 口如
"｀

/KIx71リ 0
439 24号土坑 不 ロクロナテ

｀
///ロクロナテ
｀
力芳
｀
/降 オヽリ→ケス

ヾ
Ⅲ 0

440 27号土坑埋土 郭 ミガキ//ロクロナテ
｀
ミカ
｀
キ//ロクロ

"'
I 0

441 27号土坑埋土 甕 カグ /夕舛 メ 0
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No 出土地点 器種 口縁部 (内 /外 ) 胴部 (内 /外 ) 底部 (内 /外 ) 口 径 底 径 器 高 分 類 備  考 図版 写真

442 31号上坑埋土 小形 鉢 ヨコナテ
｀
///ヨヨナテ
｀
ψメ/'ヽケメ 芳

｀
/芳
ヾ 67 AI

443 32号土坑埋上下位 lIN ロクロナテ
｀
//ロクuナテ
｀
uクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀
llp口

"ヽ

/Kイ Hリ (1261

444 33号土坑埋土 甕

"・

/木葉痕 AI

445 1号溝一Pl埋±4層 不 ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀
uクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀ 口如

"｀

/"｀ 142 42

446 1号溝―P3 イ ψ口

"｀

/u如
"'
ロクロナテ
｀
//ロクロナテ
｀

"ソ
町常り→ツギリ(128)

447 1号溝 邪 uクロ

"｀

/砂口
"｀

ロクロナテ
｀
ッ//K体ラキリ

448 1号濤 F4N ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀
ロクロナテ
｀
//ロクロ

"｀

ロクロ芳
｀
/Kイ情リ 122

449 1号濤 必 ロクロ芳
｀
/u如
"ヾ

珈

"｀

/Kイ ドリ

450 1号溝 邪 ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀ロクuナテ
｀
///ロクロナテ
｀

451 1号溝埋土上～中位 不 ロクロナテ
｀
///ロクロナテ
｀ロクロナテ
｀
//uクロナテ
｀口如
"｀

/Kイ障リ

452 1号濤埋土上～中位 邪 ロクロナテ
｀
///ロクロナテ ψけデ/ロクロ

"｀

ロクロナド//Kイトキリ 68

453 1号溝埋土上～中位 イ ロクロ芳
｀
//ロクロ

"｀

ロクロ

"｀

/K4常リ

454 1号溝埋土 台付不 ロクロナテ
｀
//′ロクロナテ
｀ロクけテ
｀
/砂口
"｀

ロクロ

"｀

/Kイ常り→ 底面に箆書文字

455 l号溝P3 甕 ψ口

"｀

/ψ口
"ヾ

アテク
｀
ッ//タタキメ 96動

2号漏埋土 イ ミカ・キ//ロクロナテ
｀
ミがキ//ロクロナテ

ヾ
(106) A

457 2号溝埋土 甕 アテク
｀
//タタキメ

458 3号濤埋土 甕 ヨヨナテ
｀
//ヨコナテ
｀ 224) A

459 3号濤埋土 甕 ψ口

"｀

/口如

"｀
8号溝埋土 甕 ロクロナテ

ヾ
///ロクロナテ
｀

*単位はいずれもcm。

金属器観察表

No 出土地点 器  種 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 備  考 図版 写真

2号住―埋上下部 釣り針状 672 321 112

3号住一埋土中 刀子 639 077

4号住一埋土中 刀子茎 15 086

4号住―埋土中位 不 明 733 1

4号住―埋土中位 鎌 1694 364 195 1

12号住―埋上下部 刀子 135 1 63 102 1

202 12号住一床直 雁又鏃 1 33 567 089 I

13号住―埋上下部 鎌 204 444 222

255 15号住―埋上上位 237 393 153 7

17号住―P3埋土中位 紡錘車 230 489 066

21号住―貼床 銅銭 221 221 011 4

352 23号住居跡―P6 刀子 10 6

353 23号住居跡 刀子 1095 185

354 23号住居跡一P6 釘 62 07

355 23号住居跡 54

356 23号住居跡 785 52 16

25号住居跡―Pl 鏃 169 3

25号住居跡 金粒 3

25号住居跡 釘 725 3

25号住居跡 5 3

393 26号住居跡 刀子 1 3

394 26号住居跡 刀子 ? 3 3

397 27号住居跡 07 3

411 29号住―P3埋土 不明 (棒状) 1393 1 34 126 3

466 2号墓族 鉄 銭 244 244 0 12

467 194 194 009

468 226 009

469 231 232 008

232 232 011
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No 出土地点 器  種 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 備  考 図版 写真

47] 2号墓渡 鉄 銭 231 231 009
472 235 236 009
473 2 15 2 13 008

236 241 0 13

265 257 028
273 258 057

477 26」一表採 279 278 0 13

不 明 425 035
479 (89) 395 025

釘 (鏃 ?) (87)

481 釘

482 (47)

土製品観察表

No 出土地点 器  種 長さ(cm) 幅 (cm) 重さ(8) 色   調 備  考 図版 写真

8号住―床直 土 錘 183 7 5YR8μ 浅黄橙
8号住―床直 土 錘 24 21 5 7 5YR8/4 浅黄橙
8号住一床直 上 錘 158 7 5YR7/3 にぶい橙
8号住―床直 土 錘 193 7 5YR82 浅黄橙
8号住一床直 上 錘 37 181 7 5YR8/3 浅黄橙 105
8号住―床直 上 錘 21 7 5YR8/4 浅黄橙
8号住 ―床 直 土 錘 189 7 5YR8/3 浅黄橙

84 8号住―床直 土 錘 7 5YR8/3 浅黄橙
8号住―床直 上錘 53 7 5YR8/4 浅黄橙
8号住―床直 土錘 10YR8/3 浅黄橙
8号住―床直 土 錘 35 7 5YR8/4 浅黄橙
8号住―床直 土錘 10YR8/3 浅黄橙
8号住―床直 土錘 34 37 10YR8/4 浅黄橙
8号住―床直 土錘 80 7 5YR8/3 浅黄橙
8号住―床直 土 鍾 22 10YR3/2 灰白
8号住一床直 土 錘 22 34 10YR8/3 浅黄桂
8号住―床直 土 錘 22 7 5YR8/4 浅黄橙
8号住一床直 土 錘 10YR8/4 浅黄橙
8号住―床直 上 錘 35 10YR8μ 浅黄橙
8号住―床直 土 錘 23 172 10YR3/2 灰白
8号住―床直 土錘 10YR8/4 浅黄橙
8号住一床直 土錘 22 63 10YR8/4 浅黄橙
8号住―床直 土錘 67 10YR3/4 浅黄橙
8号住一床直 土錘 10YR8/3 浅黄橙
8号住―床直 土錘 34 10YR8/3 浅黄橙
8号住一床直 土錘 34 10YR8/4 浅黄橙
8号住―床直 土 錘 35 10YR8μ 浅貢橙
8号住―床直 上 錘 140 10YR3/4 浅黄橙
8号住―床直 土 錘 146 10YR8/4 浅黄橙
8号住一床直 土 錘 168 7 5YR8/3 浅黄橙
8号住―床直 土 錘 32 135 10YR3/3 浅黄橙

108 8号住一床直 土錘 42 189 10YR8/2 灰白 106
8号住―床直 土錘 130 10YR8/3 浅黄橙
8号住―床直 土錘 148 10YR8/3 浅黄橙

111 8号住―床直 上錘 23 35 173 OYR8/3 浅責橙
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No 出土地点 器 種 長さ(cm) 幅 (cm) 重さ(g) 色   調 備  考 図版 写真

2 8号住一床直 土錘 172 7 5YR8/4 浅黄橙

8号住―床直 土錘 10YR3/3 浅黄橙

114 8号住―床直 土錘 179 10YR3/2 灰自 106

5 8号住一床直 土 錘 24 218 10YR8/3 浅黄橙

6 8号住一床直 上 錘 37 169 7 5YR7/4 にぶい橙

7 8号住一床直 土 錘 34 168 10YR3/3 浅黄橙

8号住―床直 土錘 164 7 5YR8/4 浅黄橙

8号住一床直 上錘 166 10YR3/4 浅黄種

8号住一床直 土錘 33 152 10YR8/4 浅黄橙

8号住―床直 上 錘 169 10YR3/3 浅黄橙

122 8号住―床直 土 錘 22 163 10YR8/4 浅黄橙

8号住―床直 上錘 33 23 7 5YR8/4 浅黄橙

8号住一床直 土 鍾 188 7 5YR8/4 浅黄橙

8号住―床直 土錘 153 10YR8/3 浅黄桂

8号住一床直 土錘 22 135 10YR8/4 浅黄橙

127 8号住一床直 上錘 22 143 10YR6/2 灰黄褐

8号住―床直 土錘 149 10YR8/3 浅黄橙

129 8号住一床直 土 錘 H0 10YR8/4 浅黄橙

8号住一床直 土 錘 37 189 10YR8/3 浅黄橙

8号住一床直 土錘 34 179 10YR8/3 浅黄橙

132 8号住―床直 土錘 124 10YR8/4 浅黄橙

8号住一床直 土錘 158 10YR8/3 浅黄橙

134 8号住―床直 土錘 149 10YR8/4浅責橙

8号住一床直 土錘 32 154 10YR3/3 浅黄橙

8号住―床直 土錘 153 10YR8/3 浅黄橙

8号住―床直 土 錘 155 10YR3/3 浅貢橙

8号住―床直 土錘 153 10YR8/3 浅黄橙

8号住―床直 土錘 10YR3/3 浅黄橙

8号住―床直 土錘 21 153 10YR7/1 灰白

8号住一床直 土錘 22 164 10YR8/4 浅黄橙

142 8号住―床直 上錘 31 147 7 5YR7/3 にぶい桂

43 8号住一床直 土 錘 24 21 2 10YR8/3 浅黄橙

8号住―床直 土 錘 35 10YR8/4 浅黄橙

45 8号住一床直 土 鍾 22 126 10YR8/4 浅貢橙

8号住―床直 土錘 22 7 5YR8//4 浅黄橙

8号住―床直 土錘 149 10YR6/1 褐灰

8号住―床直 土錘 159 7 5YR8μ 浅黄橙
49 8号住―床直 土錘 7 5YR8/4 浅黄橙

8号住一床直 土 錘 23 139 7 5YR8/4 浅黄橙

8号住―床直 上錘 22 7 5YR7/4 にぶい橙

8号住―床直 土 錘 35 7 5YR8μ 浅黄橙

8号住―床直 土錘 175 7 5YR3/4 浅責種 107

8号住―床直 土錘 22 7 5YR8/4 浅黄桂

8号住―床直 土錘 204 10YR5/1 褐灰

8号住一床直 土錘 36 199 10YR4/1 褐灰

8号住―床直 土錘 148 10YR8/3 浅黄橙

8号住一床直 土 錘 35 21 10YR8/3 浅黄橙

8号住―床直 土 錘 173 10YR8/3 浅黄橙 107

8号住一床直 土 鍾 22 7 5YR8/4 浅黄桂

8号住―床直 土錘 10YR8/3 浅黄橙 107

8号住一床直 土 鍾 33 22 152 10YR8/3 浅黄橙

8号住―床直 土錘 22 10YR8/3 浅黄橙

―-197-



No 出土地点 器  種 長さ(cm) 幅 (cm) 重さ(g) 色   調 備 考 図版 写 真

8号住―床直 土 錘 10YR8/3 浅黄橙
8号住居跡 土錘 22 64 10YR3/3 浅黄橙 78
8号住―床直 上錘 10YR8/3 浅責橙
8号住―床直 土錘 34 2 5YR8/2 灰白 78
8号住―床直 土錘 41 7 5YR8/4 浅黄桂 78
8号住―床直 土錘 24 7 5YR3/4 浅黄橙 78
8号住一床直 土錘 (96) 10YR8/1 灰白 1/2欠損 78
8号住―p5 柄状土製品 125 46 112 1 10YR3/1 黒褐

186 10号住居跡 耳 皿 68 46 822 10YR3/1 黒褐 0 80
287 17号住―床直 耳皿

石器観察表

No 出土地点 器  種 長 さ (cm) 幅 (cm) 重さ(g) 備 考 図版 写 真

6 1号住居跡 磨石 47 22 7478 03
242 14号住居跡 磨 石 3448 03
243 14号住居跡 砥石 1078
254 15号住居跡 暦 石 88 1829 03
17号住居跡 砥 石 2052 03

289 17号住居跡 砥 石 69 5038 03
23号住居跡 石 皿 3733 03

351 23号住居跡 砥石 6328 03
462 17号建物跡 砥 石 3796
463 H区―H層 砥 石 3631 03
464 10Mtt I層 凹石 54 8705 03
465 20L― Ⅲ層 石錐 221 67

陶磁器観察表

No 出土地点 種  別 器  種 口 径 底 径 器  高 備 考 図版 写真

461 9号溝 磁 器 碗
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Ⅵ。まとめ

(1)遺構

竪穴住居跡

今回の調査で検出された住居跡 (住居状含む)は31棟で時期は古代29棟、中世2棟である。

(占地〉調査区内における住居の立地は古代の住居が東側、中世の住居跡が西側に位置するのが特徴である。

(規模〉各住居跡の床面積を図1にグラフで示した。最大で71.8ポ、最小で5.9面、平均値19,9ずであるが

700/o以下はこれより低い値で10～ 20ポの住居跡が半分を占める。

(建て替え (拡張)〉 今回検出した住居跡で2カ所にカマドが設置されているものが2・ 5。 12・ 14。 15・

22号住居跡の6棟ある。このうち2号住居跡はカマドの新旧関係がなく同時期に使用されていた可能性が

ある。5号住居跡は泥水地による条件の悪さから床面の状況はあまり明確に把握できなかつたが、住居その

ものでなく、カマドのみ作り替えが行われたと思われる。また12号住居跡は床面からカマドの残りと思わ

れる焼上が検出されたが壁や床面の変化、撹乱による遺構の破損により旧遺構と重複関係にあるのか拡張の

ための建て替えかの判別はつかなかつた。これら2棟以外で上記にあげた4棟は壁面や床面の変化から明ら

かに住居の拡張が行われ、それに伴つてカマドを作り替えている。14号住居跡は当初、北壁面中央付近に

カマドが設けられ、住居の拡張に伴い東側方向以外の壁面を削り、床面を掘り込んで持ち込みの黒褐色土混

じりの褐色土を貼つて固めた跡が窺える。この際カマドを東側に移して構築している。15号住居跡は最初、

カマドを北壁面中央付近に設けられ、住居の拡張に伴い全方向の壁面を削り、床面を掘り込んで持ち込みの

黄褐色土混じりの黒色土を貼つて固めた跡が窺える。この際カマドを移し替えているが同じ北壁面に旧カマ

ドの袖を芯材に使用しているため、壁面中央部よりやや西側に設けられている。8号住居跡は拡張したあと

が窺えるがカマドの作り替えはない。

(軸方向〉カマドをもつ壁に直交する線と座標軸との角度を軸方向とした。図2は住居軸方向の分布図でこ

れによると大きく北方向 (N群 )、 東方向 (E群 )、 南方向 (S群)の 3つのまとまりに分けることができ、

N群には7・ 11・ 15。 24・ 27号住居跡、E群には 1・ 3・ 4～ 6・ 9。 10・ 12～ 14。 17・ 19。 20・ 22

号住居跡、S群は2・ 8。 16号住居跡が属する。軸方向の反軸方向に対する比率 (軸方向■反軸方向)は

図3のようなグラフにすると各群によって若干数値が異なることが判る。すなわちN群の比率は最大1.07、

最小0.86、 平均値0,96、 E群は最大1.06、 最小0,76、 平均値0.923、 S群は2棟のみであるが平均値

0,932で ある。これらの値から住居の形状についてN群は主軸方向のやや長い方形状～正方形、E群は正方

形～幅広の形状のものが多い傾向が見られる。

(カマド〉カマドをもつ住居は22棟でN群住居は壁面中央、E群は壁面中央より南寄りに設けられている。

(時期〉住居の時期については14号住居のカマドの建て替えからN群住居→E群住居の1贋が存在するのは確

かで、出土遺物から検討してもこの傾向は裏付けられる。S群住居は出土遺物からN群住居と時期的に重複

せずE群期の後期～その後まで存在する。

陥し穴状遺構

67基が検出された。このうち約7割が東西に軸線を持つている。同じ軸線を持つものを結んでいくと

北―南方向や北東―南西方向に2～ 9基の遺構が並んでいる事がわかる。等間隔のものや間隔が密であつた

り粗であつたり様々である。
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遺構が検出された位置を大別すると、道路西側調査区北部、道路東側調査区西部、道路東側調査区東部
の

3つに分ける事ができ、調査区の西から東、北上川方面にいくに従つて、遺構の密度が濃くなつている。

数基の陥し只状遺構は他の遺構と重複関係にある。 1・ 2号土坑との重複関係は陥し穴状遺構の方が新し

く、他の遺構との重複関係は陥し穴状遺構の方が古い。住居跡と重複関係にあるものは、住居の貼 り床部分

を除去した後に陥し穴状遺構が検出されている。

遺物は出土していないが、形状や検出状況からすべて縄文時代の遺構と考えられる。

また周辺の遺跡では本遺跡から北西約 1.5kmに ある石持 I遺跡から平成 10。 H年度の調査で陥し穴状遺

構が約310基検出されており、北上川右岸に隣接するこの地域一帯が狩猟場として利用されていたものと思

われる。

土坑

41基検出された。本文中にあるように調査区のほぼ全域で検出されているが、約8割は道路東側調査区

からである。

このうち出土遺物・検出状況等から時期が特定できるのは縄文時代の上坑が5基、平安時代が 13基、古

代～中世が2基、近世が 1基で他は不明である。

縄文時代に属する1号土坑の断面形はフラスコ状を呈する。また古代に属する9号土坑からは土師器の野

が2・ 3枚ずつ重なつて計9枚出上している。このうち1枚には箆で文字の書かれた土師器が含まれていた

がこれだけが内面に黒色処理が施されており、他はロクロナデ無調整の不である。また口縁部の一部が欠け

ているものがあつた。埋上の状況は、初めビーカー型に大きく堀込んだ後、黄褐色土を埋め戻したと考えら

れる。土師器は保管、あるいは埋納した可能性もある。他に遺構の性格は不明であるが、12号土坑、13号

土坑、15号土坑は異なる平面形・規模であるが、土坑内のほぼ全面に薄い接合不能の上師器片と炭化物を

多量に含むという共通性を持つ。15号土坑はH号住居跡と重複関係にあり本遺構の方が新しい。36号土坑

は円形で、壁はやや外傾し、上部ほど広くなる井戸状の上坑である。検出面からおよそ1.3m付近に地下水

位があつたためその付近の精査は困難であつたが、そこより深くなる事はなく、出土遺物もないことから丼

戸と断定は出来なかつた。

焼土遺構

14基検出された。いずれも形状は瓢箪状を呈し、焼土は遺構の端部からレンズ状に堆積し、その下に炭化

物が堆積する状況からカマドの機能をしていたものと考えられるが出土遺物はなく、詳細は不明である。

墓墳

2基検出された。いずれも不整な長方形状を呈し、2号墓蹟からは古銭がH枚出土している。本文中の記

述にあるように、この墓は、江戸時代～昭和初期にこの土地を所有していた小野崎氏ゆかりの墓ではないか

と考えられ、時期は江戸時代後期～明治時代初期頃と推測される。

竪穴状遺構

3基検出された。 1号竪穴状遺構は平面形の長方形を呈し、床面は非常に回く、20cm前後の礫が点在す

る。遺構の性格は小屋的な物で時期は近世に属すると思われるが、出土遺物がなく詳細は不明である。
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溝状遺構

13条検出された。このうち 1号溝、2号溝が古代に属する。 1号溝は道路東側調査区と道路西側調査区
に検出されたものを埋土ゃ断面等から同一のものと判断した。南東―北西方向に走行し、13Mグリッドで
緩やかに湾曲して南南東―北北西方向に走行している。180グリッドでは18号上坑と重複関係を持ち、溝
の方が新しい。

7・ 8号溝は西北西―東南東方向に走行し18Pグリッドで屈曲して北北西―南南東方向に走行する。7
号溝は8号溝より新しい。12Pグリッドでは7号溝は27号土坑と、8号溝は28号土坑と重複関係を持つが
いずれも土坑の方が新しい。

(2)遺物

今回の調査で大コンテナ約40箱分の遺物が出上した。ほとんどが遺構内からの出上で上師器、須恵器、
陶磁器、石器、鉄器、金粒、土製品などが出上している。

(a)分類

土器の分類に当たっては、器種と焼成方法、調整技法によって細分した。

器種には邪、高台付lTh、 皿、甕、重、鉢などがある。これらを邦類・甕類の2つに大きく分けた。このう
ち酸化炎焼成のものをA群、還元炎焼成のものをB群に大別し、さらに不類は底部の切り離し技法、甕類は
器面調整の方法の違いで細分した。

不類 (邦、高台郷、大形不、皿、台付皿)

A群 :ロ クロにより成形された酸化炎焼成の上器群。

0群 :ロ クロにより成形され、両面にヘラミガキ調整と黒色処理が施された酸化炎焼成の土器群。
I群 :ロクロにより成形され、内面ヘラミガキ調整と黒色処理が施された酸化炎焼成の土器群。

H群 :ロ クロにより成形され、酸化炎焼成されているものでロクロ以外の調整が施されない土器群。
B群 :ロクロにより成形された還元炎焼成の上器群。

(底部

a類

b類

c類

d類

e類

f類 :

z類 :

切り離し技法〉

回転糸切りで、再調整が施されないもの。

回転糸切りで、再調整が施されるもの。

静止糸切りで、再調整が施されないもの。

静止糸切りで、再調整が施されるもの。

回転ヘラ切りで、再調整が施されないもの。

回転ヘラ切りで、再調整が施されるもの。

再調整による摩滅、欠損のため不明なもの。
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(外面調整〉

1.ロクロナデ以外の調整が施されないもの。

2.ヘラミガキ調整が施されるもの。

3.ヘラケズリ調整が施されるもの。体部下～底部にかけてヘラケズリ調整が施されるものが多い。手持ち

ヘラケズリ調整がほとんどだが、回転ヘラケズリ調整の認められるものもある。

(郷形土器〉

今回の調査で出上し、図化・掲載したITh形土器は194点である。このうちAO群の酸化炎焼成の両面黒色

不は3点 (1.50/0)、 AI群の酸化炎焼成の内黒lThは 80点 (41.20/0)、 AH群の酸化炎焼成の非内黒lTh60点

(31.0%)、 B群の還元炎焼成坪51点 (26.3%)で極少量のO群以外の出土量の比率は約4i3i3で I群

の量がやや多い。

底部の切り離し技法の観察が可能の個体は183点でAI群78点、AH群 57点、B群48点で内訳は観察表

のとおりである。

土器構成表

遺構名

邪形土器

A0 A (78点 ) A (571ミ ) B群 (48点 )

b d f b d f b d f

1号住居跡 1 l

2号住居跡 2 l

3号住居跡 3 1 1 2

4号住居跡 1 1 2

5号住居跡 1 1

6号住居跡 1 l 1

7号住居跡 3 4 6 4 1

8号住居跡 1

9号住居跡 2

10号住居跡 2

H号住居跡
12号住居跡 2 1 2 1 1 1 1 2 1

13号住居跡 l

14号住居跡 5 3 2 1 1 l 4 1

15号 住居跡 2 2

16号住居跡 2 1 1

17号住居跡

18号住居跡 3

19号住居跡 1 2 1 1

20号住居跡 l l l

21号住居跡 1 3

22号住居跡 1 ユ l

23号住居跡 1 2 2 7 2

24号住居跡 1 2 1

25号住居跡 1 3

26号住居跡 1

27号住居跡 1

28号住居跡 1 1 1 1

29号住居跡 1 l

7号上坑 2 1

9号土坑 l 1 8

10号上坑 l

17号土坑 1 l

24号上坑 1

32号上坑 3 1

1号溝 5 1 2

合 計 49 7 1 4 46 7 l 9 3 1
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また住居跡の軸方向 (カマド構築場所)の違いによるイの分類は図4の ようであるが、これによると住居
N群では邪AI・ AH・ B群土器の出土量はほぼ同じである。住居 E群ではAI:AⅡ :B群の比率は2:
1:1と なり、内黒土器群の割合が増加する。 (住居 S群は出土遺物が8点 と少ないため参考外とした。)底
部の切り離し技法は圧倒的に回転糸切りが多く、回転箆切りは少ない。底面に切り離し後再調整が施される

割合はAIは 22点で28,2%、 AHは 10点で 17.50/0、 B群は7点で 14.60/0と なっている。AIの邦におけ
る再調整の割合は住居N群、住居 E群ともに約50%と 変わりはない。邦AHにおける再調整の割合は住居
N群は再調整が0°/0、 住居 E群が22.2%、 B群の郷における再調整の割合は住居N群は再調整が9%、 住
居E群が23.5%と 違いが見られることから、内面内黒郷AIに は住居形態による成形の違いはAH、 B群
ほど見られない。しかし、17号住居跡 (焼失住居)から一括出上した14点の邦AIに は再調整が全くない
ことから住居E群の中では時期的な成形による相違がみられる。

次に器高に対する日径・底径の分散値 (半転による推定値を除く)をグラフにした。図5ではAI不形土
器の器高に対する日径、図6では底径の対比率を示した。これによると器高は4,1～ 6.4cm、 日径は12.5～
15,2cm、 底径は4.8～6.8cmの範疇にあり、器高による日径、底径の長さの違いは見られない。各住居ご

とでは住居 S群である16号住居跡出上の不は器高が最も大きく、日径も14.3cm、 15.2cmと 住居E群の中
で日径14.1～ 15.2cmと 最も長い17号住居跡と同じ範疇にある。

図9では邦AHの器高に対する日径、図10では底径の対比率を示した。これによると器高は3.7～ 5.8cm、
日径は12.4～ 15.5cm、 底径は4.5～7.Ocmの範疇にあり、大まかではあるが、器高値と日径値は比例する

傾向にある。住居ごとでは住居N群出上の郷の器高値が3,7～4.4cmと 低いのが特徴である。
図 7ではB群土器の器高に対する日径、図8では底径の対比率を示した。これによると器高は3.4～
5,7cm、 日径は12.3～ 14.8cm、 底径は5.5～ 7.4cmの範囲にあり、器高 。日径の値や器高値に対し、日径

値が (B群は明確に〉比例する特徴もAH土器に類似する。
結果、AIには器高値の変化による日径・底径の値は一定の傾向になく、AH→ B群になるに従い、特に
器高値に対する日径値の比例は明確になる。

(大形郷〉

2点出上した。2431ま 14号住居跡の貼 り床上、294は 17号住居跡のP3底面からそれぞれ出土した。
294は I群に属するが同住居跡から出上したAI群の不 15点すべてが回転糸切り無調整(a類)であるのに
対し、底部切り離し後、手持ちヘラケズリ調整が施されていることから不と異なる器種と判断した。

(高台lTh〉

11点出上した。内訳はA群 0類 1点、Att I類 0点、Att H類 7点、B群 1点である。底部の切り離し
技法は回転糸切りで高台を接合後、その部分を再調整が施されている。

焼失住居跡である17号住居からは4点 (AttO類 1点、Att H類 3点)力 1出上している。

(皿、台付皿〉

皿類は6点出上した。このうち台付は4点で底部の切り離し技法は回転糸切りで台付のものには再調整に

よつて切り離し技法が不明なものもある。
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甕類 (甕、鉢、壺)

(甕〉

A群 :酸化炎焼成による土器群。

I類 :非ロクロ成形の上器群。器面の調整は日縁部はヨヨナデ、胴部は外面はナデ、内面はハケメによる

調整が主に施される。

H類 :ロ クロにより成形され、内面ヘラミガキ調整と黒色処理が施された酸化炎焼成の上器群。
Ⅲ類 :ロクロにより成形され、酸化炎焼成された非内黒の上器群。

a種 :器面の調整にロクロナデ成形後に体部下半にナデ、ケズリによる再調整が施されるもの。

b種 :器面の調整にロクロ以外の調整が施されない土器群。

B群 :還元炎焼成による土器群。

I類 :口縁部のみロクロ成形で胴部は非ロクロの成形によるもの。

H類 :全面ロクロナデ成形後に体部下半にナデ、ケズリによる再調整が施されるもの。

Ⅲ類 :器面の調整にロクロ以外の調整が施されない土器群。

今回の調査で出土し、図化・掲載した甕類はH9点である。このうち酸化炎焼成の非ロクロ成形の甕AI
は52点 (43.70/0)、 AHの酸化炎焼成内黒甕は5点 (4.20/0)、 ロクロ成形で酸化炎焼成の養類AⅢ は29点
(24,3%)、 B群の還元炎焼成の甕類は33点 (278%)で極少量のAH以外の出土量の比率は約4:3:3
でO群の量がゃゃ多い。

B群では I類とH類がほぼ半々である。

出土遺構ごとの観察表は以下のとおりである。

この表から見た特徴を述べると、次の通りである。

1.酸化炎焼成の非ロクロ成形甕(Al)と還元炎焼成の非ロクロ成形甕 (BI)は共伴する。
2.酸化炎焼成の非ロクロ成形甕(AI群)と 還元炎焼成のロクロ成形甕 (BH)は共伴する。
3.酸化炎焼成のロクロ成形内黒甕(AH群)と酸化炎焼成の非ロクロ成形甕(AI)は共伴する。
4.住居S群からは酸化炎焼成 (A群 )の甕はⅢ類のみ出土する。

遺構名

甕類

遺構名

賽類
Al AH AⅢ BI BJ BⅢ 不 明 Al AH A皿 BI BH BⅢ 不 明

b 不 明 b 不明
1号住 居跡 I I 22号住 居跡
2号住居跡 1 1 23号住居跡 2 1 1

3号住居跡 I 1 24号住居跡 5 1 l 1

4号住居跡 3 1 25号住居跡 1 ] 4 2 1

5号住 居跡 4 26号住居跡
6号住居跡 3 27号住居跡 1

7号住 居跡 1 l 3 28号住居跡 3 1

8号住居跡 29号住居跡 2 l

9号住 居跡 1 1 土器埋設 l

10号住居跡 1 8号土坑 1

11号住 居跡 l H号上坑
12号住居跡 2 1 1 15号土 坑
13号住居跡 1 20号土坑
14号住居跡 5 1 1 1 27号上坑 1

15号住 居跡 4 2 31号土坑
16号住居跡 3 33号土 坑 ]

17号住居跡
18号住居跡

1 1 1号清 と

2号漏 1

19号住居跡
20号住居跡

3号溝 1 1

S号馬 1 2
21号住居跡 3 1 1 4 1 合 計 5 8 5
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(3)おわりに

以上の結果から今回の調査で似内遺跡で明らかになった遺構・遺物の時期的位置や特徴は以下の通りであ

る。

1,回転ヘラキリ無調整不と酸化炎焼成の非コクロ成形甕が共伴する出土状況や内黒邦には底部に切 り離し

後再調整が施される土器と無調整の土器が共伴する特徴や 14号住居跡の建て替えによる住居 N群→ E群

の移行などから住居N群とE群の混在時期あり、その時期は9世紀前半と想定される。

2,住居 E群である17号焼失住居一括土器の内黒郷は底部の切 り離しがすべて回転糸切 り後、無調整であ

り、日径値は 1に述べた再調整土器と共伴する土器群の口径値が概ね 13cm前後であるのに対 し、 14.1～

15,lcmと 大きい値をもつ。またこの住居からはAH・ B群のIThは全 く出上してない。住居 E群の中でも

明らかな時期差が存在する。

3.住居 S群出上の酸化炎焼成の甕はロクロ成形のA群Ⅲ類のみである。 S群の時期的な判断の資料不足の

ため不明であるが、隣接する上似内遺跡から検出された住居内ではE群→ S群のカマドの作 り替えが確認

されている。住居 S群の時期については出土遺物から9世紀後葉に属すると考えられる。 (ただし住居 S

群の時期的範囲の下限については近隣の庫理遺跡の調査結果で 10世紀初頭の住居が確認されている。)

また、上記以外にも類似性のある事項も認められるが、今回の調査結果のみで判断されるべきではなく周

辺遺跡を含めた総括的な検討が必要なことは明らかであり、西北西に近接する石持 I遺跡や南東に隣接する

上似内遺囲の調査報告がまたれる。

<引用・参考文献>

・花巻市教育委員会 1999 『花巻市内遺跡発掘調査報告書』 (久田野H遺跡・本館H遺跡・似内遺跡)

・花巻市教育委員会 2000 『庫理遺跡発掘調査報告書』
・岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 1999 『庫理遺跡発掘調査報告書』

(岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第302集 )

。岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 1996 F/1ヽ幅遺跡第4次発掘調査報告書』

(岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第265集 )

・八木光則 1992 「古代斯波群と爾薩体の上器様相」第18回古代城柵官衛検討会

・杉本尚次 1969 『日本民家の研究』 ミネルヴァ書房
。石原憲治 1976 『日本農民建築の研究』 南洋堂書店
・坪井洋文 1985 『日本民族文化大系 10 家と女性=暮 しの文化史=』

「第3章 住民の原感覚一喜怒哀楽の共有感覚―」 小学館

・大河直弱 1986 『住まいの人類学』 平凡社
・車野和夫 1995 『近世民家の成立過程』 中央公論美術出版
・藤井恵介/玉井哲雄 1995 F建築の歴史』 中央公論社

・秋田県教育委員会 1973 『秋田県の民家』
・岩手県教育委員会 1978 『岩手の古民家』

・岩手県教育委員会・日本国有鉄道盛岡工事事務局 1979 「八幡遺跡」 (現在は「矢沢八幡遺跡」に名称変更)『東北

新幹線関係埋蔵文化財調査報告書一H―』     (岩 手県文化財調査報告書第34集 )
。岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 1997 『白井坂 I・ H遺跡発掘調査報告書』

(岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第248集 )
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。高橋奥右衛門 1981 「岩手県に船ける中・近世の掘立柱建物跡 一遺跡紹介を中心として一」『紀要 I』
岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター
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Ⅵ.分析・鑑定

花巻市似内遺跡出土炭化材の樹種
高橋利彦 (木工舎「ゆい」)

1.試料

試料は18点 (NO.1-10,11-19で あるが、NO.5・ 6・ 8・ 18。 19の 5点は種実であつた

ためこれをく13点 を同定対象とした。種実については後述する。試料は平安時代 (9世紀)

のものとされる焼失住居跡 (4号住 。17号住・18号住)と 時期不明の 1号焼土遺構から検

出されたものである (表 1参照)。

遺跡は標高76m前後の河岸段丘上に立地している。

2.方法

同定作業には発掘担当者によって採取されていた炭化材の中から1片を任意に選んで用い

た。採取した試料を室内で自然乾燥させたのち、試料の本日 (横断面)。 柾目 (放射断面)

3断面を作成し、実体顕微鏡と走査型電子顕微鏡 (SEM、 加速電圧 10k V)で観察 。同

定した。併せて各分類群 1点の電子顕微鏡写真図版を作成した (図版 1・ 2)。 SEM観 察

にあたつては (株)ニッテツ・ファイン・プロダクツ釜石試験分析センターのご協力をいた

だいた。記して感謝いたします。なお、ネガ・フィルムと残った炭化材は木工舎
「ゆい」に

保管されている。

3.結果

試料は以下の4分類群 (こ こでは属・種の異なつた階級の分類単位を総称している)に同

定された。試料の主な解音J学的特徴や一般的な性質は次のようなものである。なお、科名
・

学名・和名およびその配列は 「日本の野生植物 大本 I」 (佐竹ほか 1989)|こ したがい、

一般的性質については「木の事典 第4巻」 (平井 1980)も参考にした。

・クリ (Castanea crenata)ブナ科 No.1,2,3,7,10,13,15,16,17

環孔材で孔圏部は多列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配列する。

大道管は単独、横断面では円形～橋円形、小道管は単独および2-3個が斜 (放射)方向に

複合、横断面では角張つた楕円形～多角形。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、放

射組織との間では柵状～網目状となる。放射状組織は同性、単 (-2)列、 1-15細 胞高。

柔組織は周囲状、短接線状。年輪界は明瞭。

No,15は小枝のように見えたが、大径材を丸棒状に削りだした加工材であつた。

クリは北海道南西部から九州の山野に自生し、また植裁される落葉高木である。材はやや

重硬で、強度は大きく、耐朽性が高い。土木・建築・器具
。家具・薪炭材、悟木などに用い

らヤLる。

・ケヤキ (ZelkOva serrata)ニ レ科 No,9

環孔材で孔圏部は 1-2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減し、塊状に複合し接

線・斜方向の紋様をなす。大道管は横断面では円形～橋円形、単独。小道管は横断面では

-209-



多角形で複合管孔をなす。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせ

ん肥厚が認められる。放射組織は異性、 1-10細胞幅、 1-60細胞高でしばしば結品を含
む。柔組織は周囲状。年輪界は明瞭。

ケヤキは本州 。四国・九州の谷沿いの肥沃地などに自生し、また屋敷林や並木として植裁

される落葉高木で、時に樹高50mに もなる。材はやゃ重硬で、強度は大きいが、加工は困難
でなく、耐朽性が高く、木理が美しい。建築・造作・器具 。家具・機械・彫刻・薪炭材など

各種の用途に用いられ、国産広葉樹材の中で最良のものの一つにあげられる。

・コクサギ (Orixa japonica)ミ カン科 NO.12
紋様孔材で、道管は複合し火炎状やX字状に配列する。道管は横断面では多角形、単穿孔を
もち、壁孔は交互状～対列状に配列する。放射組織は異性、単 (-2)列、 1-20細胞高。
柔組織はターミナル状。年輸界は明瞭。

ヨクサギは本州・四国。九州の丘陵地に生育する落葉低木で、石灰岩地では群生する。低

木であるため材の用途は特に知られていない。

・ススキ類似種 (Miscanthus cf.sinensis)イ ネ科 No.4,14

中実の拝の基本組織の中に維管束が散在する不斉中心柱をもつ。試料の拝は中空に見える

が、炭化の過程で焼失したもので本来は中実であると判断した。河川敷などに生育する同属

のオギ (M.saccharinorus)の 可能性もあるため類似種としておく。

以上の同定結果を検出遺構などとともに一覧表で示す (表 1)。

表 1 似内遺跡出土炭化材の樹種
試料番号 検出遺構・層位など 種

1

2

3

4

7

9

10

12

13

14

15

16

17

1号焼土 埋土
4号住 床上
18号住 床上
17住 南東部
17住

17住 南東隅壁際
17住  Pl
17住  Pl
17住  Pl
17住  Pl
17住  Pl
17住 サンプル 1
17住 サンプル2

クリ

クリ

クリ

ススキ類似種

クリ

ケヤキ

クリ

コクサギ

クリ

ススキ類似種

クリ

クリ

クリ

4.考察

同定対象とした試料は、3住居跡と1焼土遺構から検出されたものであるが、いずれの
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遺構からもクリが認められた。また、試料数の多い17号住検出試料 (10点)からはクリ

(6点 )・ ケヤキ (1点 )・ コクサギ (1点)の木本と、草本のススキ類似種 (2点)が認

められている。

県内で試料と同時期とされる住居跡検出の炭化材の樹種が検討された例は、筆者の知る範

囲ではない。筆者が検討したものでは、盛岡市台太郎遺跡の3住居跡 (8点)からクリ(4)の

ほかマツ属・プナ属 。モクレン属・カエデ属が認められている例
1)や、玉山村芋田H遺跡の

2住居跡 (13点)からヨナラ節 (5)・ ヤナギ属 (3)・ クリ(2)・ ケンポナシ (2)・ ケヤキが認め

られた例2)、 宮古市島田H遺跡のS l14からクリ (2)が認められている例3)がぁる。

青森県では、八戸市根城跡の4住居跡 (4点 )力うらヨナラ (2)。 ケヤキ・ケンポナシが

(嶋倉 1983)、 同市和野前山遺跡の2住居跡 (10点)力】らヨナラ(7)・ ヤチダモ (2)。 スギ

が (嶋倉 1984)、 三沢市小田内沼遺跡の5住居跡 (10点)からヨナラ (7)。 クリ・カエ

デ・カツラが認められている例 (嶋倉 1988)な どがあり、クリよリヨナラ節が多い傾向

が窺える。

また、宮城県仙台市沼原A遺跡の 1号住居跡 (3点)からはクリ(2)と ブナ属 (2)。 が認め

られている (光谷 1983)。

ところで、低木のコクサギが報告された例はほとんどなく、県内では、平泉町柳之御所跡

(12世紀)の自然木の中に 1点ある (能城 1995)だけであろう。また、宮城県仙台市富

沢遺跡第30次調査の古墳時代とされる水田用水路に伴う杭材の中にコクサギが多数認められ

ている例がある (パ リノ・サーヴエイ株式会社 1991)。 住居の構築材では、本遺跡からは

約370k m南方に位置しているが、群馬県渋川市中筋遺跡の古墳時代 (6世紀前半)の名山

ニツ岳から噴出した火砕流に飲み込まれた住居跡からヨナラ節などとともにコクサギ・ムラ

サキシキブ属が検出された例 (高橋 1988)力 言ある。

5.炭化種実

試料は5点で、いずれも17号住から検出されたものである。なお、No18は木器とされて

いたが、同定試料としたものは種子の塊が炭化したものであつた。

試料は以下の3分類群に同定された。

・オニグルミ (」uglans mandshurica var.sachatinensis)核  クルミ科
オニグルミは北海道から九州の川沿いなどに生育する落葉高木である。

・クリ (Castanea crenata)子葉 ブナ科
試料は、果皮 (殻)・ 種皮 (渋皮)のない食用となる子葉部分のみであつた。これらは炭

化の過程で焼失したものではなく、「皮むき」したのちに炭化したものと推定している。ク

リの熟した総  (イ ガ)の中には 1-3個の堅果が入つているが、 1個のみが大きく熟し他

の2個は「しいな」状に小さいままであることも多い。試料の中にはこの 「しいな」状のも

のも少なからず含まれていた。

・コムギ (Triticum aestivum)種 子 イネ科
現在の栽培品種と比較すると、粒形の変異が大きい。一部に (殻)の残るものもあつたが

大半は種子のみであつた。
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コムギは中国から伝えられ、その渡来年代は明らかにされていないが、森良時代以前とさ

れている。なお、オオムギ (HOrdeum vulgare var.hexastichon)可能ll■もある。

No.18は エノコログサ属 (Setaria)な どにも似ているが互いに溶融 ,合着していて同定で

きなかった。

以上の同定結果を一覧表で示す (表 2)。 併せて写真図版 (図 3)も 作成した。試料は
(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターに返却された。

表2

試料番号 検出層位など 種  名
5 カマド煙道部埋土中～下位
6 中央部床面
8 床面
18 床面上
19 床面

クリ 子葉
オニグルミ 核
コムギ 種子
イネ科草本 種子
コムギ 種子

(注〉

1)既報の 「台太郎遺跡出土炭化材樹種同定報告」 (木工舎 「ゆい」1998)を参照のこと。
2)既報の 「芋田H遺跡出土炭化材樹種同定報告」 (本工舎 「ゆい」1998)を参照のこと。
3)既報の 「島田H遺跡出土炭化材樹種同定報告」 (木工舎 「ゆい」2000)を 参照のこと。
4)1試料からクリとブナ属が認められているため合計は試料数より多くなっている。

引用文献

平井信二

光谷拓実
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高橋俊彦

1979-1982「木の事典 第 1巻～第7巻」,かなえ書房
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図版 1
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図版 2

図版 1 1
2

3

図版 2 4.

クリ NO.3
ケヤキ N09
コクサギ NO.12

ススキ類似種 NO.4

a:木口 ×40 b:柾 目 ×100 c:板 目 ×100
樹木の肥大生長方向は木口では画面下から上へ、柾目では左から右。

み
B

4

A:オニグルミ核 No.6× 1.3
BIク リ子葉 No.5× 1,2
C:コ ムギ種子 No.8× 4.8 粒径は太・細 。長・短さまざまで
現在栽培されているものに比べて変異が大きい。

|
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遺跡遠景 (上が南)

調査区両側近景 (98年度分 北から)
写真図版 1 空中写真①
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調査区東側近景 (98年度調査分 上が南 )

調査区近景 (99年度調査分 上が南)

写真 図版 2 空 中写真②

-218-



基本土層 (調査区東側 )

写 真 図版 3 基 本 土 層

-219-
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警
承地
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ざ
=喧
鹸

歩 イ

1号住居跡 (平面 )

埋土断面 (W― Eベル ト)

埋土断面 (N― Sベル ト)

カマド煙道部 (断面)

カマド燃焼部 (断面)

写真図版 17

カマド袖部・燃焼部 (断面)

1号住居跡

-233-



2号住居跡 (平面 )

埋土断面 (W― Eベルト)

2号カマ ド (平面 ) 1号カマ ド (平面 )

2号カマド袖部・燃焼部 (断面)          1号

写真 図版 18 2号 住居跡

1号カマ ド袖部・燃焼部 (断面 )
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3号住居跡 (平面 )

埋土断面 (N― Sベルト)

カマド (平面) カマド袖部～燃焼部 (断面)

カマ ド煙道部 (断面 )

写真図版 19 3号 住居跡

-235-

土坑 (P3)



4号住居跡 (平面 )

埋土断面 (N― Sベルト)

カマド煙道部 (断面)

カマド平面

カマド袖部・燃焼部 (断面) カマ ド燃焼部 (断面 )

写真 図版 20 4号 住居跡
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容
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挽
浄

|―韓輩1魏

5号住居跡 (98年度調査区分 北から撮影)
写真図版 21 5号 住居跡

5号住居跡 (99年度調査区分 西から撮影)

1_
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「
,静 ■ゞ |ギ革 ヶ・■■,み1.F

姦ほエイ!牲 |

蜜 |ど ミヽ

|ここ:上韓

埋土断面 (N― S)

1号カマド煙道部 (断面)

1号カマ ド (平面 )

2号カマ ド袖部・燃焼部 (断面 )

; 
｀

rヽ

2号カマ ド煙道部 (断面 )

写真図版22 5号 住居跡

1号カマ ド (平面 )
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カマ ド袖部～燃焼部 (断面 )

矮
撼基

諄導罐轟霞議十   ~1と ■‐ Ⅲ■工 ● ●

埋土断面 (N一 Sベル ト)

写真図版 23 6号 住居跡

カマ ド煙道部 (断面 ) カマ ド燃焼部覆土 (断面 )

カマ ド燃焼部 (断面 )
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7号住居跡 (平面)

埋土断面 (N― Sベルト)

院

カマド煙道部 (断面)

カマ ド燃焼部

カマ ド袖部・燃焼部 (断面)

遺物出土状況

写真図版24 フ号住居跡
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8号住居跡 (平面 )

一S∧ψレト)

カマド煙道部

il
(断面 )

写真図版25
カマド袖部・燃焼部 (断面)

8号住 居跡

土錘出土状況

一-241-



9号住居跡 (平面)

埋土断面 (N― S)

カマド燃焼部 (断面)

カマド煙道部 土坑 (断面)



10号住居跡 (平面 )

埋土断面 (N― Sベル ト)

カマ ド燃焼部 (断面 )

カマド袖部・燃焼部 (断面)

写真図版 27 10号 住居跡
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経
盛

ゞ
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■

， 離

写真図版 28 11号 住居跡

H号住居跡 (平面 )

埋土 /1面 (W― E)

カマド (平血|)

-244-

カマ ド燃焼部 (断面)



12号住居跡 (平面 )

(E― Aヽryヘミルト)

写真図版29 12号 住居跡

i=|「 |     ―ⅢⅢ  Ⅲ  、

カマ ド煙道部 (断面 )カマ ド (平面)

カマ ド袖部・燃焼部 (断面 ) 旧住居跡―カマド燃焼部 (断面)
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澪

】〕

欝
ご晏I蕉ここと,笠

13号住居跡 (平面 )

埋土断面 (E―Wベル ト)

カマ ド煙道部 (断面 )

写真図版 30

カマ ド袖部・燃焼部 (断面 )

13号住居跡

埋土断面 (N― Sベル ト)

′
>41々
r彩 _

ⅢIヽ
―

=Ⅲ

―
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14号住居跡

埋土断面 (N― S)

カマ ド袖部・燃焼部部 (断面 )

カマ ド (平面 )

ゼ幸

轍 i~|

,ヾ|

礁I

ri, ゛=

(断面)                北側カマド (断面)

写真図版 31 14号 住居跡
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一籍

15号住居跡 (平面 )

lT土 断面 (W― Eベル ト)
す  

‐   
―

t ・ヽ・A― 、祭す‐   ・・

埋土断面 (N― Sベルト)

写真 図版 32 15号 住居跡
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カマド (平面 ) カマ ド燃焼部

1号カマド煙道部 (断面) 2号カマド煙道部 (断面 )

2号カマド燃焼部 (断面 ) 2号カマド袖部・燃焼部 (断面 )

土器出土状況 鉄製品出土状況

写真図版33 15号 住居跡

|
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16号住居跡 (平面 )

埋土断面 (N― Sベルト)

カマ ド煙道部 (断面 ) カマド袖部・燃焼部 (断面)

カマド燃焼部 (断面)

写真 図版 34

住居内土坑―Pl(断面)

16号住居跡

50--2



17号住居跡 (平面)

埋土断面 (N― Sベル ト)

i=■ i_ェ ri l■・ⅢI=厳よ

カマ ド煙道部 (断面 )

写真図版35 1フ号住居跡

埋土断面 (W一 Eベル ト)

カマド (平面)

一-251-



カマ ド袖部・燃焼部 (断面 ) カマ ド燃焼部 (断面 )

住居内土坑―P2(平 面)

須恵器甕出土状況

炭化物 (胡桃)出土状況

(平面 )

炭化物 (種子)出土状況①

須恵器甕出土状況 (断面 )

①             炭化物 (種子)出土状況②
写真図版36 17号 住居跡
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30号住居跡

住居内土坑―Pl(断面)

写真図版 37 18号 住居跡

埋土断面 (W― Eベルト)

完掘
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19号住居跡 (平面 )

カマ ド (平面 )

住居内土坑―Pl(断 面 )写)            カマド袖部・燃焼部 (断面)

写真図版 38 19号 住居跡
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20号住居閉 (平面①)

20号住居跡 (平面②)

写真図版39 20号 住居跡

―-255-



埋土断面 (N― Sベル ト)

炭化物出土状況

遺物出土状況

l it lⅢ I I

14 ・ 1鏃 i

カマド燃焼部 (断面)               カマド燃焼部 (断面)

写真図版40 20号 住居跡
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21号住居跡 (平面 )

|力
・
穂鰺|

洋

断面 (E― Wベル ト)

断面 (N― Sベル ト)

写真図版41 21号 住居跡

-257-

軽

―
 ・
'「

溝跡 (1) 溝跡 (2)



22号住居跡 (平面)

カマド煙道部 (断面) カマド袖部～燃焼部 (断面)

住居内土坑Pl-2(断 面)カマド (平面)

写真図版42 22号 住居跡
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23号住居跡 (平面)

埋土断面 (N― S)

埋土断面 lW― E)

カマド カマ ド燃焼部 (断面)

写真図版43 23号 住居跡

―-259-



升.11r

カマ ド燃焼部 (断面 )

住居内土坑―P4(断 面 )

カマ ド脇土坑―P5(平 面 )

,

住居内土坑―P6(平 面 )

野FTiF■

住居内土坑―Pl(断 面 )

7
ガ_.■ゞ i

離

)              住居内埋設土器 (断面 )

写真図版44 23号 住居跡

住居内埋設土器 (検出)
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幹

24号住居跡 (平面 )
r挙

埋土断面 (S― Nベル ト)

十 、
そ XI  ―

―
 | ,

カマ ド煙道部

カマ ド燃焼部 (断面 )

カマ ド煙出し部 (断面 )
カマド (平面)

写真図版45 24号 住居跡

―-261-一



看 ■■1瀑■||||

電
師埋 土

住居内土坑―P2(断 面)
年6 25号 住 居 跡

-262-

住居内土坑―P3(断 面 )

住居内焼土―P6(断 面)
写真図版46



26号住居跡 (平面)

埋土断面 (W― Eベル ト)

鸞 ・て

露森鷲|,議 11す |―
住居内土坑一Pl(断 面 )

写真図版47 26号 住居跡

(N― S∧ψレト)

鰈:i
,4醍

土器出現状況

-263-



27号住居跡

埋土断面

カマド (平面)

カマ ド煙道部 (断面 )

住居内土坑―P2(断 面)

写真図版48 2フ号住居跡

-264-―



28号住居跡 (平面 )

埋土断面 (S― Nベルト)

住居内土坑―P3(断 面 ) 住居内土坑―pl(断 面 )

写真図版49 28号 住居跡
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29号住居跡 (平面)

鯵
IⅢ∵

蠣
独4fttr

れ―静麟 |

P3(断 面 )

写真図版50 29号 住居跡
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一　
一

一
十
一

一
■
一
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一
●

，解
一
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オ
稔

埋土断面 (W― Eベル ト)

埋土断面 (N― Sベルト)

写真 図版 51 30号 住 居跡
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31号住居跡

埋土断面 (N― Sベル ト)

埋土断面 (W― Eベルト)

写真図版 52 31号 住居跡
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竪穴状遺構 (平面 )

埋土断面 (S― Nベルト)

傘1子●藉
数II事工義・

,「ri常|lif― ● |,
埋土断面 (W― Eベル ト)

写真図版53 1号 竪穴状遺橋

騨 雪
r彎寮轡 常

―-269-



1号土坑 (平面 )

2号土坑 (平面 )

3号土坑 (平面 )

断  面

写真図版54 1～ 4号土坑

断  面

4号土坑 (平面 )
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55 5～ 8号土坑
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瞥1と密%
8号土坑 (平面 )

写真図版 55



9号土坑 (平面 )

14号土坑 (平面)

写真 図版 56
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面
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断

断 面
9・ 10。 13・ 14号 土 坑
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10号土坑 (平面 )

13号土坑 (平面 ) 断  面
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15号土坑 (平面 )

1養鰯
'「  il l,
I II上0 1
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16号土坑 (平面 )

17号土坑 (平面)

18号土坑 (平面 )

写真図版 57 15～ 18号 土坑
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断  面
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23号土坑 (平面 )

写真図版58
断

19・ 20・ 22・ 23号 土 坑
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24号土坑 (平面 )

27号土坑

28号土坑 (平面 )

29号土坑 (平面 )

写真図版59 24・ 2フ ～29号土坑

-275-



30号土坑 (平面 )

31号土坑 断  面

32号土坑 (平面 ) 断  面

33号土坑 (平面)                   断 面
写真図版60 30～ 33号土坑
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34号土坑 (平面 )

韓 |1教

37号土坑 (平面 )

38号土坑 (平面 )

39号土坑 (平面 )

写真図版 61 34・ 3フ ～39号土坑
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40号土坑 (平面 )

41号土坑 (平面 )

36号土坑 (平面 )

|「 111響1 ‐■

_IⅢ等 |
11号土坑 (断面 )

写真図版62

:|lii
12号土坑 (断面 )

11・ 12・ 36・ 40・ 4コ 号 土 坑
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21号土坑 (断面)

卜、輩

|工 |

ヤマ
|―

25号土坑 (断面 )

35号土坑 (断面 )

1号焼土 (平面 )

2号焼土 (平面)                   断 面

写真図版63 21・ 25。 26・ 35号土坑、 1・ 2号焼土
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3号焼土 (平面 )

4号焼土 (平面 )

5号焼土 (平面 ) 断  面

6号焼土 (平面 ) 断  面

写真図版 64 3～ 6号焼土
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7号焼土 (平面)

8号焼土 (平面 )

9号焼土 (平面 )

10号焼土 (平面 )

写真図版65 7～ 10号焼土
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H号焼土 (平面)

12号焼土 (平面)

13号焼土 (平面 )

14号焼土 (平面 )

写真図版66 1¬ ～ 14号焼土
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1号溝・西側 (平面 ) 1号溝 。東狽」 (平面 )

西側断面

写真 図版 6フ

東側断面

須 恵 器 埋 設 遺 構 、 1号溝
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5号溝 (断面)

5。 6号溝 (平面 )

7・ 8号溝東側 (断面)

写真図版 66 5～ 8号清
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6号溝 (断面)

■磨移1綴撒 罐 攘 鶴 弱 覇 隔 国 饉

7・ 8号溝西側 (断面)

7・ 8号溝 (平面 )
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2・ 3号溝 (平面 ) 11号溝 (平面 )

2・ 3号溝 (断面 ) 11号溝 (断面 )

II欅習晉翠
爾
1号墓躾 (平面 ) 2ケ」墓娘 (平面)

写真図版 69 2・ 3。 11号 溝、 1・ 2号墓塙
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1号住居跡

写真図版フ0 遺橋内出土遺物 (1)
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2号住居跡

3号住居跡

遺橋内出土遺物 (2)
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写真図版71



3号住居跡

写真図版72 遺構内出土遺物 (3)

-288-



34

5号住居跡

写真図版フ3 遺構内出土遺物 (4)
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6号住居跡

7号住居跡

写真図版 74 遺構内出土遺物 (5)
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7号住居跡

写真図版75 遺構内出土
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遺物 (6)
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写真図版フ6 遺橋内出土遺物 (7)
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写真図版 77 遺構内出土遺物 (8)
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8号住居跡

8 遺橋内出
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9号住居跡

.            $

10号住居跡

遺構内出土遺物 (10)
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写真図版フ9



10号住居跡

写真図版80 遺構内出土遺物
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11号住居跡

(11)



12号住居跡

写真図版81 遺構内出土遺物 (12)
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13号住居跡

14号住居跡

写真図版82 遺橋内出土遺物 (13)
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|



14号住居跡

遺構内出土遺物 (14)
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写真図版83



14号住居跡

写真図版84 遺構内出土遺物 (15)
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14号住居跡

15号住居跡

写真図版85 遺構内出土遺物 (16)
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15号住居跡

写真図版86 遺構内出土遺物 (17)
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16号住居跡

17号住居跡

写真図版Bフ 遺構内出土遺物 (18)
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284

17号住居跡

遺構内出土遺物
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287

(19)写真図版88



17号住居跡 18号住居跡

19号住居跡

307

遺構内出土遺物 (20)
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20号住居跡

写真図版90 遺構内出土遺物 (21)
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21号住居跡

写真図版 91 遺構内出土遺物 (22)
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21号住居跡

346

23号住居跡

真図版 92 遺構内出土遣物
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写 (23)
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23号住居跡
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版

３

　

蜘

遺構内出土遺物 (24)
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24号住居跡



24号住居跡

遺構内出土遺物 (25)
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写真図版94



24号住居跡

25号住居跡

写真図版95 遺構内出土遺物 (26)
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25号住居跡

写真図版96 遺構内出土遺物 (27)
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25号住居跡

写真図版97 遺構内出土遺物 (28)

-313-



驚騨

３９25号住居跡

27号住居跡

写真図版 98 遺構内出土遺物 (29)
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28号住居跡

遺構内出土遺物 (30)
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写真図版99



29号住居跡

須恵器埋設遺構

写真図版 100 遺構内出土遺物 (3可 )
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顧
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H号土坑

遺構内出土遺物
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27号土坑
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31号土坑
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写真図版 103 遺構内 。遺構外出土遺物 (34)
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報告書抄録
ふ り が な にたないいせきはっくつちょうさほうこくしょ

書 召 似内遺跡発掘調査報告書

副  書  名 東北横断自動車道路関連遺跡発掘調査
巻 次

シ リ ー ズ 名 岩手県文化振興事業国埋蔵文化財報告書
シ リー ズ 番 号 第 344:集

編 著 者 名 溜 浩二郎。金子昭彦・熊谷佳恵・松川由次

編 集 機 関 財団法人岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センター

所  在  地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11-185 TEL(019)-638-9001
発 行 年 月 日 西暦2000年 10月 31日

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード 耳ヒ泰専
°
 /〃

東経
°
 /〃
調査期間 調査原因

市町村1遺跡番号 調 亘 l■l慎

にたないいせき

似内遺跡 岩手県花巻市

上似内第10地割

66-1ほか

03205 ME16-2299
39度

24分

21秒

141度

08分

27秒

1998.

8,7～ 11.13

1999

4.14～ 10.7

2,560ぽ

7,853ぽ

「戻北横断自動車

道路建設事業」に

伴う緊急発掘調

査

所収遺跡名 種別 ゴな時代 主 委遺構 主な遺セ8 特記事項
似 内 遺 跡 集 落 跡 代

代

時

時

文

安

縄

平

′′

〃

中 世 以 降

〃

〃

〃

〃

〃

陥し穴状遺構  67基
土坑     41基
竪穴住居閉   31棟
須恵器埋設遺構  1基
焼土遺構    14基
濤状遺構    13条
掘立柱建物跡  21棟
柱穴列    15
竪穴状遺構   3基
墓娠      2基

土師器 (郵、甕)

須恵器 (邦、甕)

鉄製品 (鎌、鏃、刀子、

古銭など)

石器 (砥石、磨石、

石錐 )

土製品 (土錘、耳皿)

金粒

・平安時代9世紀代の

集落跡

・住居 (状 )遺構の埋

土から金粒出土
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平成 12年度 (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター職員名簿

【職 員】
所長

[管理課]

管理課長

管理課長補佐

主査

主事

[調査第一課]

調査第一課長

調査第一課長補佐

主任文化財専門調査員

文化財専門調査員

〃

〃

〃

″

〃

〃

〃

″

〃

′′

〃

′′

〃

〃

″

″

〃

″

〃

期限付専門職員

″

″

″

〃

″

〃

伊 藤 民 也 副所長

嘱託

〃

″

〃

[調査第二課]

調査第二課長

調査第二課長補佐

主任文化財専門調査員

〃

文化財専門調査員

′′

〃

〃

″

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

″

〃

〃

〃

″

〃

期限付専門職員

〃

〃

〃

〃

〃

″

櫻 田 次 男

夫

子

ョ

重

芳

恵

卜
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々
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松
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